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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　光崎瑠衣
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　氷の国に争いあり。


　争いは永ながきにわたり、人皆みな艱かん難なんと辛しん苦くに悲ひ嘆たんす。





　人々の死を嘆なげきし女あり。


　そはただ涙なみだを流したる無力な女なり。





　されど緑りよく神しん、女に慈じ悲ひを与あたえたもう。


　緑神の申し子となりし姫ひめ巫み女こ、その身を捧ささげ、禍わざわいより母国を守らん。


















　序章







　　　　　１





　二万を超こえる軍勢が街道を進んでいた。


　ベールセール王国へ侵しん攻こう中のミレスデン王国の軍勢である。


　その軍勢の中央に、輿こしを担かついだ異様な兵士の一団がいた。


　彼らは見た目からして周囲の兵士たちとは様子が違ちがっていた。周囲の兵士たちは武器こそ部隊ごとに槍やりや弓で統一されていたが、鎧よろいについては板ばん金きんの鎧であったり鎖くさり帷かた子びらであったりと、それぞれ差異がある。


　しかしその兵士たちは完全に統一された剣けんと鎧を身につけていた。遠目から見れば個々の区別がつかないほどだ。しかも彼らの動作は見事なまでに統とう率そつされ、隊列にも歪ゆがみはなく、担いでいる輿もまったく揺ゆらぎがない。


　彼らの正体は軍の幹部しか知らず、それゆえ周囲の兵士たちはどこか薄うす気味悪そうにその一団を遠巻きに見つめていた。


　もし担がれた輿の中にいるのがどのような人物であるかを知れば、彼らは驚おどろきを隠かくせなかっただろう。


　輿の主あるじは、年とし端はもいかぬ少女であった。





「なんて豊ゆたかな国なのかしら……」


　少女は、輿の中にある小さな覗のぞき窓まどから外の景色を見つめ、呟つぶやいた。


　輿から見える光景は、見み渡わたす限かぎりの麦むぎ畑ばたけである。北の地では見たことのない光景だ。


　もっとも、目に映うつるものはそれだけではない。


　街道の傍そばに、死体が転がっている。


　血と泥どろにまみれた腐くさりかけの死体だ。そのほとんどすべてが老ろう若にやく男なん女によの区別なく裸はだか同然で、文字通り身ぐるみをはがされている。


　傭よう兵へいたちの略りやく奪だつに遭あった結果だろう。彼らの残ざん虐ぎやくさは少女もよく知っていた。


　やがて、少女はさらに衝しよう撃げき的なものを見てしまうこととなる。年端もいかぬ子供の死体だ。


　堪こらえきれず、少女の目から、涙がこぼれた。


「姉さん、大だい丈じよう夫ぶ……？」


　傍に控ひかえていた少年が心配そうに少女を見上げた。


　少年が少女を「姉さん」と呼ぶのは周囲に人がいないときだけである。普ふ段だんならば「姫ひめ巫み女こさま」と呼ばなければならない。


「大丈夫、なんでもないの」


　少女はたった一人の肉親を心配させないため、無理に微び笑しようさえ浮うかべた。


　あの子供はなぜ死ななければならなかったのだろうか。いや、原因は分かっている。自分たちミレスデンの軍勢が攻せめ込んだからだ。


　ではなぜミレスデンが攻め込まなければならなかったのか。その責任は、ベールセールにあるのだ。


　少女の父親は、鉱こう夫ふだった。農作物を育てられる土地が限られているミレスデン王国では、恐おそらくもっとも多い職だろう。危険も多く、落らく盤ばんや生き埋うめで亡なくなった人は数え切れないほどで、それゆえ少女は大地を統すべるという緑りよく神しんアトラスに毎日のように祈いのりを捧ささげた。どうか今日も父を無事に帰してくださいと。


　鉱夫たちは毎日現金で支給される金で食べ物を買い、家族を養やしなっていた。その給金自体は決して低いものではない。しかし、いつも彼らは飢うえていた。毎年のように値上がりしていく麦のせいである。


　ミレスデン王国を始めとした北の国々は、多くの自国民を養うために食糧を他国から輸入しなければならなかった。その最大の輸入国が、南に隣りん接せつする〝森と麦むぎ穂ほの国〟ベールセール王国である。


　それゆえ、両国の間には条約が結ばれたこともあった。北の国々が鉱石を、ベールセールが食糧を安定供給するとした通商条約だ。


　しかし、すぐにベールセールの商人たちは悪あく魔まの誘ゆう惑わくに屈くつすることとなる。人は鉱石がなくても生きていけるが、食べ物がなくては生きていけないという単純な事実を利用し始めるようになったのだ。


　かくして、様々な理由──というよりは難なん癖くせ──がつけられ、毎年のように麦の値段は上がり続けた。


　まず父が病死した。充じゆう分ぶんな食べ物を摂せつ取しゆせず、鉱夫という過か酷こくな仕事を続けた結果である。


　次に母も病びよう床しようの身となった。女手一つで二人の子供を養おうと働き続けた結果である。寝ねたきりになった母を抱かかえながら、少女と弟は必死に日ひ銭ぜにを稼かせいで生き続けた。


　それだけでも少女がベールセールという国に恨うらみを抱いだくには充分だっただろう。もっとも、ただの少女であれば生しよう涯がいをかけても復ふく讐しゆうなどできない。


　だが、蒼そう神しんが少女に課した運命は、なお複雑なものだった。


　ある日、町が傭兵に襲おそわれた。珍めずらしいことではない。傭兵たちも生きるためには食べなければならない。そして、食べ物がないのなら奪うばえばいいという発想である。


　少女の故こ郷きようは火に包まれた。母は傭兵によって殺され、少女に出来ることは弟を連れて緑神アトラスを祭まつった小さな祭さい壇だんへ赴おもむき、神の慈じ悲ひを乞こうことだけだった。


　果たして、奇き蹟せきは起こった。


　少女は緑神に選ばれ、力を授さずけられたのだ。彼女の力によって傭兵たちは撃げき退たいされた。そしてまもなく彼女は国王の元へと呼び出され、以後、こう呼ばれることとなる。緑神アトラスの申し子たる姫巫女と。


　その後、少女はこうして祖国の軍勢と共にベールセールへと侵しん攻こうすることになる。争いはもちろん好きではない。だが、自分が味わった悲劇を二度と繰くり返さないためにはこの豊かな地を手に入れなければならないのだ。


　だが、だからといってなぜ年端もいかぬ子供が死ななければならないのか。戦争が起こるきっかけは誰かが作ったものだとしても、その罪つみを民衆が背せ負おわなければならない理由はどこにあるというのか。


　少女には分からなかった。これから自分が為そうとしていることが、本当に正しいことなのかどうかは。





　　　　　２





　ウォルドという少年が自じ警けい団だんに入った理由は、単純だった。


　小さい頃ころに両親を失ったウォルドは、妹と二人、天てん涯がい孤こ独どくの身であった。それでも無事十六歳の誕生日を迎むかえることができたのは、村人たちが援えん助じよの手を差し伸のべてくれたからだ。


　世話になった村人たちに、恩おん返がえしがしたかった。故郷の村を守りたかった。なによりも、ただ一人残された家族である妹とそして幼おさな馴な染じみのアルシアをこの手で守りたかった。ついでにいえば、一刻も早く手て堅がたい職について安定した収入を手に入れ、幼馴染に求きゆう婚こんしたかった。


　だが、十六歳の少年には、そのいずれも許されなかった。





「早く！　二人とも、もっと早く走って！」


　ウォルドは妹と想おもい人を先せん導どうしながら、森の中を必死に走った。


　後ろを振ふり返れば、獣けものじみた表情をした傭兵どもの姿が視界に入る。しかも、互たがいの距きよ離りは段々と詰つめられつつあった。


　それでも、この深い森の中を逃にげ続ければ、傭兵もこちらを見失ってくれるかもしれない。とにかく今は逃げ続けることしかできなかった。


「お兄ちゃん、もう、だめ……！」


「待ってウォルド、リリスはもう限界よ……！」


　十一歳の未み成せい熟じゆくな体で走り続けるのはもう限界なのだろう。妹のリリスはもう息も切れ切れで、アルシアの手助けがなければすぐにも倒たおれこみそうだった。


「しっかりしろ、リリス！」


　あの傭兵どもは、子供であろうと容よう赦しやはしない。もし捕つかまれば十一歳の子供には到とう底てい耐たえられない責せめ苦を味わわされることになる。


　ウォルドは妹の小さな体を抱だき上げた。そして右手にアルシアの手を摑つかむ。


「行くぞ！」





　すべてのきっかけは、領主の元へ陳ちん情じように向かっていた村人たちが帰き還かんしたことだった。彼らは領主の元へ行く途と中ちゆうで驚くべき情じよう報ほうを知り得たのである。


　すなわち、北の侵略。


　この近きん隣りんに住む者で、北の傭兵の恐ろしさを知らない者はいない。ウォルドたちはすぐさま家か財ざいをまとめ、故郷の村を後にした。


　最初は領主の城へ行こうとした。だが、情報によれば領主の城にはすでに無数の領民が押しかけ、これ以上の入城を拒こばんでいるという。いや、それどころか別の噂うわさによれば、領主の元へ集まった若い男たちは強制的に徴ちよう兵へいされ、女たちは領主のモノとされているというのだ。


　とてもではないが領主の城へ向かうことなどできなかった。そして幸いなことに、噂は悪いものばかりではなかった。聞けば、東の方に住む大貴族が人々を守るため挙きよ兵へいしたという。それに、はるか南東のオルガスタの街ではベールセール王国軍が結集しつつあるらしい。


　結果的に、ウォルドたちは東へ、南東へと向かうこととなった。


　だがそれはあまりにも長い旅路であり、さらに慣なれない逃とう避ひ行こうのせいか彼らの歩みは亀かめのように遅おそかった。


　彼らの前に傭兵たちが姿を現すのは時間の問題だった。


　十人足らずの自警団では百を超える残虐な傭兵どもに対たい抗こうすることなど不可能だった。


　ウォルドたちが助かる唯ゆい一いつの道は、散ちり散ぢりになって逃げることだけだったのである。





「……はぁっ、はぁっ！」


　妹の体を背負ったまま獣けもの道みちを走るのは相当な体力が必要だった。ウォルトの体力はあっという間に底そこを突つく。


「ウォルド、大丈夫？」


　心配そうにアルシアが顔を覗のぞき込んでくる。


「いいから、足を、止めるな……！」


　もはや息も絶たえ絶だえであった。


　もしあと百間けん（約一八〇メートル）も走っていれば、ウォルドの心臓に限界が来ていただろう。だが幸か不幸か、ウォルドがそれ以上走る必要はなかった。


「どうしたガキども！　もっと速く走らねえと追いついちまうぞ！」


　彼らの後方十間ほどのところに、傭兵たちが姿を現したためである。


「くっ、ちくしょ……！」


　もうこれ以上は逃げ切れない。ウォルドは背負っていた妹を下ろすと、腰こしに下げていた剣けんを抜ぬいた。自警団に入ったその日に、団長より授さずけられた剣だ。


「二人とも、行け！　ここは俺が時間を稼ぐから！」


「い、いや！　いやだよそんなの！　お兄ちゃんも一いつ緒しよに行こう!?」


　泣き叫さけぶ妹の気持ちは痛いほど理解できた。ずっと二人で生活してきたのだ、できればウォルドだって彼女たちと離はなれたくはない。だが、今はそれ以外に方法はないのだ。誰だれかが時間を稼がなければ、ウォルドがもっとも愛する人たちは死に等しい苦しみにさらされることになるのだから。


「いいから行ってくれ！　アルシア、頼たのむ！　リリスを連れて行ってくれ！」


「……出来るわけないじゃない、そんなこと！」


　アルシアまでもが頑かたくなに首を横に振る。


　それどころか、アルシアはその手にナイフを握にぎった。


「あなたのいない未来なんて考えられないわ、ウォルド。リリスだってそうよ。死ぬなら一緒に死にましょう」


　アルシアの目は本気だった。そしてこの想い人がこういう目をしたとき、意見を翻ひるがえすことはないということをウォルドは知っていた。


「……分かったよ」


　残念なことに、身寄りのない少女二人が生きていくにはこの世界は厳きびしすぎる。今後死よりも辛つらい運命を二人に押し付けるよりは、このまま三人で仲良く逝いった方がいい。そんな風にも思える。


「へっへっへ、追いかけっこは終わりか、ガキども」


　間もなくウォルドたちの前に下げ卑びた顔をした傭よう兵へいたちが姿を現す。その数は五人、いや六人。彼らはウォルドたちを逃のがさないよう、じりじりと半包ほう囲いの態勢を取り始めた。


　ここで囲まれてはいよいよ勝ち目はなくなる。意を決し、ウォルドは剣を振り上げた。


「うわあああああ！」


　傭兵の一人に向かって切りかかる。


　自警団になってまだ日は浅いが、剣の訓練だけは毎日怠おこたったことはない。しかもこのとき、ウォルドは決死の覚かく悟ごだった。防ぼう御ぎよなど考えずただひたすらに、がむしゃらに剣を叩たたき付ける。


「ちっ、このガキ！」


　傭兵は斧おのを斜ななめに構かまえてウォルドの攻こう撃げきをすべて受け流していた。しかし嵐あらしのような猛もう攻こうを受け流し続けるのは難むずかしいのだろう、体勢が少しずつ崩くずれていく。


「この！　このぉ！」


　いける──ウォルドはそんな手ごたえさえ感じていた。


　衝しよう撃げきは後ろから来た。


　後頭部を硬かたいもので殴なぐられたような衝撃。


「ぐっ……!?」


　気付いたとき、ウォルドは剣を取り落として地面に倒れていた。


「調子に乗るのもそこまでにしとけ、ガキが」


　別の傭兵が、槍やりを片手に立っていた。ようやく槍で頭を殴られたのだと気付く。出血はしていないようだが意識が朦もう朧ろうとして立つことさえできない。


「く、くそっ……！」


　とにかく、剣を取らねばならない。戦わなければならない。


　手を伸ばし、近くに落ちているであろう剣を必死に探さがす。


　運良く右手が剣の柄つかに当たった。慌あわててたぐりよせようとする。


「うがああっ!?」


　しかし、その右みぎ腕うでの動きは封ふうじられることになる。


　傭兵の強きよう靭じんな足で踏ふみつけられたためだ。顔を上げれば、さっきまで剣撃を加えていた傭兵が立っている。


「くそっ！　どけろ！」


「うるせえよ。それより、さっきは随ずい分ぶん好き勝手やってくれたな。ええ？」


　足に込められた力が強くなった。ウォルドの右腕がきしむ。


「や、やめろー！」


「ああ、やめてやるともよ。いつまでもおまえみたいな貧びん乏ぼうそうなクソガキに構かまってる暇ひまはねえんでな。じゃ、あばよ」


　傭兵が、斧を振り上げた。動きを封じられたウォルドに逃れる術すべはない。絶望という感情に心が塗ぬりつぶされていく。


「おい、ちょっと待て」


　幸か不幸か、すぐさま斧が振り下ろされることはなかった。


　別の傭兵が声をかけたのだ。


「ん？　どうした、なんで止める？」


「いいことを思いついたぜ。そのガキは生かしてやろう。そいつの目の前でその二人を犯おかしてやるんだ」


「なに──」


　背せ筋すじも凍こおるような言葉だった。


　そして、気付く。いつの間にか自分と同じように、妹と想い人もまた、傭兵たちの囚とらわれの身になっていたことに。


「放して、放してよ！」


「いやああああ！　痛い、痛いよお兄ちゃん！」


　想い人の悲鳴と、妹の沈ちん痛つうな叫び声がウォルドの耳を刺す。


「なるほど、そいつはいい考えだ」


　傭兵はウォルドの背中に膝ひざを押し付けて動きを封じると、無理矢理頭を持ち上げその光景から顔を背そむけられないようにした。


「よし、始めろ。その雌めすどもが大人になるところをたっぷりと見せてやりな」


　その声を合図に、数人の男たちが何よりも大事な二人に襲い掛かかる。


「きゃあああああああああ！」


「た、助けて、お兄ちゃん！　お兄ちゃん！」


「やめろ……！　やめてくれぇ……！」


　完全に自由を奪われ、泣き叫ぶ想い人と幼い妹を前に何もできない。ウォルドは自分の無力さに打ちひしがれた。


「なんで……！　こんなのっ、ひどい、ひどすぎる……！」


　この世には神などいないのか。自分の手では大切な家族一人救えないのか。これが蒼そう神しんラクリナースの課した運命だというのなら、二度と神など信じてやるものか。


　しかしどれだけ激しく心を高ぶらせても、傭兵どもを喜ばせるだけだった。事じ態たいは何一つ変わるわけがない。


　それはこの時じ勢せい、どこにでも見られるよくある光景に過ぎなかった。三つの無む垢くな命は、極きわめて理り不ふ尽じんな形でもぎ取られていく──。





　はずだった。





　風が吹ふいた。





　それもただの風ではない。突とつ風ぷうだった。人を吹き飛ばすほどの。


　妹たちを組み敷しいていた男たちが、吹き飛んだ。


「え……!?」


「なっ、なに……!?」


　あまりにも不可思議な光景だった。


　数人の屈くつ強きような男たちの体が、突とつ如じよとして吹き飛んだのだ。一体どれほど強きよう烈れつな風が吹けばそんなことが起きるというのか。


　吹き飛んだ男たちはそのまま木に衝しよう突とつを余よ儀ぎなくされた。頭でも打ったのか、そのまま動かなくなった傭兵もいる。


「いい加か減げん、見み飽あきたわね。こんな光景も」


　凜りんとした声が響ひびいた。


　同時に、森の中から一人の少女が現れる。


　いや、彼女を少女だと、人だと表現するのは誤あやまりのように思えた。それほどに彼女の存在は現げん実じつ離ばなれしていたのだ。


　長い青緑の髪かみ。珠たまのような肌はだ。妙みように露ろ出しゆつが激しいが、神秘的な衣い装しよう。


　綺き麗れいだ──というのがウォルドの抱いだいた最初の印象だった。


　こんな薄うす汚よごれた世界の中で、その少女の周囲だけが別世界のようだった。そしてウォルドは、先ほど内心で蒼神ラクリナースを罵ののしったことを後こう悔かいした。彼女は、蒼神が自分たちを助けるために遣わした御み遣つかいだとしか思えなかったからだ。


「な、なんだ貴き様さま！　何者だ!?」


「ごめんね、その手の質問には答えないようにしてるのよ。だって──」


　少女は、なんでもないことのように告げた。





「あんたたち、すぐ死ぬんだもの」





　そのときだった。


　彼らの前に、一いち陣じんの赤ヽが現れたのは。


「きゃああああああああ!?」


　アルシアの口から悲鳴がほとばしった。それは恐おそらく恐きよう怖ふに起因するものだったに違ちがいない。


「あ、悪あく魔ま……!?」


　ウォルドでさえそう呟つぶやかずにはいられなかった。


　先ほどの神の遣いとしか思えない神秘的な少女とはまったく違う。それほどに、彼らの前に姿を現したモノは化け物じみていた。


　その瞳ひとみに輝かがやくは、太陽のごとき強い光。赤いマントを翻し、手には二ふた振ふりの剣けん。


　身に着けた甲かつ冑ちゆうは、余あますところなく赤黒く染そまっている。それがいかなる染せん料りようによって染め上げられたものなのかは、ウォルドにも簡単に分かった。甲冑だけではない。二振りの剣のうち、右手に持った剣もまた、柄の先まで赤黒く染まっている。剣とあの大きな甲冑とを隅すみ々ずみまで赤黒く染め上げるには、一体何人分の染料が必要だったのだろうか。


　ウォルドの脳のう裏りに、自然とある表現が浮うかんだ。悪魔だ。赤い悪魔が現れた──と。


　しかし、それをただの悪魔と表現するのは誤りのようにも思えた。少なくとも、人の形はしていたからだ。


「赤い……悪魔憑つき……？」


　より的確な表現をするならば、そう呼ぶべきであっただろう。


「時間が惜おしい」


　悪魔憑きの口から、地じ獄ごくの底から響いてくるような声がした。聞く者すべてが戦せん慄りつを覚えるような、氷よりも冷たい声だ。


　そして、騎き士しは剣を構えた。


「懺ざん悔げはあの世でやれ」


　それが傭よう兵へいたちにとっての地獄の始まりだった。


　信じがたい光景が展開された。赤い剣士は重いはずの剣を小こ枝えだのように軽々と振り回し、次々と傭兵たちの首や腕うでを宙に飛ばし、青緑の黒くろ魔ま術じゆつ師しは風を起こして傭兵たちを吹き飛ばしていった。


「や、やべえ！　こいつらとんでもねえ強さだ！」


「誰だれか仲間を呼んで来い！　大勢で取り囲め！」


　数人の仲間を失ったところで、傭兵たちが叫さけぶ。彼らの遺ヽ言ヽは実行され、それゆえに生いけ贄にえの数は不足することがなく、惨さん劇げきは続くことになる。
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　それはまるで壮そう麗れいな演えん舞ぶのようでさえあった。剣士と少女は、次々に襲おそい来る残ざん虐ぎやくな傭兵ども、それも何十人という数を同時に相手にし、一歩も退ひかない。怪け我が一つ負うことなく、すべてを圧あつ倒とうしていた。


　その動きは縦じゆう横おう無む尽じん。剣士が傭兵たちの間を自在に動き回り、実を避さけ虚きよを衝つき、たった一人で何十倍もの敵を翻ほん弄ろうする。そして隙すきを見せた傭兵たちを、黒魔術師が風の力で吹き飛ばしていく。


　特に剣士の剣けん戟げきは目で追うことすら至し難なんだった。傭兵が死しに物もの狂ぐるいで繰くり出す一いち撃げきを左の剣で難なく防いだかと思えば、次の瞬しゆん間かんにはもう相手の首や腕が宙を舞まっている。


　剣士の甲冑が、さらなる深い紅あかで染まっていく。その目に浮かんでいるのは強烈な殺気だ。いかなる名めい工こうの腕を以もつてしても絶対に表現できないであろう凄せい惨さんにして苛か烈れつな感情が浮かんでいる。


　ウォルドの目の前で行われているものは、もはや戦いではなかった。虐殺である。平時であったならば目を背けていたであろう凄惨な虐殺だ。


　にもかかわらず、ウォルドは魅み入いられたようにじっとその光景を見続けた。


　なぜ目を離はなせないのか。それは本人にも分からなかった。


「あ……。ああ……！」


　その目からはとめどなく涙がこぼれ落ちる。それが安あん堵どに起因したものか、あるいは恐怖に起因したものなのかは、本人にも理解できなかった。


　ただ一つだけ確かなことがあるとすれば、それは自分たちが助かったということである。


「うわあああああああああ！　た、助けて、助け──」


「に、逃にげろ！　あんなの敵かなうわけがねえ！」


　ようやく傭兵たちはこれ以上戦うことの無む益えきさを悟さとったようだった。剣を捨すて仲間を見捨て、一いち目もく散さんに逃げ出そうとする。


　しかし、それすらも許されなかった。


　いつの間に回り込んだのだろうか。彼らの退路に、あの少女が立ち塞ふさがっていた。


「ごめんなさい。あんたたちを生かしておく理由が、どこにも見つからないのよ」


　少女は無む慈じ悲ひに告げると、手を掲かかげ──振り下ろした。


　その直後。傭兵たちの真上から風が吹いた。傍はたから見ているとよく分からないが、立っていられないほどの強風なのだろう。傭兵たちはその場に釘くぎ付づけとなった。


　動きを封ふうじられた傭兵たち。


　だがその風の壁かべの中を悠ゆう然ぜんと歩くことのできる者が一人だけいた。


「ひぃっ!?　や、やめろ、来るな、来るなあああああああ！」


　赤の悪魔憑きは、ゆっくりと傭兵たちに近寄っていった。


　風の影えい響きようのせいか、その歩みは遅い。だが一歩一歩、着実に傭兵たちとの距きよ離りを詰つめていく。


　そして、無言で剣を構えた。


　傭兵たちに残された道は、柄つかまで赤黒く染まった剣に首を切り落とされるのを絶望と共に待ち続けることだけだった。





「大だい丈じよう夫ぶかい、君たち。見たところ怪我は負っていないようだが」


　この惨劇の場には不ふ釣つり合あいなやさしげな声をかけられ、ウォルドは我に返った。


「え……。え……？」


「ほら、しっかりしろ。私をよく見るんだ」


　肩かたを揺ゆさぶられ、ようやく視界が定まってくる。


　どういうわけか、その男には見覚えがあった。ウォルドは自じ警けい団だんとして働いている。それゆえに、村にやってくる訪問者とは必ず顔を合わせていたせいだった。


「思い出した、行商のおっさん!?　確かヴェリック……だよな!?」


「ああ、そうだよ。おまえは確かニルセス村の自警団にいた……」


「ああ、俺おれだよ、ウォルドだよ！　それよりおっさんこそ何してるんだよ、こんなとこで!?」


「ん。ああ、ちょっと英えい雄ゆうたちの道案内をな。分かるかい、あれがファノヴァールの騎士、そして〈風の戦いくさ乙おと女め〉だよ」


「…………」


　思わず納なつ得とくした。


　目の前で繰り広げられている、圧あつ倒とう的てきな戦い。


　ファノヴァールの騎士の名は、ウォルドも知っている。王国の護まもり手、弱者の味方たる高こう潔けつな騎士の代名詞。〈風の戦乙女〉についてはよく分からないが、アルシアたちを救ってくれた英雄と呼ばれるに相ふさ応わしい存在であることは言われずとも分かる。


「そ、そうだ！　アルシア、リリス！」


　我に返って愛する少女たちの名を呼ぶ。


　二人は身を寄せ合って震ふるえながら目の前の光景を見つめていた。〈風の戦乙女〉が助けてくれたおかげだろう、多少の着衣の乱れこそあるが、目だった傷もない。


「大丈夫か、二人とも！」


「ウォルド……！」


「お兄ちゃん！」


　三人は互たがいに抱だき合い、その体温を間近に感じることで、生き延のびたことを実感し合った。


「よかった……。二人とも無事で本当によかった……！」


　傭兵たちが姿を現してからというもの、死を覚かく悟ごしたことは一度や二度ではない。神をも恨うらんで絶望したこともある。ウォルドは再び二人と抱き合えたことを、涙を流して喜んだ。


「ウォルド」と、ヴェリックに声をかけられる。「今のうちに皆みんなを連れて行った方がいい。道は分かるな？　南東へ、オルガスタの方へ行くんだ」


「で、でも……また傭兵どもに襲おそわれるんじゃ……」


「大丈夫だよ、問題ない」


　妙みように静かな迫はく力りよくを伴ともなって、ヴェリックは言った。


「ここから南東の傭兵は、皆死んでるから」


「…………」


　その言葉の意味を悟さとる。


　ヴェリックたちは、あの二人の英雄たちは、英雄と呼ばれるに相応しい戦い方をしてきたのだと。領主は自分たちを見捨てたが、この人たちは自分たちを助けにきてくれたのだと。そして恐らく、自分たちは助かったのだと。


「ありがとう、ヴェリック。できれば俺も何か手伝いたいけど……」


「おまえにはおまえにしか守れない大切な人がいるんだ。みんながそれぞれ出来ることをすればいい、気にすることなんてない。さあ、早く行くんだ」


「ああ、それじゃ……」


　ウォルドは二人を立たせると、再び歩き始めた。


　最後に一度だけ振り返る。二人の英雄の戦いぶりを、目に焼き付けておくために。


　ウォルドは知る由よしもなかったが、それはこの時勢、どこにでも見られるよくある光景だった。








　……今からおよそ五十年前。北の侵しん略りやくに端たんを発する戦せん役えきが巻き起こった。後世、その戦役は主戦場となったシエゴラス山脈から名前を取り、第一次シエゴラス戦役と呼ばれることとなる。


　そして北の侵略はその後も絶えることがなく、第二次、第三次シエゴラス戦役が起こる。


　もっとも、六年前に起こった第三次戦役の折には、北の軍勢はベールセール王国の奥深くにまで侵しん攻こうすることに成功し、戦線は大きく南下。これに伴ともない第三次シエゴラス戦役ではなく、ベールセール北部戦役とでも呼こ称しようすべき状じよう況きようになっていた。しかし国境線でもあるシエゴラス山脈周辺での戦いが重要であることに変わりはなく、慣かん習しゆう通り第三次シエゴラス戦役の名で呼ばれることとなる。


　それは今回起こった四度目の戦役でも同様であり、すでに北の軍勢はベールセール王国の奥深くまで入り込んでいたが、人々の間では慣習通り第四次シエゴラス戦役の名で呼ばれ始め、実際、後世にもそれが正式な呼称となる。


　そして第四次シエゴラス戦役が始まって以来、ファノヴァールの騎士、そして〈風の戦乙女〉は、戦い続けていた。
















　第一章　ディレニア王国軍
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　ベールセール王国暦れき八十三年第八の月。


　この頃ころ、レアニール連合王国の一、ミレスデン王国と共にベールセールへ侵しん略りやくを開始したディレニア王国軍は、ベールセールの国境防ぼう衛えいの要かなめ、ダルム城じよう砦さいに滞たい在ざいし、本格的な侵略の準備を着々と進めていた。


「このときをどれだけ待ちかねたことか。今度こそベールセールの不ふ凍とうの大地を我らのものとしてやるぞ」


　総勢二万のディレニア軍を率ひきいるのは、ゼーバルト将軍である。


　野心旺おう盛せいな壮そう年ねんの武人だ。背は高く、体つきも雄お牛うしを思わせるほどにたくましい。やや角ばった頰ほお、高い鼻、きちんと切り揃そろえられた黒い髭ひげ。隣りん国ごくミレスデンのライオネル大だい元げん帥すいが〝猛たけ獅じ子し〟ならば、ゼーバルトは〝美び丈じよう夫ふ〟と呼ぶに相ふさ応わしかった。


　六年前の第三次シエゴラス戦せん役えきにおいて、ディレニア軍はこのダルム城砦を攻せめあぐね、そしてついには敗退するという大敗北を喫きつした。


　当時西からベールセールに侵しん攻こうしたミレスデン軍は、略りやく奪だつによって多少の利を得た一方、ディレニア軍は銅貨一枚分の利さえ得ることなく、莫ばく大だいな戦費を無む駄だに浪ろう費ひする結果となったのだ。ただでさえディレニアの国力は宿しゆく敵てきミレスデンに劣おとる。敗戦によってその差はさらに広がり、当時の将は当然のように責任を取らされることとなる──はずだった。


　しかし当時の将軍は王おう弟ていブランウェル、すなわち王族であり、重い罰ばつを科すことはできなかった。余談だが、当時王弟ブランウェルは大きな戦功を上げることによって、兄である国王の廃はい嫡ちやくを狙ねらっていたと言われている。しかし噂うわさの真しん偽ぎがどうであれ、第三次シエゴラス戦役の敗北の結果、ブランウェルが台たい頭とうすることは二度となかった。


　そんな経けい緯いがあったがゆえに、ゼーバルトの意気込みは相当なものだった。もし王族でさえ成し得なかったベールセール征せい服ふくを成し遂とげれば、その地位は著いちじるしく向上するだろう。


　もっとも、ディレニア王国の現状はあまり健全とは言い難がたい。六年前の大敗北、そしてこの六年の間に何度となく行われた隣国との小こ競ぜり合いによって、経済力をすり減らされたためである。もし今回の侵略も失敗となれば、いよいよ国家が破は綻たんしかねない。


　それでも彼らが侵略を決意したのは、ある商人を通じて二通の密書が届いたためである。


　一通目は、ベールセール王国が行っている策さく略りやくについてだ。ベールセールは国内の反乱を鎮しずめる時間を稼かせぐため、ディレニアとミレスデンを互たがいに争わせる反はん間かんの謀ぼう計けいを用もちいようとしている。これに対たい抗こうするもっとも効こう率りつ的な方法は、ベールセールの企たくらみに乗ったように見せかけるため、表向きミレスデンと抗争を開始し、その裏ではミレスデンと手を結び、ベールセールに攻め込むことである──。密書にはそうあった。


　もっとも、この密書だけではディレニアがベールセールへの侵略を決意することはなかっただろう。ディレニアとベールセールの間には山間の堅けん城じようダルム城砦があり、これを突破する手段がない限り、攻め込んでも利益はない。


　そんなディレニアの心情を見み透すかしたように、二通目の密書が届いたのである。


　そこに書かれていたのは、ディレニアがもっとも欲しがっていた情じよう報ほうだった。すなわち、ダルム城砦の軍事機密──図面である。


　ディレニアも、最大の障害たるダルム城砦についての調査は常つね々づね行っている。もっとも、軍事拠きよ点てんの調査となれば外部から調べられることには限界がある。だが、かろうじて得られたいくつかの断片的な情報と、その密書にあった図面とを見み比くらべたところ、本物である可能性が極きわめて高いと結論づけられた。


　ダルム城砦のどこに兵ひよう糧ろうがあり、どこの守りが薄うすく、どこを攻めるのがもっとも効率がいいのか。城しろ攻ぜめをするに当たって、これほどありがたい情報はない。それだけでもディレニア軍が再侵攻を決意するには充じゆう分ぶんだった。


　だが、密書の内容はそれだけではなかった。驚おどろくべきことに、堅城で知られるダルム城砦の城じよう壁へきには、ベールセール側にも知られていない、一点だけひどく脆もろい場所があると記しるされていたのだ。図面と城壁の弱点。それさえ分かれば、ダルム城砦を攻め落とすことはさらに容よう易いとなるだろう。


　一体、その密書の差出人はどのような情報網もうを持っていたのだろうか。ベールセールでも最高の機密であるはずのダルム城砦の図面だけでなく、その弱点までも知っているとは。しかも恐おそろしいのは、密書の最後にあった記き述じゆつである。それこそが密書の差出人の狡こう猾かつさを示すもっとも恐ろしいものだった。


　ディレニア軍が第八の月までにダルム城砦を攻めなければ、その弱点をベールセール側に通告する──。密書にはそうあったのだ。


　それが最後の一押しだった。そのころ、折良く隣国ミレスデンからの共同侵攻の申し出があったこともあり、ディレニア軍は国庫に大きな負ふ担たんがかかることを承知で、再侵攻を開始したのである。


　そしてダルム城砦に奇き襲しゆう同然の攻こう撃げきを仕し掛かけ、密書にあった弱点を破は城じよう槌ついで攻撃したところ──簡単に城壁を破ることに成功したのだ。さらにディレニア軍は、城砦内の構造をも完全に把は握あくしている。壊こわれた城壁からなだれを打って城砦内へ侵しん入にゆうしたディレニア軍は、そのまま城砦の要所を攻め落とし、陥かん落らくさせることに成功したのである。


「後はオルガスタさえ攻め落とせば、この地は我らのものだ」


　ベールセール北部における交通の要よう衝しよう、城じよう塞さい都市オルガスタ。ダルム城砦と違ちがって弱点などないオルガスタを陥落させるのは容易なことではない。しかし、ゼーバルト将軍には目もく論ろ見みがあった。


　ディレニア軍は、先に侵攻を開始したミレスデン軍とは別の戦略を取ることができる。それは堅城ダルム城砦という拠点を得たディレニア軍だからこそ取れる戦略だ。


　その両者の戦略の違いこそが、ディレニア軍に勝利と栄光とをもたらすだろう。ゼーバルトはそう信じて疑わなかった。





　　　　　２





　一方そのころ。


　ディレニアと一時的にとはいえ同盟関係にあるミレスデン軍の幹かん部ぶたちは、苛いら立だちを隠かくせないでいた。


「一体何をやっておるのだ、ディレニアの連中は！」


　猛獅子の異い名みようを持つライオネル大元帥の一いつ喝かつは、天幕の外で警備中の兵士たちをも萎い縮しゆくさせるほどだった。


「ダルム城砦を落としておきながら、いつになったら南進を開始するつもりだ!?　これでは東西から攻めている意味がないではないか……！」


　ライオネル大元帥が憤いきどおるのも無理はなかった。


　現在、ベールセール王国に対し、ミレスデン軍とディレニア軍が、それぞれ北西と北東から侵略を開始している。しかし二つの軍勢は毎年のように争っている仲である。表向き手を取り合っているものの、互いにいつ背中を襲おそわれても不思議ではないほどで、とてもではないが合流して進軍することなどできない。


　その場合もっとも効率的な戦略は、互いに一定の距きよ離りを取りつつも、同速度で南下していくことなのだ。そうすれば途と中ちゆうでどちらかの軍勢がベールセール軍に戦いを挑いどまれたとしても、もう片方の軍勢がその背はい後ごを脅おびやかすことができる。そうでなくとも、ベールセール軍は二正面作戦を強しいられるのだ。


　しかし現状では、ライオネル大元帥率いるミレスデン軍が予定通り南下している一方、ディレニア軍は少数の手勢を南下させているだけで、その本隊は未いまだ動きを見せていない。


「恐らくは、我らとベールセール軍とを争わせ、漁ぎよ夫ふの利を得ることを企き図としているのではないでしょうか」


　居並ぶ幹部の一人がそう発言した。


「……そんなところであろうな」


　それぐらい分かっている──と怒ど鳴なりつけたいところだったが、どうにか堪こらえる。猛獅子などという二つ名で呼ばれているせいか、ライオネルは部下からもどこか恐れられているところがある。ここで怒鳴りつけるようなことがあれば、部下たちは萎縮して何も発言しなくなってしまうだろう。


「まあ来ないものは仕方ないではありませんか、閣かつ下か。元より我らは単独でベールセール軍を打ち破るだけの策を用意しているのですから」


　慰なぐさめのようなその発言は、確かに事実ではあった。


　六年前、今と同じようにミレスデン軍と共にベールセールに攻め込んだディレニア軍は、国境すら突とつ破ぱすることができず無様に惨ざん敗ぱいした。そのためミレスデンとしては、今回も同じような結果になるのではないかと予測せざるを得ず、ミレスデン軍単独で侵略が可能なだけの戦略を立てていた。


　しかし、今回ディレニア軍は見事国境のダルム城砦を制圧したのだ。そのまま南下を始めてくれれば、よりベールセールに対して優位を保つことができるのである。にもかかわらず、彼らの動きは極めて鈍い。


「しかしこうなると、我らも下へ手たに進しん撃げきできませぬぞ」また別の意見が上がる。「もしベールセール軍と戦っているところをディレニアに背後から攻められるようなことがあれば、苦戦は免れませぬ」


「だからといって今進軍を止やめればベールセールに態勢を立て直す時間を与あたえてしまうだけだ。それでは意味がなかろう」


　ミレスデン軍がここまで迅じん速そくに進撃できたのは、策を用いてベールセールの不意を突つき、浸しん透とう戦術として傭よう兵へいたちを大量に先行・潜せん入にゆうさせ、さらには敵拠点を攻め落とすのではなく無力化することで時間を浪費しなかったからだ。そのせいか未だ近きん隣りんに軍勢らしい軍勢は発見されていない。今いま更さらベールセールに時間を与えるようなことはしたくなかった。


「その件ですが、一つご報告したいことが」


　一人の出席者がおずおずと手を上げた。


「なんだ？」


「ベールセール軍の動向にございます。現在、もっとも近くにいるベールセール軍の軍勢は、城塞都市オルガスタに滞在中の近この衛え騎き士し団第三軍なのですが、間かん者じやの報告によると未だそこから動く様子が見られないとのこと」


「ほう。籠ろう城じようする気か」


　思い切った手である。


　六年前の第三次シエゴラス戦せん役えきにおいて、ミレスデン軍はベールセールの奥深くまで侵しん攻こうすることに成功するが、彼らの快進撃を止めたのが城塞都市と名高いオルガスタである。オルガスタは交通の要衝にあり、ベールセール王国の心臓部と言っても過言ではない。堅かたい城壁に守られた巨きよ大だいな城塞都市は、ミレスデンがどれだけ兵力を注つぎ込んでも陥落させることができず、その間に戦力を再編制したベールセール軍によって敗退を余よ儀ぎなくさせられたのである。そのオルガスタに大軍が籠こもられては陥落させるのは困難だ。


「確かに兵法には適かなっている。しかしオルガスタに籠城するということは、オルガスタ以北の国土を切り捨すてることと同義ではないか。ベールセールご自じ慢まんの騎士道とやらはどこへいったのであろうな」


「どうやらその第三軍とやらの指し揮き官かんは、よほどの冷れい血けつ漢かんのようですな」


「結局のところ、可か愛わいいのは我わが身ということでございましょう」


　嘲あざけるような声が唱和した。


「むしろ我らにはその方が都つ合ごうがいいのではないでしょうか。今回は我らも緑りよく神しんの申し子を連れております。なまじ野戦を仕掛けられるよりは、城攻めの方が都合が良いかと」


　一人の出席者の発言を、すぐさま別の出席者がたしなめる。


「イアンどの。その名を軽々しく口にすべきではないと思うが」


「……は。これは失礼いたしました」


　緑神アトラスの申し子たる姫ひめ巫み女こ。


　本来ならミレスデンの国土を守るための最終手段である彼女を、今回彼らは初めて国外に連れ出していた。


　すべては六年前の戦訓を活いかすためである。姫巫女の力があれば、オルガスタのような強固な拠点を陥落させることは難むずかしくない。もちろん危険はある。姫巫女の体力がいつまで保もつか分からないし、なによりこれまで重大な国家機密とされてきたその力を国の内外に知らしめてしまうこととなるのだから。


　それゆえに、姫巫女を連れ出すには並々ならぬ労力が必要だった。頭の固い国家の重じゆう鎮ちんをなだめすかし、あるいは脅おどすことで、最終的にどうにか国王の承認を勝ち取ったのだ。


　それに、過去あの強力な力が振ふるわれたことは一度や二度ではない。周辺諸国にはある程度存在を感知されているだろうし、民間にも『ミレスデンには守り神がいる』という噂うわさが流れているほどだ。隠し通すにもほぼ限界が来ているといっていい。むしろ今彼女の存在を近きん隣りんに知らしめることで、抑よく止し力りよくとしての効果も期待できる。


「そういえば──」


　と、出席者の一人が疑問を投げかけた。


「例のジェレイドとやらが率ひきいる反乱軍の動向はどうなのでしょう？　我らに味方する約束になっているはずですが」


　ベールセール国内に存在する反乱勢力の内ない応おうの約束。今回、ミレスデン軍がベールセールへの侵攻を決断した理由の一つがそれである。もっとも、ミレスデンからすれば隣りん国ごくディレニアがベールセールへの共同侵攻を了りよう承しようしてくれた点の方がより大きな理由となっていたのだが。


「それが、どうも様子がおかしいのです。反乱軍はベールセール軍と停戦条約を結び、我らを共に迎むかえ撃うつことになりました。そのために傭兵たちから民たみを守るべく、少数の兵を共同で派は遣けんすることも決定したそうです」


「……あり得ぬ話ではないな。我らをダシにしたか、あるいは日ひ和よったか、どちらかであろう」


　ライオネルは眉まゆをひそめた。


　現在の状じよう況きようで、もっとも多くの戦略が使えるのは、恐らく反乱軍であろう。たとえばベールセール軍と共に北の軍勢を迎え撃つ代わりに、ベールセール国内での地位を要求するという手もある。あるいはミレスデン軍、ベールセール軍双そう方ほうに協力を打だ診しんしておき、両者を戦わせた上で、より優勢な側につくという手もある。いずれにせよ反乱軍としては少ない投資で大きな見返りが期待できるのだ。


「まあよい。自分の国をも裏切ろうとしていた連中だ、下手に手を組んだところでいつこちらの寝ね首くびをかきにくるか分かったものではないからな。いっそ早いうちに裏切ってくれた方が面めん倒どうが少なくてよい」


「ですな。恐らくはベールセール軍にとっても面従腹背の勢力となりましょう」


　反乱軍はミレスデンに協力してくれるという密約を結んでいる。だが、たとえその約束を違たがえられても、大した問題ではない。反乱軍とベールセール軍がお互いを信しん頼らいし合っているとは到とう底てい思えない。たとえ表向き和平を結んだのだとしても、ベールセール軍は常に獅し子し身しん中ちゆうの虫を飼うこととなるのだ。もしベールセール軍の旗はた色いろが悪くなれば、即そく座ざに反乱軍はベールセールを裏切り、こちらに尻しつ尾ぽを振りに来るだろう。


　それゆえ反乱軍については、現状では特に気にかける必要はない。必要以上に敵視する必要もない代わりに、こちらから腰こしを低くして接せつ触しよくする必要もない。それがこのとき彼らの出した結論だった。
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　会議が終わった直後のことである。


　幹部たちが次々退席していく中、一人の男がライオネル大だい元げん帥すいの元へと近寄っていった。


「一つお耳に入れておきたいことがございます」


　男の名は、傭兵団長シャロームと言った。


　もっとも、彼自身は傭兵ではない。数多くある傭兵団を取りまとめる責任者である。


「何だ？　こういった密談は好きではないのだがな」


「存じております。しかし不確定な情報で皆を不安にさせるのもどうかと思いまして」


「…………」


　つまり、あまりよくない報告が残っているということである。ライオネルの顔が強こわ張ばる。


「何があった？」


「はい。先に潜入させた傭兵たちのことなのですが……。動きがおかしいのです。今のところベールセール軍の主力はオルガスタの街にあり、表立って傭兵たちを排はい除じよするような動きはないはずなのですが……」


「もったいぶった言い回しはよせ。おかしいとはどういうことだ？」


「それが……次々と音信不通になっているのです」


「……なるほどな。しかし考えられぬ話ではないだろう、略りやく奪だつに夢中になって連れん絡らくを怠おこたっているだけかもしれぬし、あるいは略奪に満足し、勝手に離り脱だつしていったのかもしれぬ」


　連絡の不備。軍からの離脱。どちらも軍規に照らせば処しよ刑けいされてもおかしくはない重じゆう罪ざいではあるが、元々彼らは無た料だ同然で雇やとった使い捨ての傭兵である。ベールセール北部のかく乱という目的さえ果たせているのであれば、何をしようと大した問題ではない。


「はい。並の傭兵でしたら確かに仰おつしやるとおりです。ですが、中にはどういうわけか命からがら逃にげ帰ってきた傭兵もいまして、その中にはあの男が含ふくまれていたのです。〈紅こう月げつ団だん〉の……」


「まさか、グラリオか!?」


　それは、先行してベールセール北部へと潜入した傭兵たちの代表の名であった。何よりも流血を見るのが好きという最低の男で、ライオネルも顔を合わせることさえ嫌きらったほどだった。


　だが、荒あらくれ者の傭兵たちを束ねているだけあって、その強さと統とう率そつ力だけは本物のはずだった。


「あの男が命からがら逃げ帰ってきたというのか？　にわかには信じられぬ話だな」


　ライオネルの問いかけに、シャロームは静かに提案した。


「では、どうかその目でご覧になってください」
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　その男は、陣じん地ちの片かた隅すみの天てん幕まくの中に、軍ぐん需じゆ物資と共に放り込まれていた。他の兵士たちがその姿を見れば、あらぬ噂が発生しかねないとシャロームが判断した結果である。そしてその処置が正しかったと、ライオネルも同意せざるを得なかった。


「し、信じられぬ……。この男があのグラリオだというのか」


　自分の目を疑いたくなる。


　常に人を嘲あざ笑わらうかのような不ふ敵てきな笑みを浮うかべ、無数の傭兵を従える自負と自信の塊かたまりのような男──それがライオネルの知っているグラリオである。


　ところが今目の前にいるのは、まるで虐ぎやく待たいを受けた子犬のようでさえあった。


　足を抱かかえて小さく丸まり、小こ刻きざみに体を震ふるわせている。顔には以前にはなかった大きな傷があり、頭とう髪はつは抜ぬけ落ち、顔色はまるで死人のように青白い。


　何より奇き妙みようなのは、その体に付着した血だ。赤黒い、あるいは黄色がかった染しみが体中にこびりつき、夏の暑さも手伝って強きよう烈れつな異い臭しゆうを漂ただよわせている。ただ、本人には大した怪け我がはない。恐らく返り血だろう。


　言われて見れば確かにグラリオの面おも影かげはある。それでも、あらかじめグラリオであると教えられていなければ気づけなかったかもしれない。それほどの変へん貌ぼうだった。


「よほど恐ろしい目にあったということか」


　もっとも、そうだとしても同情はできなかった。国の内外で好き勝手に略奪・虐ぎやく殺さつを繰くり返してきた男である。相応の罰ばつが下ったというだけの話なのだろう。


　それでも、何があったのかだけは聞き出さなければならなかった。


「グラリオ。おまえの身に何があったか話せ」


　シャロームがそう言うと、グラリオの口がかすかに動いた気がした。何かしゃべっているようだが、とても聞き取れない。


「恐れながら閣下、耳を近づけてみてください」


「うむ？」


　グラリオから漂う異臭に顔をしかめながら、その口元に耳を寄せる。


　ようやく小さな呟つぶやき声が聞き取れた。


「悪あく魔ま憑つきが……赤い悪魔憑きが……。頭が、頭が壊こわされる……」


　意味は今ひとつ分からなかったが、その単語だけは聞き逃のがすことはなかった。


「……赤い悪魔憑き、だと？」


　ミレスデン軍はベールセールに攻せめ込むにあたり、無数の間者を放っている。無論、ベールセール軍と反乱軍との戦いについてもかなりの情報を得ていた。


　その中で何度となく出てきたのが、〈赤の悪魔憑き〉というあまりにも物ぶつ騒そうな単語である。もちろんその正体も摑つかんでいる。


「そうか。ファノヴァールの騎き士しが再び現れたということか」


「は、どうやらそのようです。他にも命からがら逃げ戻もどってきた傭よう兵へいもいるのですが、彼らも一様に同じようなことを言っているのです。悪魔が取り憑いているとしか思えない全身血まみれの赤い騎士が、風を操あやつる黒くろ魔ま術じゆつ師しと共に現れ、次々と味方を殺されていったと」


「風を操る黒魔術師、だと？」


　それもまた間者からの報告にあった。


〈風の戦いくさ乙おと女め〉。反乱軍に属する黒魔術師の異い称しようだ。彼女の力があったがゆえに、農民を主体とする反乱軍も正規の軍勢を相手に五ご分ぶ以上の戦いができたという。


「では何か？　ファノヴァールの騎士はたった二人で数千の傭兵どもを相手に戦っているというのか？」


「はい。信じがたいことですが、傭兵たちの話からすると、そのようです」


　ファノヴァール。ミレスデンの職業軍人ならば、その名を知らぬ者はいない。過去数十年、つまり親子代々にわたってミレスデン王国の、いや、レアニール連合王国軍の侵しん略りやくを阻はばんできた憎にくき騎士の名だ。その強さたるや比するものがないほどで、前線で剣けんを振ふるえば一いつ騎き当とう千せん、兵を率いればいかなる名将もおよばないという。


　その当代の騎士が、またもや自分たちの眼前に立ち塞ふさがったというわけである。それにしても今回は度を過ぎている。たった二人で何百何千といるはずの傭兵を相手にしているなどと。


　いや、あるいはその黒魔術師とやらの力がよほど秀ひいでているのかもしれない。たとえば、我らが姫ひめ巫み女このように。


「……どのみち、何らかの対処が必要だな」


　一騎当千の兵が二人、このベールセール北部で暴れまわっている。傭兵は、集団戦ではやや後れを取るが、個々の強さは秀でている。しかし、だからこそファノヴァールの騎士のような一騎当千の武人を相手にするのは分ぶが悪いのだろう。


「何か手を打っておかねばならんな。そやつらに後方の兵へい站たんを襲おそわれれば手に負えぬ」


　ミレスデン軍の兵ひよう糧ろうは、本国からの補給にはそれほど頼たよっていない。多くの兵糧は略奪による現地調達で賄まかなっている。ちょうど小麦の収しゆう穫かく時期ということもあって、それなりに成果はあり、また先行させた傭兵たちにも畑や必要以上の食糧には手を付けるなと厳げん命めいしてある。今本国と前線とを結ぶ輸送線が断絶されたとしてもすぐに飢うえるようなことはないが、それでも長くはもたないだろう。


「それならば……一ついい手があります。話を聞く限り、ファノヴァールの騎士の目的は我らをかく乱することではなく、傭兵たちを撃げき滅めつすることでもなく、ベールセール北部に住む人々を助けることにあるのだそうです。そこにつけこんではいかがでしょうか」


「なるほど。そうか、騎士道か」


　騎士の誇ほこりは持たざる者のためにあり。ベールセールではそんな思想がまかり通っているらしい。衣食足りて礼れい節せつを知る。食糧の豊富なベールセールだからこそ生まれた呑のん気きな思想だ。


「そういうことならば手の打ちようはある」


　彼らの故こ郷きよう、レアニールの凍とう土どでは、奇き麗れい事ごとだけでは人は生きていけない。だからこそ金で命を奪うばい合う傭兵という人種も受け入れられたのだ。そのことを、ファノヴァールの騎士にも教えてやるのだ。


　本隊より兵を抽ちゆう出しゆつし、ファノヴァールの騎士を遠ざけるための特別な部隊を編制する。それがライオネルの脳のう裏りに浮かんだ策だった。兵力を分散させることになるが、今のところベールセール北部の地にはファノヴァールの騎士以外の敵は確認されていない。しばらくは問題もないだろう。
















　第二章　群ぐん雄ゆう交こう錯さく
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　ジェレイドは暗くら闇やみの世界にいた。


　赤と黒、たった二色だけで構成されたその場所は、地じ獄ごくと呼ぶのがもっとも適切だろう。だがそんな地獄にも、はるか天には白い輝かがやきを放つ太陽があった。


　最初にジェレイドの前に現れたのは父親だった。


　村の長おさを務つとめていた厳げん格かくなる父。だがボルネリア侯こうの元へ減げん税ぜいの嘆たん願がんに向かい、不ふ興きようを買って殺され、首だけの無残な姿になって帰き郷きようしたのだ。ジェレイドたちが反乱を起こしたきっかけの一つである。


「あなたの分まで、僕ぼくが皆みんなを導みちびきますよ」


　ジェレイドがそう言った瞬しゆん間かん、父の首と胴どうは分断されて無む造ぞう作さに地面に転がった。反乱を起こしたあの日の光景を再現したかのように。


　不意に、背はい後ごから大勢の人がやってくる気配がした。振り返らずとも彼らが誰だれかは分かった。


　村人たちだ。同郷の者もいれば、近きん隣りんの村の者もいる。初めて反乱軍が決起した際に集まった兵士たちだ。


　いや、味方だけではない。反乱軍が戦ったボルネリア侯の私兵もいた。


「お願いします」


　彼らに向かってジェレイドは小さく頷うなずいて合図した。すると数人の兵士たちが進み出て、うやうやしく父の首を持ち上げ、胴体の上に置き直した。少しでも高い踏ふみ台となるように。


「ですが、これだけでは何の足しにもなりませんね」


　天を見上げる。地獄を照らす白い光が見える。ジェレイドはそこに行くための道を作る義務があった。そのためにはまだまだ足場が必要だ。しかし、父の胴と頭だけでは何の足しにもならない。


　ジェレイドは小さく手を挙あげた。


　その手を、無造作に振り下ろす。まるで斧おのを持った処しよ刑けい人に指示を与あたえるように。


　直後。周囲に付き従っていた兵士たちが、死体となってころんと地面に転がった。その体にはさっきまで無かった傷が生じ、血にまみれる。


「仕方なかったのです。これは僕が更さらなる高みへ昇のぼるための不ふ可か避ひの犠ぎ牲せいなのですから。あなたたちの犠牲を、僕は決して無む駄だにはしません」


　直後、ジェレイドの後ろに再び集団がやってくる気配がした。


　振り返らずともそれが誰かは分かる。ジェレイドが説得を繰くり返してかき集めた多くの兵士たち。そして大きくなった反乱軍を鎮ちん圧あつしようとやってきた、さらに多くの敵兵たちだ。


　ジェレイドが彼らに向かって頷くと、彼らは落ちていた無数の死体を集め、父の死体に重ねていき、山を作っていった。


　間もなく、数百の死体からなる山ができあがる。


「これでもまだまだ足りませんね」


　天へ昇るにはもっと高い足場が必要なのだ。数百の死体ではとても足りない。


　だが、その問題を解決する術すべをジェレイドは知っていた。


　材料をもっと集めればいいのだ。


　ジェレイドは小さく手を挙げた。


　その手を、無造作に振り下ろす。周囲の兵士たちはそれを合図に再びころんと死体になった。


「仕方なかったのです。これは僕が更なる高みへ昇るための不可避の犠牲なんです。あなたたちの犠牲を、僕は決して無駄にはしません」


　呪じゆ文もんのように同じ台せり詞ふを繰り返す。


　ジェレイドの背後に、また兵士の群むれがやってきた。さっきよりもさらに多い数だ。


　そしてジェレイドは同じことを繰り返す。兵士たちに命じて死体の山をさらに高くする。だがそれでも天へ到いたるにはまだ足りない。手を振り下ろし、兵士たちを材料にする。それを運ばせるための兵を呼ぶ。だがまだ足りない。材料にする。もっと多くの兵を呼ぶ。材料にする。兵を呼ぶ──。


　もう同じ事を何回繰り返したか分からない。だが、まだまだ天には届かない。


　再び新たな兵を呼ぶ。後ろに誰かがやってくる気配がする。


　だが、今度ばかりは今までと少し様子が違ちがうことにジェレイドは気付いた。


　彼らは兵士ではなかった。若い男も含ふくまれてはいるが、武装しているわけではない。それ以上に多いのは女子供と老人である。


　彼らが誰かをジェレイドは知っている。ベールセール北部に住む農民たちだ。北の軍勢によって──より正確に言えば、ジェレイドの策略に乗せられてやってきた北の傭兵たちによって殺された人々である。


　まあこの際材料になるなら誰だって構かまわない。ジェレイドは同じように、まず彼らに地面に散らばる死体を積み上げさせた。


　それでも天には到らない。ジェレイドは手を挙げ、そして振り下ろした。老ろう若にやく男なん女によの差別なく、彼らはばたばたと死んでいく。


　そしてジェレイドは呪文のように繰り返す。


「仕方なかったのです。これは僕が更なる高みへ昇るための不可避の犠牲だったのです。あなたたちの犠牲を、僕は決して無駄にはしません」


　だが、今度は今までとは違う反はん応のうがあった。


　死体の口が動いたのだ。その口から呪じゆ詛そのような呻うめき声が紡つむぎだされる。そんなことで納なつ得とくできるわけがない、なぜおまえの欲よく望ぼうのために死ななければならないのか、なぜこんな苦しみを、悲しみを、痛みを強制されなければならないのか──と。


　しかしジェレイドは意にも介かいさない。死体が動かせるのは口だけであり、生者であるジェレイドには干かん渉しようできない。そして口でなじられたぐらいで動どう揺ようするようなもろい精神力は持ち合わせていないのだ。


「安心してください。今から十年の後にはこの国を誰もがうらやむ豊かで平和な国にしてみせます。あなたたちの死はその理想を実現するために必要なのです」


　死体たちはさらに憤いきどおった。十年後のことなど知ったことか、そんなことで自分をこんなに苦しめたのか、自分たちの家族をあんな悲ひ惨さんな目に遭あわせたのか、なぜおまえにそんな権利がある──と。


　地獄からの呼び声とはまさしくこんな感じなのだろう。常じよう人じんならば気が狂くるいそうな赤と黒の狂きよう気きの世界。


　だが、ジェレイドはなおも平然と言ってのけた。


「仕方のないことだったんです。必要な犠牲だったんです」


　死んでいった者のことなどどうでもいい。仕方ない。だって、死んだ者が蘇よみがえることなどないのだから。


　そんなことより問題なのは、天へ到るにはまだまだ足場が足りないということだ。


　ジェレイドは中指を伸のばして眼め鏡がねをかけ直した。


「さて。次はどこから材料を調達しましょうか」
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　ジェレイドがようやく悪夢から目覚めたとき、まず視界に入ってきたのは白い天てん幕まくの天てん井じようと心配そうに覗のぞき込むソフィアの顔だった。


「大だい丈じよう夫ぶですか、ジェレイドさま」


「ええ、まあ。その様子ですと、また僕はうなされてたんですかね？」


「……はい」


　どこか申し訳なさそうにソフィアは答えた。


「あなたが気にすることではありませんよ。いつものことですし」


　今まで間接的にではあるが何千人という人々を死に追いやってきたのだ。悪夢など見み慣なれたものである。しかしやはり精神的にいいものではないらしい。全身汗あせだくなのは、恐おそらく夏の暑さだけのせいではないだろう。


「ジェレイドさま。お体をお拭ふきいたしましょうか」


「いや、結構です。それよりお腹なかが空すきましてね。何か果物でも持ってきてくれませんか？」


「はい、すぐに」


　ソフィアは慌あわてて天幕の外へ出て行った。あの少女の善意につけこんで遣つかいっ走りにしているとまたクライスに嫌きらわれそうだが仕方がない。


　冷たい布で体を拭ぬぐってもらえばさぞかし気持ちがいいだろう。しかし体を拭かれるということは、ソフィアに背を見せるということでもある。それはできなかった。また瘦やせてしまった体を見られれば、ソフィアの余計な心配を買うだけだろう。


「それにしても、今日の悪夢はまた一段とひどかったですね」


　仲間を、敵兵を、人々の命を、目的を達成するための材料としか見ていなかった自分。


　何より始末に困るのは、そんな自分を否定できないということだ。


　確かにこれまでに多くの人々の命を、直接的、あるいは間接的に奪うばってきた。もちろん理由はあった。出来ることならば戦いなどしたくもない。しかしボルネリア侯にベールセール王国、次々と敵が現れては戦うことを余よ儀ぎなくされたのだ。しかも、いずれの敵も強敵ばかりだった。ジェレイドは自身と仲間たちが生き延びるため、あらゆる手段を使わざるを得なかった。味方の数を増やすために恫どう喝かつまがいのことをしたこともある。大勢を救うためあえて一部の味方を切り捨すてたことだってある。そして強大な敵の力を分散させるためには、第三の敵──すなわち北の侵しん略りやくを呼びこむことがもっとも有効だったのだ。


　今でも確信を持って言える。すべての行動は必要だったのだと。そして最終的には、この国をこれまでに払はらったすべての犠牲を帳消しにできるほど豊かな国にもしてみせると。


　だが、ジェレイドの行動によって無数の人々が死んでいったことは事実なのだ。特に北の侵略では、多くの農民たちが殺されているという。


　もちろんその犠牲にすら、ジェレイドは意味を見み出いだしている。いや、犠ヽ牲ヽにヽ意ヽ味ヽをヽ持ヽたヽせヽよヽうヽとヽしヽてヽいヽるヽといった方が正確かもしれない。農民たちが殺されているのは、彼らを保護できない領主、すなわち貴族の無能さゆえと主張することもできる。結果として農民たちが犠牲になればなるほどに、貴族の保護を不要とする機運が王国北部全域に高まってくる。そうなって初めて、ジェレイドたちは理り想そう郷きようを作り上げる土台を手に入れることができるのだ。


　だが、あなたたちの犠牲が必要だったのです──などと論じたところで、犠牲になった人々を納得させることなどできるだろうか。答えは否いなだ。死んでしまえば人はそれで終わりなのだから。


「どうしたものですかねえ」


　その償つぐないになるというのなら、地じ獄ごくにでもなんでも落ちて見せよう。だが、自分たちの都つ合ごうで人を殺しておきながら、死んでお詫わびしますと言ったところで誰だれが納得してくれようか。


　一応、ジェレイドは自分の気がもっとも休まる方法を知っている。


　死んでいった者たちのことなど知ったことか──そう割り切る方法だ。


　今の世は弱肉強食であり、正義とは勝者のものである。生き残れる力がなかったという点で、彼らには非があった。そう主張できなくもない。


　そういった者のことをなんというか、ジェレイドは知っている。確かどこかの国にそんな人物がいたからだ。


　すなわち、覇は王おうである。


「柄がらじゃありませんねえ、やっぱり」


　別に王を目指しているわけではないし、覇王ジェレイドなんて想像するだけでも笑ってしまう。役者不足もいいところだ。


　ふと思う。〈赤の悪あく魔ま憑つき〉ことアレスも、同じような悪夢に襲おそわれたことはあるのかと。


　しかもアレスは自分の手で何百という命を奪っているのだ。他人の手を使って人殺しをしている自分とどちらがマシかなどと論ずるつもりはないが、少なくとも悪夢の材料だけはいくらでもありそうなものだが。


「少し外の空気にでも当たってきますか……」


　じっと考え込んでいると、思考がどうしても負の方向へ流れがちだった。それに体にまとわりつく汗が気持ち悪い。風に当たれば少しはマシになるだろう。ジェレイドは人に見られても恥はずかしくない程度に身なりを整えると、天幕を出た。





　この頃ころジェレイド率いるベールセール解放軍は、オルガスタの街の南西一里（約四キロ）足らずのところに滞たい在ざいしていた。


　いや、より正確を期するならば、オルガスタから一里ほど遠ざけられていると言った方がいい。王国軍と共に北の軍勢を迎むかえ撃うつことになった解放軍だが、両者はつい昨日まで互たがいに殺し合っていた身である。王国側が最重要拠きよ点てんであるオルガスタの街に解放軍を入れようとしないのは当然の処置だった。


　解放軍の数はおよそ五千。半月前と比くらべ、三分の一近くにまで減っていた。


　もっとも、兵を減らしたのはジェレイドの命令である。残り一万の兵士は、一部をトゥールスレン城じよう砦さいの防衛に回した以外は、すべて本ほん拠きよ地ちたるボルネリア領に移動させていた。彼らの家族と共に。


　兵を大おお幅はばに減らしたのは、三つの考えがあってのことだった。


　第一に、兵ひよう糧ろうである。約やく定じようによって兵糧の支給は王国よりなされるようになっていたが、それもいつ打ち切られるか分からない。もし兵糧が不足したときのことを考えれば、兵力はできるだけ少ない方がいい。兵の数を表向き六千と申しん請せいし、余よ剰じようの兵糧をちょろまかすぐらいのことはすべきだろうかなどと、本気で検けん討とうしたほどである。


　第二に、ボルネリア領においていよいよ麦の収しゆう穫かくが始まったためである。この時期の人手はいくらあっても足りない。それゆえ収穫の手伝いのために兵を一時的にボルネリア領に移動させたのである。ついでにジェレイドはこのとき、兵士の家族もボルネリア領に移動させている。公言はできないものの、穀ごく潰つぶしで足手まといの兵士たちの家族は邪じや魔までしかなく、彼らを切り離はなす好機だったのである。


　第三に、ジェレイド一人の手で軍勢を過不足なく統率するには一万では多すぎるためである。確かに五千程度の兵力では、戦略的な行動を取るには少々不足だが、戦術的な行動ならば充じゆう分ぶんに可能だ。そして王国軍との共同作戦を取ることになった以上は、戦術的な行動ができるだけの兵力があればいいし、逆に必要以上の兵があれば「反乱軍にはまだ何らかの野望があるのでは」と、余計な猜さい疑ぎを買うだけである。五千という数字は、様々な条件を加味した末の結論だった。


　その五千人分の天幕の群むれをジェレイドが眺ながめていたときのことである。


「ジェレイドどの、話があるのだが」


　意外な客が彼の前に姿を現した。


「リーエンノール……？」


　それはジェレイド自みずからが登用したエルフの客かく将しようである。〈風の戦いくさ乙おと女め〉ほどではないが、精せい霊れいの扱あつかいにも長たけた解放軍随ずい一いちの弓の名手だ。


　そのリーエンノールが、馬を連れ、意外な恰好をして立っていた。


　旅装である。


「どうしたんですかその恰好は？」


　嫌いやな予感がした。ひょっとしてリーエンノールは解放軍にいることに飽あき、ここから去る気になったのではないのかと。


「一つ頼たのみがある。前からずっと考えていたことなのだがな。私が〈風の戦乙女〉と〈赤の悪魔憑き〉の元へ行くことを許可してもらいたい」
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　彼が野やに下ろうとしているわけではないことが分かり、小さく安あん堵どする。


「どうしてまた？　いえ、確かにあなたならばあの二人の力になれるとは思いますが」


　ジェレイドがリーエンノールに期待していることは、兵を率いて戦うことではなく、精霊を操あやつる力と弓の腕うで前まえ、すなわち彼個人の武勇である。〈風の戦乙女〉たちが戦っているであろう傭よう兵へいたちを相手にするのなら、リーエンノールの助力は充分に有効だろう。


「初めて会ったときにも言っただろう。私が人の世に身をおいているのは、エルフの世では見られぬものを見たかったからだ」


「ええ、確かに。つまり、それが──〈赤の悪魔憑き〉ということでしょうか」


「そうだ。その信じられぬ武勇のほどを聞き、一度間近でその戦いを見たいと思っていた。今までは敵対していたゆえ我わが儘ままを言うつもりはなかったのだが、共きよう闘とうすることとなった今なら話は別だ。それに、我らが北の軍勢と戦うのはしばらく先になりそうだしな。私がここにいても大した役には立てぬだろう」


「なるほど」


　ジェレイドはしばし考え込んだ。リーエンノールの提案を是ぜとした場合の長所と短所について思考を巡めぐらせるためだ。


　しかしいくら考えても、断る理由は思い浮うかばない。大体、リーエンノールは旅仕度を整えてから現れたのだ。今彼の申し出を断れば、これまでの俸ほう禄ろくをすべて返へん還かんした上で個人の意思でここを離れるとでも言い出しかねない。


「分かりました、いいでしょう。好きになさってください」


「感謝する、ジェレイド」


「しかし……〈風の戦乙女〉の居場所はどうやって知るおつもりですか？」


「それなら心配ない。二人の英えい雄ゆうが戦っているのだ、人ひと伝づてに聞けば大まかな居場所ぐらいは分かるだろう。あとは風の精霊の導みちびきに従えばどうにかなる」


　つくづく、精霊とは便利なものだと思う。


「ではどうかお気をつけて。〈風の戦乙女〉によろしくお伝えください。ついでに、あなたの目でも見み極きわめてきてくだされば助かります。〈赤の悪魔憑き〉の戦いぶりをね」


「分かった。では」


　言うが早いか、リーエンノールは傍かたわらの馬に飛び乗ると、その腹に蹴けりを入れて飛び出していった。


「……少しだけ、早まったかもしれませんね」


　今いま更さらながら、あることに気付く。リーエンノールを〈赤の悪魔憑き〉の元へ行かせることの欠点だ。


　それは、リーエンノールが〈赤の悪魔憑き〉に心しん酔すいしてしまった場合である。あの好こう奇き心しん旺おう盛せいなエルフのことだ、充分ありえるような気がしてならなかった。
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　リーエンノールの旅立ちを見送った後。


　ジェレイドは解放軍の主おも立だった者たちを集め、会議を開いた。そしてこのとき、初めてジェレイドは王国軍と結んだ停戦協定の全容を明かすことになる。


「なんですと!?　ジェレイドどののお命と引き換かえに、ボルネリア領の支配権を受け取ると……!?」


　最初に声を荒あらげたのは、やはりというかベルハルトだった。元騎き士しのベルハルトからすれば、そんな取引は認め難がたいのだろう。


「いえ、僕の命と引き換えではありません、僕が裁判を受けることと引き換えにボルネリア領を頂ちよう戴だいするんです」


「同じことではありませんか！　裁判といえば王国法典の下もと、国王と貴族の手によって開かれるのですぞ！　下される判決は最初から決まっているようなものではないですか！」


「いえ、違いますよ。裁判という形式を取る以上、僕にも弁明の機会は必ず与あたえられます。それに判決を下すのは貴族ではなく国王です。やり方次し第だいでは処しよ刑けいを免まぬかれることもできるでしょう」


「そううまくいくとは思えませぬ。たとえ理に適かなった弁明をしようと、貴族側が聞き入れなければそれまででございましょう。国王陛へい下かとて、貴族たちを無視するようなことはできぬはず」


「あなたの仰おつしやることは確かに一理あります。しかしベルハルト、これはもう決まったことなのです。王国軍と停戦し、ボルネリア領という僕たちの本拠地を守るにはこれしかなかったのです。それに今更この協定を反ほ故ごにすれば、今度こそ王国軍は僕たちの息の根を止めるべく攻せめかかってくるでしょう。今の僕たちにそれをしのぐだけの力はありません」


　普ふ段だんのベルハルトならば、これだけ理を語れば絶対に納なつ得とくするはずだった。


　ベルハルトは解放軍の中でも良識派、あるいは常識派として皆みなから一いち目もく置かれている。ベルハルトが納得しさえすれば、他の者も大たい抵ていは納得するのだ。ベルハルトもその立場をよく理解しているようで、だからこそ会議の場では自ら率そつ先せんして発言し、疑問を呈ていしてきた。だが、最終的には必ず納得して引き下がり、遺い恨こんを残さないようにしてきたのだ。


「マシューどの、あなたはなぜ黙だまっておられるのです!?　ジェレイドどのを失えば、我々が一気に瓦が解かいしてしまうであろうことはご承知のはず！　ジェレイドどのと共に旗はた揚あげしたあなたならなおのこと！」


　そのベルハルトが、今回だけはなかなか引き下がろうとしない。それどころか、本来ならばこういった論戦を苦手とするマシューにまで話を振ふっている。


　しかし話を振られたマシューの方は、いつも通り飄ひよう々ひようとしていた。


「別にいいんじゃねえの？」


「な、なんと？」


「だって俺おれはジェレイドを信用してるしな。あんたもそうだろ？」


「それはもちろんだが……。それとこれとは話が違うと思うが」


「いや、だからさ、こう考えてみろよ。俺たちが信用しているジェレイドが命を懸かけてでもやることがあるって言うんだ、よほど必要なことなんだろ。それにジェレイドのことだ、また何かしぶとく生き残る算段ぐらいつけてあるに違いねえさ。俺たちがジェレイドを信しん頼らいしてるのは、ジェレイドが俺たちの期待を裏切ったことがないからじゃねえか。そうだろ？」


「……そうか。確かにそうかもしれぬ」


　頭で考えるより体を動かすのが好きなマシューらしい答えだった。だが、それがかえって説得力を持ったのだろう。ベルハルトはようやく納得したようだった。


「分かりましたジェレイドどの。ひとまずその件はおきましょう」


「そうして頂いただけると助かります」


　……余談であるが、この話が広まった結果、ジェレイドの名声はさらに高まることとなる。すすんで自らを犠ぎ牲せいにしようとする統率者の姿が、見目良く人々の目に映うつった結果である。一部の者たちは逆に猿さる芝しば居いだとジェレイドを非難することにもなるのだが、全体から見ればそれは少数に過ぎなかった。


「さて、それから皆さんにお話ししておくことがあります。僕たちと王国軍は手を組むことになったわけですが、そうなると僕たちがベールセール解放軍と名乗ることには色々と不ふ都つ合ごうが出てきます。今更何をどう解放するのかという話にもなりますしね。そこで今後、僕たちの名めい称しようをボルネリア軍に改名することとします」


「反乱軍、ベールセール解放軍ときて、今度はボルネリア軍ですか。自分たちのことながら、よく名前の変わることですな」


　千人長の一人が苦笑混じりに言う。


「まったくですね。しかしいつもいつも適切な理由があって名が変わるのですから問題はありません。むしろ名前が変わる度たび、僕たちは理想実現に一歩近づいているというべきですよ。肝かん心じんなのは、僕たちが次に何をすべきかということです」


「そういえば、王国軍はいつまであの街に籠こもっているのでしょうな。北の侵しん略りやくは今も続いているはずです。にもかかわらず、未いまだ動く気配がないとはどういうことなのでしょう」


　話題が他へ移る。


「案外、ずっとあのまま籠もってるつもりなのかもしれませんね。戦いくさとは本来守りの方が有利に戦えるものです。はるか遠方からの進軍を強しいられれば、補給路は長くなりますし兵も疲ひ労ろうを強いられるわけですからね」


「しかしそれでは北部に住む農民たちに多大な被ひ害がいが出ることになります。王国軍が動かないというのであれば、我々だけでも〈風の戦乙女〉に続く援えん軍ぐんを出すべきではないでしょうか」


「確かに、人々を見み捨すてることはできません」


　ジェレイドは力強く答えた。


「しかし王国軍と盟めい約やくを結んだ以上、僕たちの独断で軽々しく軍勢を動かすわけにはいきません。ここは〈風の戦乙女〉を信じてもう少し様子を見るべきでしょう。そもそも僕たちの最終的な目標は北の軍勢を敗退させることです。一部の人々を守るべく軍勢を動かした挙あげ句く、北の軍勢に敗退してこの地を奪うばわれるようなことがあれば本ほん末まつ転てん倒とうです」


　ジェレイドの考えに強く反対してまで援軍を送るべきと主張する者はいなかった。彼らも兵を率ひきいる身となって多くの経験を積んでいる。少数を救うために多数を犠牲にする判断が何ら益えきをもたらさないものだということをよく知っていたのだ。


　もっとも、ジェレイドとしては、このまま王国軍が北部の民衆を見捨てる道を選んでくれた方が都合がよかった。


　そうなればいよいよ王国北部の民衆は既き存そんの権力者──騎士や貴族を嫌けん悪おするようになり、いつか再びベールセール解放軍が再起するようなことがあった場合、進んで協力してくれるようになることを期待できるからだ。


　事実、このとき王国軍は、ジェレイドの思おも惑わく通りに行動しようとしていた。もっとも、誰もが予想もしなかった客人の登場により、事はジェレイドの思惑通りにはいかなくなるのだが。


「ジェレイドさま。陣じん地ちの入り口に、ジェレイドさまにお会いしたいという方が来てますが」


　発ほつ端たんは、ソフィアのそんな報告だった。





　　　　　３





　オルガスタの街の歴史は長い。


　街の名こそ変わることはあったが、この地が交通の要よう衝しようにあることは何百年も前から変わらず、それゆえ時代を問わずこの地にはいつも大きな街ができていた。


　特に古いにしえの帝てい国こくもこの地を重視していたらしく、街を囲む城じよう壁へきを始めとして、当時に造られた建造物が今でも街のあちこちに残っている。


　特筆すべきは上下水道だろう。地下に張はり巡めぐらされている水道網もうにより、オルガスタは大都市とは切っても切り離せない衛生面の問題で悩なやまされることがなく、それゆえに王都ヴァンフィールをもしのぐとも言われる大都市に発展したのである。ちなみに王都の人口は公称十万、オルガスタのそれは六万とされているが、両方の街を見た者は口を揃そろえてこうささやく。オルガスタの人口は正しいが、王都のそれは吹ふいていると。


　そんなオルガスタには、何度となく遷せん都との計画があったほどだ。しかしそのすべてが頓とん挫ざしている。一番の理由は近きん隣りんの領主──貴族の反対である。


　王都、すなわち国王の座す土地の近くに領地を持つということは、その気になればいつでも軍勢を率いて王都を攻せめることができるということでもある。そのため、王都の周辺には信頼のおける貴族を据すえる必要があった。逆に言えば、国王の近くに領地を持つことこそが国王の信頼を得ているという証あかしにもなる。


　王都が遷都するとなれば、国王の安全を守るため、近隣の貴族の配はい置ち換がえをせざるを得ない。しかし配置換えさせられるということは国王の信を得てないということに繫つながりかねないし、貴族たちの持つ領土は先祖代々受け継つがれてきたものだ。それを放ほう棄きせよと命じられても容よう易いに了りよう承しようできるものではない。強行すれば間ま違ちがいなく不満を持つ者も現れる。そういった事情があったがゆえに、遷都の話はすべて頓挫してきたのだった。


　そのオルガスタには現在、若くして将軍となったフィリップ率いる王国軍──近この衛え騎士団第三軍が駐ちゆう屯とんしている。


　将軍に与えられた権力は絶大なものであり、フィリップが一度こうと決断を下せば反論できるのは国王ぐらいしかいない。上意下達の軍事組織を維い持じするためには当然のことである。


　にもかかわらず、この日フィリップは真正面から深刻な論争を強いられていた。


「将軍閣かつ下か！　なぜ王国軍は出陣なさらないのです!?　すでに我が国は北の軍勢によって蹂じゆう躙りんされつつあるのですぞ！」


　一軍の将、それも名門ディルヴィレン家の子し息そくであるフィリップを前に、一歩も引かずに怒ど鳴なり散らしている男は、名をトリスタンと言った。


　オルガスタの街には行政と治安の責任者として太たい守しゆが任命されている。それも近隣の貴族を刺し激げきしないための処置として、爵しやく位いを持たない官かん僚りようから抜ばつ擢てきされるのが慣かん例れいとなっている。その現在の太守が、トリスタンであった。年ねん齢れい三十六、国王の信任を得て現在の地位に就ついたという強い自負を持っているためか、いかなる相手であろうと物もの怖おじしない性格で知られている。


「そのことについては何度も説明したと記き憶おくしているが」


　答えるフィリップは、苛いら立だちを隠かくそうともしない。


「北の軍勢は強大だ。これを迎むかえ撃うつに当たっては我らも充じゆう分ぶんな準備をしなければならぬし、反乱軍との戦いを終え、ここまで進軍してきた兵士たちにも休養を与えねばならぬ。今すぐに出陣することなど不可能だ。確かに祖国の地が北の軍勢によって蹂躙されていることは遺い憾かんだが、準備不足のまま決戦を挑いどみ、敗北するようなことがあってはベールセール全土が危険にさらされるのだぞ」


「相変わらず口だけは達者でいらっしゃいますな、将軍閣下は」


「なんだと？」


　辛しんらつな言葉をかけられ、フィリップは目を剝むいた。


「トリスタンどの。我らは必要な理由があってここにいるのだ。それ以上の言いがかりは看かん過かできぬぞ！」


「ほほう、面おも白しろい。では私がさらにあなた方の無能をなじればどうなさると仰おつしやるのです？　その腰こしの剣けんで斬きって捨てますか？　北の軍勢相手には何も出来ないようですが、剣も持たぬ文官を斬ることなら出来るというわけですか。さすが、ディルヴィレン家のごり押しで将軍になった方は仰ることが違いますな」


「貴き様さま……！」


　そうまで言われて黙だまっていられるフィリップではない。思わず腰の剣に手が伸のびる。


　だが、その手にべつの手がかぶせられ、剣を抜ぬくことはできなかった。やや細いが力のこめられたその手は、副将ベルフェルドのそれであった。


「閣下、短たん慮りよはなりませぬ。トリスタンどのは国王陛へい下かに任じられた太守にございます。今ここで剣を抜けば、それこそトリスタンどのの思う壺つぼですぞ」


「むぅ……！」


　その言には一理ある。トリスタンは国王の信を得てこの要害を守っている。もしトリスタンから国王に報告がいけば、将軍職の解任とまではいかずとも、国王直じき々じきに何らかの干かん渉しようがあることは充分考えられるのだ。


「トリスタンどの」


　たしなめるように口を開いたのは、フィリップの腹心ギルマードだった。


「貴き殿でんにも貴殿なりの責務があろうが、我らもまたこの国を守るための同志であることは間違いないはず。先ほどの我が主あるじへの言葉は少々度が過ぎていると思いますが」


「なるほど、仰る通りですな。いいでしょう、先ほどの言葉は撤てつ回かいし、非礼は詫わびましょう」


　悪びれもせず、トリスタンは頭を下げた。


「しかし要求は変わりませぬ。北の軍勢は我が国の領土を蹂躙し、民たみを傷つけております。将軍閣下におかれましては、一刻も早くこれを撃げき退たいして頂きたい」


「言葉を返すようだが、我らとて無意味にこの街に滞たい在ざいしているわけではなく、必要があってここにいるのだ。今しばらくは時を頂きたい」


「今しばらくとは一体何か月のことを指さすのですか！　二万近い軍勢をこの街に留とめ置くことは、それがたとえ一日二日であってもこの街の流通に、ひいては王国の経済に大きな影えい響きようを与あたえるのです。事実、食料品の価格はすでに上がり始めておりますし、将軍閣下の兵士が街の者に暴力を振ふるっているとの報告も数多く寄せられているのですぞ」


「一部の兵士が狼ろう藉ぜきを働いているのだとしたら、統とう率そつ者として詫びもしよう。だが言わせてもらうが、逆に我が兵士がこの街の住人から石を投げられるといった事じ態たいも起きているのだぞ」


「それはあなた方が人々から嫌きらわれるような行こう為いを働いたからでしょう」


「どうかな。たとえば、太守の意を受けた人々が我らを追い出そうと暗あん躍やくしているのかもしれぬ」


　二人の間で、目には見えぬ火花が散った。


「……いいでしょう。鶏にわとりが先か卵が先かと論じるつもりもありません。ですが、たとえば先ごろ我が軍に加わったという反乱軍はこの街から幾いく分ぶん離はなれたところに滞在していると聞いています。せめてあなた方もこの街を出たところで陣じんを敷しいて頂きたい」


「それは無意味だ。この街には宿舎も整備されているし、兵士たちを慰い労ろうするための施し設せつもある。わざわざ外に野や営えいすれば無む駄だに費用もかかる上に兵士たちに無用な疲労を強いることにもなる。それがこの国のためになるとは思えぬ」


「ではせめてこの街に滞在するのは一部の兵士のみにし、他の兵士を街の外に待機させるぐらいのことはできるのではないですか」


「できぬ。いかなる理由があろうと、兵力の分散は兵法にもとる行為だ」


　噓うそだった。


　兵の分散は確かに下げ策さくだが、それが下策とされるのは分散させた兵力が各個撃げき破はされるような状態にある場合のみだ。一部の軍勢を防備の固い拠きよ点てんに置き、それとは別の軍勢を拠点の外に置いたとしても、各個撃破される可能性は少なく、それどころか攻こう撃げきの幅はばを広げることができるという点で兵法にはむしろ適かなっていると言える。


　それでもフィリップがトリスタンの提案を蹴けったのには、ある意図があったからである。


　そしてトリスタンも、その意図に気付きつつあったからこそ、喧けん嘩か腰ごしでフィリップの前に現れたのである。


「……将軍閣下」


　トリスタンは身を乗り出した。


「実は私の脳のう裏りからはどうしてもある疑念が離れないのです。まさかとは思いますが、あなた方はこの街を舞ぶ台たいに籠ろう城じよう戦を行うつもりなのではありますまいな？」


　図星を突つかれ、フィリップは口をつぐんだ。


　防衛側である王国軍からすれば、北の軍勢を自国の奥深くへと引きずり込むほどに有利になる。そうすれば敵の補給線は延びるし、補給線防衛のために兵を分散せざるを得ない。それに、ミレスデン軍、ディレニア軍は共に外敵を抱かかえている。虎とらの子この軍勢をいつまでも他国に置いておけば、他国の侵しん略りやく、あるいは内乱といった事態を引き起こすことに繫がりかねない。


　つまり、ベールセール軍からすればここオルガスタに立て籠こもってこそ圧あつ倒とう的てきに有利な状態で戦いを挑めるのだ。唯ゆい一いつ、王国北部に住む人々が犠ぎ牲せいになる点を除のぞいて。


「私は国王陛下より兵権をゆだねられた身だ」


　フィリップは慎しん重ちように言葉を選んだ。


「国王陛下の期待に応こたえるため、北の軍勢に必ず勝利しなければならない義務がある。そのために必要と思えばどんな手段でも講じる、それだけの話だ」


「ついに馬ば脚きやくをあらわしましたな。それが閣下の本音ですか」


「何と言われようと構かまわぬ。私は私に課された責務を完かん遂すいさせる。ただそれだけのことだ」


「切り捨てられた北の民衆が虐ぎやく殺さつされ、この街に多大な負ふ担たんを強いることになってもですか」


「トリスタンどの。失礼ながらあなたこそ事の重要さを理解しておられない。六年前の第三次シエゴラス戦せん役えきにおける我が国の劣れつ勢せいぶりをお忘れか。北の軍勢は強敵だ。必要な軍備を調えず、軽々しく出陣したところで勝てる相手ではないのだぞ」


「そのために犠牲になる民衆がいてもですか」


　度たび重かさなるトリスタンの言葉に、とうとうフィリップも堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切らした。


「ああそうだ！　我らの目的は北の脅きよう威いを打ち砕くだくことだ！　いくら民衆の命を救ったところで北の軍勢を打ち破らねば事態は何も改善せぬ！　我らが第一になすべきは、この国を支配しようとする彼き奴やつらの目論見を阻そ止しすることだ！」


　一息に叫さけんだところで、フィリップは呼吸を整えた。


　一度腹の底から叫んだおかげだろう、少し怒ど気きも収まり気分が落ち着いてくる。声の調子を落とし、フィリップは続けた。


「たとえ一部の民衆を切り捨てることになろうと、我らには完全な勝利を得る義務がある。それに、私に言わせてもらえばあなたこそこの街の安あん寧ねいのみを欲ほつし、国そのものをないがしろにしているようにしか見えぬ。実のところあなたはこの街を北に売り渡わたし、自身の安あん泰たいをはかろうという謀はかりごとでもお持ちなのではないか」


「…………！」


　この挑ちよう発はつはかなり効果を発はつ揮きしたらしい。トリスタンの顔が真っ赤に染まる。しかしトリスタンはフィリップのように怒鳴りつけるようなことはしなかった。もはや語るに落ちたと言いたげに、無言のままその場を去ろうとする。


　だが、この直後に現れた客人によって、事態は思わぬ方向へ動くことになるのである。





「すまないが、フィリップ将軍。ここはトリスタン太守の意を汲くんでやってはもらえないだろうか」





　その声は、妙みように若々しい響ひびきに満ちていた。フィリップも二十歳そこそことかなり若いが、ほとんど同じぐらいだろう。


「ま、まさか」


　思わず息を呑のむ。フィリップと同じぐらい若く、さらに将軍と太守の会話に堂々と割って入れるような人物など、たった一人しか思い浮うかばない。


　そして間もなく入ってきた人物を見て、フィリップは自身の予想が正しかったことを知る。


「お……王おう太たい子し殿でん下か!?」


　ハインツ王太子。国王ベルセルム四世の一人息むす子こにして、クラウディア王女の兄でもある。温和な性格で知られ、聡そう明めいな王太子として国民にも人気が高い次期国王だ。


　しかし、本来なら王都にいるはずの王太子が、なぜこんな北の街にいるのか。それも、トリスタン太守の意を汲めとはどういうことか。


　なおその上に──もうひとつフィリップは驚おどろかされることがあった。フィリップには連れがいたのだ。ほんの数日前まで、ベールセール王国最大の罪ざい人にんと言われていた線の細い男が。


「殿下、あなたのような方がなぜこのような場所におられるのですか!?　しかも……ジェレイドまで連れて！」
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「彼らボルネリア軍は王国軍と共に戦ってくれることになったと聞く。ここに来る途と中ちゆうに彼らの陣じん地ちがあったからね、今後のことを話し合うには彼もいた方が都合がいいと思って連れてきたんだ。しかしフィリップ将軍。僕からも聞きたいんだが、なぜ彼らをこのオルガスタの街に入れてあげないんだ？」


　それはもちろん、彼らがつい先日まで敵だったから──というのがフィリップの主張であるが、王太子が求めているのはそんな答えではないだろう。たとえ昨日までは敵だったのだとしても今は友人なのだから、邪じや険けんにする必要はないはずだ──そのように説得してくるに違いない。


　思わずフィリップが返答に窮きゆうしていると、


「王太子殿下」


　意外なことに口を開いたのはジェレイドだった。


「我々五千もの兵が一度に街へ入れば、街の人々に多大な負担を強しいることとなります。将軍閣下の判断はその負担を少しでも軽減しようというもの、極きわめて正しい判断です」


「なるほど、そういうことだったのか。よく分かった、さすがはフィリップ将軍だ」


「……は」


　フィリップはジェレイドに助け舟ぶねを出された形になったのだ。屈くつ辱じよくで顔が赤くなりそうだった。


　フィリップが知る由よしもなかったが、このときジェレイドにはジェレイドなりの考えがあったのである。残念なことに新生ボルネリア軍の兵士たちは無学であり、統制を取るのは容易なことではない。街の中に彼らを放てば、必ずや地元住民と確かく執しつが起こる。将来のことを考えると、ボルネリア軍の評判を落としかねないような選せん択たくはできなかったのだ。


「そ、そんなことより殿下、未いまだお答えを頂いただいておりませぬ。なぜこのような場所にお越こしになられたのですか？　ただでさえ国内の治安も悪化しているというのに」


「妹クラウデイアが何をしたかは聞いている。身をもって内乱を鎮しずめたとね。妹でさえこの国のために身を捧ささげようとしているんだ、王太子たる僕が何もしないわけにはいかないだろう？　だからここへ来たんだ、北の軍勢と戦うためにね」


　何を言っているんだこの王子は──と、フィリップは憤いきどおりさえ覚えた。


　この柔にゆう和わだがどこか惰だ弱じやくな印象を受ける王太子が、武勇に長たけているという話は聞いたことがない。今いま更さらそんな人物が出で張ばってきたところで一体何が出来るというのか。


「危険過ぎます！」声を荒あらげたのはトリスタン太守だった。「もし次期国王の御おん身みに何かあれば一体どうなさるのです!?　そもそも、お父上がそのようなことをお認めになられたとは思えませぬぞ！」


「確かに僕の行動は父の承しよう諾だくを得ていない。だが、もしこの国が北に占せん領りようされるようなことがあっては、王族の僕など真っ先に殺される。前線で殺されるか後で殺されるかの違ちがいしかない。ならその前に僕もできる限りのことをすべきだと思う。大体、兵士たちが国のために体を張って戦ってくれているというのに、王族が後方で安あん穏のんとしていては申し訳が立たないだろう」


「ですが我が国が負けると決まったわけではありませぬ」と、フィリップも声を上げる。「万が一の話ではありますが、たとえ私が率いる近衛騎き士し団第三軍が敗北を喫きつしても、まだ我が国には第一軍、第二軍がいるのです。王太子殿下が前線にお出になるのは、そのときでもよろしいのではないかと」


「第一軍は王都の守りの要かなめだし、第二軍も健在といえど、現在志し願がん兵や貴族の私兵を中心にもっとも多くの兵力を有しているのはフィリップ将軍率いるここの第三軍だ。これが敗北を喫すれば我が国が劣勢に立たされることは間違いない。僕たちはこの第三軍が挑いどむ決戦にこそすべての力を注そそぐべきだと思う」


　フィリップは歯は嚙がみした。まったくクラウディアといい、このハインツといい、どうしてこうもよく動く舌を持つのか。王族は王族らしく飾かざり物のように城の奥へ籠もっていればいいのだ。


「分かっている、君たちの懸け念ねんはよく分かっているつもりだ」と、ハインツは小さく頷いた。


「だが、トリスタン太守、フィリップ将軍。こういう論法は僕も好かないが、必要があるなら僕も躊ちゆう躇ちよはしない。よく理解して欲しい、これは次期国王としての僕の命令だということを。太守も将軍も王家への忠誠が認められて任じられるものだ。どうか逆さからわないで欲しい」


　それは禁じ手同然の論法だった。この場に国王がいるならばともかく、そうでなければトリスタン、フィリップ共に王族に逆らうことはできない。まして現国王が急死することがあれば、それこそハインツは明あ日したにでも新たな王になりかねないのだ。進んでその不ふ興きようを買いたいとは思わない。


「……分かりました、そこまで仰おつしやられるのでしたらこれ以上お止めしますまい」


　ひとまずはフィリップもそう膝ひざを屈くつする他なかった。


「しかし王太子殿下、殿下は先ほどこう仰いました。トリスタン太守の意を汲めと。すなわち、直ただちにこの街より打って出よと。ですが我らの兵力でミレスデンとディレニアの二軍勢を迎むかえ撃うつのはあまりに危険です。ここはひとまずこのオルガスタに籠ろう城じようし、敵軍の消しよう耗もうを待つのが上策と思われますが」


　このとき初めてフィリップは基本的戦略が籠城であることを示した。当然のようにトリスタン太守が顔をしかめたが、無視する。


「確かに軍略家たる卿けいの意見には聞くべき点があると思う。しかしこのオルガスタは国の要だ。容易に戦火にさらすことはできない」


　ハインツ王太子は太守と同じような論法を振ふりかざした。


「しかしながら殿下。その結果我らが敗北するようなことがあっては、国そのものが危険に陥おちいると先ほど仰ったばかりではないですか」


「分かっている。だからこそ入念に準備は整える。そのために僕が来たんだ。僕は王族だ、そして次期国王となることが約束されている身でもある。今君たちが内心はどうあれ僕に従ってくれたように、この立場を利用して近きん隣りんの諸しよ侯こう、あるいは商人たちに呼びかければ、きっと今以上の力を貸してくれるだろう。そして大兵力を編制し、北の軍勢と雌し雄ゆうを決するんだ」


　ハインツは強い視線をフィリップに向けた。


「もちろん僕にはあまり実戦の経験もない。そこで兵の指し揮きはフィリップ将軍、卿に一任し、僕は一切口出ししないことを約束する。トリスタン太守は物資の供きよう出しゆつといった点で出来る限りフィリップ将軍に協力してもらいたい」


「……は」


　思わずフィリップは説得されかけていた。


　今の貴族には二つの派は閥ばつがあるといっていい。王族派と貴族派だ。前者は王家に忠誠を誓ちかう昔ながらの貴族であり、後者はフィリップの父ディルヴィレン侯が盟主を務つとめる〈諸侯連盟〉に協力することで貴族の持つ権限を拡大しようとしている。現在フィリップは父のコネを使って後者の貴族たちからかなりの兵力の供出を受けている。しかし逆に、ディルヴィレン家は王族派の貴族たちにはいささか受けが悪いと言わざるを得ない。彼らはディルヴィレン家の失しつ脚きやくを狙ねらい、今も兵力を出し惜おしみしているに違いない。


　しかしここに王太子という旗はた頭がしらが加われば、王族派の貴族たちもこぞって協力を申し出るだろう。いや、貴族派とて同様だ。次期国王の目の前で功こう績せきを立てられる機会を逃のがす理由はどこにもない。今以上の大軍が集まることは間違いない。


　フィリップは考えを翻ひるがえさざるを得なかった。


「分かりました、殿下。現在の兵力ならばこのオルガスタに籠城するのが確実ですが、さらに多くの兵が集められるならば話は別です。戦いくさは機先を制するが常道、ここは我らの側から打って出、ミレスデン軍とディレニア軍を各個撃げき破はするといたしましょう」


「うん、頼たのむよ、フィリップ将軍」


　戦略的にも確かにその方がいい。オルガスタに籠城する策は安全ではあるが、ミレスデン軍とディレニア軍に強固な拠きよ点てんを築きずく時間を与あたえてしまうことにもなる。反対に、こちらから打って出れば、相手に態勢を整える時間を与えずに済むのだ。何より今は真夏だ、雪国生まれの北の兵士たちは連日の行軍でかなり疲ひ労ろうしているだろう。そこを休ませる間を与えず攻こう撃げきできれば、勝率は高くなる。


　付け加えるならば、籠城より野戦で勝利した方が得られる名声は大きくなるに違いないのだ。


　それにしても、ベルセルム四世は一体子供たちにどんな教育をしたのだろうか。奇き抜ばつきわまる方法で反乱軍との戦いを止めたクラウディアといい、突とつ然ぜんこんな前線に現れた王太子といい、凡ぼん人じんではあり得ない。


　王族は、もっと無能であって欲しかった。フィリップが将来この国の王となるためにも。





　　　　　◆





「まずいことになりましたな、フィリップさま」


　腹心の参さん謀ぼうギルマードが重々しく口を開いたのは、ハインツ王太子やトリスタン太守らと別れ、二人きりになったときのことだった。


「まずいというのは殿でん下かのことか？　だが大した問題はあるまい。確かにやりにくくはなったかもしれぬが、殿下は戦場での指揮を私に任まかせると公言したではないか。それに、王太子の命とあれば近隣の貴族どもも兵力を出し惜しみすることはなくなるだろうしな」


「私が申し上げているのはそんなことではございませぬ。よくお考えくだされフィリップさま。王太子という旗頭はあまりにも目立ち過ぎるのです。そう、フィリップさまの存在を覆おおい隠かくしてしまうほどに」


「……どういうことだ？」


　今一つギルマードの言わんとするところを摑つかみかね、問いかける。


「考えてもみてください。たとえフィリップさまが軍の指揮権を担になっていたとしても、そこに王太子という輝かがやかしい存在がある限り、人々はこう思うはずです。あれは将軍ではなく、王太子殿下が率いる軍勢であると」


「……あ！」


　ようやく察する。


「ま、まさか……。今後私が戦功を立てても、それがすべて王太子のものとなるというのか!?」


「残念ながら、恐おそらくは。王太子殿下は人気がありますし、今回は自身の危険もわきまえず、戦地に出向いてこられました。そんな殿下の存在があれば、人々はフィリップさまの存在など忘れてしまいかねませぬ。それに、フィリップさまは幾いくつもの慣かん例れいを破って将軍となられたお立場。未だ反感を抱いだく者も数多くおりましょう。彼らはフィリップさまをないがしろにし、王太子殿下のご威い光こうをこそ称たたえるようになりかねませぬ」


「た、確かに考えられる事態だ……！」


「それどころではありません。王太子殿下にはクラウディアさま以外のご兄弟はおられません。殿下は国王陛下の一ひと粒つぶ種だねであり、今後いかなる大たい罪ざいを犯そうと罰ばつせられることはあり得ないのです。お分かりになられますか、この意味が」


「な、なんだとっ……！」


　再び驚きよう愕がくがフィリップを襲おそった。


「そ、そうか……。もし我らが北との決戦で大敗を喫したとしても、王太子が敗戦の罪つみに問われることは絶対にあり得ぬ。もし問われるとすれば、それは──な、なんということだ！」


　絶望が胸中を満たした。


　王太子という存在がある限り、戦に勝利しようと得られるものは少なくなり、敗北すれば王太子の身代わりとなって糾きゆう弾だんされる立場に立たされたことになるのだ。


　考えれば考えるほどよくできた話である。もしや王太子はそこまで計算した上でこの地に姿を現したのではないかとさえ思えた。権力拡大を模も索さくしている貴族たちの筆頭、ディルヴィレン家の動きを抑よく制せいするために。


「……すまぬな、ギルマード。おまえには出世を約束してやったというのに、このままではそれもままならぬかもしれぬ」


　ついそんな言葉が口を衝ついて出た。


　思えば人前でそんな弱音を吐はいたことなど数えるほどしかなかったためだろう、慌あわてたようにギルマードは語気を強めた。


「フィリップさま、しっかりなさってください。これはあくまで可能性の問題ですし、フィリップさまが将軍としての責務をしっかりと果たしておられる限り状じよう況きようが悪化することはございませぬ」


「しかし私は多大な投資を得て将軍となった身だ。投資分の利益が回収ができないと悟さとられれば、連中はすぐにも私を見限るだろう。そうなる前に私は大きな戦功を立てねばならぬのだぞ」


「大だい丈じよう夫ぶです、策はございます。まずはこの状況を利用いたしましょう。王太子殿下の存在は、確かに兵力を集めるには最適です。そしてしかる後、国王陛下にこの地の危険性を訴うつたえ、殿下を王都に呼よび戻もどしていただけばよろしいかと」


「……なるほどな」


　確かに、国王が一粒種の王太子を危険にさらすことを好むとは思えない。ギルマードの策がうまくいけば、戦力を増強したちょうどいい時節に王太子を追い払はらうこともできるかもしれない。


「フィリップさま、どうか胸をお張りください。フィリップさまは将軍の地位にあるのです。これはいかなる手段を用いようと容よう易いになれるものではなく、将軍の地位に就つけただけでもフィリップさまの才覚を示すものです。いつもの傲ごう岸がん不ふ遜そんな私の主あるじは一体どこへいってしまったのですか」


「……そうだな。今のは忘れろ、ギルマード。最近うまくいかぬことばかりで気の迷いが出たようだ」


「ええ、忘れましょう。フィリップさまもフィリップさまらしくないことはおやめくだされ」


「ああ、そうしよう」


　フィリップは気分を改めた。


　かつてギルマードはフィリップの父ディルヴィレン侯が差し向けたお目付役だった。しかしフィリップはギルマードを説得することで自身の右みぎ腕うでとしたのである。


『俺は一いつ介かいの騎き士しで人生を終えるつもりはない。目指すはただ一つ、国王の地位だけだ。ディルヴィレン家の力をもってすれば決して不可能なことではないからな。手を貸せギルマード。父の命令ではなく、おまえ自身の意志で俺に仕えろ。そうすれば見返りはいくらでもくれてやる。俺が治める国で公こう爵しやくにでもなるつもりはないか？』


　そのときから、ギルマードは目付役から助言役になった。


　二人の間を結びつけているものは、信しん頼らいではない。ギルマードが自分に尽つくしてくれている理由はただ二つ。地位と名めい誉よなのだ。自分の地位が上がれば、ギルマードの地位もまた上がる。だがもし自分が失しつ脚きやくすれば、ギルマードは容よう赦しやなく自分を見捨てるだろう。ギルマードだけではない、多大な投資をしてくれた父もまた見み放はなすに違ちがいない。


　愚ぐ痴ちや弱音をこぼしている暇ひまなどないのだ。もはやフィリップには、上へ駆かけ上ることしか許されていないのだから。





　　　　　４





　いつもの習しゆう慣かんに従って、ミーアは目を覚ました。


「…………」


　やや寝ねぼけ眼まなこのまま、周囲を見回す。


　東の空は白しらみ始めている。間もなく日が差すだろう。すぐ傍そばには小さな焚たき火と、ルークの姿がある。


「おはよう、ミーア」


「ああ、うん」


　少しだけ申し訳なく思う。黒くろ魔ま術じゆつの行使には、術者の体力や精神力を必要とする。毎日のように傭よう兵へいを相手にするには、充じゆう分ぶんな睡すい眠みんが不可欠だった。そのため、ルークがミーアの分まで不ふ寝しん番ばんを買って出てくれていたのだ。


　焚き火の向こう側にはアレスの姿が見える。アレスの供であるレオンという若い騎士と、道案内を務めてくれているヴェリックの姿は見えない。昨日から情報収集に出ているためだ。


　そしてアレスは、いつものように返り血で汚よごれた甲かつ冑ちゆうを着けたまま寝ている。「傭兵どもはいつ襲ってくるか分からん。いつでも応戦できる体勢を整えておくべきだ」とは本人の言であり、それはまったく正しいとも思う。思うのだが、あんな重たい鉄の塊かたまりを身にまとったまま寝てよく体が休められるものだといつも思う。


「じゃ、あたしは水浴あびしてくるから」


「そうか。なら川まで送らせてくれ」


　言って、ルークは立ち上がった。


「別に送ってもらう距きよ離りでもないと思うけど」


「そう言うな。少し話をしたいことがあってな」


「ならいいけど。でも、寝てるアレスを一人放っといていいのかしら？」


「たとえ寝てるところを襲われても、あいつなら死なないと思うがな」


「……同感」


　真ま面じ目めな顔で言い放つルークに、やはり真面目な顔でミーアは頷うなずいた。





　近くに川があることは、昨晩のうちに分かっている。ルークと二人、連れ立って歩く。


「それで、話って何よ？」


「ああ。おまえはアレスのことをどう思ってるのか聞きたくてな」


「はぁ？　なにそれ、どういう意味？」


　まったく思ってもみなかった疑問を投げかけられ、ミーアは驚おどろきと呆あきれのない交まぜになった顔になる。


「そこまで嫌いやがることもないだろう。ほら、おまえ、あいつのことをずいぶん嫌きらってたじゃないか」


「まあ、そうだけど……」


　どこか曖あい昧まいな態度で答える。


「だろ？　アレスとはこれからもしばらく一いつ緒しよに戦うことになる。未だにおまえがあいつのことを嫌ってるのなら、今後は別れて戦うことも考えておくべきかと思ったんだが……」


「……多分、その必要はないわ」


　アレスの戦いぶりを思い出す。人々を守るために、数十、数百の敵の中へただ一人で飛び込み剣けんを振ふるい続けるあの姿を。


　自分の命を懸かける覚かく悟ごがなければ到とう底ていできることではない。あのような姿を見せられては、認にん識しきをあらためずにはいられない。アレスはアレスなりの正義で動いているのだと。そしてその正義で救われる人は、確実にいるのだということを。


「確かにアイツとは色々あったし、仲間の仇かたきには違いないわ。でも、アイツがあたしたちと戦ったのは、お互たがい敵味方に分かれてたからじゃない」


「仕方がなかったってことか。それで納得できるんだな？」


「……納得せざるを得ないでしょ。大体、あたしだって王国軍の敵だったし、アレスの仲間だって殺してるはずよ。でもアイツは、そのことであたしを非難したことは一度もなかったわ。それなのにあたしだけいつまでも根に持ってたら……なんていうのかしら、不公平じゃない？　ならしばらくは今のままでいいのよ、きっと。大体、傭兵を相手にするならアイツがいた方が便利じゃない」


「そうか、ならいいんだ」


　二人の間を、しばし沈ちん黙もくが支配した。


　だが、ややあってルークは言った。


「もしおまえさえその気なら、二人っきりになれる機会の一つも作ってやるぞ？」


「……え？」


　何気なく言ったルークの言葉の意味を悟さとったミーアは、狼ろう狽ばいを隠かくせなかった。


「ば、馬ば鹿かじゃないの!?　なに言い出すのよルーク！」


「おいおい、何を怒おこってるんだ？　もう少しお互いのことを知る機会があったっていいだろう。今後も背中を預あずけて戦いを続けることになるんだからな」


「え。あ、ああ、そういうこと？」


　ルークの言葉を曲解していたことに気付き、ミーアは思わず頰ほおを染めた。


「ん？　そういうことってどういうことだ？　ああそうか、また俺がおまえの嫁よめの貰もらい手の心配でも始めたのかと思ったか？」


「……ええ、そうよ」


　図星であったため、否定しきれなかった。そっぽを向いて答える。


「なるほど、その考えはなかったな。しかしまあそうか、確かに男女として付き合うにも悪い男じゃないな、アレスは。おまえとは年ねん齢れいも近いし、顔立ちも悪くはない。それに家いえ柄がらもいいわけだしな」


「ま、まあそうかもね」


　ここは下へ手たに否定するよりも、さらりと受け流した方が女としての威い厳げんを保てるだろう。ミーアは即そく座ざにそう判断を下すと、小さく咳せき払ばらいをして続けた。


「た、確かに普ふ通つうに考えたら、わりといいセンいってる方かもしれないわ。でも、アイツと男女として付き合うところなんて想像もできないわ、無理よ無理。大体、今はそんなこと考えてる場合でもないし」


「そうか。まあ俺にできそうなことがあればなんでも言ってくれ。手伝ってやるから」


「余計なお世話にもほどがあるわよ。あんたこそ人のことを心配するより、自分の嫁をどうにかする算段でもつけたら？」


「俺は長男じゃないし、おまえの方が片付いてから考えるさ。じゃあ俺は戻るからな。おまえもさっさと済ませろよ」


　呑のん気きに言って、ルークは元来た道を戻っていった。


「はぁ」


　一人川に残ったミーアは、かつらを取りながらため息を吐ついた。


「ルークも何を考えてるんだか」


　幼おさな馴な染じみであるルークとは、年齢とほぼ同じだけの付き合いがある。二人はいつも一緒で、ミーアが故こ郷きようの村を旅立つ決心をしたときも、ルークは当たり前のように付いてきた。


　とはいえ、別に互いに恋れん愛あい感情を持っているわけではない。二人の関係は姉きよう弟だい、あるいはいささか不本意だが兄妹きようだいとでも表現するのが一番適切だろう。旅に出てから何百回も二人きりの夜を過ごしてきたが、一度として過あやまちもなかった。


　ルークと自分は家族であり、だからこそルークは自分の夢を達成する手助けをしてくれている。ついでに言えば、嫁の貰い手の心配まで。


　では、ルークはそれでいいとして──アレスの方はどうなのか。今後自分はあの男と、どのように接していくべきなのか。


　その答えは、容易に出せそうにはなかった。





　　　　　◆





　一方、木々の間から零こぼれだした朝日に照らされ、アレスは目を覚ました。


「…………」


　このときアレスが妙みように不ふ機き嫌げんそうだったのは、別に寝ね不ぶ足そくだったからというわけでも、寝起きが悪いからというわけでもない。ただ、さっきまで見ていた夢に問題があったためである。


　毎日硬かたい地面で寝ていた反動だろうか、夢の中でのアレスはベッドで横になっていたのだ。至し極ごく柔やわらかいベッドで。


　いや、ベッドだけならばよかった。柔らかいのは背中のベッドだけではなかった。アレスの上に乗っていたモノも柔らかかったのだ。当たり前だ、毛もう布ふの代わりにアレスの上に乗っていたのは、女だったのだから。


「……なんであのときのことを思い出すんだ」


　かつてアレスが女の暗殺者に命を狙ねらわれたときのことが、今日になって急に夢に出てきたのである。夢の中の出来事だったというのに、アレスの手にはまだ感かん触しよくが残っているかのようだった。


　なぜよりにもよってあんな夢を見たのか。自分の体が不可思議で仕方がない。


　──クラウディアさま、どうかお許しください。


　自分でもよく分からないが、とりあえず心中でクラウディアの許しを乞こい、体を起こす。


　甲冑を着たまま寝ていたせいだろう、体中の骨がぼきぼきと小気味のいい音を立てた。連日のように激戦を繰くり広げてはいるが、疲ひ労ろうはまだそれほどではない。今日も充分に戦えるだろう。


「目が覚めたか、アレス。どうかしたか？　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしているが」


　声をかけてきたのは、ルークだった。〈風の戦いくさ乙おと女め〉の護ご衛えい、従者、あるいは付き人のような槍やり使いである。


　ふと見れば、周囲にはルークしかいない。昨日から情報収集に出ている従者のレオンと道案内のヴェリックはともかく、〈風の戦乙女〉の姿がないのはおかしい。


「いや、なんでもない。それより、ミーアはどうした？」


「ああ、水浴びに行ってるよ」


「…………」


　このときアレスの顔が紅こう潮ちようしたのは、思わず先ほどの夢の光景と、ミーアが水浴びしている光景とを重ね合わせてしまったためである。


　慌あわてて体をほぐすように見せかけ、ルークから顔を逸そらし、ついでに話も逸らす。


「み、水浴びなら昨晩も寝る前に行ってたはずだろう。今はいつどこに傭よう兵へいが現れてもおかしくない状じよう況きようだ、無防備に一人で水浴びなどしていては〈風の戦乙女〉と言えど危険だろうに」


「それだけは言ってやるなよ。ミーアもあれで一応は年とし頃ごろの女なんだぜ？　身だしなみに気を使うのは当然だ。むしろ危険だからって止める方が無作法ってものだろう」


「そういうものなのか？」


「ああ、そういうものだ」


「…………」


　言われてみると、アレスにも覚えはあった。


　たとえばクラウディアとその侍じ女じよシオーネを連れ、秘ひ密みつ裏りにトゥールスレン城じよう砦さいを目指していたときのことである。あのときも綺き麗れいな小川や泉を見つける度たび、クラウディアもシオーネも進んで水浴びをしにいったものだ。アレスがどれほど危険であるかを説いたにもかかわらずだ。


　もちろん、並なみ大たい抵ていの脅きよう威いならアレスにも打ち払はらう自信はある。だが、肌はだを露あらわにしているクラウディアたちを視界に入れずに満足な戦いができるとは思えない。大体、通りがかりの旅人が偶ぐう然ぜんその光景を見てしまうようなことがあれば、一体どうすればいいのか──。


　しかしいくらアレスが危険性を説いても、効果はまったくなかったのである。なるほどミーアといい年頃の女には理解しがたい部分があるものだなと、今いま更さらながらに無理矢理納得しようとする。


「不思議と言えば俺も不思議なんだがな。あんた、よくそんな甲かつ冑ちゆうを着たまま寝起きできるな」


「慣なれてしまえばどうということはない。いつ傭兵どもの夜や襲しゆうがあるかも分からないんだ、いつでも応戦できる態勢を整えておくのは当然だろう」


「それにしてはいささか重すぎると思うんだがな」


　確かに、普通の騎き士しならば甲冑を着けたまま寝たりはしないだろう。そんなことをすれば翌朝体中が痛んで起き上がれなくなるのが関の山だ。もっとも、パンドラの加護があるアレスにとっては大した問題ではないが。


「ま、あんたが問題ないっていうならそれでいいんだがな。それよりアレス、一つ話がある」


「うん？　なんだ？」


「あんた、ミーアの水浴びを覗のぞきに行くつもりはないか？　ミーアには黙だまっといてやるからよ」


　予想のはるか斜め上を行く提案に、アレスは平静を装よそおうことに失敗した。


「なっ、なにを馬鹿な！　騎士たるもの、そんなことができるか！」


「そうか。だとしたら騎士ってのは男がなるもんじゃないな」


「……分からんな。なぜそんな提案をする？」


「いやなに、そうすりゃ気付くだろうと思ってよ。ミーアも〈風の戦乙女〉と名乗ったり派は手でな格好をしてたりするが、実態はただの女の子だってな」


「……何が言いたいんだ？　ミーアは女だ、それぐらい分かっている」


「いや、違ちがう、そういうことじゃない。あんたとミーアの戦いぶりを見てると色々と思うところがあってな。どこかぎこちないんだよ、やっぱり。そりゃ、ついこの間までお互い敵同士だったんだから仕方ないとは思うがな。だとしても、もうちょっと互いを信しん頼らいし合って戦えないのかと思うんだが」


「……確かに、信頼し合っているかと問われれば是ぜとは言い難がたいかもしれん。だが、これまでも傭兵どもを相手に充じゆう分ぶんに善戦はできていると思うが」


　ここでルークは違うと言いたげに両手を振ふった。


「分かった、俺が悪かった。回りくどい言い方をしちまったな、はっきり言おう、つまりこういうことだ。ミーアにあまり人殺しをさせないでくれ」


「なに……？」


　アレスは眉まゆをひそめた。


「今更何を言っている？　ミーアは反乱軍の象しよう徴ちよう、〈風の戦乙女〉なのだろう。これまでにもう何百、何千人と──」


　そこから先を、ルークは手で制した。


「分かってる、あんたの言いたいことは分かる。もうこれまでにもミーアは充分人を殺している。直接的にも、間接的にもな。だがな、たとえそうだとしても、あいつは望んで人殺しをやってるわけじゃない。あいつは自分みたいな境きよう遇ぐうの子供を減らすために、今も我が慢まんして人殺しをしてるんだ。言っとくが、ミーアが何回も水浴びしてる理由はそこにあるんだぞ。体に染しみ付いた返り血を洗い落としたいんだよ」


「…………」


　アレスが抱いだいた思いは複雑なものだった。


　今は鬼き畜ちくにも劣おとる傭兵どもを相手にしているせいか、慈じ悲ひという言葉をすっかり忘れていたが、アレスでさえ人を殺すことにためらい──いや、恐きよう怖ふさえ抱いていたときがあったぐらいなのだ。ミーアのことを笑うことはできない。


「今すぐにとは言わないさ。だが、あんたにならそれぐらいのことは出来るんじゃないかと思ってな。女のために尽つくすのが騎士なんだろ？　あんたがミーアのことを本当に女として見てくれてるなら、あいつにこれ以上血を浴びさせないでやって欲しい」


「…………」


　確かに、本来ならこんな戦いの場に女が出てくること自体おかしいのだ。戦いなどという馬ば鹿かげた行こう為いをやるのは男のような馬鹿な種族だけで充分なのだから。


　しかしミーアには並なみの男以上の力がある。鉄てつ壁ぺきを謳うたわれた城じよう壁へきを打ち壊こわすほどの力だ。そのせいだろう、確かにルークの言う通りアレスはミーアを女として、騎士がその身に代えても守るべき存在として見ていなかった。


「……一つ二つ、聞いておきたいことがある」


「ああ、何でも聞いてくれ」


「あなたはミーアの何なのだ？　恋こい人びとのようには見えないし、さりとて兄妹きようだいのようにも見えないのだが」


「幼おさな馴な染じみ……ってのが一番適切だろうな。四六時中一いつ緒しよにいることは確かだが、別に男女の関係にあるわけでもない」


「そうか。ではもう一つだけ聞かせてくれ。ミーアとは……一体何なのだ？　いかなる出自で、なぜあのような強大な力を持つに至いたったのだ？　それに、なぜその力を人々のために使おうとしているのだ？」


「いい質問だ。だが、それを俺の口から言うのは多分卑ひ怯きようだな。知りたければミーアを口説いて本人の口から聞いてくれ」


「…………」


　ミーアに対する興きよう味みを惹ひくようなことを口にしておきながら、そう答えるのは卑怯だと思った。しかし一方で、人の秘密を他人の口から聞くという行為が正しいものだとも思えない。


「……そうだな。確かに、それが筋すじというものなのだろうな」


「ただ、これだけは言える。あいつはな、アレス。下へ手たをすればあんた以上の騎き士し道どう精神の持ち主なんだ。年頃の少女が、戦争に、いいか、戦争だぞ、あの血なまぐさい戦争に自分から加わることを望んだんだ。よっぽどの覚かく悟ごと決意がなければできることじゃない」


「それは……そうなのかもしれないな」


「ミーアなら自分や家族ぐらい守るのは簡単だ。その気になれば一人の少女として、まっとうな幸せな人生を送ることだってできたんだ。だが、あいつは違う道を選んだ。自分と同じような境きよう遇ぐうの人を増やしたくない。そんな理由で、あいつは戦争に身を投じたんだ。あんたはどうなんだ？　あんたも世のため人のため命を懸かけて剣けんを振るってるんだろう。それのどこがミーアと違うんだろうな？」


「…………」


　返す言葉を失う。


　もちろん、ルークの言葉を鵜う呑のみにするつもりはない。しかしこれまでのミーアの行動は、ルークの言葉を裏付けていると言っていい。


　いずれにせよ、今はミーアと共に北の侵しん略りやく者どもを駆く逐ちくしなければならない。そして、傭兵を相手にするのなら、どうも素す直なおには認めがたいのだが、ミーアは最高の相あい棒ぼうだと言わざるを得ない。


　飛んでくる矢を心配しなくていいのはほんの序の口だ。風の精せい霊れいの力を使って森の中に小さな道を切り開いてみせたときは、驚おどろきを通り越こして卑怯だとも思ったほどだ。さらに、もっともありがたいのは、真上から風を吹ふき降ろすことで傭兵たちの逃にげ足を止めることだ。アレス一人では傭兵たちすべてを殺し尽くすのは不可能だが、ミーア一人の協力があるだけで劇的に戦果が変わる。


　しかし、そのミーアもやはり女であることには違いないのだ。


　女とは、子をなし育てることのできる至し上じようの存在である。その体に子を宿した女には、いかなる精霊も、神でさえも干かん渉しようできないとされるほどで、妊にん婦ぷ殺しはグリア大陸全土に共通する大罪である。


　その女のために剣を振るえることは、騎士として最上の幸せだと教え込まれ、アレス自身その考え方には異存はない。


「……分かった、少し考えてみよう」


　一体ミーアとどのように付き合えばいいのか。その明確な答えはまだまだ出そうになかった。


　しかしこのルークとの会話は、二人の関係にわずかではあるが確実な変化を促うながすこととなる。





　　　　　◆





「ルークのヤツ、また余計なことをべらべら言っちゃって……」


　そのとき、水浴びをしていたミーアは、一糸まとわぬ姿のままアレスたちの会話を盗ぬすみ聞きしていた。風の精霊の力を借りれば、ほんの少し先から他人の声を運ばせることなど造ぞう作さもない。
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「アレスも、余計な気なんて遣わなくていいのに」


　確かに、初めて人の命を奪うばったときは、血の匂においが消えない、血の感かん触しよくが消えないと、泣きながら何度も何度も体を洗っていた。


　しかし、数えきれぬほど人の命を奪った結果、抵てい抗こう感などいつの間にか消えてしまった。今や水浴びはただの習慣だ。女として肌はだを綺き麗れいに保ちたいという思いもあるが、何よりこの習慣を始めてからというもの、風か邪ぜの類たぐいを患わずらったことがない。


　ミーアが水浴びをする理由は、それだけなのだ。父から風の女王の力を受け継ついだあのときから、女として生きていくことは捨すてたのだ。その覚悟があったからこそ、過か酷こくな戦場をここまで戦ってくることができたのだし、ついでにいえばあんな露ろ出しゆつの激しい衣い装しようを身にまとうこともできたのだ。それを今更、女として扱あつかってもらう必要などない。


　とはいえ、やはりこれが性格、いや、本能なのだろうか。男たちに気を遣つかわせるというのはなんとなく悪い気もしない。


　実際のところ、アレスには助かっている。ミーアは反乱軍にいたときから、英えい雄ゆうとあがめられ、最前線で兵士を導みちびいてきた。だが、それは相当な重圧がかかる日々だった。何せ自分の行動一つで多くの味方が犠ぎ牲せいになりかねないのだから。


　だが、アレスと組んでからというもの、これまでとはまったく違う戦いができるようになった。


　すなわち、主役をアレスに任せることができるようになったのだ。一応ジェレイドの「〈風の戦いくさ乙おと女め〉が人々のために戦っているということを世に示してください」という指示もあるのでミーアもちょくちょく前に出て戦うことはある。しかし、その気になれば赤い騎き士しの頼たのもしい背中を見ながら後方援えん護ごをするだけでも充分だろう。しかも、弓きゆう騎き兵へいからなるヘルヴォル隊を率ひきいていたときは、絶たえず全隊員三百人を守り続ける風を吹かせ続けなければならないが、今はあの赤い騎士一人に降りかかる矢を吹き飛ばし、斬きりこぼしにとどめの一いち撃げきをくれてやるだけでいい。


　なによりありがたいのは、部下たちの命の心配をしなくていいということだ。ヘルヴォル隊を率いて敗北を喫きつしたことはないが、それでも戦いの度たびに犠牲者が出ることは避さけられず、その度にミーアは自分を責めなければならなかった。もっとうまく皆みんなを導けたのではないかと。


　しかし、アレスと共に戦っている間だけはその心配も無用だ。いや、それどころか自分の命の心配さえいらないような気がする。


「……あたしも、少しはアイツのことを見直してやってもいいのかしら」


　かつての仲間であるディオールを殺されたことは忘れられるものではない。しかし、それが私し怨えん・私し欲よくによるものだったことでないということだけは、この数日でよく分かった。


　あの男は、何事にも一いち途ず過ぎるのだ。一度目標が定まれば、それを達成することに微み塵じんも躊ちゆう躇ちよしない。となれば、その目標が正しい方向である限り自分たちとも手を取り合っていけるような気がする。


「ま、今はそんなことを考えてる場合でもないか」


　とにかく、今は自分とアレスとの付き合い方などより優先すべきことがある。人々を傭兵から守ることだ。そのためにも、今日もそろそろ始めなければならない。人殺しという日課を。


　ミーアは身なりを整えると、アレスたちのところへ戻もどった。


　案の定というべきか、アレスはどういう顔をしたらいいのか分からないと言いたげに、ちらちらと目を伏ふせている。


　少なくともこれまでも傭よう兵へい退治についてはうまくいっている。アレスに下手に戦い方を変えられては、ミーアの方が厄やつ介かいである。それゆえ、ミーアはことさら明るく言った。


「さ、今日も始めるわよ、アレス！」





　　　　　５





　わずかな休息を終えたアレスたちは、いつもの日課を始めた。人を守るために人を狩かるという日課を。


　だがこの日に限っては、その日課に変化が訪れようとしていた。


　敵の動きが変わったのである。


「ねえアレス。あれもあんた一人でどうにかできる自信ある？」


　森の中からその軍勢を見つめていたミーアが問いかける。


「やり方次し第だいでどうにかなるとは思うが……」


　ミーアの隣となりで身を潜ひそめながら、アレスは答えた。


　彼らの前方五十間（約九十メートル）ほどのところにいるのは、ミレスデン軍の正規兵とおぼしき軍勢だった。


　数は五百ほどだろうか。これまで戦ってきた傭兵とは違ちがい、武器は槍やりや弓で隊列ごとに統一されており、行軍一つとってもよく統とう率そつされていることが分かる。


　傭兵が相手ならば、アレスにも百や二百どうとでもできる自信はあった。傭兵は個々の強さはかなりのものだが、多くの味方と連れん携けいを取ることは苦手としている。そしてアレスには、少なくとも一対一の戦いならば絶対に負けない自信もあった。傭兵が個別に襲おそい掛かかってくる限り、十人倒たおすことも百人倒すことも難むずかしいことではない。


　しかしこれが正規軍相手だと話は変わってしまう。たとえば一人の兵士と切り結んでいる間に周囲を囲まれ、四方八方から槍で突つき立てられればさすがに無ぶ事じ切り抜ぬけられる自信はない。


　アレスがこれまでに無数の戦いを勝ち抜くことができた最大の理由は、危険な戦いを挑いどまなかったからということにある。もちろん中には避けられない戦いもあるが、そのようなときも極力相手に有利な戦い方をさせないことでどうにか切り抜けてきたのだ。


　しかし、整然と行軍を続けるあの正規軍相手では取れる手段は限られてしまうだろう。


「やはり今の状態で攻せめるのは危険だな。大体、敵の動きが不自然だ。なぜ今になって突とつ然ぜん正規兵が出てきた？　それも五百人程度の小隊だけを先行させている。何らかの目的があるとしか思えん」


「なるほどね。ひょっとしたら、あいつらはあたしたちを殺すために送り込まれてきたのかもね」


「そうか？　我われらたった二人のためにそこまでするとは思えないが」


「何言ってんの、これまでに何人傭兵の死体を作ってきたか覚えてないの？　多分千人に近いはずよ。あたしがミレスデン軍のお偉えらいさんでも、そろそろ何か手を打つわよ」


「……なるほど」


　自分を過大評価するようなことはしたくない。しかし敵からすれば、千人を相手にできるような敵が近くに潜んでいることが分かっていながら、何の手も打たずに進軍を続けるのは危険だと判断してもおかしくない。その危険を排はい除じよするために、数百人単位の統率された正規軍を先行させる──ありそうなことだ。ミーアの言っていることは正しいかもしれない。


　いずれにせよ、そうなると容易に攻こう撃げきを仕し掛かけるのは危険だった。送り込まれた部隊があれ一つだけとは限らない。たとえば不意をついてどうにか攻撃することに成功したとして、その間に次から次へと他の部隊が援えん軍ぐんとしてやってきたら、さすがに勝ち目はない。


　それにしても、このようなときこそパンドラの助言が欲しいとつくづく思う。しかしいかなる意図があるのか、最近あの小こ悪あく魔まのような笑みを浮うかべた少女の姿はまったく目にしていないし、その声も聞いていない。


　もっとも、パンドラが姿を現さないということは、少なくとも自分の命に危険が迫せまっていないということでもあり、そういった意味では安心ではある。しかしパンドラなら自分をもっと苛か烈れつな戦場へと誘いざなうことぐらいはしそうなものだが、それすらないのだ。


　──まあ気にしても仕方あるまい。


　パンドラに頼たよった結果、事態がややこしくなったことは多々ある。パンドラの助言がないならそれに越こしたこともないような気はするのだ。


「アレス！」


　従者レオンの声がした。


　振ふり返ると、レオンと行商人ヴェリックが馬を駆かってくるのが見えた。どうやら偵てい察さつから無事帰ってこられたようだった。


　二人はアレスのところまでやってきたところで、はるか前方に敵の一団がいることに気付いたのだろう。慌あわてて馬を降り、背を低くする。


「あれは、敵の新あら手て……ですかな？」と、ヴェリック。「どうもこれまで相手にしてきた傭兵たちとは雰ふん囲い気きが違うようですが」


「ああ、どうやら敵の正規兵が現れたらしい。それより、何か情報は得られたか？」


　答えたのはレオンだった。


「ああ、いい話と悪い話とがある。どっちから話そうか？」


「じゃあ、悪い方からお願い」


　ミーアが尋たずねると、ヴェリックは重々しく口を開いた。


「難民たちの数はいよいよ増え、街道は人で埋うめ尽つくされています。そのせいでしょう、彼らの歩みは亀かめのように遅おそくなっています。最さい後こう尾びは未だゼールト村辺あたり、我々が想定していた以上の遅さです。このままですと今日中にはあの敵に追いつかれるでしょうね」


「それはまずいわね……」


　難民たちの歩みが遅いことは知っている。


　腰こしの曲がった老人や、右手に赤子を抱だきかかえ、左手で幼児の手を引く母親が早く歩けるわけがない。その上、街道は王国北西部全域からやってきた難民で溢あふれかえっている。


　彼らはまともな準備もできず住み慣れた我が家を捨てることを余よ儀ぎなくされ、いつやってくるかも分からない北の軍勢の恐きよう怖ふにおびえ、もう何日も慣れない旅路を強いられている。肉体的、精神的な疲ひ労ろうも日々蓄ちく積せきし、さらに彼らの足を遅くしているのだ。


「それで、いい報しらせっていうのは？」


　ミーアの問いに、レオンが答える。


「ああ。これは噂うわさなんだけど、キアテーヌ侯こう爵しやくが兵を起こしたんだってさ。難民たちを守るために二千ほどの兵を率いてバロア平原に陣じん取どってるらしい」


「なんだって!?」


　バロア平原。街道沿ぞいにある平原だ。そこに軍勢がいるとなれば、ミレスデン軍も見過ごすわけにはいかないだろう。必ずミレスデン軍は足を止め、両軍の間に戦いが起こるだろう。


　だがアレスの表情に浮かんでいたのは、喜びではなく焦しよう燥そうだった。


「レオン。キアテーヌ侯というのがどんな人物か知ってるか？」


「そりゃ、多少なら」


「教えてくれ。実戦経験はあるのか？」


「ああ、かなり歳とし喰くってるはずだし、この辺りの貴族はみんなシエゴラス戦せん役えきで戦ってるはずだ。それなりに経験はあると思うけど」


「そうか。まだ国を守ろうとする気き骨こつのある貴族がいたことはありがたい話だ。しかしまずいな、敵はミレスデンの正規軍だぞ。二千程度の兵でどこまで戦えるか……。無む駄だな犠牲を出すことになりかねんぞ」


「なら、あたしたちのやることは決まりね」


　ミーアは立ち上がった。


「行きましょう、その貴族のところへ。あたしたちの力が加われば、勝ち目だって出てくるかもしれないわ」


「そうだな。我ら二人で正規軍を相手にするのは難しいが、少しでも兵がいれば戦いようもある。ヴェリック、あの敵に見つからないようにキアテーヌ侯のところまで行くことはできるな？」


「行くことは可能です。しかし──」と、ヴェリックが口を開く。「ここからバロア平原までは街道を使えば一いつ時とき（約二時間）で充じゆう分ぶんですが、見つからぬよう迂う回かいするとなると倍はかかるでしょう。果たして間に合うかどうか」


「……なんとか間に合わせよう。我らに他に手はない」


　アレスたちは、やや悲ひ壮そうな面おも持もちで頷うなずきあった。
















　間　章　鉄てつ壁ぺきの城の乙おと女めたち　一










　クラウディア王女は現在、旧解放軍──現ボルネリア軍の賓ひん客きやくという名の人ひと質じちとなっている。ボルネリア軍の指し導どう者ジェレイドとしては王国軍に対する切り札として、その身み柄がらは常に手元に置いておきたかったのだが、様々な要因によりトゥールスレン城じよう砦さいに留とめ置くことになったのだ。


　そしてクラウディアの護ご衛えいの任を義アレ兄スから申し付かっているエレナもまた、トゥールスレン城砦にあった。どことなく気まずい雰ふん囲い気きにさらされながら。





「第七隊の千人長を務つとめておりますバーグラムと申します。王女殿でん下かのお世話をさせて頂いただくこととなっております。以後、お見知りおきを」


　そう言ってエレナたちの前で膝ひざを折ったのは、刈かり込まれた赤い髪かみが印象的な壮そう年ねんの男だった。さすがジェレイドが王女のためにと残していった男というべきか、頼たのもしい硬こう骨こつな戦士に見える。ただ、時折エレナの方にちらちらと視線を送ってくることが気になった。


「うむ、そうか。こちらこそよろしく頼む」


　一方、クラウディアは王女として充分な威い厳げんを漂ただよわせて応じた。


　このように、外部の人の目があるときはよかった。問題は、身内しかいなくなったときだ。


「ふう……」


　やがてバーグラムと名乗った男が用を終えて去ると、途と端たんにクラウディアの表情に浮かぶのは憂ゆう愁しゆうの二文字である。


　椅い子すに座すわり、肘ひじかけに肘を突ついて頰ほお杖づえを突く。そしてそのままずっと深く考え込み、誰だれに話しかけることもない。クラウディアの可か憐れんさもあいまって、そのまま銅像にでもしたら「悩なやむ少女」という題名を付けて高く売れそうな構図だ。


　王女殿下にそんな顔をされていれば、他の者が話を切り出すこともできない。結果、エレナや侍じ女じよシオーネはずっと黙だまったまま傍そばに控ひかえていることしかできないでいた。どちらかというと暗い雰囲気が嫌きらいなエレナには、それが耐たえ難がたかった。シオーネの方は長年クラウディアの侍女をやっているだけのことはあるようで、この沈ちん黙もくにも動じることなく静かに佇たたずんでいるのだが。


　クラウディアがそのように物もの憂うげな態度を取り続けている理由は分かる。なぜなら、エレナも同じ悩みを抱いだいていたからだ。


　義兄アレスのことである。


　尊敬すべき英えい雄ゆう、アレス。だが今アレスには一つの疑ぎ惑わくが浮ふ上じようしている。


　最近クラウディアの護衛としてやってきたベアトリスという女性。今もこの城砦のどこかにいるであろう彼女と、何かあったのではないかという疑惑だ。


　だが、この疑惑は疑惑を抱くことそれ自体に色々と問題がある。第一に、アレスは独身で許いい婚なずけがいるわけでもなく、恋れん愛あいは自由の身である。どこの誰と何をしようと咎とがめる権利は義ぎ妹まいのエレナにも王女のクラウディアにもない。そして第二に──これこそが一番頭を悩ませていることだが──この国に起こっている争いだ。


　今この国は北の侵しん略りやくにさらされ、多くの人々が犠ぎ牲せいになろうとしており、義兄はその犠牲を少しでも減らすべく奮ふん闘とうしているはずなのだ。


　そんな義兄の女性関係を疑うということ、あるいはこの戦時にそんな呑のん気きなことを考えているということ自体が、いささか不謹慎と言えなくもない。ましてクラウディアは王女の身であり、国全体の未来について思いを馳はせなければならない立場にある。彼女が抱いているであろう葛かつ藤とうが、自分よりもさらに強いものなのだろうということは容易に想像でき、そのことが彼女をずっと憂ゆう鬱うつたらしめているのだろう。


　こういうときこそ、女同士お茶──いや、それこそ酒の一いつ杯ぱいもくみかわしながら色々と話し合うべきなのではと思う。しかしクラウディアの護衛に過ぎない自分が、そんな提案をするわけにもいかなかった。


　それにしても、本当につくづく思う。義兄とベアトリスとの間には、一体何があったのかと。


　本当に口に出すのも憚はばかられるような何かがあったのだろうか。女性についてだけは奥手だと思っていた義兄だが、実は知らないところで成長していたのだろうか。


　いや、仮にベアトリスと何かがあったとして、義兄は一体彼女についてどう思っているのか。一時の関係だったのか、それとも将来を誓ちかい合った仲とでもいうのか。後者は嫌いやだが、前者もまた義兄の人格を疑いそうで嫌だ。


　──ああっ、もう！


　恐おそらく今の自分はクラウディアと同じような顔をして、クラウディアと同じような思考の堂どう々どう巡めぐりをしているに違ちがいない。じっとしていると頭がおかしくなりそうだ。やむを得ず、クラウディアの前に進み出る。


「クラウディアさま。少し中座してもよろしいでしょうか」


「ん。ああ、構わぬ。余計な気を遣つかわなくても、好きにしていいぞ」


　相変わらず頰杖を突いたまま、クラウディアはどこか上うわの空で答えた。


　そんな状態の彼女を放っておくことにはどことなく抵てい抗こうもあったが、このままここにいても仕方がない。エレナは一礼して部屋を後にした。





　　　　　◆





「よう、エレナ。浮うかない顔してどうしたんだ？」


　エレナが部屋の外へ出るなり声をかけてきたのは、廊ろう下かで警備をしていた長ちよう髪はつの近この衛え騎き士しローランである。その隣となりにはガルムスが巨きよ体たいを持て余あましているのか巨大な斧おのをぶんぶんと素す振ぶりしている。さすがに王女の寝しん室しつに護衛とはいえ男を入れるわけにはいかず、この廊下が彼らの定位置となっていた。


「うん、ちょっとね。散歩にでも行こうと思って」


　この石造りの城砦で散歩というのも我われながらおかしな気はしたが、それ以外に適切な言葉も浮かばなかった。


「じゃあ俺おれも付き合ってやろう。一応ここは敵地だからな、一人じゃ物ぶつ騒そうだろ」


「そう？　いいの？」


「いいって、ついでに敵情視察もできるしな。ガルムス、ここは任まかせたぞ」


　ガルムスはフンと鼻を鳴らした。


「おまえもここにいるのに飽あきただけだろうに。まあいい、今のうちに逃にげ道の一つも探さがしておくといい。おまえの得意分野だろう」


「ああ、そいつはいい考えだ」


　皮肉とも取れるガルムスの言葉を、ローランは真顔で受け流してみせた。





　ローランと二人、無ぶ粋すいなトゥールスレン城砦の中を歩いて回る。


　さすが鉄壁を謳うたわれるだけあって大きい城だが、それでもこんなところに一万を超こえる人々が籠こもっていたとは信じ難い。籠もっていた人々も大変だっただろうが、彼らをここに籠もらせたジェレイドもまた相当人心を操あやつる術すべに長たけていたのだろう。


「で、王女さまはどんな様子なんだ？」


　口を開けていないとじっとしていられないのだろう、ローランがそんなことを尋たずねてくる。


「うん。それが、なんだかずっと悩んでるみたいで……」


　この騎士が自分に好意を寄せてくれていることは知っている。その気持ちにどう応こたえるかは別として、今は率そつ直ちよくに傍で話をしてくれる相手がいることがありがたかった。


「あの王女さまがそんな風に考え込んでるところなんて想像できないけどな。やっぱり、戦争の真っ最中だからか？」


「それはもちろんあると思うけど……」


「ひょっとしてベアトリスって女とも何か関係あるのか？」


「え？　ど、どうしてそう思うの？」


　思わず心臓が高鳴った。


「え、マジなのか？」問うたローランの方が驚おどろいているようだった。「いや、だってよ。あの王女さまが悩む原因なんて、お国のことを除けばアレス関連しかねえじゃねえか。だからあのベアトリスって女が王女さまの前でアレスと関係を持ってました、なんて話でもしたんじゃねえかと思ってな」


　それは考え方がいささか偏かたよっているローランだからこそ導みちびきだせた答えであった。


「そうか、なるほどな。どんな蒼そう神しんのお導きか知らねーが、アレスが帰ってきたら修しゆ羅ら場ばになりかねねーな。エレナの気が沈しずみがちなのもそれが原因か」


「べ、別にそういうわけじゃ……ないんだけど」


　誤ご魔ま化かそうとするが、語ご尾びが小さくなるのは止めようがなかった。


「なーに、事情はよくわからねーがあの朴ぼく念ねん仁じんのことだ。むやみやたらと女に手を出すようなことするわけねーじゃねーか」


「そ、そうよね。あの義に兄いさんだもんね……」


　義妹として義兄のことをそんな風に思うのもどうかとは思ったが、確かに義兄の性格はよく知っている。昔から、騎士道がどうのこうのといってはあらゆる女性に対して常に一歩距きよ離りを置いてきたあの義兄ではないか。


「大体、あのベアトリスって女も色々と怪あやしいんだよな。王女さまの護衛に荒あら事ごとに向いていない女を差し向けてくるのもおかしいだろ？　聞けばあの女を送り込んできたのは国こく粋すい主しゆ義ぎ者のカルレーン侯こう爵しやくって話じゃねえか。大方、アレスと王女さまとの仲を引き裂さこうとあのジジイが送り込んできた刺し客かくってとこじゃねえの？」


「…………」


　頷うなずけない話ではないような気がした。


　カルレーンという人物については詳くわしく知らないが、一国の王女と一いつ介かいの伯はく爵しやくとの距離が狭せばまることを警けい戒かいする人はいてもおかしくない気がする。


　ふとエレナは思った。今の話をクラウディアさまにしてみたらどうかと思った。


　──いえ、やっぱり今は駄だ目めね。


　今は戦時でアレスは前線で死し闘とうを繰くり広げてる最中だ。王女殿下はもちろんだが、自分だって他人の色いろ恋こい沙ざ汰たに考えを馳せてる場合ではないのだ。


「ありがとローラン。あなたと話してたら、ちょっと気分も晴れたわ」


「お安いご用だ。こんなことでよけりゃいつでも付き合うぜ」


　このとき、この城じよう砦さいに駐ちゆう屯とんしている兵士たちとすれ違った。


　同時に、エレナの顔が曇くもる。彼らが敵意むき出しの視線を送ってきたためだ。


「何か用か、あんたら？」


　幸い、ローランがにらみ返してくれたせいか、彼らはそれ以上何もすることなくその場を去った。


「ふん、つい最近まで敵味方だったとはいえ、陰いん気きな奴やつらだぜ」


「……仕方ないわよ。あの人たちを責せめないであげて」


　エレナは彼らにもっとも大きな被ひ害がいをもたらした〈赤の悪あく魔ま憑つき〉の義妹なのだ。これぐらいのことは覚かく悟ごしている。


　それでも、こうも険けわしい人の敵意にさらされることは、十五歳の少女にはいささか辛つらい体験だった。


「なるほど。これもエレナを気落ちさせてる原因ってわけか。よし、そういうことなら俺が力になってやるよ。おまえさんの得意分野であいつらに恩おんを売ってやろうぜ」


「え……？　ど、どういうこと？」


　戸と惑まどいを隠かくせないエレナをそのままに、ローランがまず行ったことは、手近な兵士に隊長を呼んでくるよう頼たのむことだった。


　間もなく、先ほど王女殿でん下かの前でバーグラムと名乗ったこの城砦の責任者がやってくる。


「私に何かご用と伺うかがいましたが」


　いきなり呼び出されたせいか、どこかむすっとした顔をローランに向ける。


　だがエレナと目が合うと、わずかな間ではあったが柔にゆう和わな笑みさえ浮かべてみせた。


　つくづく奇き妙みような反はん応のうである。自分は〈赤の悪魔憑き〉の義妹なのだ。嫌けん悪おされて当然というのに、この人だけは明らかに好意を持ってくれているようなのだ。


「よお、実はあんたに頼みたいことがあってな」


　と、ローランはエレナの肩かたを前に押し出した。


「知ってるだろうが、このお方はファノヴァールの騎士の妹君ぎみだ。ついでに、緑神アトラスに仕える神官で白しろ魔ま術じゆつの使い手でもある。さて、そこで一つ提案があるんだが、俺たちは王国軍とあんたらとの友好の証あかしとしてここにいるってわけだ。そこで俺たちの友好をさらに深めるために、やらせてもらいたいことがある」


「は、なんでしょう」


「この城砦は少し前まで戦場だったところだ。まだ多くの怪け我が人がいるって聞いてる。そいつらの治ち療りようを手伝わせて欲しい」


「え……」


　少し驚いたエレナだったが、すぐにローランの意い図とを悟さとり、そして感謝さえした。


　確かにうじうじと悩なやんでいても仕方がない。自分なりにできることがあるなら、それに集中した方がいいに決まっているのだ。


「そのご提案、喜んでお受けいたしましょう」


　敵ともいえるローランの提案を、バーグラムはあっさりと受け入れた。思わずエレナの方が戸惑うほどだった。


「……いいんですか？」


「もちろんです、我々としても非常にありがたい申し出です。実のところこの城砦にはまだかなりの怪我人が残っています。かといってわずかな白魔術師はどうしてもジェレイドさまの方へ行ってもらわねばならず、正直困っていたところなのです」


　エレナが知る由よしもなかったが、旧解放軍と王国軍は約やく定じようを結んだ際、トゥールスレン城砦に駐ちゆう留りゆうできる兵の数を二千と定めた。しかし、ジェレイドは土ど壇たん場ばになってそこに無理矢理兵を追加したのである。


　すなわち、移動が困難な重傷を負っている兵士については、二千人の枠わくとは別にトゥールスレン城砦への駐留を許可するようにと。


　人道的な配はい慮りよがあったのか、少数の兵が増えたところで大した問題はないと考えたのか、互たがいの友好を気にしたのか、あるいは怪我人がトゥールスレン城砦の足手まといとなることを期待したのか。結果的に王国軍はそれを許可したのだった。


「それに──」


　と、バーグラムは再びエレナに笑いかけた。


「エレナさま。覚えておられないでしょうが、かつて私は王国軍との戦いで負傷し、捕ほ虜りよの身となったことがあるのです。明あ日すをも知れぬ大きな怪我を負った上に、敵軍に捕とらえられ私は死を覚かく悟ごしました。しかし、そのとき敵味方の区別なく親身になって私を治療してくださったのが……エレナさま。あなたさまなのです」


「……そうだったの？　ごめんなさい。あんまりよく覚えてないんだけど」


「当然です。あのときのあなたさまは、それはそれは懸けん命めいに白魔術……いえ、〝神の慈じ悲ひ〟をお使いになっておられました。私のことなど覚えていないのは当然でしょう。しかし私と、私の部下の多くがあなたに命を救われたことは明白な事実です。エレナさま、どうかこれだけは覚えていてください。この城砦にいる者の中には、あなた方によからぬ感情を抱いだいている者もおりましょう。それに我々にはジェレイドさまの命に従わねばならない義務があります。ですが、緑神アトラスの名にかけて、あなたさまの身を害そこなうようなことは決してしないと誓ちかいましょう」


　嬉うれしい話だった。落ち込んでいた気分がぱっと晴れるような気さえする。


　できれば自分だけではなく、王女殿下に対してもそうしてもらいたいところだった。しかしそれは無理なのだろう。彼らには彼らの仕事がある。まして王女殿下は人ひと質じちの身なのだ。


「えっと、ありがとう、バーグラム。じゃああの、お返しといってはなんだけど、手伝わせてもらえるかしら。怪我人の治ち癒ゆを。何人だって構わないから」


「喜んでご案内させて頂きましょう。しかし怪我人は千人近くもおりまして。どうかあまり無理だけはなさらぬよう」


「あら。いいのかしら？」


　心配するバーグラムに、エレナはすました顔でそう問いかけた。


「は……？　何がでしょう？」


　そしてエレナは、もしこの場にジェレイドがいたら腰こしを抜ぬかしかねないことを口にする。





「たった千人でいいのかって言ってるの」
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　キアテーヌ侯こう爵しやくは、六十歳を迎むかえた老人である。


　王国北部出身の貴族にはよくあるように、往年には武人として名を馳はせていた。さすがに寄る年波には勝てず、最近になってその体はいくばくかの衰おとろえを見せ、撫なで付けられた髪かみの毛も真っ白となっていたが、日々鍛たん錬れんを怠おこたらなかったためだろう、未いまだに甲かつ冑ちゆうを着て馬を飛ばすぐらいのことは可能だった。


　壮そう年ねんの息むす子こがおり、年ねん齢れい的にももう家か督とくを譲ゆずるべきなのだが、キアテーヌ侯自身未だ壮そう健けんであるせいか引退する気になれず、自みずから領地経営を行っていた。


　そんな折に起こった北の侵しん略りやくである。


　キアテーヌ侯もまた他の領主と同じく、難民を城で保護しつつ、王国軍の救きゆう援えんを待とうとしていた。


　もっとも、一つの城に受け入れられる難民の数には限りがある。自領の領民だけならともかく、他の領地から流れてくる難民まで受け入れる余よ裕ゆうはなく、彼らについては自領の通行を許すだけで門もん前ぜん払ばらいにする他なかった。


　難民の数はあまりに多く、その亀かめのように遅おそい歩みはキアテーヌ侯の居きよ城じようからもよく見えた。ミレスデン軍の脅きよう威いは間近に迫せまっている。このままでは彼らがオルガスタの街に到とう着ちやくするよりも早くミレスデン軍に蹴け散ちらされるのは間ま違ちがいない。


　疲ひ労ろうのせいか泣くことさえ止やめてしまった難民の子供たちを目まの当たりにしたキアテーヌ侯は、ついにある決意をする。


「齢よわい六十にして何を恐おそれることがある。赤せき神しんが今日まで自分を生かしたのはこのときのためであろう」


　城を守るに必要な兵を残した上で、ミレスデン軍を迎え撃うつ。それがキアテーヌ侯の決断だった。無論、何万という軍勢を相手に勝つことなどできない。しかし難民たちが逃にげる時間を稼かせぐことぐらいはできるはずである。


　こうしてキアテーヌ侯は配下の兵から志願者を募つのり、挙兵した。後こう事じを息子に任まかせて。


　彼らはオルガスタへ続く街道の中ちゆう途と、バロア平原に陣じんを張り、ミレスデン軍を待ち受けていたのである。
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「我わが名はミュートス伯はくが家か臣しんクレティクス！　主あるじの命により参上いたした、どうか貴軍に加えていただきたい！」


「ミュートス伯の助力に心より感謝する！　クレティクス卿きよう、いざ共に戦おう！」


　当初、キアテーヌ侯の軍勢は二千余りに過ぎなかった。しかし、難民から志願兵を募り、さらに近きん隣りんの領主たちが援えん軍ぐんを送ってくれた結果、その軍勢は三千に達しようとしていた。


　もっとも、それはたった三千というべきであり、騎き士しの数など十人にも満たない。


　仕方のないことだった。南東の城じよう塞さい都市オルガスタで、王おう太たい子しが呼びかけて近隣の軍勢を集めているからだ。その結果、諸侯はそちらに援軍を送っている。


　戦略的にはそれが正しい。キアテーヌ侯が行おうとしていることは遅滞戦闘、すなわち時間稼ぎである。三千足らずの軍勢で数万ともいわれるミレスデン軍を迎え撃つなど自殺行こう為いに等しい。ましていくら時間を稼いだところで、最終的には北の軍勢を打ち砕くだかない限りすべて無む駄だとなるのだ。


　今ミレスデン軍と対等に戦うことができるのは、王太子率ひきいる近この衛え騎士団第三軍だけだろう。兵力の分散、および逐ちく次じ投入は忌き避ひすべき兵力運用であり、この場合はオルガスタに援軍を集中させることが正しい。


　それでも、難民の群むれを見て何かしなければと心を揺ゆり動かされる貴族はまだいるらしい。彼らはどうにか戦力をひねり出し、援軍として送ってくれているのだ。


　そしてこの日の正午前、ついに彼らの前に北の軍勢が姿を現すこととなる。
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　ベールセール王国においては、ある程度の兵農分ぶん離りが行われている。つまり戦争は騎士をはじめとした職業軍人の役目であり、農民は農業だけに従事していれば許されるということである。もっとも、大きな争いが起こればそんなことは言っていられなくなり、農民も兵として駆かり出されることはあるが。


　他方、ベールセールほどの人口を養やしなえないミレスデンやディレニアといった北の国々においては、傭よう兵へいという職業軍人の他に、士族と呼ばれる階級が生まれていた。彼らは半農の武装集団であり、平時には農のう耕こうを行い、有事には軍務を行い王に忠ちゆう誠せいを尽つくすということを条件に特権的な土地使用を認められている。レアニールの限られた土地を有効に活用するために必然的に生まれた構造である。


　この士族と、一部の実じつ績せきある傭兵団が、ミレスデン軍の中ちゆう核かくを構成していた。


　士族たちは、ベールセール王国の志願兵や騎士たちのような職業軍人ではなく、訓練も彼らほどには積んでいない。しかし彼らは、毎年のようにレアニール連合内で行われる大小の小こ競ぜり合いで実戦の経験を積み、そして得られた教訓を子や孫に教えていった。その強さは、決してベールセールに引けをとるものではない。





「オクスタン隊長！　この先にベールセール軍とおぼしき軍勢を確認しました！」


「なんだと？」


　隊長と呼ばれたオクスタンは、もちろん士族である。年齢は三十だが見た目は四十近くにも見える。思し慮りよ深ぶかそうな鋭するどい目つきと引き締しめられた唇くちびるが積年を感じさせるためだった。しかし総じて顔立ちは整っており、薄うす汚よごれた鎖くさり帷かた子びらを脱ぬいで正装すれば貴族といっても通じていただろう。


　このときミレスデン軍を率いるライオネル大だい元げん帥すいは、五百人からなる小部隊をいくつも編制し、相そう互ごに連れん絡らくを取らせながら南西へと先行させていた。狙ねらいはファノヴァールの騎士と〈風の戦いくさ乙おと女め〉とを牽けん制せいすることである。いくら悪あく魔まのごとき強さを誇ほこるファノヴァールの騎士と言えど、組織的な行動が可能な五百の部隊に攻こう撃げきを仕掛けることはないだろう。そしてその身軽な小隊を先行させ、難民たちの後ろに食いつかせることで、人々のために剣けんを振ふるっているらしいファノヴァールの騎士の足を止めようと目もく論ろんでいた。


　オクスタンはその小隊の一つを任された身である。連年戦いくさの続くミレスデン本国ではいくつもの経験を積んだ歴戦の隊長であり、人望もあった。


「敵の規き模ぼはどの程度だ？」


「は。およそ三千といったところでしょう。この先の平原にて陣を構え、我らを待ち受けております」


「誰だれか地図を持ってきてくれ」


　単純に考えて、五百と三千では勝ち目はない。まずオクスタンがやったことは、状じよう況きようを確認することだった。


「敵がいるのはこの辺あたりか？」


　オクスタンが指差したのは、街道を南東に進んだ先にある平原地帯であった。軍勢が展開できそうな場所はそこしかない。地図によれば、バロア平原とある。


「はい、そのはずです」


「厄やつ介かいだな。無視して先に行くわけにもいかんか」


　オクスタンたちに与あたえられた任務はかく乱であり、難民たちに打だ撃げきを与えることである。そうすることによってファノヴァールの騎士を引きつけると共に、ベールセール軍から態勢を立て直す時間を奪うばうこともできる。


　目的は本格的な戦せん闘とうではない。だが、街道のすぐ傍そばにいる敵を無視して進むわけにもいかない。数に劣おとる上に背はい後ごから攻撃を受ければさすがにひとたまりもないからだ。


　無論、ミレスデン軍本隊の到着を待って攻撃を仕し掛かければ三千程度の敵軍など恐れる必要もないのだが、本隊が来るまでの間、オクスタンたちは与えられた任務を果たすことができなくなってしまう。


「やむを得ん。一戦交まじえるか」


　彼らの将、ライオネル大元帥の大元帥たる所ゆえ以んは、この事じ態たいを見み越こしていたことである。オクスタンには、他の小隊に命令を出す権限が与えられていた。それに五百人の小隊それぞれが連れん携けいを取れるよう、貴き重ちような早馬も何頭も与えてくれている。


　つまり、オクスタンが命を発すれば、三千の敵と対等に戦えるだけの軍勢を直ただちに用意することができるのだ。もっとも、そのためには部隊の集結のためにいくばくかの時間を無駄にしなければならないし、五百の小隊は連携や機動性を重視するためにミレスデン軍自じ慢まんの重じゆう装そう歩ほ兵へいを有していない。


　それでもミレスデン軍本隊を待つよりははるかに早いだろうし、もしうまく撃げき破はすることができれば、ミレスデン軍における第一の戦功となる。恩賞の一つも与あずかることができるだろう。


　オクスタンとしては、戦いを挑いどまない理由はなかった。


「よし、近隣の部隊に早馬を出せ。急ぎここへ集結させるのだ」
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「来たか……」


　キアテーヌ侯こう爵しやくは馬上で呟つぶやいた。


　北西、森の中より現れたのは、数百人──恐らくは五百人ほどの部隊。それが三つ。森の中からわらわらと兵士が出てくるその様は、遠目からすると三つの巣から蟻ありが湧わき出てくるようだった


　そして三つの部隊がそれぞれ掲かかげているのは、ミレスデン王国の国こつ旗きたる深しん緑りよくの旗はただ。


　このとき、キアテーヌ侯の元に一騎きの騎馬がやってきた。定期的にやってくる難民たちの現状を知らせる早馬である。


「申し上げます。難民の群れの最さい後こう尾びはあと半はん時とき（一時間）ほどでバロア平原を抜ぬけそうです」


「そうか」


　今一つ吉きつ報ぽうとは言えない。あと半時もあれば簡単に敵に追いつかれるだろう。


　一つだけ幸いなことに現れた敵の数は思ったより少ないようだった。だからこそこれほど早く姿を現したのだろうが、こうなるともっと狭せまい森の中にでも陣じん取どるべきだったと思う。しかし敵軍にこうも接近された以上、今いま更さら戦場を変えるのは危険だった。


　本当は平原の南東にある橋に陣取るのがもっとも有効だったのだろうが、難民たちが橋を越こえるのにまだ半時もかかるとあれば間に合わない。


　つまり、ここで一戦交える他ないのだ。


「全軍、戦闘準備！　迎むかえ撃つぞ！」


　キアテーヌ侯の命令が響ひびき渡わたり、兵士たちの気合いを入れる声がこだました。
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　このときオクスタンは、バロア平原に足を踏ふみ入れた三つの部隊のうち、中央の部隊を率ひきいていた。


「しめた。敵は統制がまったく取れていないようだ」


　予想はしていた。こんな地で、それもたかが数千の兵で決戦を挑むなど無む謀ぼうにもほどがある。恐らく敵の指し揮き官は、逃げ惑まどう難民たちを見て義ぎ憤ふんに駆られ、急きゆう遽きよ兵を集めたのではないかと。


　予想は当たっていた。敵は弓兵を並べ、大盾を並べて戦列を形成してはいるが、よく見ればその列はかなり歪ゆがんでいる。何より、兵士たちの武装にはまったく統一感がない。鎖帷子を着込んだ一隊の隣となりには、農民兵だろうか、ぼろをまとったような槍そう兵へいの一団がいるという有様である。互たがいに連携など取れそうにない。


　それさえ分かれば恐れることはない。連年の戦いくさで鍛きたえられた自分たちが負ける理由はどこにもなかった。


「これならば作戦を変へん更こうする必要もなく勝てそうだな」


　オクスタンは部下に命じて旗を振らせた。作戦開始の合図である。三つの部隊は、そのまま前進を開始した。





　　　　　◆





　キアテーヌ侯の眼前で、三つの部隊はそれぞれ等とう間かん隔かくに距きよ離りを置いたまま前進を続けていた。


　もはや戦いを始める前にお互いの正当性を述のべるようなこともない。ただ無言のまま、殺し合いが始められようとしていた。


　不意に、中央と左翼の部隊が停止した。すると当然のように右翼が突とつ出しゆつすることとなる。


　右翼の軍勢はそのまま孤こ立りつすることを恐れず前進を続けた。そのまま矢の射しや程てい内に入る。


「矢を番つがえよ！　放てぇ！」


　キアテーヌ侯の命が響き渡る。


　このとき弓兵の数は二百。三千という数字から見ればやや小さいのは、それ以上弓矢を揃そろえられなかったためである


　だが、数百人程度の軍勢に対してならば充じゆう分ぶんな数である。放たれた二百本の矢は、突出した右翼に降ふり注そそいだ。





　　　　　◆





「その程度で我らが止まるわけがなかろう」


　オクスタンは嘲あざけった。


　突出していた左翼の部隊に矢が突つき刺ささる。しかし、進軍が止まることもなければ速度が遅おそくなることもない。見たところ犠ぎ牲せい者しやすらほとんど出ていない。


　左翼の部隊には、重装歩兵こそいないが、この近辺にいるミレスデン軍からかき集めた大盾を渡してある。矢の数百本、どうということはない。





　　　　　◆





「ぬっ！」


　キアテーヌ侯は唸うなった。


　突出してきた敵右翼の兵士たちは、自分の体がすっぽり隠かくれるような大盾を掲かかげながら前進してくる。矢は絶たえず射い掛かけているが、大した打撃を与えられている様子はない。


「槍兵、前へ！　叩たたくぞ！」


　命令が下ると、長槍を構えた兵士たちが前に出る。


「射しや撃げき止やめ！　槍兵、突とつ撃げきせよ！」


　右翼の部隊が三十間（約五十四メートル）ほどまで近づいたところで、兵士たちは突撃を開始した。全力で接近し、体重を乗せた長槍で敵を刺し貫つらぬこうとする。


　たちまち血で血を洗う接近戦が始まった。数百の矢では大した打撃を与えられなかった敵歩兵だが、さすがに至し近きん距離から大盾の隙すき間まを縫ぬうように繰くり出される無数の槍やりは止めようがない。今度こそ打撃を与えることに成功する。


　しかし、接近戦は当然のように敵に反はん撃げきの機会を与えることにもなる。槍しか持たない兵士たちに敵兵から繰り出された槍を防ぐ術すべはなく、体を刺し貫かれては悲鳴を上げて倒たおれていった。ミレスデン軍の兵は数こそ劣っているものの戦い慣なれているようで、この時点での被ひ害がいは自軍の方が大きいほどだった。


　ただ、敵右翼部隊は未いまだ孤立している状態だった。なぜ敵がそのような動きを見せるのか、その意図をキアテーヌ侯はある程度見み抜ぬいてはいたが、阻そ止しはできなかった。昨日今日で編制されたにわかじこみのこの部隊では複雑な機動は不可能なのだ。まずは目の前の敵を叩くことに集中しなければならない。


「クレティクス卿きよう。敵右翼部隊のさらに右へと回り込んで攻こう撃げきしてもらいたい」


「承知した！」


　クレティクス卿は与えられた兵二百を率い、敵右翼のわき腹を突いた。さらにキアテーヌ侯はもう一隊を繰り出し、半包ほう囲いの態勢を作り上げようとする。


　本来なら三方向から、しかも数倍の兵力で攻せめ立てられれば大たい抵ていの軍勢は簡単に打ち砕くだかれるだろう。しかし敵右翼はこの展開を予想していたのか、円えん陣じんを組み、防ぼう御ぎよ力の高い兵士を前線に立たせ、徹てつ底てい防御の構えを取っていた。にわかじこみの打撃力に劣る軍勢では、なかなか打ち崩くずすことができない。


「かかれかかれ！　総力を挙あげて押おし潰つぶすのだ！」


　キアテーヌ侯にできることは、絶えず兵を動かし圧力を強めることだけだった。まるで磁じ石しやくを近づけられた砂さ鉄てつのように、三千の軍勢は敵右翼の周囲に吸すい寄せられていく。


　そしてその状じよう況きようを待ちかねたように、敵に新たな動きが生じた。


「侯爵閣かつ下か！　敵中央の部隊が間もなく接敵します！」


「ええい、くそ！　間に合わなかったか！」





　　　　　◆





　すべてはオクスタンの目もく論ろ見みどおりだった。


　まずは防御力を高めた一隊を前進させる。当然のように突出した部隊は、敵の猛もう攻こうを受けることとなるだろう。しかし敵の猛攻を受けるということは、敵の態勢を崩すことと同義でもある。


　そこに攻めの好機が生じるのだ。


「槍兵、構え！　突撃だ、敵を打ち砕けぇっ！」


　オクスタン率いる五百人は長槍の穂ほ先さきを並べ、針はりの壁かべとなって敵に突撃した。


　ベールセール軍はどうにか迎え撃うつ態勢を整えようとするが、猛攻のために自みずから崩してしまった戦列を戻もどすには時間が足りなかった。


　軍勢同士の戦いでもっとも強力な一撃を与あたえられるのは、間ま違ちがいなく初撃、すなわち敵に接せつ触しよくして最初に与える打撃である。自らの持つ力を最大限保持した状態で、かつその状態を最大に活いかせる戦列を維い持じしたまま攻撃ができるためだ。


　そのもっとも効果的な初撃が、一方的にベールセール軍に突き刺さった。


　人を殺すためだけの躊ちゆう躇ちよない一撃が、ベールセール兵の体を容よう赦しやなく貫いていく。無数の悲鳴が上がり、大地が赤く染そまる。


「戦列を整えよ！　前三列、前進開始！」


　ミレスデン兵は容赦という言葉を知らなかった。


　足元でうごめくベールセール兵の体を、まるで地面に転がる石ころのように容赦なく踏み砕き、隊列を整えながら前進を続ける。


　その攻撃は、一言で表現するならば機械的だった。


　第一列目の兵士たちが長槍を突き出し、第二列目がその隙すき間まから長槍を振ふり下ろし、さらに第三列目は敵の足元目め掛がけて長槍を突き出すのだ。


　三列からなる槍兵が、まるで雑草を刈かり取り土を耕たがやす機械のように前進を続ける。これに一度喰くい付かれれば、戦列を整えることもできず次々討うち取られていくことしかできない。





　　　　　◆





「迎むかえ撃て！　持ち場を離はなれるな！　弓兵、射撃用意！」


　キアテーヌ侯は矢や継つぎ早ばやに命令を飛ばした。


　しかし、もはや手て遅おくれだった。密集している槍兵に対処するには飛び道具がもっとも有効なのだが、こうも懐ふところ深ふかく喰らい付かれてはそれも困難だった。


「閣下！　敵左翼部隊も突撃してきます！」


「なに!?　くそ、敵ながらなんという見事な連れん携けいだ……！」


　予想はしていたが絶望的な知らせだった。


　敵右翼と中央の部隊に応戦するため、配下の兵士はもはや手て一いつ杯ぱいだ。とても新あら手てを迎え撃つ余力などない。


　そこへ、綺き麗れいに戦列を整えた敵左翼部隊が槍を並べて突撃してくる。強力な槍撃が、配下の兵士たちを貫いた。


「くそっ……！」


　兵士たちの断だん末まつ魔まを聞きながら、キアテーヌ侯は唇くちびるをかみ締しめた。


　すべてはにわかじこみの軍勢の悲劇である。


　こちらには敵の倍近い兵力があったのだ。たとえば三つに分かれて進撃してくる敵軍に対応できるよう、こちらも軍勢を三つに分けて相そう互ごに連携を取ることができれば、互ご角かく以上の戦いが可能だっただろう。


　しかし兵の中には今日初めてキアテーヌ侯の配下に入った者もいれば、今日初めて武器を持った者さえいた。彼らを即そく日じつ軍として編制するには時間が足りなかったのだ。そもそも、三つに分けた部隊を預あずけることのできる指し揮き官すらいない。あるいは騎き士し団のように、敵の堅かたい戦線を一気に踏み潰す突とつ破ぱ力に優すぐれた一隊があれば話は別だっただろうが。


「もはや、ここまでか……」


　彼ひ我がの兵力は、未いまだ自分たちが勝まさっている。しかし、今や自軍は三頭の狼おおかみに食いつかれた豚ぶたに等しい。態勢を立て直すことは不可能であり、敗北は時間の問題だった。


　キアテーヌ侯の元に待ちに待った報告がきたのはこのときである。


「閣下！　難民たちがようやくこの平原を抜ぬけました！」


「そうか、ならばよい」


　すでに全軍は総崩れ寸前の状態にある。兵士たちの中にはここを死に場所と決意している者もいるが、命令によって無理矢理戦わされている者もいる。


　彼らはもう充分戦った。これ以上犠牲を強いることはできなかった。


「全軍、退たい却きやくせよ！」





　　　　　◆





　敵が退却を始めたことを、オクスタンは見み逃のがさなかった。


「逃にがすな！　直ただちに追撃を開始する、やつらに喰らいついて離れるな！」


　ベールセール王国は森が多い。今回は平原部で戦いを挑いどんできてくれたから良かったが、たとえば森の中の細い道にあの軍勢が陣じん取どったら攻めるのは困難となる。


　それに、この場での戦いには勝ったといえど、敵軍の数は未だ半数以上を維持している。このまま退却した敵が戦力の再編に成功すれば、またどこかで戦いを挑まれ面めん倒どうなことになる。そうならないよう、追撃を仕し掛かけてできるだけ多くの敵兵を刈り取っておく必要があった。


　この場合もっとも有効なのは飛び道具だった。命からがら逃げようとする敵の背中めがけて矢を射掛けるのだ。


　投げられるものならなんでもよかった。敵兵が捨すてていった弓矢、槍やり、あるいは足元の石ころまで投げつける。


　怪け我がを負わせ、足を引っ張ることができれば、すかさず兵士たちが殺さつ到とうし、滅めつ多た刺ざしにするのだ。


　一方的な虐ぎやく殺さつの始まりであった。





　　　　　◆





「すまぬな」


　キアテーヌ侯は馬を走らせながら一度だけ振り返った。


　視線の先では、逃げ遅おくれた兵士たちがミレスデン軍に虐殺されつつある。


　本来ならここで誰だれかが決死の覚かく悟ごで殿しんがりを務め、足止めをすべきなのだ。そしてそれは齢よわい六十にもなる老人の仕事なのだろう。


　だが、まだキアテーヌは死ぬわけにはいかなかった。この半はん壊かいした軍勢でやれることはまだある。今は味方が殺されているその時間すら利用して逃げ延のび、然しかる後のち軍勢を再編制して今一度戦いを挑むのだ。


　最後にもう一度だけ後ろを振り返り、死にゆく兵士たちの姿を目に焼き付ける。


「どうせ私も間もなく逝ゆく。文句があればあの世で聞こう」





　しかしこの後、キアテーヌ侯が現世から旅立つには、相当な時間がかかることとなる。


　孤こ立りつ無む援えんであるはずの彼らに、援えん軍ぐんが現れたためだ。たった一騎きからなる無敵の援軍が。





　　　　　４





「なぜこう、いつも肝かん心じんなところで間に合わないんだろうな」


　アレスは唇をかみ締めながらその光景を見つめた。


　北東から南西へと攻め寄よせる緑の旗はたのミレスデン軍。そしてミレスデン軍に追われているベールセール軍。


　アレスたちが到とう着ちやくしたのは、戦場から真北へ半里りほどのところである。


「あたしたちが後ご手て後手に回ってるからでしょ」


　ミーアが身も蓋ふたもないことを言う。どことなく怒おこっているようにも聞こえるのは、一方的な虐殺を見せ付けられているためだろう。


　確かにアレスたちが動き始めるのは、どこかが襲おそわれているという情報が得られた後である。後手に回るのは仕方のないことだった。それでも、もう少し到着が早ければ流れる血の量を減らすことができたはずなのだ。


　あるいはパンドラの助言があればそれも可能だったのだろう。しかしあの流血を好む精せい霊れいがそんな助言をくれるわけもない。


「それでアレス。俺たちはこれからどうするんだ？」


　レオンが尋たずねる。


「もちろん、割って入る。味方が逃げる時間を稼かせがねばならん。ただし、切り込むのは私一人でいい。ミーア、おまえは後方から援えん護ごしてくれればいい。残る三人でミーアを護まもってやってくれ」


「別に今いま更さら驚おどろかないけど、一人でいいの？」


「ああ。味方の退却が完かん了りようすれば我らもまた迅じん速そくに戦場を離り脱だつしなければならん。それなら私一人の方が身軽でいい」


　実のところアレスがそう提案したのは、今け朝さルークと交かわした会話に一因があった。


　将来は子を育はぐくむ母となるべき女を、戦場になど立たせるべきではない。その点だけはアレスも間ま違ちがいなく同意できる。自分一人でどうにかできる局面のときぐらいは、ミーアを危険から遠ざけたかった。


　このとき、少しだけミーアは嫌いやそうな顔をした。大方、蚊か帳やの外に置かれることを嫌がったのだろう。だが、何か思うところがあったのかふっと笑顔になる。もっとも、やや皮肉げな笑顔と言わざるを得なかったが。


「……まあいいわ。その方が楽には違いないし。じゃ、ほどほどにね」


「ああ。援護は頼たのむぞ」


　アレスは愛オル馬トスの腹を叩たたくと、血を血で洗う戦場へと向かった。





　　　　　◆





「行け、手を休めるな！　徹てつ底てい的てきに叩いておくのだ！」


　オクスタンが兵士たちを急せき立てる。


　追撃は、わき目もふらず果か敢かんに敵の背はい後ごを追い立ててこそもっとも大きな効果が得られる。そのためには、周囲に他の敵軍が存在しないことが絶対の必要条件となる。全力をあげて敵の背後を追い立てているそのときに、逆に攻こう撃げきを受けるようなことがあれば大きな打撃を受けてしまうからだ。


　今の状じよう況きようは、まさにその条件に合がつ致ちしている。見晴らしのいい平原地帯にあって、存在する敵軍は今まさに退却の最中にある一隊だけ。少なくともこの平原部を抜けるまでは、オクスタン率ひきいるミレスデン軍に一方的な攻撃の権利がある──はずだった。


　不意に、追撃の矛ほこ先さきが鈍にぶった。前方で何かがあったらしく、兵の足が止まってしまっている。


「どうした、なぜ止まる!?」


　その原因はすぐ分かった。敵の新手が現れたためだ。


　この平原部にあって、なぜ他の敵軍の接近に気がつかなかったのか。理由は単純だった。敵の数が、たった一人であったためである。


「隊長！　我らの前方に恐おそろしく強い騎士が一人立ち塞ふさがっております！」


「ま、待て、一人だと!?　そんな馬ば鹿かな！」


　あまりにも冗じよう談だんのような報告。事の真しん偽ぎを確かく認にんするため、オクスタンは兵士の群むれを搔かき分け前に出た。


「あ、あれは……！」


　そして、オクスタンは先ほどの報告が真実だったことを知る。


　たった一騎の騎士が、部下を散々に追い回している冗談のような光景を見せ付けられたのだ。





　　　　　◆





　アレスからすれば、攻撃を仕掛けるのは難むずかしくなかった。


　ミレスデン軍は追撃戦の最さ中なかにあった。無む秩ちつ序じよに退却しているキアテーヌ侯の軍勢を脇わき目めもふらずに追っているのだ。追う側も自然と隊列は崩れていくし、注意も逸それる。彼らの真横から全力で突つっ込こむアレスを阻はばむものは、何一つとしてなかったのである。


　まずアレスは、無言のままミレスデン兵の軍列に飛び込んだ。そして右の剣けんを振ふりかざし、今まさに逃げ遅れたベールセール兵の背中に必殺の一いち撃げきを加えんとしていたミレスデン兵の首を深く切り裂さいた。


　ミレスデン兵からすれば、何が起こっているのか理解する時間もなかっただろう。その隙すきを突いて、アレスはさらに二、三の首を獲とった。


　そして、彼らの前に立ち塞がり自らの存在を誇こ示じするかのように血に染まった右の剣を振り上げる。


「我が名はファノヴァール伯はくアレス！　侵しん略りやく者どもよ、直ただちにこの場を去れ！　さもなくば異国の地で貴き様さまらの屍しかばねをさらすことになるぞ！」


　初め、ミレスデン兵はアレスの気き迫はくに気け圧おされたように多少の動どう揺ようもきたしたようだった。


　だが、すぐに彼らは戦意を取り戻もどす。彼らは追撃戦によって血に酔よい、ほどよい高こう揚よう感かんに満たされていた上に、目の前の敵がたった一騎であることに今いま更さらながら気付いたのである。


　多少強かろうと、数十、数百の敵を相手にできるわけもない──かつてファノヴァールの騎士を敵に回した何人もの故こ人じんが抱いだいた思いを、彼らもまた抱いてしまったのである。


　そしてその結果。これまでがそうであったように、彼らもまた蹴け散ちらされていった。


《また流血の時が来たようだな》


　不意に、妙みように懐なつかしいとさえ思える声が脳裏に響いた。


　少女の体をふわふわと宙に漂ただよわせる精霊──パンドラである。


「今更何の用だ。ここのところ顔一つ出さなかったくせに」


《別に用はないのだがな。事実、汝なんじは我わが助言などなくとも生き残っておる。だが、たまには顔の一つも出してやらねば汝が不満を抱くのではと思ってな》


「……で、そんなことをわざわざ言いにきたというのか」


《いや、せっかくだ、一つぐらい助言をやろう。此こ度たびの戦いくさはまだまだ続く。味方の犠ぎ牲せいを少しでも減らしたくば、狩かれるうちにできるだけ多くの敵を狩っておくがいい》


　助言の通りにすれば、また多くの血が大地を汚よごすだろう。かといって味方の血が多く流れることは許容できない。パンドラらしい、アレスからすれば従わざるを得ない助言だった。


「……言われずとも」


　アレスは血に酔い無秩序に襲おそい掛かかってくる兵士たちに自みずから突とつ撃げきすることで逆に機先を制すると、彼らの間を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ抜ぬけながら両の剣を振り下ろし続けた。その動きは風のように速く、その一撃は雷かみなりのごとく兵士たちを貫つらぬく。


　一度アレスにこうも喰くいつかれれば、対たい抗こうする術すべはない。自分たちはとんでもない敵を相手にしていたのだということにようやく気付き、後こう悔かい先さきに立たずという言葉の意味を思い知らされながら逃にげ惑まどう。数百人の兵士たちは、今やたった一人の騎士に翻ほん弄ろうされ、混乱に陥おちいりつつあった。


　部隊の末まつ端たんには五人から十人単位の班はんで兵士たちを指揮する下級指揮官が随ずい所しよにおり、彼らはどうにか組織的にアレスに対抗しようとしたが、それゆえに真っ先に命を狙ねらわれた。


「何をしている！　バラバラに攻せめるな、固まって──」


　そう言いかけた兵士は、言葉の中ほどまで口にしたところでアレスの投じた槍やりに喉のどを貫かれた。


　まずは敵の懐ふところに飛び込み、個人の武勇で圧あつ倒とうし、指揮官の命令が届かぬほどの混乱を巻き起こし、さらに下級指揮官を無力化させる。それができたがゆえに、アレスは単たん騎きで大軍を相手にすることができた。これまでもそうだったし、そして今回も同様だった。


　まして、今のアレスには強力な味方もいる。〈風の戦いくさ乙おと女め〉だ。


　敵の懐に飛び込んで乱戦になったとき、もっとも恐ろしいのは敵の矢だ。至し近きん距きよ離りから、それも横や背後から矢を射い掛かけられては防ぐのは困難である。いや、アレスだけならまだなんとかなっただろうが、大きな愛馬の体を狙われては回かい避ひは不可能だ。


　これまでの戦場であれば、それを防ぐために矢で捉とらえられぬほどの速さで戦場を駆け回り、パンドラの助言に耳を傾かたむけなければならなかった。


　だが、その矢も〈風の戦乙女〉の助力があれば何の問題もない。まさに今のアレスに敵はなかった。


　──なるほど、そういうことか。


　最近になってパンドラが顔を出す頻ひん度どが極きよく端たんに減った理由が、今更ながらに理解できたアレスだった。
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「あ、あれが報告にあった赤い悪あく魔ま憑つきか……！」


　オクスタンはようやく敵の正体を理解した。


　なるほど、ライオネル大だい元げん帥すいがわざわざ特別に部隊を編制してまで対処しようとした理由がよく分かる。それに、赤い悪魔憑きなどというあまりにも物ぶつ騒そうな異い称しようを付けられている理由も。


　追撃戦の最中にあった味方の兵士たちはもはや散り散りとなり、たった一騎の騎士に各個撃げき破はされるのを待っているだけだった。


　隊列を整え槍やり衾ぶすまを形成し、包囲することができればあるいは討ち取ることも可能だろう。しかしこうも懐に喰らいつかれては隊列を整え直すのは困難だ。


　対処する手は一つしかない。


「グラント！　おまえの兵で奴やつの足を止めろ！」


「はぁ!?　し、しかしあれを止めるなどとても不可能ではないかと……！」


「分かっている、だがこのままでは無む駄だに犠牲を増やすだけだ。ほんの少しでいい、奴の足を止めろ！　命令だ！」


「は、ははぁ！」


　命令と言われれば拒こばむ権限はない。グラントと呼ばれた男は恐れを顔に浮うかべながらも兵を率いて前に出た。


「奴の足止めはグラントに任せろ！　残りは後退だ！　一時後退して隊列を整えるぞ！」


　オクスタンは冷静だった。この混乱下で戦いを続ける意味はない。かといって、何も手を打たずに全軍を退却させれば、今度は赤い騎士に追撃の機会を与あたえることになる。ここはグラント率いる一隊を犠牲にして多くの兵を後方へ逃のがし、隊列を整え直すべきだと判断したのである。





　　　　　◆





「退ひいたか……。冷静な敵だな」


　アレスは歯は嚙がみした。


　敵はこちらの足止めのためと思われる一部の兵を残して退却を開始している。後方に退しりぞいた後、隊列を整え直してまた攻めてくるつもりだろう。


「もう充じゆう分ぶんだな」


　キアテーヌ侯こうらが退却する時間は充分稼かせげた。アレスとしても、隊列を整えた軍勢に正面から戦いを挑いどんで勝てるとは思っていない。


　役目は果たせたのだ。となれば、いつまでも戦場に留とどまる理由もない。


　アレスは残った敵の相手もそこそこに、悠ゆう々ゆうと戦場から後退していった。





　　　　　◆





「くっ……！　なんと腹立たしい奴だ」


　他方、オクスタンもまた歯嚙みすることになる。


　赤い悪魔憑きは追撃の阻そ止しという目的を果たせればそれでよかったのだろう、オクスタンたちが退却すると同時に、迷うことなく戦場から去っていった。


　後に残ったのは、赤い悪魔憑きに切り捨てられた多くの部下たちだけである。


「ええい、厄やつ介かいな敵が現れたものだ……！」


　これで貴き重ちような時間がどれほど浪ろう費ひされることになるか。


　あんな敵が間近にいるとなればこちらも警けい戒かいせざるを得ず、今後はむやみやたらと道を急ぐわけにはいかない。そうしている間に、苦労して敗退させた敵部隊も再編制を終えてしまうだろう。


　残念ながら、これ以上の戦果を上げることは極きわめて難しい情勢となりそうだった。
















　第四章　赤の騎き士しと緑の姫ひめ巫み女こ







　　　　　１





　彼らがやってくるのを、キアテーヌ侯こうとその部下たちは信じ難がたい思いで見つめていた。


　全身を余あますところなく返り血で染そめ上げた騎士と、その従者と思おぼしき四人の連れ。しかも彼らの背はい後ごには、あれだけいた敵てき影えいが一切見えない。


「礼を申し上げる、騎士よ。卿けいらの助けがなければ、我らは多くの犠ぎ牲せいを出していただろう」


「どうかお気になさらず。騎士の義務として、なすべきことをしただけです」


　進み出たキアテーヌ侯が礼を言うと、素っ気なく騎士は答えた。接して初めて分かったが、相当に若い騎士だ。つくづく信じられなかった。この騎士が追つい撃げきしてきていたミレスデン軍に単騎で飛び込み、その足を止めて見せたなどと。


「不ぶ躾しつけだが、名を教えてもらえるだろうか」


「これは申もうし遅おくれました。私の名はファノヴァール伯はくアレスと申します」


「ファノヴァール……!?」


　キアテーヌ侯らの間から驚おどろきの声があがる。王国の護まもり手たるファノヴァールの騎士の名を知らぬ者はいなかったのだ。


「……なるほど、それで合が点てんがいった。さすが世に謳うたわれしファノヴァールの騎士というべきだな。そうだ、申し遅れたが私の名は──」


「キアテーヌ侯こう爵しやくでしょう？　話は伺うかがっております、人々のために兵を率ひきいて決起なされたとか。私もそのお力になれぬかと思い、急ぎ駆かけつけた次し第だいです」


「そうか。あらためて貴き公こうの救きゆう援えんに感謝しよう。よく来てくれた」


「騎士として当然のことをしたまでのことです。それよりキアテーヌ侯、どうか道をお急ぎください。難民たちを護り、オルガスタへ向かってください。ミレスデン軍の追撃は、我らで出来る限り食い止めて見せます」


　アレスがごく自然に言ったせいだろう、どよめきが起こったのは一呼吸置いてからだった。


「待て。まさか貴公らだけで食い止めるというのか？　敵は数千、さらにその後ろには万を越える大軍が控えているのだぞ、いくらファノヴァールの騎士といえど無む謀ぼうというべきではないのか？」


「もちろん、私も来きたるべきミレスデンとの決戦のときを迎むかえるまでは、無意味に命を捨すてるつもりはありません。しかし今の私には心強い仲間もいます。多少の時間ぐらいは稼かせいでみせましょう」


　そう言って、アレスは連れの一人に目をやった。


　視線の先には、やたらと露ろ出しゆつの激しい衣い装しようを身にまとった若い女がいる。彼女の方もこんな形で話を振ふられるとは思わなかったのか、目を白黒させてアレスを見返している。


「彼女は？」


「聞いたことはありませんか？　〈風の戦いくさ乙おと女め〉の噂うわさを」


「あ、あの反乱軍の……!?」


　もちろんキアテーヌ侯も聞いたことはあった。トゥールスレン城じよう砦さいの鉄てつ壁ぺきの城壁を打ち砕くだき、何度となく王国軍を苦しめたという魔ま女じよの話は。


「あ、あの王国軍の天敵たる魔女がなぜあなたのような騎士といるのだ!?」


「王国軍と反乱軍……いえ、解放軍は、すでに和平に及およんだのです。今の彼女は私の大切な同志の一人です」


「……そうか。この戦時ゆえ詳くわしくは知らぬが、そんなことになっていたのか」


「それから、恐おそれながらキアテーヌ侯。彼女を魔女だと言ったことは撤てつ回かいして頂いただきたい。今や彼女の力は、人々を護るためになくてはならぬものなのです」


　静かな口調だったが、有う無むを言わさぬ迫はく力りよくがあった。


　なぜ敵をかばうのだ──キアテーヌからすればそう思わずにはいられなかった。北の侵しん略りやくを招まねいた一因は、間ま違ちがいなく彼女たち反乱軍が国内に存在したことにある。その敵をかばおうとするアレスの心情は理解できない。


　しかし、彼女がファノヴァールの騎士と共に人々のために戦ってくれている事実から目を背そむけるほど、キアテーヌも頑がん迷めいではなかった。理り屈くつでは納なつ得とくできかねる部分もあるが、魔女と呼ばれるほどに厄やつ介かいな彼女が、ファノヴァールの騎士の味方をしてくれるというのなら、これほど心強い話もない。


「なるほど、確かにその通りだ。〈風の戦乙女〉どの、どうか我わが無ぶ礼れいを許して欲しい」


「別に、気にしないでいいわよ」と、〈風の戦乙女〉は平然と謝しや罪ざいを受け入れた。「あたしがこの間まで王国軍の天敵だったことは確かだしね」


　二人の間に和解が成立したことを見て取ると、アレスは続けた。


「ではキアテーヌ侯。今は時間が惜おしい。もうあなた方は出発なさってください」


「分かった、今はお言葉に甘えよう。もし北の脅きよう威いが去ったときには、是ぜ非ひ我が領地を訪おとずれて欲しい。キアテーヌ家は貴公らの助力を末代まで忘れないだろう」


「ええ。平和が訪れれば、是非」





　　　　　◆





「さっきは、ありがと」


　キアテーヌ侯らが去った直後。ミーアにそんな声をかけられ、アレスは思わず戸惑う。


　礼を言われるようなことをした覚えがないためであった。


「……何のことだ？」


「さっきのことよ。あたしが魔女呼ばわりされたとき、かばってくれたでしょ？」


「ああ、そのことか。当然だろう、仲間を侮ぶ辱じよくされて黙だまっていることなどできるものか」


　平然と言ってのけたアレスに対し、ミーアはなぜか顔を背けた。


「あんたってときどきすっごくかゆいことを平気な顔して言うわよね……」


「かゆい？　どうした、虫にでも刺さされたのか？」


「……アレス、ずっと前からあんたに一つだけ聞きたいことがあるんだけど」


　なぜかミーアの口調は冷たかった。


「ああ、なんだ？」


「あんた、人から朴ぼく念ねん仁じんって言われたことない？」


　横で会話を聞いていたヴェリックが噴ふき出した。


「ん？　どうした、ヴェリック？」


「いえ、なんでも。それよりアレスどの、これからどうなさるおつもりですか」


「そうだな……」


　アレスは南東に目を向けた。


　キアテーヌ侯率いる軍勢の向こうに、大きな石いし造づくりの橋を渡わたっている難民の群むれが見える。


「……遅おそいな。本当に遅い」


　実際にそれを見たのはこれが初めてだった。


　まるで亀かめのように足取りの重い人の群れ。通常の歩みのさらに四分の一ほどは遅いのではないかと思えた。


　しかも長い行列は、よく停てい滞たいした。交差路で新たな難民が合流するとき。子供や老人が疲つかれのせいか足を止めるとき。あるいは上り坂になったとき。小さな要因から大きな要因までが重なって、次々と人々の歩みを阻そ害がいしているのだ。


　六年前の第三次戦せん役えきの折にも似にたようなことはあり、そのときのことは父からよく聞いていたが、それでもここまでひどくはなかったはずだ。


「あの速度じゃ、また北の軍勢に追いつかれるのは時間の問題ね」


　と、ミーアが渋い顔をする。


「そうだな、やはりまだまだ時間を稼がねばならん。ヴェリック。この先にどこか敵を食い止められそうな場所はないか？」


「ここから先は少々難むずかしくなります。南東のオルガスタの街に近づくにつれ、深い森は減り、平原が広がっていきますから」


　人口密集地域は平原部に作られる。オルガスタへ近づくほど森がなくなっていくのは当然だった。


「じゃあやっぱりあそこに陣じん取どるべきじゃないか？　難民たちももうすぐ渡り終えるだろうし」


　レオンがそう言って南東の橋を指差す。


　ラノザノ橋。大河にかかる幅はば十間けん（約十八メートル）、長さ百間にもなろうかという石造りの大きな橋である。


　造られたのはもう百年以上も前、古いにしえの帝てい国こくの時代と言われる。だが、さすがは古の帝国の建築技術というべきか、どれほど河が氾はん濫らんしようと、未いまだ崩くずれたことはない。


　橋の上では大だい規き模ぼな兵の展開が不可能である。少数で多数を相手にするのなら、あそこほど最適な場所もないだろう。


「私もそう思います。ファノヴァールの騎士といえばやはりあそこで戦うべきではないでしょうか」


　ヴェリックが言うと、ミーアが形のいい眉まゆを動かした。


「なに？　アレスと何か関係がある橋なの？」


「ええ、有名ですよ。六年前の第三次シエゴラス戦役の折、ファノヴァールの騎士がラノザノ橋にとどまり、襲おそい来る敵軍の足を止めたという逸いつ話わがあるんです」


「え、どういうこと？　六年前って……。あんたのお父さんってこと？」


「ああ。そんなこともあったらしい」


　アレスは小さく頷うなずいた。


「面おも白しろいじゃない。じゃあそこに親子二代続けて陣取ってやりましょう。あんたとあたしが組めばできるわよ」


「……いや、難しいと思う」


「えー？　なんでよ？」


「今近づいてきているのは少数の傭よう兵へい部隊ではなく、ミレスデンの正規軍だ。それに数万にのぼる本隊も近づいているだろう。さすがにそれを数人で阻はばみ続けるのは不可能だろう。いっそ初めから森の中で迎え撃つ態勢を整えておいた方がよい」


　アレスの冷静な判断に、橋で戦うことを提案したレオンを始め、ミーアも異論は挟はさめなかった。


「つくづく思うんだけど、あんたって戦うことの判断だけは適切よね。ウチのジェレイド並よ」


「なんだと!?　私を侮辱するつもりか！」


「してないわよ！　なんでそうなるのよ!?」


　思わず怒ど鳴なり返したミーアだったが、すぐに不毛だと気付いたのだろう、頭をかいてそっぽを向く。


「あーもういいわよ。じゃあどうするの？　いっそ橋を壊こわしちゃえばだいぶ時間が稼げそうだけど」


「できるのか？　大工道具の類たぐいもないというのに」


「ええ、簡単よ。あたしを誰だれだと思ってるの？」


「……そうだな、愚ぐ問もんだった」


　トゥールスレン城砦の鉄壁の城壁を打ち砕いたミーアである。古びた橋を壊すぐらい朝飯前なのだろう。


「お言葉ですが二人とも、それは考え直して頂けないでしょうか」


　意外なことに、口を挟んだのはヴェリックだった。


「橋を壊せば確実にミレスデン軍の足止めができることは分かりますが……。あれは現在の技術では作れないとされる橋なのです。一度壊せば戦後の人々の生活にも悪あく影えい響きようを与あたえることになりますし、何より我々の後にもまだいるであろう難民たちの足をも止めることになります」


「……確かにその通りだ」


　アレスからすれば、人々の命が救えるのなら古代の遺い物ぶつであろうと破は壊かいするのに戸と惑まどいはなかったが、後からやってくるであろう人々を切り捨てるような判断はできない。だからこそこの地に詳しいはずのキアテーヌ侯こう爵しやくも橋を壊そうとはしなかったのだろう。


「なあ。向こうから誰か戻もどって来るぜ？」


「何？」


　レオンの言葉に、アレスたちは振ふり向むいた。


　キアテーヌ侯が去った方向から、騎き士しと歩兵の一団が近づいて来ていた。


　その数は騎兵が二十人、それから歩兵が五十人といったところか。


「失礼。よろしいか、ファノヴァール伯はく」


　一人の騎士が、アレスの前まで来たところで馬を降りた。


「ミュートス伯が家臣クレティクスと申す者。危険な殿しんがりを卿けいらだけに任まかせるのは武人として不本意でなりませぬ。ゆえに同じ志こころざしを持つ者たちと共に参りました。どうか共に戦わせて頂きたい」


　意い図とを悟さとる。彼らもまた、騎士としての志を忘れられなかった者たちなのだ。


「どうするの、アレス？」


　ミーアが耳元でささやいたが、アレスは咄とつ嗟さに答えられなかった。


　援えん軍ぐんだと喜んで受け入れるわけにはいかない。彼らの力があれば、戦術の幅は広がる。しかし、犠ぎ牲せいが増える可能性もまた生まれる。自分たち五人だけならばどうにでもなるが、百人近くまで増えた味方すべてを守りきることはできない。


　アレスは、彼らに問いかけた。


「クレティクス卿きよう、卿の救援には心より感謝する。しかし、一つだけ確かく認にんしておきたい。これよりの戦いはすべて危険を伴ともなう。卿らの中に誰かから命令されて戦おうとしている者がいれば、すぐさまこの場を去って欲しい」


「そのようなお心こころ遣づかいは無用にございます。この場には騎士道を歩む者と、家族を守るために命を懸かけようとしている者しかおりませぬ」


「……分かった」


　騎士道を歩む者であれば、戦時においては人々を守るために戦う義務がある。たとえそれが死を避さけきれぬ戦いであってもだ。彼らが自みずからの意志で死線へ赴おもむこうというのなら、止める理由は見出せない。


　このときアレスは、すでに彼らの数を計算に入れた上で、取るべき戦術を考え始めていた。ミーアが感心したように、こと戦いとなればアレスの思考は他者に抽ぬきん出ていた。しかもアレスの場合、自分の武勇を計算に入れることができる。どのような戦場でならば自分の力を活いかすことができるか。あるいはその逆に、どのような状じよう況きように陥おちいれば苦戦するか。アレスは幾いく多たの経験からそれをよく知っていた。


「ではクレティクス卿。卿らの力をお貸し願いたい」





　　　　　２





　ミレスデン軍の先せん鋒ぽうオクスタンは、近きん隣りんからさらに二つの小隊を呼び寄せ、合計二千五百近い兵を伴ともない進軍を再開していた。


「〈赤の悪あく魔ま憑つき〉といえど、これほどの数には敵かなうまい。先ほどの借りは返してもらうぞ……！」


　相手は所しよ詮せん少数。先ほどは追つい撃げき中に横っ面つらを殴なぐり飛ばされてしまったがゆえにいいように弄もてあそばれたが、今度はそうはいかない。彼らは復ふく讐しゆうに燃え、前進を続けた。


　しかし、事は彼らの意図通りには運ばなかった。


　平原部を抜けた彼らの前に現れたのは、大きな河と、それにかかる大きな橋。


　その出口付近に、彼らの天敵は陣取っていたのだ。大きな馬に乗った全身赤ずくめの騎士が。


「あんなところで我らを迎むかえ撃うとうというのか。その度ど胸きようは買うがな……」


　オクスタンは弓兵をかき集めると、すかさず一いつ斉せい射しや撃げきの態勢を取らせた。


「放てぇ！」


　赤い騎士に向かって橋を埋うめ尽つくすほどの矢が殺さつ到とうする。狭せまい橋の上には逃にげ場などなく、騎士は死んだも同然のはずだった。


　だが、彼らはまたも赤い騎士に驚きよう愕がくさせられることとなる。


　矢は、一本も騎士を貫つらぬくことがなかった。


　あまりにも馬ば鹿かげた光景だった。まるで見えない壁かべでもあるかのように、数百の矢は赤い騎士に当たる寸前であらぬ方向へと吹ふき散らされてしまったのである。


　それは何度矢を射い掛かけようと同じだった。赤い騎士は、橋の上でみじろぎもせず佇たたずんだままだ。


　オクスタンはライオネル大だい元げん帥すいの話を思い出した。彼かの赤い騎士は、尋じん常じようならざる武力を誇ほこるだけではなく、襲い来る矢を何もせずともかわしてみせたという。


　つくづく信じ難がたい話ではあるが、目の前の現実を無視する理由にもならない。弓矢による攻こう撃げきは諦あきらめざるを得なかった。


「くそ、やむを得ん、次の手だ。槍そう兵へいの部隊を編制するぞ。槍やり衾ぶすまを形成し、奴やつを橋から追い出すのだ！」


　それはこの状況では、間ま違ちがいなく有効と思われる戦術だった。


　二間（約三・六メートル）はあろうかという長槍を持たせた兵を横一列に並べ、橋の上を埋め尽くすほどの槍衾を二重三重に形成し、ゆっくりと前進させる。いくら〈赤の悪魔憑き〉と言えど、近づいてくる針はりの山を相手に攻撃を仕し掛かけるのは不可能だろう。もちろん〈赤の悪魔憑き〉は簡単に後方へ逃げることができるが、少なくとも橋の上から追い出せる。狭い橋さえ越こえてしまえば、いかようにも兵力を展開することができるのだ。


「いけ、前進開始だ！」


　見事な戦列を構成した槍兵が、前進を開始する。それはまさに針の壁かべが前進していくかのような光景だった。どれだけ強い騎士であっても、この針の壁に突とつ進しんすることは自殺行こう為いに等しい。もはやあの騎士に残された道は、不毛な特とつ攻こうをかけるか、あるいは尻しつ尾ぽを巻いて逃げ出すかの二通りしかない。


　だが、またも彼らの予想は外はずれた。


　赤い騎士は前にも後ろにも進まなかった。ただじっとその場で佇んでいるだけだったのである。





　　　　　◆





　アレスは着実に前進してくる針の壁をじっと見つめていた。


「そうだ、そうするしかないだろうな」


　この橋の上に陣じん取どられ、矢も通じないと分かれば、敵が取るべき手は二つしかない。


　一つは兵を迂う回かいさせることだ。近隣の村々を回って舟ふねを調達し、あるいは他の橋を探さがすなりして兵を迂回させるのだ。こうなると挟きよう撃げきの危険があるゆえにアレスとしては後退せざるを得ない。しかしこの方法は時間の浪ろう費ひを余よ儀ぎなくされる。一刻も早く前進し、難民の群むれに追いつきたいであろうミレスデン軍が取るべき手段とは思えない。


　二つ目はまさしく今回ミレスデン軍が選せん択たくしたように、槍の壁を作って前進させることだ。これをされると、アレス一人ではどうしようもない。さすがのアレスもあれだけ密集した何十もの槍の壁を正面から突とつ破ぱできるとは思っていなかった。


　だが、敵の攻撃手段が分かっていれば、そして手元に自由に動かせる兵力があれば、手を打っておくことは難しくない。


　やがて槍の壁が橋の半なかばを越え、いよいよアレスに殺さつ到とうせんとする。


「今だ！　放てぇ！」


　アレスは声を張り上げた。


　同時に橋のたもとで穴を掘ほって身を隠かくしていた五十人を超こえる兵士たちが一いつ斉せいに立ち上がり、矢を放った。


　狭い橋の上で身動きも取れず、しかも密集していたミレスデン軍に矢を防ぐ術すべなどなかった。なす術もなく矢に射い貫ぬかれ、槍の壁に綻ほころびが生じていく。


「間を空あけるな、射掛け続けろ！」


　アレスの命令によって、連続的に矢は放たれ続けた。矢から身を守るには仲間の体を盾たてにするしかないという有様で、もはやミレスデン軍の統とう率そつは完全に失われつつあった。


　そこへアレスは飛び込んだ。


　混乱状態にある敵のただ中へ飛び込みなぎ払はらうことは、アレスにとっては朝飯前である。まして槍兵は一度懐ふところに飛び込まれると体勢を立て直すことは難しく、彼らはもはや一方的にアレスに狩かられるだけの獲え物ものへと成り下がっていた。この間、アレスの後ろからはなおも矢が飛んできていたが、アレスに当たる矢だけは自然と逸それていた。もちろんミーアの力である。


　他方、ミレスデン軍は狭い橋の上では態勢を立て直すこともできなかった。前列の兵士たちは命からがら逃げ戻ろうと強ごう引いんに後退し、それが後方の戦列を崩くずすという負の連れん鎖さが生じる。さらにそこへアレスが突とつ撃げきし、縦じゆう横おう無む尽じんに剣けんを振るって新たな混乱を引き起こしていくのだ。





　　　　　◆





「くっ、なんと無ぶ様ざまな！」


　オクスタンは血がにじみ出るほど歯をかみ締しめた。


　誤ご算さんだった。あの赤い騎士は単たん騎きで動き回るものだと思い込んでいたのが原因だ。一体あの弓兵をどこから調達してきたというのか。


「橋のたもとまで後退しろ！　陣じん形けいを立て直すのだ！」


　これほど戦列が崩ほう壊かいしてしまえば後退する以外に手はない。あの騎士の強さは異常だ。バラバラに攻撃をさせても各個撃げき破はされるだけである。





　　　　　◆





　アレスは多数の敵を相手に回して戦うときに必ず心がけていることが二つある。


　一つは敵が態勢を整えたところへは絶対に攻撃を仕掛けないことだ。どんなに小さくてもいい、敵の防備に必ず隙すきを作り出し、そこを突つくようにしていた。


　そしてもう一つは、一刻も早く敵指し揮き官の首を獲とるということだ。アレスは一対一での戦いになら絶対に勝つ自信があった。たとえ周囲に百の敵がいたとしても、それがバラバラに攻せめてくるのなら一対一の戦いを百度繰くり返すのと同じことであり、まったく恐おそれるに値あたいしない。そういった状況を作り出すためにも、敵の指揮官を討うち取り統制を失わせなければならない


　この戦いも例外ではない。一度敵に肉にく薄はくしたアレスは、近くの敵と切り結びながら敵指揮官の姿を捜さがし求めていた。


　それは難しいことではなかった。ミレスデン軍は混乱に陥っている。こうなると敵指揮官は自軍の混乱を収しゆう拾しゆうさせるべく矢や継つぎ早ばやに命令を飛ばさなければならない。その姿は遠目からでもよく目立つのだ。


「そこかぁっ！」


　アレスは驚おどろくべき軽かる業わざをやって見せた。まず瞬しゆん時じに右手の剣を収おさめ、そして近くの敵から突き出された長槍をむんずと摑つかむとそのまま奪うばい取り、投じたのである。この間まばたきを三度する間もなかった。





　　　　　◆





　オクスタンは信じられない光景に恐きよう怖ふした。


　まだ赤い騎き士しとの距きよ離りは五十間以上ある。赤の騎士はそこから長槍を投じたのだ。


　しかも長槍は凄すさまじい速度と正確な狙ねらいでオクスタン目指して飛び込んでくる！


「くっ！」


　オクスタンはそれなりに名の通った武人である。並なみ大たい抵ていのことであれば動じることはなかったが、五十間もの距離で、しかも乱戦中の相手から槍を投じられるとは思ってもみなかった。


　ただ指揮官として、無様な姿を部下たちに見せることだけはできない。


　その矜きよう持じがあったがゆえに、オクスタンはその場に踏ふみとどまった。両りよう腕うでを顔の前で交差させ、身を硬かたくして衝しよう撃げきに備える。


　効果はあった。下へ手たに回かい避ひしようとしなかったことも幸いしたのだろう、飛んできた槍はオクスタンの右みぎ隣どなりにいた兵士の肩かた口ぐちを貫つらぬいたのみだった。





　　　　　◆





「外はずしたか……！」


　なおも周囲の敵兵と切り結びながら、アレスは舌した打うちした。


　投げ槍には自信があった。ここ数年、目標を外した記き憶おくはない。なぜならそれほどの精度で槍を投じられるだけの技術を身につけなければ、アレス自身が生き残ることができなかったからである。


　しかし、さすがに今は状じよう況きようが悪すぎた。せめて周囲の敵と切り結んでいる状況でなければ、馬上という足場の悪さがなければ、あるいは投じた槍の長さが一間（約一・八メートル）以下であったならば結果は違ちがっていたかもしれないが。


　もはや第二撃を投じるのは無理のようだった。敵指揮官は負傷した様子もなく、盾たてを持つ兵士によって守られ、後退していく。


　これ以上の深追いはできなかった。指揮官が無ぶ事じである以上、敵は後退して態勢を整える機会をも得たことになる。そこへ飛び込むことはさすがに勇ゆう敢かんというより無む謀ぼうである。


　だが、アレスがやむを得ず後退しようとしたそのときだった。


『手を貸そうか、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉』


「な、なにっ!?」


　聞いたことのない何者かの声がしたのだ。


　しかもその声は、耳に直接飛び込んでくるような感覚があった。頭に直接響ひびいてくるパンドラの声とも違う。


　恐らくは風の精せい霊れいによって遠えん距きよ離りから声を運ばせているのだろう。しかし声こわ色いろはミーアのものではない。聞き覚えのない声だ。


「誰だれだおまえは!?　どういうことだ!?」


『大だい丈じよう夫ぶアレス！　味方よ、この声は！』


　今度はミーアの声がした。どういうことか分からないが、ミーアが味方と言っている以上は信しん頼らいしてもいいのだろうと判断する。


『いいか、私が敵の指揮官を射貫いてやる。あとはおまえの強さを見せてもらおう』


「なに!?　一体どうやって……」


　問い返す間もなかった。


　アレスが後方を振ふり返ったのと、一本の矢が空に放たれたのはほぼ同時である。


　その矢はアレスのはるか上空を飛んでいく。しかしあの軌き道どうではそのまま敵の上空をも飛び越えてしまうだろう──。


　と、思った直後だった。


　悠ゆう々ゆうと飛んでいく矢は、敵の上空へ到とう達たつしたところで向きを変え、一気に急降下したのである。


　有り得ない軌道だった。恐らく、風の精霊の力を借りているのだろう。


　敵に乱れが生じたのはその直後であった。敵指揮官が死んだのか、あるいは負傷したのか。いずれにせよ攻めるには絶好の機会である。


「今だ！　行け、オルトス！」


　すかさずアレスは二本の剣を手に、愛馬を駆かって敵てき陣じんのただ中へ飛び込んだ。





　その後のアレスの活かつ躍やくを的確に表現するならば、次の一文以外に最適な表現はない。


　すなわち──斬きって斬って斬りまくった。





　　　　　３





　ライオネル大だい元げん帥すい率いるミレスデン軍の本隊がラノザノ橋に到とう着ちやくしたのは、その日の夕刻のことである。


「これは一体どういうことだ？」


　ライオネル大元帥以下、ミレスデン軍の将兵たちは、惨さん憺たんたる戦場となった橋周辺の光景を見てしばらく声も出せなかった。


　本来、橋というものは戦略上の重要拠きよ点てんとなる。それゆえベールセール軍がここに兵を配置し、激戦が生じたのだとしても不思議ではない。むしろこの橋をベールセール軍に落とされることなく無傷で確保できているだけでも、先せん遣けん隊たいの大きな功こう績せきだと言える。橋のたもとには大量の死傷者がいるようだが、それもやむを得ない犠ぎ牲せいだと考えることもできる。


　だが、一点だけ理解不能な点があった。死傷者のすべてがミレスデン兵だということだ。ベールセール軍の騎士や難民らしき死体は一つもない。一つもだ。仮に拠点を奪い合うような大きな争いがあったのだとして、味方だけに死傷者が出るようなことなどあり得るのだろうか。


　やがてライオネル大元帥の疑問に答えるべく、ある人物が連れてこられた。


　先遣隊を任せていたオクスタンである。しかしオクスタンもまた負傷しているようで、その肩かたは血で滲にじんでいた。


「申し訳ありません、閣かつ下か。してやられました」


「……何があったのだ？」


「件くだんの騎士──〈赤の悪魔憑き〉です。とんでもない強さでした」





　……オクスタンからこの地で何があったかを聞き終えたライオネルは、鋭するどい舌打ちの音を立てた。


「我らがはるばる北の地からやってきた征せい旅りよの成果が、たった一人の騎士の名を成さしめることだったとは思いたくもないな」


「面めん目ぼく次し第だいもございません」


「おまえが謝あやまらずともよい。そこまで化け物じみた騎士が敵にいること自体が異常なのだからな。それで、その悪魔憑きはどうした？」


「それが……。百人にも満たない手勢を連れ、橋の向こう──南西へと後退していったことは確かですが……」


「そうか。まあよい、我ら本隊がこの橋を無事渡わたれるだけでもおまえの功績だ。今は下がって傷を治なおすがよい」


「はっ……」


　オクスタンは恐きよう縮しゆくして引き下がった。


「それにしても恐ろしきはファノヴァールの騎士よな」


　ミレスデン王国とファノヴァールの騎士との確かく執しつは長い。彼かの騎士は、ミレスデンが攻め込む度たびに名を変え姿を変え、立ち塞ふさがり続けてきた。


　一国の軍勢が恐れるべきは、たった一人の騎士であるというのだ。こんな馬ば鹿かげた話はない。


　いずれにせよ、この橋さえ渡ってしまえばファノヴァールの騎士も動き辛づらくなるはずだった。ここから城じよう塞さい都市オルガスタまではもうあまり距離もないし、さすがのファノヴァールの騎士もミレスデン軍の本隊に攻撃を仕掛けてくるほど無謀だとは思えない。


「全軍、河を渡れ。今日はそこで夜や営えいを行うぞ」





　　　　　◆





　一方、ラノザノ橋における戦いで充じゆう分ぶんな時間を稼かせいだアレスたちは、橋を越こえて南東へ退しりぞいていた。もちろん一人の脱だつ落らく者もいない。


「よし、ここまでくればひとまずは安心だろう」


　日がかなり傾かたむいた頃ころになって、ようやくアレスは全員に小休止を許可した。


　少しでも距離を取って追つい撃げきの危険をなくすため、ここまでずっと強行軍だったからだろう、兵士たちは一いつ斉せいにため息を吐ついてやれやれと腰こしを下ろした。もっとも、その表情に暗さはない。当然だ。勝ち戦いくさの味わいは、どんな疲ひ労ろう感かんにも勝まさる。


「さっきの戦いはうまくいったわね、アレス」


　アレスの元へミーアがやってくる。その隣となりには、見知らぬ男の姿があった。


　それもただの人ではない。エルフの証あかしである長い耳をしている。


「ミーア。そのエルフがさっきの矢を……？」


「ええ、そうよ。紹しよう介かいが遅おくれたわね、このエルフはあたしたちの仲間の──」


「リーエンノールだ。よろしく頼たのむ」


　なんとも変わった響きを持つ名前だった。やはり人とエルフとは色々違う部分があるのだろう。


「私はファノヴァール伯はくアレスだ。貴あ方なたの先ほどの弓矢の腕うで前まえは素す晴ばらしかった。事情はどうあれ、救きゆう援えんに感謝する」


「そう、それよリーエンノール。どうしてまたあんたまでこんなところまで来たのよ？　さっきは確かに助かったけど」


「別に、大した理由はない。大軍の中でのうのうとしているよりおまえたちとともに戦っている方が性しように合いそうだと思った。それだけのことだ」


「ふうん。ま、あんたらしいわ」


「ところでファノヴァール伯。いや、アレスと呼んだ方がいいのか？　確か人の世では武人は家名で呼ばれることを好まないと聞いたが」


「私は別にこだわるつもりはない。好きな方で呼んでくれ」


「ではアレス。今後おまえたちはどうするつもりなのだ？　敵の本隊は間近に迫せまっているが、難民たちの足は未いまだ遅おそい。もう少しばかり手を打つ必要があるように思えるが」


　アレスはほんの少しばかり不快感を覚えた。リーエンノールと名乗ったエルフの問いかけに、まるで自分たちを試ためそうとしているかのような印象を受けたためだ。


　もっとも、エルフである彼から見れば、人の世で行われる人同士の争いはさぞ滑こつ稽けいなものと映うつるだろう。それに彼が手を貸してくれたことも事実である。好こう悪おの情は、この際切り捨てるべきだった。


「一つだけ考えがある。ヴェリック、それにクレティクス卿きよう。少しいいか？」


　アレスは有能な案内人と、援軍としてきてくれた騎き士しの名を呼んだ。


「なんでしょう、アレス？」


「ヴェリック、案内を頼みたい。今、ミレスデン軍はラノザノ橋辺りに到着しているはずだ。今日はもう日も暮くれる。恐おそらくミレスデン軍はそこで夜営するだろう。そこで我らはミレスデン軍陣じん地ちの北側へ回りこみたい」


「はあ。分かりました、なんとかなると思いますが」


「で、アレス卿。私は何をすればいいのでしょう？」


　クレティクス卿が尋たずねる。


「卿けいは二十の騎き兵へいと五十の歩兵を連れてきてくれた。そのうち歩兵はこのまま南東へ向かわせ、そのまま難民たちの護ご衛えいとして欲しい」


「では、騎兵二十騎は……？」


「私に貸して欲しい。無論、危険も予想される。断られても仕方ないことだが……」


「アレス卿、我らは命を賭として卿について来たのです。今いま更さら危険だと言われたぐらいで物もの怖おじする理由はどこにもありません。騎兵二十騎、喜んでお貸ししましょう。ただし条件があります、私も連れて行って頂いただきたい。卿が何をするのか見届けたいのです」


「……分かった。協力に感謝する」


　アレスはクレティクスに向かって一礼すると、その場の全員に向かって言った。


「間もなく日が沈しずむ。全員、今のうちに松たい明まつを用意しておいてくれ。多めにな」


　夜道を進むなら明かりがいる。アレスの命令は至し極ごく当然のものと受け止められた。


　もっとも──彼らが用意した松明が、道を照らすために使われることはなかったのだが。





　　　　　４





　とっぷりと日の暮れた暗い森の中を、アレスたちは進んでいた。その数は三十騎足らず。しかも、馬の鞍くらにいくつもの松明を積んではいたが、明かりは一切点つけていない。


　月明かりだけで夜の森を行くのは、本来ならかなりの危険を伴ともなう。しかしアレスたちは、ヴェリックの的確な案内のもと、ミーアの風の黒くろ魔ま術じゆつによって茂しげみの中に回かい廊ろうを作って進んでいたのだった。


「着きました、アレス卿。あの明かりは間ま違ちがいなくミレスデン軍の夜営の明かりでしょう」


　ヴェリックの指差した先には、無数のかがり火びで照らされた大きな野や営えい地ちがあった。


「いいぞ。さすがにここまでくれば警けい戒かいも薄うすいな。よし、全員聞け」と、アレスは仲間を振ふり返った。「これより我らはあの陣地の中へ飛び込み夜や襲しゆうを仕掛ける」


　驚おどろきの声を上げたのは、クレティクス卿が連れてきた騎士たちだけだった。


　ミーアやレオンなどは「やっぱり？」と苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で呟つぶやいたほどである。


「ほ、本気ですか、アレス卿。我らは三十騎に満たないのです。それで二万はいるであろう敵の中に飛び込むというのですか？」


「別に数万の敵すべてを相手にするわけではない。我らは敵てき陣じんに飛び込み、敵の軍ぐん需じゆ物資に火を放ち、あとは一いち目もく散さんに逃にげ出せばいい。それに、ミレスデン軍は南東へ進しん撃げきし、それを迎げい撃げきするベールセール軍は北西へ向かっているはずだ。つまりミレスデン軍がもっとも警戒を厚くしているのは陣地の南東側だ。まさか北から敵が来るとは思ってもいないはずだ」


「面おも白しろそうではないか」と、リーエンノール。「この松明は我らの道を照らすためではなく、敵陣を焼き払はらうために用意したということだな。確かに見たところ敵の警戒も薄い。数十騎という少数で飛び込めば、かえってうまくいくかもしれん」


　それ以上の議論は必要なかった。


「分かりました」クレティクスは頷うなずいた。「元より我らの命は卿に預あずけた身、喜んで従いましょう」


「感謝する。それから……ヴェリック」


「はい、なんでしょう？」


　自分から話しかけておきながら、アレスは言いよどんだ。


　これからヴェリックに言わなければならないことは、下へ手たをすると彼からの恩おんを仇あだで返してしまうことになりかねない。しかもアレスは自分の語ご彙い能力に自信はなく、それゆえにどう切り出せばいいのか計はかりかねていた。
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「ヴェリック、お別れだ」


　結局、真まっ直すぐその言葉をぶつける形となる。


「……どういうことですか。お別れ、とは」


「オルガスタの街までもうすぐだ。つまり、我らの役目はほぼ終わりだ。これから仕し掛かける夜襲が恐らく最後の攻こう撃げきとなるだろう。今後は軍勢と軍勢とがぶつかり合う戦いになる。つまり……」


　ヴェリックはため息を吐ついた。


「なるほど。確かにそうなるとただの道案内など用済みでしょう。それに、実のところこれ以上南東へ行くにつれ、私の土と地ち勘かんも役に立たなくなりますしね」


「いや、別に用済みというわけでは──」


　言いよどんだアレスだったが、すぐに突つき放はなすように続けた。


「そうだ、もう用済みだ。貴方は軍属の身ではないのだ。これから先の戦いに加わる義務はない。頼む、貴方にはどうか無ぶ事じ家族の元へ戻もどってもらいたい」


　アレスなりの心こころ遣づかいのつもりだった。今から行う夜襲もそうだが、今後の戦いはさらに厳きびしくなる。ヴェリックの身が安全だという保証はないし、何よりヴェリックには守るべき家族もいる。これ以上、危険にさらしたくはなかった。


「アレスもたまには戦いのこと以外でいいこと言うじゃない」


　ありがたいことに、ミーアが賛同の意を示した。


「今までありがと、ヴェリック。でももう充分よ。これ以上あたしたちに付き合う必要なんてないわ」


　ミーアだけではない。ルークやレオンたちも、口々にヴェリックのこれまでの献けん身しんを褒ほめ称たたえた。


　やがて、ヴェリックもまた晴れ晴れとした表情をして頷いた。


「……分かりました。確かに私も家族のことは心配です。ここはお言葉に甘えさせて頂きましょう」


「貴方の尽じん力りよくには本当に感謝している。恐らくオルガスタにはもう無数の難民たちが押し寄せているはずだ。もしオルガスタに滞たい在ざいするのが難むずかしいようだったら、私のレストニア領に来てくれ。領主代行を務つとめているイザーレという老人に私の名を言えば、悪いようにはしないはずだ」


　どこであろうと、難民という存在に人々は冷たいものだ。新たな生活の場を得ることは容よう易いではなく、ヴェリックは家族を守るため、これから北の傭よう兵へいと戦う以上の厳しい戦いを強しいられる可能性もあるのだ。


「……ありがとうございます、いざというときはお言葉に甘えさせて頂きます。貴族の保護が得られるというのなら、これほどありがたいことはありませんからね」


「礼には及およばない、世話になったのはこちらの方だからな。ここまで戦い抜ぬけたのは貴方の助力があったからだ。この恩は決して忘れない」


「私こそあなたのような騎士と共に戦えたことは一生の名めい誉よとなりましょう。また会えますよね？　私の息むす子こが騎士を目指していましてね。是ぜ非ひ一度あなたに会わせたいんです」


「貴方のご子息になら是非会いたいものだ。私のような血にまみれた騎士でよければだが」


「いえ、あなただからこそ会わせたいんですよ。……と、いささか長話をし過ぎましたな。これ以上お引き止めするわけにもいきません。では、いずれまた」


「ああ、必ず」


　こうして、ヴェリックはアレスたちと別れることとなる。


　もっとも、彼らが再び邂かい逅こうするまでにはそう長い時を必要とはしなかったのだが、それはまた別の物語である。





　　　　　◆





　アレスたちは密ひそかにミレスデン軍の野営地に近づきつつあった。


　夜襲を行うとなれば、敵の目を引くようなことは出来る限り避さけなければならないし、何よりも機動性が重視される。そのために全員が鎧よろいの類たぐいを脱ぬぎ、ミーアは逆にマントをまとってその目立ちすぎる白い肌はだを隠かくしていたほどだった。彼らは声も立てず、音も立てずに接近を続けていた。


　なおその上に、アレスたちには強い味方があった。


　ミーアがひっきりなしに吹ふかせている強風である。びゅうびゅうと吹きすさぶ風のおかげで、音すらも聞かれる可能性はなかった。


「……待て」


　先頭を進んでいたリーエンノールが右手を挙あげた。停止の合図である。


　リーエンノールが無言で指差した先には、揺ゆらめく松明の明かりがあった。恐らく夜襲を警けい戒かいしての斥せつ候こうだろう。


　その数は三人。決して多くもないが、少なくもない。敵総そう大だい将しようの堅けん実じつぶりがうかがえる。


　アレスはリーエンノールの傍そばに馬を進めた。


「おまえの弓で殺やれるか？」


「三人はきついな。二人までならなんとかなるが……」


「分かった。一人は私がなんとかしよう」


「ほう、さすがは名の通った騎き士しだな。剣けんだけではなく弓も扱あつかえるというのか」


「いや、私が使うのは……こっちの方だ」


　馬の横に吊つるしていた槍やりを取り出す。


「槍？　そんなものでどうするつもりだ？」


「どうするも何も、あの斥候を殺るんだろう？」


「だが、いくらこの強風の中とはいえ、不用意に近づけば見つかる可能性もあるだろう」


「いや、別に近づくつもりなどないが」


「え？」


「え？」


　意図がかみ合わず、思わず二人は顔を見合わせた。


「あー、いいからやっちゃってリーエンノール」と、ミーアが二人の間に割って入る。「アレスは槍が一本あれば手品ができるのよ」


「……そうなのか？　よく分からんが、それでどうにかなるというなら構かまわんが……」


　いささか不思議そうではあったが、リーエンノールはどうにか納なつ得とくしたようだった。


　そして、騎き乗じようしたまま背せ負おっていた弓矢を構える。


「ではいくぞ。まず私が一人目をやる。おまえは残る二人のうち、左の方をやってくれ」


「分かった」


　リーエンノールは矢を放った。


　夜の闇やみに紛まぎれて飛んでいく矢は、リーエンノールの操あやつる風の精せい霊れいの導みちびきによって、見事に一人の斥候の首筋に突き刺ささった。


　その体がゆっくりと倒たおれる。残り二人の斥候は、まだ攻撃を受けたことにすら気付いていない。


「今だ」


　すかさずアレスは無言で槍を投じた。


　リーエンノールが放った二本目の矢がもう一人の斥候を貫つらぬいた直後、最後の一人の頭に槍が突き刺さり、爆はぜる。


「……思い出した。そういえばおまえはラノザノ橋でも投げ槍を使っていたな。あれはただの牽けん制せいだと思っていたが、違ったようだな」


「時間が惜おしい、他の斥候が姿を現す前に一気に攻せめ入いる。行くぞ」


　当の本人はなんでもないことのように言ってのけると、馬の腹に蹴けりを入れた。





　　　　　◆





　陣じん地ちまであと五十間（約九十メートル）のところまで距離を詰つめる。かがり火を煌こう々こうと燃やし続ける敵陣地の周辺には、まだ歩ほ哨しようの姿があった。しかしここまで距離を詰めてしまえば問題はない。


　アレスたちは火打ち石を使って火をおこし、用意していた松たい明まつに火を点ともした。


「行くぞ、続け！」


　もう自分たちの姿を隠す必要はない。アレスを先頭に、三十騎き足らずの騎馬たちは一気にミレスデン軍陣地への突とつ入にゆうを開始した。


「なんだおまえたちは!?　どこから──」


　怪あやしい騎馬の一団に気付いた歩哨が誰すい何かの声を上げるが、最後まで言い終えることなくその首筋を切り裂さかれ、血を噴ふき出す。すり抜けざま、アレスが右の剣を振ふるったためだ。


　そのまま陣地へとなだれ込む。そして付近にある天幕めがけ、手当たり次第松明を投げつけていく。天幕に燃え移った火は、ミーアが起こした強風により、一気に煽あおられ広がった。


「ずいぶんと火の扱あつかい方をわきまえているようだな」


　ミーアの手て際ぎわの良さに思わず感心する。恐おそらくジェレイドの指し揮きの下もとで、何度も火計を実行した経験があるのだろう。今は頼たのもしい限りだった。


　ミレスデン軍陣地の北側は、瞬またたく間まに火の海に染そまった。異常に気付いた兵士たちが次々天幕から飛び出してくるが、寝ね起おきの彼らはもちろん武器など持っていない。


　アレスたちは無防備な敵兵を切り裂き、あるいは馬で撥はね飛ばしながら、さらに陣地を突き進んだ。


「敵だ！　敵てき襲しゆうだ！」


　ようやくそんな叫さけび声が聞こえ始める。


「北から敵が攻めてきたぞ！」


「いや、東だ、東から攻めてきた！」


「敵じゃない、ただの火事だ！　急いで水を持ってこい！」


　しかしこの暗くら闇やみの中のことであり、さらに攻め寄せているのはわずか三十足らずの騎き兵へいである。そのかいあって、完全に情報が錯さく綜そうしているようだった。


　こうなるといよいよ障害はなくなる。アレスたちは風のような速さで陣地の東側目指して駆かけ抜けていった。南へ真っ直ぐ向かおうとしなかったのは、さすがに数万の兵がたむろする陣の中央を突とつ破ぱすることは難しいと判断したためである。


　もちろんその道中に燃えそうなものがあればすかさず松明を投げ込んでいった。天幕や兵ひよう糧ろうへと投げ込まれた火は風に煽られ、たちまち大きくなっていく。もし天頂方向から見れば、陣地の北から東へと斜ななめに赤い線が広がっていく光景がよく見えただろう。


「うまくいってるわ！」


　ミーアがアレスの傍に馬を寄せた。


「もう充じゆう分ぶんよ、ここまで燃えればもう簡単に消せないわ、このまま敵の混乱に紛まぎれてずらかりましょう！」


　だがアレスの返事は、ミーアの意表を突つくものだった。


「ミーア！　おまえたちはこのまま東へと駆け抜けてくれ！」


「え!?　ちょっと、どういうこと!?　あんたはどうするのよ!?」


「私はこの混乱に紛れて敵将を討うつ！」


「ちょ──聞いてないわよ、そんなこと！　無茶よ、たった一人で！」


「言ったら反対するだろうと思ってな！　それにたった一人だからこそできることもある！　今は時間が惜しい、行ってくれ！」


　返事も聞かず、アレスは馬首を返した。





「もうっ！　あんの馬ば鹿か……！　今度会ったらまず一発ぶん殴なぐってやる！」


　残された形となったミーアは、少女らしからぬ悪あく態たいを吐ついた。


　本ほん音ねを言えば、ミーアもアレスに付いて行きたいところだった。敵てき陣じんのど真ん中であろうと、アレスと二人ならどうにかなる気がするのだ。


　しかし、今のミーアには守るべき二十人の仲間がいた。今、彼らはアレスに置いて行かれたことに多少なりとも動どう揺ようしているはずである。ミーアにはアレスに代わって彼らを導く義務があった。それにこのまま火を付けて回れば、陣地の奥深くへ踏ふみ込もうとしているアレスにとっても陽動となるだろう。


「仕方ないわね！　全員、あたしに続きなさい！」





　　　　　◆





「敵襲だ！　全員起きろ、敵襲だ！」


　アレスはわざと声を荒あらげ、兵を起こして回っているフリをしながらさらに陣地の中央へと進んでいった。


　視界を遮さえぎる夜の闇。夜襲による混乱。そしてこんなところに単騎で敵が飛び込んでくることなどあり得ないという先入観。


　そういった要素を味方につけた結果、アレスは敵のただ中にあって未いまだ攻撃を受けることなく動き回ることができた。


　目的地は、陣地の中央のもっとも警備の厚いところ──恐らくそこに敵将がいるはずである。もしここで敵の総大将でも討ち取ることができれば、うまくいけばミレスデン軍を追い返すことすらできるかもしれないのだ。危険な戦いは決して挑いどまないという信条を一時的に返上する価値は充分にあるはずだった。


　しかし数万もの軍勢が滞たい在ざいする野営地は予想以上に広く、しかも夜だったこともあり、それらしい人も場所もなかなか見つからなかった。


《我わが契けい約やく者よ。ためしに汝なんじに道を示してみよと、我が主あるじが仰おおせだ》


　まるでアレスの焦しよう燥そうを楽しんでいるかのように、少女の形をした精せい霊れいは現れた。


「この局面で顔を出すとはな……。どんな道を示してくれるというのだ？」


　相変わらずなんの前まえ触ぶれもなく現れるパンドラであったが、付き合いの長いアレスとしては今いま更さら辟へき易えきする気にもなれなかった。


《よいか。そこから左手へ二十間ほど進め。さすれば一ひと際きわ警備の厳げん重じゆうな天幕が見える。その中にこそ、汝の標的となる人物がいるであろう》


「何!?　本当か！」


《今更そのような愚ぐ問もんを口にするとはな。我が汝に一度でも噓うそを吐ついたことがあったか》


「……ああ、そうだったな」


《道は示された。あとは汝の歩みを見せるがよい》


　言いたいことを言って、パンドラの姿は大地に沈しずんでいった。


　アレスはわずかに考え込んだ。パンドラの助言が間ま違ちがっていたことはないが、その助言に従った結果、争いに巻き込まれたこともまた枚まい挙きよに暇いとまがない。指示された場所に大勢の敵でもいたら一体どうするのか。


　だが、結局アレスは助言に従った。自分一人ならばどのような危機でも切り抜ぬけられる自信があったためである。


　馬首を左へと向ける。果たしてパンドラの助言に偽いつわりはなく、アレスはついに見つけた。警備兵によって周囲を厳重に警けい戒かいされた一際大きな天幕を。


　この混乱下にあるにもかかわらず、その兵士たちだけは天幕から離はなれようともせず、陣地北東部で起こっている混乱を遠目に眺ながめている。それは天幕の中に、よほどの重要な人物がいることを示していた。


　中を見ない理由はない。警備もなんとかなる数である。決断を下したアレスは、即そく座ざに行動に移った。


　まず天幕の裏手に回る。そこにも当たり前のように警備兵がいたが、正面ほど数は多くない。それに彼らも火事の方に気を取られているのか、密ひそかに近寄ってきている騎馬の存在にまったく気付く様子がなかった。


　すかさずアレスは愛馬の腹を蹴ると、天幕目指して突っ込こんだ。


「な、なんだ貴き様さま──」


　驚おどろきの声を上げ終える前に、左の剣けんで警備兵の頭を殴って昏こん倒とうさせ、さらに右の剣で天幕を切り裂き中へ押し入ろうとする。


「ぞ、賊ぞくだー！　賊が中に入り込んだぞ！」


　異変に気付いた他の警備兵たちが声を上げ始めるが、もう遅おそい。すでにアレスは天幕の中に飛び込んでいた。


　そして、まったく予想もしなかった天幕の主と出会うこととなるのである。
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　そのころ、ライオネル大だい元げん帥すいは精力的に兵に指示を与あたえていた。


「慌あわてるな！　敵の大軍などどこにも確認されておらぬ、落ち着いて持ち場を堅かたく守れ！」


　将が動揺すれば兵もまた動揺するということをライオネルはよく知っていた。それゆえ表向きは平静を装よそおっていたものの、その心中は決して穏おだやかではなかった。


　──おのれ、まさかここまでやるとは！


　陣じんの北東部はかなりの大火に見み舞まわれている。失火ではあり得ない。どうやら少数の敵が忍しのび込んで手当たり次第に火をかけて回ったらしい。


　犯人の心当たりは一つしかない。〈赤の悪あく魔ま憑つき〉だ。


　それにしても、こちらは二万を超こえる大軍勢なのである。まさかその陣地に飛び込んでくるとは、〈赤の悪魔憑き〉は恐れという言葉を知らないのか。


「閣かつ下か、報告です！　所属不明の騎馬の一団が陣地の東部に確認されました！」


「なに!?　よし、兵を集め陣の出入り口を固めさせよ！　絶対に逃のがすでないぞ！」


　ここまでされて逃すわけにはいかない。敵が少数であることは間ま違ちがいないのだ。一気に押し包み、殲せん滅めつせんとライオネルは矢や継つぎ早ばやに指示を出した。


　だが、その状じよう況きようが一変する報告が届けられる。


「閣下！　大変です！」


　その報告に来た兵士は、他の兵へい卒そつとは違った格好をしていた。


　姫ひめ巫み女こ直属の護ご衛えいである。瞬しゆん間かん的にライオネルは嫌いやな予感に襲おそわれた。


「どうした、何があった!?　まさか……」


　その兵士は、他の兵に聞こえぬようライオネルの耳元に口を寄せた。


「姫巫女さまの御ご寝しん所じよに賊が侵しん入にゆうしました。至し急きゆう援えん軍ぐんを！」


「なんだと!?　くそ、なんということだ！」


　まさか東に発見された騎馬の一団すら陽動だったということだろうか。いずれにせよ、こうなると優先すべきは姫巫女である。


「全員聞け！　どうやら中央に敵が入り込んだらしい！　私に続け、中央の守りを固めるぞ！」


「しかし閣下、それでは東の騎馬の一団は……」


「放っておけ！　中央には軍ぐん需じゆ物資が山と積まれている、こちらの方が重要だ！」


　姫巫女のことを公おおやけにするわけにはいかない。ライオネルは下へ手たな噓うそで兵士たちを騙だますと、中央へと向かった。
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「なに──」


　アレスは戸と惑まどいを隠かくせなかった。


　天幕の奥にいたのは、敵将などではなかった。義エレ妹ナと同じぐらいの年とし頃ごろの少女と、その傍そばに控ひかえる十歳に満たないであろう少年だけだったのだ。


「だ、誰だれだ！」


　少年が声を上げる。


　問い質ただしたいのはアレスの方だった。なぜこんな敵陣のただ中に、こんな年とし端はもいかぬ少女や少年がいるのか。パンドラの助言は噓だったのか。


　いや、あるいは遅すぎたのかもしれない。周辺の警備の厳重さを考えても、この天幕の主が一軍の将かそれに類する高い位にある者だということは疑いない。つまりパンドラの助言自体は間違ってなかったのだ。しかしアレスはパンドラの助言に従うかどうかについて、わずかながら逡しゆん巡じゆんしてしまった。あるいはその間に兵を指し揮きするため、この天幕を出て行ってしまったのかもしれない。冷静に考えて、夜襲を受けたにもかかわらず天幕から出ようともしない敵将がいるわけがない。


　してみると、この二人は敵将の侍じ従じゆうか何かなのだろう。将ともなれば侍従の一人や二人いてもまったくおかしくはない。


「いや、違う……？」


　だが、アレスは自身の推測が間違っていることに気がついた。少女が身にまとっていた薄うすい衣服を見た瞬間に。


　この暗がりでなければ肌はだが透すけて見えそうな扇せん情じよう的な衣い装しよう。それはかつて、アレスの寝ね床どこに侵入してきたとある女性が身に着けていたものに酷こく似じしていた。そして、少女の表情に浮うかぶどこか痛々しささえ感じる儚はかなげな雰ふん囲い気き。


　導みちびき出される答えは一つしかない。考えることもおぞましい。この天幕の主は、いたいけな少女を獣じゆう性せいのはけ口にしていたに違いない。


　アレスは即座に判断を下さねばならなかった。とにかく今は時間が惜おしい。外にはわんさと敵がいるのだ。それにこの中に押し入ったことはすでに気付かれている。敵が攻こう撃げきの態勢を整える前に、この場を去らなければならない。


　敵将が見つからなかったのは惜しいが、せめてこの少女だけでも救うことができれば危険を冒おかした価値は充じゆう分ぶんにあるように思えた。


「さあ、こっちへ！　君を助けに来た！」


「え……？」


　まさかこんな敵地に助けが来たなどとは思いもしなかったのだろう、少女はきょとんとしていた。


　事情を説明している暇ひまもない。今は多少強ごう引いんにでも連れ出すしかなかった。


　アレスは馬を飛び降りると、少女に近寄った。


「う、うわああああ！　来るな、来るなぁ！」


　侍従としての責任感があるのか、少年が懐ふところからナイフを取り出してやたらめったら振ふり回す。


「ええい、仕方ない……！」


　アレスからしてみれば、児じ戯ぎそのものの動きである。なんなく刃やいばの軌き道どうを見切ってかわすと、左の剣を構え、充分に手て加か減げんした一いち撃げきを少年の後頭部に落とす。


「あ……う……」


　少年の体が崩くずれ落ちる。今はそれを見届ける間も惜しく、アレスはすかさず少女に近寄った。


「……まさか……殺した……のですか？」


「子供を殺したりはしない、気絶させただけだ。それより早く！」


　アレスは剣を収めると、少女の小さな体を軽々と抱だき上げた。


「な、なにをなさるのですか！」


「大だい丈じよう夫ぶだ、私は敵ではない！　今は私を信じてくれ！」


　天幕の外から聞こえる物音や人の声は、段々大きくなっている気もする。恐おそらくかなりの敵が集まってきているはずだ。


　アレスは少女を両りよう腕うでに抱いたまま馬に飛び乗るという軽かる業わざをやってのけると、そのまま左腕で少女の体を支ささえ、愛馬の腹を蹴けった。


「お、おろしてください、お願いです！」


「しゃべるな、舌を嚙かむぞ！」


　アレスは天幕の入り口から出るような愚ぐは犯おかさなかった。右手に剣を構えると、天幕を切り裂さいて飛び出たのだ。


　予想通り、天幕の外にはわらわらと兵士たちがいた。しかし突とつ如じよとして飛び出したたった一人の敵に即そく応おうすることは不可能のようだった。


　アレスからすれば完全に不意を突ついた形となる。包ほう囲い網もうを突とつ破ぱするには大した手間も時間もかからなかった。


「放して！　放してください、放して！」


「頼たのむから暴れないでくれ！　大丈夫だ、すぐ安全なところへ連れて行く！」


　アレスはそのまま真っ直ぐ南へと愛馬を走らせた。
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「大変です閣下！」


　中央へ急いでいたライオネル大元帥は、また嫌な予感に駆かられた。


　姫巫女護衛の兵が慌ててやってくるのが見えたためである。


「どうした、今度は何事だ！」


「そ、それが……賊に姫巫女さまをさらわれてしまったのです！」


「なにいいいいぃぃぃ!?」


　ライオネルの受けた衝しよう撃げきは相当なものだった。獅し子しの咆ほう哮こうのようなその声に、周囲の兵士たちが何事かと身をすくめたほどである。


　姫巫女はミレスデン軍の戦略の根こん幹かんを成なす存在である。ベールセール軍にディレニア軍、そして城じよう塞さい都市オルガスタ──それら巨きよ大だいな障害に対たい抗こうするためには、姫巫女の力が不可欠なのだ。彼女を失ったが最後、祖国へ退たい却きやくすることすら考えなければならない。


「賊はどっちへ逃にげたのだ!?」


「は、はい、南へ逃げていったことが確認されております」


「では馬を集めよ！　急ぎ追撃隊を編制するぞ！」


「承知いたしました！　それでは〈銀ぎん狼ろう団だん〉にも召しよう集しゆうを……!?」


〈銀狼団〉とはミレスデン軍が所有する希少な騎馬隊である。〝草原と騎馬の国〟と称しようされるエディンバラ皇おう国こく出身の傭よう兵へいで組織され、総勢五百の傭兵全員が騎馬兵であり、馬上戦せん闘とうの技術にも長たけている。


　ライオネルは難むずかしい判断を迫せまられた。姫巫女の存在は自軍の兵士にさえ秘ひ匿とくとされている。他国者からなる傭兵隊に存在を知られるようなことは避さけたかった。


　しかし、今重要なのは姫巫女を無事取り返すことである。どの道、姫巫女が力を行使することになればいずれ正体は露ろ見けんしてしまうのだ。


　そう考えると、答えは一つである。


「そうだ、ありとあらゆる騎馬兵をかき集めろ！」


　こうして〈銀狼団〉を中心に五百騎を超える中隊が急きゆう遽きよ編制された。


　ライオネル大元帥自みずからがこれを率ひきい、一路南を目指して馬を駆けさせる。
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　そのころ、少女を抱いたアレスはすでにミレスデン軍の陣じん地ちを半里ほど南へ行った森林地帯まで逃げ込んでいた。


　実のところ、アレスの愛馬と馬術をもってすれば、もっと遠くまで逃げることも可能だった。しかし、


「放して！　放してください、お願いです！」


　ミレスデン軍陣地を離れるにつれて少女の抵てい抗こうが激しくなり、馬を操あやつることすら困難になったのである。


「た、頼むから動かないでくれ！　大丈夫、私はベールセール王国の騎き士しだ！」


「い、いや！　いやぁ！　お願い、放してぇ！」


　説得にまったく効果はなかった。


　それどころか少女は一層激しく細い腕うでをぶんぶんと振り回し始めた。体中を叩たたかれ視し界かいを遮さえぎられ、さすがのアレスも馬を止めざるを得なかった。


　ひとまず地面に降り、少女を立たせる。


　途と端たんに少女は後ずさるようにしてアレスから距きよ離りを取った。


「あ、あなたは誰なんですか……？　ここはどこなんですか、わたしを一体どうするつもりなんですか……!?」


　まるで怯おびえた子こ猫ねこのようだった。アレスからすればやや心外である。せっかく獣けもののようなミレスデン軍から助け出したというのに。


「落ち着いてくれ、一体どうしたというんだ？　私はこの国の騎士だ。私はただミレスデン軍の虜りよ囚しゆうとなっていた君を助けようとしているだけなんだ」


「……！」


　このときである。少女は何かを悟さとったように目を見開いた。


「た、助けてもらう必要なんてどこにもありません！　わたしはただの……そう、ミレスデン軍の従じゆう軍ぐん神しん官かんなんです！」


「なに……？」


　予想もしなかった答えに、言葉を失う。


　だが、そう考えると辻つじ褄つまは合った。敵軍の中に少女がいる理由。そしてせっかく助け出そうとしているにもかかわらず、やたらと抵抗してみせた理由。


　ただし──一つだけ解げせない点がある。少女の身に着けている薄すぎる衣服だ。


「で、では……なぜそんな、その、なんというか、せ、扇情的な服を着ているのだ？」


「せ……扇情的!?」


　言われて気付いたのか、少女は顔を真っ赤にすると自分の体を隠かくすように身をかがめた。


「これはただの寝ね巻まきです！　この国の夜はわたしたちには暑過ぎるんです！」


「あ……」


　アレスは思わず絶句した。


　当然といえば当然の話である。王国北部のこのあたりの暑さは決して厳しい方ではないが、ここよりさらに北で生まれ育った彼女にとっては辛つらいものなのかもしれない。いささか薄い寝巻きを使っていたとしてもまったくおかしくはない。そういえば義エレ妹ナなどもよく下着だけで寝床に潜もぐり込んでは、はしたないとイザーレから注意されていたではないか。


「す、済まなかった。どうやら私はとんでもない勘かん違ちがいをしていたようだ」


　アレスが率そつ直ちよくに頭を下げると、少女は少しだけ警けい戒かいを緩ゆるめたようだった。


「……過ぎたことは仕方ありません、どうぞ顔をお上げください。それより、お願いです。わたしをミレスデン軍に帰してください」


「……君がどうしてもというのであればそうしよう。だが、できれば考え直してもらいたいのだが」


　少女は意外そうに顔を上げ、真しん摯しな瞳ひとみをアレスに向けた。


「なぜ、そのようなことを仰おつしやるのですか？ わたしはミレスデンの者だと申し上げたはずですが……」


「ミレスデン軍は罪つみもない人々を虐ぎやく殺さつすることも厭いとわぬ残ざん虐ぎやくな軍勢だ。そこに君のような少女を帰したくはない」


「残虐な軍勢、ですって……!?」


　初めて少女の顔に感情らしい感情が浮うかんだ。それも、怒いかりと呼ばれる感情である。


「よくもそんなことを言えたものです！　確かに傭兵たちが残虐な行こう為いを行っていることは知っています。ですが、わたしたちがそんな行為をしなければならない理由を作ったのは、あなた方ベールセールではありませんか！」


「なんだと!?　我わが国が一体何をしたというのだ！」


　声を荒あらげる。母国をミレスデンと同列に扱あつかわれるようなことを、アレスは許容できなかった。


「知れたことを。あなた方は麦むぎの価格を吊つり上げたではありませんか」


「な、なに……!?」


　思ってもみなかった回答に、面食らう。


　確かに最近は国内で大きな反乱があったせいか、麦の値段が上がったとしても決しておかしくはない。だが、すぐにまた大きな怒りがこみ上げてくる。


「つまり、こういうことか？　おまえたちはたかが麦の価格が上がったというだけの理由で、我が国に攻せめ込んだというのか！　あれほど多くの人を殺したというのか！」


「値段が上がっただけ……ですって？　そのことがどれほど多くの我が国の民たみを餓が死しさせているのか知らないのですか！」


「……どういうことなんだ？　麦の値段が上下するだけで、なぜそれほど人が死ぬのだ？」


「レアニールの地では多くの麦が育てられないことはご存じでしょう。ですがあなた方は春にも冬にも麦を蒔まける。それゆえにわたしたちの生きる糧かてはあなたの国からの輸入に頼たよっています。ですが麦を輸入するとなれば輸送費だってかかります。麦の価格が一割上がれば、わたしたちが口に出来る麦の量は二割は減るんです。だというのに、あなた方ベールセール人は自らの利益のために麦の価格を平気で何倍にも吊り上げる。こうなればわたしたちはいよいよ飢うえ死じにするか、さもなくば他国から奪うばうしかなくなるのです。それでも、あなた方ベールセール人にわたしたちのことを非難する資格があるとお思いなのですか」


「そ、そんなことが言い訳になるか。おまえたちミレスデンとは過去何度となく和平が結ばれ、麦を供給する取り決めも定めてきたはずだ！」


「ですが、いつもいつも様々な理由をつけて麦の値段を上げてきたのはあなた方ではありませんか！　それとも……知らないのですか？　天候が不順だったといっては麦の価格を吊り上げ、国内で大だい規き模ぼな争いが起こったといっては供給量を絞しぼるあなたの国の商人たちの欲よく深ぶかさを……！」


「…………」


　反論しようとしてアレスは失敗した。


　実際に北と麦の売買をするのはベールセール王国の商人たちであり、彼らのしたたかさはそれなりに知っているつもりだ。彼らは金さえ儲もうけられるとあれば物資の買かい占しめや価格操作を躊ちゆう躇ちよすることはない。北の人々がその犠ぎ牲せいになっているということは考えられなくもなかった。


　アレスの戸と惑まどう様子を見て、少女は寂さみしげに顔を背そむけた。


「あなたはきっと知らないだけなのでしょうね。どこの国でも、自分の国にこそ正義があると主張するものなのですから」


　アレスは何も答えられなかった。


　以前のアレスであれば、迷うことなく答えられただろう。そんなことはない、ベールセール王国こそが正義である──と。


　だが、かつてジェレイドと語り合った経験がアレスを迷わせていた。ジェレイドは言った。王国には王国の正義があるのかもしれない。しかし反乱軍にも反乱軍なりの正義があるのだと。互たがいが正義を主張し合う限り、争いは不ふ可か避ひなのだと。


　少女の話は、それと同じだった。あるいはクラウディアやジェレイドならばうまい返し方もできたのかもしれないが、今のアレスには反論はできなかった。


「だが……だからといって、おまえの国の傭兵が我が国の民を殺していい理由にはならないはずだ」


「ええ、その通りです。そんなことは分かっています。ですがこうも考えられませんか？　あなたの国の民が減れば、その分我が国の民が口にできる麦の量を増やせると……」


　アレスは瞬しゆん時じに顔を赤くした。


「そんな身勝手な理り屈くつが通ってたまるか！」


「わたしも同感です、あなたの怒りはもっともです。ですがこの戦いは恐おそらく、どちらかが甚じん大だいな犠牲を支し払はらわない限り、決して終わるものではないのです。あなたはあなたの正義を信じ、わたしたちはわたしたちの正義を信じてやるべきことをするだけです。後の裁さばきは五ご彩さい神しんにでも任まかせるべきでしょう」


「…………」


　アレスの脳のう裏りを様々な思いが去来した。


　本当にそんな解決方法しかないのか。人が生き延のびる唯ゆい一いつの道が、人を殺すことだけであるなど、あまりに悲し過ぎるではないか。


　しかし、どうすればこの不幸な状じよう況きようを回かい避ひし得るのかということについて思考を巡めぐらせても、なんら答えは出てきそうになかった。そもそも争いはすでに始まっており、あまりにも多くの血が流れている。お互い、もはや退ひくに退けない状況となっているのだ。


　しかも、アレスにはじっくりと考える時間すら与あたえられなかった。


　騎き馬ばの一団が接近してくる気配があったためである。


「……どうやら、君の迎むかえが来たようだな」


「そのようですね。どうなさるおつもりですか？　わたしを人ひと質じちにでもしますか？」


「見み損そこなわないでもらいたい。私も鬼おによ悪あく魔まよと罵ののしられるに値あたいすることはしてきたが、女子供を人質にするようなことはできん」


　少女は険けわしくなっていた視線を少しだけ和やわらげた。


「……このような状況で出会わなければ、あなたはきっといい人なのでしょうね。礼は言っておきます。わたしもここであなたに害されるわけにはいきませんから。いずれまた、戦場でお会いしましょう」


「君のような少女が戦場へ出てくることがあるとは思えんが……いずれ、また。今の話の続きは両国の間に平和が訪れてからゆっくりとしたいものだ」


「そんなときが来るとは……いえ、そうですね。そんな機会が持てれば、素す晴ばらしいでしょうね」


　もうかわす言葉は思い浮かばなかった。アレスは馬に飛び乗った。


「最後に一つだけお聞かせください」少女が問いかける。「わたしの名はシスティナと申します。あなたの名は……？」


　問われれば武人として名乗らないわけにはいかなかった。


「アレスだ。ファノヴァール伯はくアレスという」


　少女は驚おどろきを隠かくせない様子だった。


「ファノヴァール……!?　話には聞いたことがあります。ベールセール王国の残虐非道な血ち塗まみれた騎き士しだと」


　思わず苦笑する。怒る気にはなれない。


「確かに敵国ミレスデンから見れば、そのように見えるのだろうな」


「ええ、でしょうね。わたしもきっとまた、あなた方の国からは強く疎うとまれるようになるのでしょう」


　少女の言葉に疑問を抱いた。従軍神官といえば味方はもちろん敵からも尊敬を買うような人種だ。自分のように敵意を買うようなことがあるとは思えない。


　しかし、その理由を問いただすことはできなかった。いよいよ敵の追っ手が近づいてきていたためである。





　　　　　◆





　姫ひめ巫み女こと名も知らぬ騎士の姿を最初に見つけたのは、追つい撃げき隊の先頭で指揮を執とっていたライオネル大だい元げん帥すいであった。


「ぜ、全軍止まれ！」


　驚きと共にライオネルは全軍に停止を命じた。


　名も知らぬ騎士と目が合った瞬しゆん間かん、ライオネルは悟さとったのである。


　六年前の戦せん役えきの折、ライオネルはファノヴァールの騎士と邂かい逅こうを果たしたことがある。あの騎士は、それとまったく同じ目をしていた。


　確信する。あれこそが当代のファノヴァールの騎士なのだと。進軍を続けるミレスデン軍を何度となく悩なやませ続けてきた〈赤の悪あく魔ま憑つき〉なのだと。


　姫巫女の姿は、その〈赤の悪魔憑き〉の傍そばにある。今ここで〈赤の悪魔憑き〉を刺し激げきするがごとき動きを見せれば、彼女が害されかねない。


「ファノヴァールの騎士とお見受けするが」


　ライオネルは進み出て問いかけた。


「そうだ。貴公は？」


「……名乗るほどの者ではござらん」


　武人としての誇ほこりを自ら汚けがすことになるが、名乗るわけにはいかなかった。ミレスデン軍総大将の名をベールセール軍が知っていてもおかしくはない。たった一人の少女を取り返すために大元帥自ら兵を率ひきいているなどと知られれば、姫巫女の正体を勘かん付づかれかねない。


「率直に申し上げる、アレス卿きよう。その少女を返してもらいたい」


「元よりそのつもりだ。本人の意志に反して彼女を連れ出したことは謝しや罪ざいしよう」


　予想だにしない答えに、ライオネルは思わず返答に窮きゆうしたほどだった。


　まさかこうもあっさり身み柄がらを返してもらえるとは思わなかった。この騎士はよほどの馬ば鹿かか、さもなくばよほど高こう潔けつであるかのどちらかだろう。


　いずれにせよ、姫巫女を無ぶ事じ返してもらえるというのなら否いなやはない。


「ひめ……システィナさま、どうぞこちらへ」


　できれば傭よう兵へいたちの前で姫巫女という言葉を使いたくはない。やむを得ず少女の本名を呼ぶ。


　システィナは、どこかおぼつかない足取りでライオネルの方へと歩み寄った。


「ご無事ですか、姫巫女さま」


「ええ。わたしは大だい丈じよう夫ぶです、何の問題もありません」


「それはようございました」


　ライオネルは安あん堵どしながら自分がまとっていたマントを姫巫女にかけた。


「では私は行かせてもらう。いずれまた戦場でお会いしよう」


　と、〈赤の悪魔憑き〉はきびすを返して走り去ろうとした。


　すかさずライオネルは命じる。


「〈銀ぎん狼ろう団だん〉！　奴やつを追え、逃のがすな！　なんとしても殺すのだ、恩おん賞しようは思いのままだぞ！」


　即そく座ざに数百の騎馬が〈赤の悪魔憑き〉に殺さつ到とうする。


「ライオネルさま！」姫巫女が抗こう議ぎの声を上げた。「あの方は無事わたしを逃してくださったのです、これはあまりに酷ひどい仕打ちではありませんか！」


「重々承知しております。ですが私は一軍を率いる身、将来の憂うれいとなるであろう敵を見過ごすことはできないのです」


　姫巫女はなおも抗議しようとしたが、ライオネルは耳を貸そうとはしなかった。





　しかし、結局のところライオネルの命令は意味をなさなかった。


　頑がん強きような馬を持ち、馬術に長たけた〈銀狼団〉であったが、〈赤の悪魔憑き〉の愛馬と馬術に追いつくことは結局できなかったためである。





　　　　　◆





《やはりこの道を選ぶか、我が契けい約やく者よ》


　このとき、はるか空を漂ただよう少女の形をした精せい霊れいが、そう呟つぶやいたことを知る者はいない。


　その表情から感じ取れる感情は、彼女の契約者がかつて見たことのないもの──寂せき寥りようと呼ばれるべきものだった。





　　　　　６





　その後、ライオネルは不ふ眠みん不ふ休きゆうで事後処理に追われた。


　姫巫女の警備を固め、兵を再配置し、燃やされた軍ぐん需じゆ物資を調べる。さらに四方八方に斥せつ候こうを飛ばし、周囲に敵軍がいないかを念入りに確かく認にんした。態勢が乱れたこの状況で本格的な攻こう撃げきを受けてはひとたまりもないためである。


「兵ひよう糧ろうの二割が失われた、だと……!?」


　その報告は、ライオネルの顔色を瞬時に青くさせた。


　調査の結果、死傷者の数は多くなく、五百人に満たないという結果が出た。しかし同時に、積み上げていた兵糧の一部が焼失したことが判明したのである。


　ただでさえミレスデン軍は兵糧の多くを現地調達に頼たよっており、備び蓄ちくは少ない。二割が失われたとなると、後方からの輸送や現地調達の分を除のぞけば、あと十日ともたないだろう。


　つくづく、〈赤の悪魔憑き〉の手て際ぎわに驚きよう嘆たんする。あの一団は陣じん地ちの五分の一を燃やし、なおその上に姫巫女の身さえさらおうとした挙あげ句く、味方には一人の犠ぎ牲せい者しやも出さずにまんまと逃にげおおせたのだ。


　だが、ライオネル大元帥にもたらされた報告は、悪いものばかりではなかった。このとき周囲に派は遣けんした斥候から次のような報告が届けられたのである。


「閣下、ご報告いたします！　ベールセール軍の本隊とおぼしき軍勢を発見しました！　数はおよそ三万、ここより南東四里ほどのところにあるエブラム平原に陣地を築きずき、我らを待ち構えております！」


　意外だった。ベールセール軍は城じよう塞さい都市オルガスタに籠ろう城じようするのではなく、早期決戦を望んでいるらしい。やはり騎き士し道どうとやらがまかり通っているためであろうか。


　いずれにせよ、ミレスデン軍からすれば悪い話ではない。未いまだディレニア軍は北東の国境付近におり、進軍には時間がかかる。ディレニア軍とベールセール軍とをぶつけて漁ぎよ夫ふの利を得ることができないのは残念ではあるが、ベールセール軍が籠城したオルガスタを攻せめる必要がなくなったという点では有利だ。


　まずは野戦にてベールセール軍を撃げき破はし、その勢いきおいを駆かってオルガスタを陥かん落らくさせ強固な地じ盤ばんを手に入れる。そうすれば、後々敵となるであろうディレニア軍に手出しさせる余地を与えることなくこの地を手に入れることもできるだろう。姫巫女が戻もどった今ならば、それは不可能なことではない。


「よし、全軍に命令を出せ。今日は休息日とする。陣地の立て直しが終わり次し第だい、兵士たちに酒を振ふる舞まい休息を取らせよ」


「飲酒まで……。よろしいのですか？」


「昨晩の騒さわぎでほとんどの兵はロクに睡すい眠みんも取れておらぬはずだ。連日の進軍の疲ひ労ろうもだいぶたまっているだろうからな、ここらで休みを与えておくべきだろう。ベールセール軍もエブラム平原に陣を築いている以上、わざわざここまで出で張ばってくることもあるまい。警けい戒かいさえ強めておけば昨日のような夜や襲しゆうを受けることもなかろう」


「はっ。昨日のような醜しゆう態たいは二度とお見せいたしませぬ……！」


　陣地の警備の責任者であった幹かん部ぶが恐きよう縮しゆくしたように頭を下げた。


「我らは明あ日したあらためて出陣し、エブラム平原へ向かいベールセール軍に決戦を挑む。おまえたちもそのつもりでいてくれ」


「しかしながら閣下。昨晩の火で手持ちの兵糧に少なからぬ損害が出ております。ここはしばしこの地に滞たい在ざいし、後方からの輸送を待つのも手かと思いますが……」


「それも一理ある。だが我らがここで時を浪ろう費ひすれば、ベールセール軍に余計な手を出させる時間を与あたえることになりかねん。私がベールセール軍の将であれば、直ちに少数の部隊を編制し、我らの兵へい站たんを攻撃しようと動き出すだろう。敵に先手を取らせてはならぬ。我らは出来る限り早く進軍を再開し、機先を制することで敵が行動を取る機会を封ふうじねばならぬ」


「なるほど、道理でございますな。分かりました、では直ちに」


　……動き出した幹部たちを尻しり目めに、ライオネルは内心でこう呟くこととなる。


　──それにしても、うまくいかぬことばかりよな。


　遠えん征せい軍には色々と不ふ都つ合ごうなことが起こるということは、ライオネルももちろん予測していた。だがそれが、たった一人の騎士に起因することになろうとは、さすがに予想の範はん疇ちゆうを超こえていたのである。
















　間　章　鉄てつ壁ぺきの城の乙おと女めたち　二










「はあ……」


　国務大臣カルレーン侯こうよりアレスとクラウディア王女の仲を裂さくことを命じられたベアトリスは、トゥールスレン城じよう砦さいの屋おく上じようで深いため息を吐ついていた。


「誤ご算さんでしたわね……」


　たかが十三歳の小こ娘むすめからアレスを奪うばうことなど容よう易いだと思っていた。色いろ恋こい沙ざ汰たの手て練れん手て管くだに長たけた自分になら。だが、クラウディアが最近ベアトリスに見せる反はん応のうは、まったく予想外のものだった。


　たとえば先ほどのことである。


　お茶の用意をすると侍じ女じよシオーネが席を外はずし、怪け我が人のところへ行くとエレナも席を外したのだ。


　シオーネとエレナのいるところで異性の話をしてもクラウディアは乗ってこないだろう。今こそがアレスとの話を振る好機と、すかさずベアトリスは話しかけた。


「クラウディアさま、お変わりはありませんか？」


「うむ、問題ない」


「そうですか、それは何より。ところで一つよろしいでしょうか。前からクラウディアさまにうかがってみたいことがあったのですが……」


　クラウディアの答えは予想外のものだった。


「それは今答えなければならぬことなのか？　でなければ今は遠えん慮りよしてもらいたい」


「は、はあ……」


　そしてクラウディアは、憂ゆう鬱うつな顔をしながら窓まど際ぎわで頰ほお杖づえを突つき、何やら思案にふけるのだった。


　万ばん事じがこの調子で、ベアトリスには話をする機会すらなかったのだ。色恋の話をするどころではない。


　それどころか、こうなると逆にクラウディアと二人きりであることが苦痛でならない。やむなくベアトリスは一人城砦の屋上へと逃にげてきたのである。


　ベアトリスはクラウディアの前で、アレスと寝ね床どこを共にしたと匂におわせたこともあるのだ。もしクラウディアがアレスに対し慕ぼ情じようを少しでも抱いだいているならば、クラウディアの方から詰きつ問もんの一つもされそうなものだが、まったくそのような様子もない。


　クラウディアさまはアレスさまについて何の感情も抱いておられないのですか──あるいはそれぐらい直接的に尋たずねれば何らかの答えは得られたかもしれない。しかしそうも露ろ骨こつな質問をすれば、なんでそんなことを聞く必要があるのかと逆に疑われかねない。相手は反乱軍と王国軍との戦いをその身一つで止めて見せた聡そう明めいな王女なのだ、あまり下へ手たな手は打ちたくない。


　今は状じよう況きようの変化を待つしかなかった。クラウディアがああも憂鬱気味なのは、恐おそらく今この国で起きている戦争のためだ。多くの人々が苦しみ、傷ついている中で、色恋沙汰のことなど考えてはいられないのだろう。


　ベアトリスからすれば馬ば鹿かげた話だ。何しろ王国軍にはあのアレスがいるのだ。北の軍勢がどれほど強大であろうと負けるはずがないのだ。


　いずれにせよ、クラウディアに対してより積極的に動くのは、この戦争が終わった後となるだろう。それまでは、このいささか居い心ごこ地ちの悪い空気を甘かん受じゆする必要があった。


「ベアトリス、少しいいかしら」


　背はい後ごで自分の名を呼ぶ声がした。


　振り返ったベアトリスの前に現れたのは、微び笑しようを浮うかべてたたずむクラウディアの侍女であった。


「シオーネ？　どうしました、あなたがわざわざこんなところに来るなんて」


「あなたとはいつか二人きりでお話をしてみたいと思っていたものですから。今、構かまわないかしら？」


「……え、ええ」


　それはまるで、ベアトリスがクラウディアに対して使おうと思っていた切り出し方であった。


「それで、どんな話がお望みなのかしら？」


　問いかけるベアトリスに、シオーネは平然と言った。


「もちろん、アレスさまのことですわ」


「……アレスさまの？」


　ベアトリスの心臓が一ひと際きわ大きな鼓こ動どうを放った。


「初めに言っておきましょう。ベアトリス、実はあなたとわたしには、ある共通点があるんです」


「……どういうことかしら？」


　問いかけるベアトリスに、シオーネはどういうわけかわずかに頰ほおを紅こう潮ちようさせ、意外と膨ふくらみのある胸の上に手を当てて答えた。





「わたしたちは、同じ殿との方がたに愛された間あいだ柄がらなんですよ」
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「え──」


　ベアトリスは間者としての訓練を受けた身である。あらゆる状況において自分の感情を制せい御ぎよする術すべを身につけていた。


　にもかかわらず、このときばかりは動どう揺ようを隠かくせなかった。同じ殿方に愛された間柄。それがどういう意味なのか分からないほど野や暮ぼでもない。


「そ……そうでしたの。ですが、あなたは王女殿でん下かにお仕えする侍女なのでしょう？　それが他の伯はく爵しやくと床を共にするようなことをしてよろしいのですか？」


「あら、互たがいに合意の上であれば恋れん愛あいは自由ですわ。それともあなたはアレスさまがわたしを無理矢理手て籠ごめにしたとでも思っているのかしら？」


「い、いえ、あの方にそんなことは無理ですわ」


「そうでしょう？　わたしは身も心もクラウディアさまに捧ささげた立場ではありますが、それでも心根は女の身、たまには人ひと肌はだが恋こいしくなるときもあります。そのようなとき、身近にアレスさまのような立りつ派ぱな殿方がいれば惹ひかれるのは当然のことですわ。まして武勇に名高きアレスさまも、こと女性については奥手なお方。これも侍女の気質なのでしょうか、そんな方に男としての悦よろこびを教えて差し上げることには、快感さえ覚えたものです」


　ベアトリスは再び衝しよう撃げきを受けることとなった。


「そ、そうなのですか？　つ、つまり、あなたは……」


「ええ。アレスさまに最初の手ほどきをして差し上げたのは、わたしなのです」


「…………！」


　表情が凍こおりつくのが自分でも分かった。普ふ段だんなら冷静沈ちん着ちやくなベアトリスの思考が乱されていく。


　頰を上気させ、夢見る少女のような口調で話すシオーネは、到とう底てい噓うそを言っているようには見えない。


　ベアトリスは疑ぎ惑わくの坩る堝つぼに放り込まれたような心境に陥おちいりつつあった。


　この女はなぜそんなことを口にしたのか。


　それは本当のことなのか、それともはったりなのか。


　もし本当だとしたら──なんと憎にくらしいことか。アレスの初めての相手は、自分こそが相ふさ応わしいというのに。


　いや、この場合問題なのは、シオーネがはったりを口にしていた場合だろう。


　冷静に考えてみれば、どこかおかしい。仮にシオーネが本当にアレスとそういう関係にあったとして、そのことを自分に教える理由がどこにあるのか。むしろこうは考えられないだろうか。


　恐らくシオーネは、自分を怪あやしんでいるのだ。事実、ベアトリスがアレスと寝床を共にしたというのは、まあ噓はついていないのだがかなりの語ご弊へいがある。それどころかベアトリス自身、未だに処女なのだ。床の中での出来事について詰問されれば間ま違ちがいなくボロが出かねない。シオーネはその辺あたりの真実をはっきりさせようとしているのではないか。恐らくはクラウディアのために。


　だが、そこまで考えたところでベアトリスは別の可能性を考えねばならなかった。


　──真実だという可能性も……ありますわね。冷静に考えて。


　自分がシオーネだったとする。そして、アレスの初めての相手だったとする。そこへ、アレスと床を共にしたことのある別の女がやってくるとする。そうなるとどうなるだろう、自じ慢まんしてみたくなるのではないか。自分の方が先にアレスと結ばれたのだと。


　事実、アレスさまの初めての相手でしたとシオーネが口にしたとき、ベアトリスが真っ先に抱いた感情は、戸と惑まどいなどではなく憎しみだった。それも羨せん望ぼうと嫉しつ妬とに起因する憎しみである。


「さあ、これも何かの縁えんですわ。同じ殿方に惹かれた者同士、もっとお話ししませんか？　アレスさまについて」


　いかなる意図があるのか、シオーネはさらに話を振ふってきた。


　このまま話がより具体的な方向へ進み、たとえばアレスが受け身だったのか攻せめだったのかといった話になれば返答に窮きゆうしかねない。


　考えた末、ベアトリスが選せん択たくしたのは逃にげであった。


「申し訳ありませんが、今の話からすれば私とあなたとは恋こい敵がたき。そのような方とお話しすることはできませんわ」


　少し口を尖とがらせてみる。嫉妬に駆かられた女なら、このような反応をして見せたとしても不思議ではない。


「あら、確かに仰おつしやる通りですわね。失礼しましたわ」


「いえ、分かってくだされば結構ですわ。では、わたしはちょっと失礼いたします。万が一の際、王女殿下をお守りするためにもこの城砦内の地理を調べつくしておかねばなりませんので」


　それなりに道理は通っているであろうはずの言葉を残し、ベアトリスは逃げるようにその場を去った。





　　　　　◆





「やはり、怪しいですわね」


　屋上に一人残される形となったシオーネは、逃げるように去ったベアトリスの態度に不信感を募つのらせていた。


　怪しいと明確に思えるような態度があったわけではない。確かにベアトリスの言った通り、互いに同じ男を狙ねらう恋敵であったとすれば、話を続けたくなくなったとしてもおかしくはない。


　しかし、たとえばベアトリスは、シオーネたちの前に初めて現れたときにいきなり「アレスさまと床を共にしたことがあります」などと言い放った。それほどに事をおおっぴらにしているにもかかわらず。先ほどのように少しばかり深い話をしようとすると途と端たんに逃げを打ったのはなぜか。


　答えはいくつか推測できるのだ。たとえば、アレスとクラウディアの仲について余計な心配をした国家の重じゆう鎮ちんが、二人の仲を引き裂さこうと彼女のような刺し客かくを送ってきたのだとしたらどうだろうか。馬鹿げた考えのようにも思えるが、筋は通っている。


「もっとも、噓をついているという点では、わたしも同じなんですよね……」


　実のところシオーネに、殿方と深く付き合った経験などない。もちろん床を共にしたことも。


　もしベアトリスにアレスの性せい癖へきについて詳くわしく質問されていたら、窮地に立たされたのはシオーネの方だっただろう。


「とりあえず、今後ベアトリスがクラウディアさまと話をしようとしてるときは気をつけた方がいいかもしれませんわね……」


　クラウディアにはもう時間がない。北との戦争の最中であっても、秋には予定通り隣りん国ごくエディンバラへと嫁とつぐことになるだろう。


　それは仕方ない。いや、仕方ないという言葉で済ませるのも無念ではあるが、隣国との友ゆう誼ぎが厚くなるであろうこの婚こん姻いんを邪じや魔まするようなことは、他ならぬクラウディアが許さないだろう。


　ならばせめて、クラウディアが嫁ぐ前に、一度だけでもいい、クラウディアに気持ちの整理をつける機会を与あたえたい。それがシオーネの願いだった。


　ただ──付け加えるならば、シオーネにもシオーネなりの望みというものがあった。


　クラウディアがアレスのことを好きだというのは、とうの昔に分かっている。そして、シオーネ自身もまたアレスについてはそれなりに好意を持っている。容姿はまあいい方だし、英えい雄ゆうと謳うたわれるほどの名騎き士しでもある。一いち途ず過ぎる性格のせいか、時折失敗をすることもあるが、すべてが完かん璧ぺきな男など女の方が遠えん慮りよしてしまうというものだ。むしろあれぐらいの方が可か愛わいげがあっていい。何より、何年か前にクラウディアと共に誘ゆう拐かいされたとき、真っ先に助けにきてくれたのがアレスだった。いつ誘拐犯たちに殺されてもおかしくないという気が狂いそうな状況からアレスは救い出してくれたのだ。そんなアレスと接していれば、惹かれない方がおかしい。


　もっとも、クラウディアが相手とあれば喜んで身を引くつもりである。しかし、王女とかそういったしがらみのことは省いて考えるとして、もしアレスとクラウディアが将来結ばれるようなことがあったとしても、あの剣けんを振るうことしか能のないアレスのことだ。肝かん心じんなとヽきヽが来れば間違いなくクラウディアに恥はじをかかせてしまうだろう。


　つまり、クラウディアのためにも、アレスに誰だれかがあらかじめ手ほどきをしておくべきだと思うのだ。そしてその役目なら、自分が務つとめてもいいのではないか。


　そんな想像だけなら何度もしてしまったことのあるシオーネだった。
















　第五章　英えい雄ゆうの帰き還かん










　ベールセール王国軍は、オルガスタの街から北西五里（約二十キロ）のところにあるエブラム平原に陣じんを張り、防ぼう衛えいの態勢を整えつつあった。


　その総勢は王国軍近この衛え騎き士し団第三軍を中心に二万八千にものぼる。これは後方要員を省いた数であり、それだけの動員が可能だったのは、ジェレイド率いる五千もの新生ボルネリア軍の参入と、ハインツ王おう太たい子しが直じき々じきに周辺諸しよ侯こうに声をかけたことが大きい。祖国の興こう亡ぼうこの一戦にあり、今こそ貴族たる者の義務を果たせ──と。


　今や王国軍は兵を動員して強固な陣地を築きずき、さらにその中には流通の中心地オルガスタから運ばれてきた軍ぐん需じゆ物資が山と積まれていた。無数の味方と山のごとき軍需物資を見れば、勇気づけられない将兵はいない。今やその士気は天をつかんばかりだった。


　そんな自信に満ちあふれた王国軍であったが、第八の月も中旬に近づいたころから連日のように訪問者があり、多くの幹かん部ぶたちを驚おどろかせることになる。


　最初の訪問者はノーラッドという名の近衛騎士だった。元はこの近衛騎士団第三軍に属していたのだが、北の傭よう兵へいから故こ郷きようの地を守るため、フィリップ将軍から半なかば無理矢理に許可をもらって王国軍を飛び出した武人である。


　ノーラッドは、北から逃にげてきた難民たちを先せん導どうしていた。そしてようやくエブラム平原に到とう達たつし、難民たちの安全がほぼ確保されたことから、再び王国軍に復帰したのである。


　復帰したノーラッドは、すぐさま王国軍の主おもだった幹部──フィリップ将軍やハインツ王太子、それにジェレイドらが勢せい揃ぞろいした天てん幕まくに呼び出され、詳しよう細さいな報告を求められることとなった。王国北部の情勢はベールセール軍にとって重要な情報であったためである。





「……我われ々われは人々を守るべく北の傭兵どもと何度となく剣を交まじえました。ですが狡こう猾かつで数の多い傭兵数百人に囲まれ、ついには死を覚かく悟ごせざるを得ませんでした。そのときです。アレス卿きようと〈風の戦いくさ乙おと女め〉が我らの救きゆう援えんにきてくれたのは」


「……それで？」


　先を促うながすフィリップの顔がやけに苦々しいことに、ジェレイドは気付いていた。


　あの将軍は、アレスの武勇談を聞くことは好きではないらしい。無理もない。フィリップは若くして将軍となったというが、それが親の七光ではないことを証明するためには余よ人じんのおよばぬ戦せん功こうを立てねばならない。ジェレイドがフィリップの立場であったならば、間ま違ちがいなく嫉しつ妬との一つも抱いだくだろう。


「は。驚くべきことに〈風の戦乙女〉の支し援えんを受けたアレス卿は、たった一人で数百もの傭兵たちを斬きり伏ふせ、追い払はらったのです」


「たった一人で……!?」


「数百の敵を屠ほふっただと！」


　出席者たちのどよめきが起こった。


「はい。おかげで私や難民たちは生き延のびることができました」


　どよめきはしばらく続いた。アレスの人にん間げん離ばなれした戦せん績せきは誰だれもがそれなりに耳にしているのだろうが、数百の敵をたった一人で蹴け散ちらしたという話を聞かされれば、思いを新たにせざるを得なかったのだ。


　──本当はもっと凄すごいことをやってるんですけどね、あの騎士は。


　アレスに千の部下を蹴散らされたことのあるジェレイドからすれば、今いま更さら大した驚きはなかった。


「その後、私は殿しんがりをアレス卿に任まかせ、難民たちを先導してここまで来たのです」


「……何も近衛騎士たる卿けいが難民の道案内のようなことをせずともよかったろうに」


　フィリップ将軍の言葉は、いささか余計なもののように思えた。恐おそらく少しでも早く話題をアレスから逸そらしたかったためだろう。


「お言葉ですが閣かつ下か、北部一帯は混乱の極致にあり、そのせいか関所を封ふう鎖さするという暴ぼう挙きよに出た領主の数も少なくありませんでした。その封鎖の解除を要よう請せいするには、近衛騎士という立場が必要だったのです」


「そうか。よくやってくれた、ノーラッド卿」


　と、フィリップとは対照的に暖かみのこもった声をかけたのはハインツ王太子である。


「アレス卿はもちろんだが、命を懸かけて多くの臣しん民みんの命を救った卿の功こう績せきも間違いなく賞賛に値あたいする。私は後日、必ずや卿の功績に報むくいるだろう」


　それはこの状じよう況きようにおいては、微び妙みような波風を立たせることになりかねない言葉だった。フィリップ将軍が先ほど「近衛騎士が難民の道案内などする必要はない」と言った直後に、ハインツ王太子はその行こう為いを称しよう賛さんしたのである。


　人々がこの話を聞けばどう思うか。フィリップを血も涙なみだもない冷血な将だと蔑さげすみ、ハインツこそ情理の分かる王に相ふさ応わしい人物だと称賛するだろう。


　それだけではない。ハインツはノーラッドへの恩おん賞しようを確約したが、そもそも論ろん功こう行こう賞しようは軍の統とう率そつ者たる将軍の仕事である。ハインツの言動は、一軍に二将を生みかねないものだ。先ほどからフィリップが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情をしているのはそのためだろう。


　問題は、先ほどからの一連の言動を、ハインツがそれと分かってやっていたのか、あるいはフィリップの足りないところを補おぎなおうとしていたのかということだ。


「ありがたきお言葉」と、ノーラッドは深々と頭こうべを垂たれた。「では王太子殿でん下か、私もことさらに功を誇ほこるつもりもありませんが、一つだけ我わが願いをお聞き入れ頂いただけないでしょうか。アレス卿は未いまだ北の軍勢と戦い続けているはずです。少数でも構かまいません、至し急きゆう彼の元へ援軍を送って欲しいのです」


　ジェレイドら出席者の視線は、議場の最前列へ、並んで座すわっている将軍と王太子へと向けられた。


　もっとも、人々の視線は、どちらかというと将軍より王太子の方へより多く注そそがれていたことだろう。ノーラッドの行動を称賛した王太子が、この要請を断るとは思えない。


　だが、王太子の言葉は誰もが意外に思うものだった。


「残念だがそれは難むずかしいと思う」


　ジェレイドを含ふくめた出席者は、一様に目を見張った。温和な性格で知られたハインツ王太子が、祖国のために戦っている騎士を見み捨すてるがごとき発言を口にするとは思わなかったのである。


「我々にはアレス卿の正確な現在地も分からないし、今や北の軍勢がどこに潜ひそんでいるかも分からない。下へ手たに援軍を出せば個別に撃げき破はされるだけだ。北との決戦を間近に控ひかえている以上、今は戦力を温存すべきだ。そうだろう、フィリップ将軍」


「あ……はい、仰おつしやる通りです」


　傍かたわらのフィリップでさえ意外だったのか、自みずからの指し揮き権けんを王太子に侵おかされたことにも気付いていないかのようにどこか上うわの空で答える。


「ノーラッド卿、卿の懸け念ねんはよく分かる」と、ハインツは続けた。「だが私は信じている。ファノヴァールの騎士ならばどのような危機でも切り抜ぬけ、必ずや生きて戻もどってくると。それにアレス卿もまた、このような状況で援軍など望んではいないはずだ。彼が自分のために犠ぎ牲せいが生じるようなことを好まない高こう潔けつな騎士であることは、卿も知っているだろう？」


「は……。確かに、仰る通りにございます。迂う闊かつな提案をした私が浅せん慮りよでありました」


　ノーラッドも納なつ得とくせざるを得なかったのか、深く頭を垂れる。


　ジェレイドは思った。


　──この王太子は、アレスのことを誰よりも信しん頼らいしているか、あるいはアレスのことを誰よりも嫌きらっているかのどちらかでしょうね。


　もちろん、彼がクラウディアの兄であることを考えれば、間違いなく前者であろう。


　ハインツの判断は恐らく正しい。あのアレスが戦場で死ぬところなど、ジェレイドにさえ想像できないほどなのだ。アレスなら援軍などなくてもひょっこり帰ってくるに違いない。


　こうして人々に様々な印象を残し、この日の会議はこれで終わった。


　だが、翌日もまた新たな客が到着したことから同様に会議が開かれ、出席者たちは再びたった一人の騎士に驚かされることになるのである。





　　　　　◆





　翌日王国軍陣地へ到とう着ちやくした客の名は、キアテーヌ侯こう爵しやくといった。


　このエブラム平原よりさらに北西の地で難民を守るため、寡か兵へいを率ひきいてミレスデン軍と一戦交えたという貴族である。


　そしてキアテーヌ侯もまた王国軍の主だった将官が勢揃いした天幕に呼ばれ、詳細な報告を求められていた。


「……というわけで北の軍勢は決して侮あなどれませぬ。我らも懸けん命めいに戦ったのですが、ついには退たい却きやくを余よ儀ぎなくされました。しかもこの際に苛か烈れつな追つい撃げきを受け、私も大きな打撃を受けることを覚悟いたしました。ですがそのとき、アレス卿が救援に駆かけつけてくれたのです」


　キアテーヌ侯は文字通り侯爵であり、本来ならば将軍に対してもこれほど丁てい寧ねいな口調を使う必要はない。しかしその態度は終始控ひかえめであった。


　もっとも、ジェレイドからすればそれはこう解かい釈しやくすることもできた。つまり、キアテーヌ侯もこの軍勢の真の統率者がハインツ王太子であると解釈していると。先ほどからフィリップ将軍の表情が優すぐれないのは、決してアレスの武勇談を聞かされていることだけが理由ではないのだろう。


「アレス卿の強さはまさに赤せき神しんの生まれ変わりのごとくでした。数千のミレスデン軍の中に単たん騎きで飛び込み、縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回り、我らが退却するだけの時間を稼かせいでくれたのです」


　ジェレイドは思わず苦笑してしまった。昨日は数百の傭兵を蹴散らし、今日は数千の敵軍を単騎で食い止めたという。この分だと明あ日すには数万の敵を撃げき退たいしたという報告が届きかねないではないか。


　一方、ジェレイド以外の幹部たちは、言葉を失って黙だまり込んでしまっていた。


「最後に申し上げます。アレス卿の手勢はわずか数十騎に過ぎぬ上、今このときもミレスデン軍を足止めするため、孤こ立りつ無む援えんのまま戦っております。できるならば、ファノヴァール伯はくのため至急援軍を出して頂きたいところですが……」


　昨日のノーラッドとまったく同じことを言う。


　ジェレイドら出席者の視線は、再び議場の最前列──将軍と王太子へと向けられた。


「フィリップ将軍、どうだろう」と、ハインツ王太子が傍らの将軍に話しかける。「昨日とは状況が違う。キアテーヌ侯の報告でアレス卿の現在地もほぼ分かっているのだし、ミレスデン軍もまだそれほど接近していないことも分かった。我が国へ多大な貢こう献けんを果たしているアレス卿を見捨てるわけにはいかない、少しだけでも援軍を派は遣けんするわけにはいかないだろうか」


　あらためてジェレイドを含ふくむ出席者たちは、ハインツ王太子の識しき見けんを見直さざるを得なかった。


　昨日とはまったく逆の意見である。しかし、自分の意見に固こ執しゆうすることなく、状況次し第だいで臨りん機き応おう変へんに対応を変えること自体なかなかできることではないのだ。


　もっとも、フィリップ将軍の顔は昨日と同じくしかめられていたのだが。


「率そつ直ちよくに申し上げます、殿下。これは大変難しい状況です。ミレスデン軍本隊の至し近きんにいるであろうアレス卿を救援するための援軍となれば、必然的に大だい規き模ぼな部隊を送らざるを得ませぬ。しかしもし大規模な部隊を送り込み、ミレスデン軍との戦いが始まるようなことがあれば、そのまま我ら本隊もなし崩くずし的にミレスデン軍との戦いに巻き込まれることとなるでしょう。戦いくさとは元来守りの側が有利なもの、この地に強固な陣じん地ちを築き、ミレスデン軍がやってくるのを待ち構えることこそが我々にとって有効な戦略なのです。その利を捨ててまでここで援軍を出すのはいかがなものかと存じますが……」


「そうか。分かった、将軍がそう言うのであれば構かまわない。ここはアレス卿を信じて待つとしよう」


　ジェレイドら出席者たちは、再び驚おどろきを隠かくせなかった。一度はアレスを助けるために援軍を送るべきと主張したハインツが、ああも簡単にその意を翻ひるがえすとは。いや、確かにフィリップ将軍の意見は無視できるものではなく、ハインツがその意見を受け入れただけと解釈することもできるのだが。


　ジェレイドとしては、ここで問いたださずにはいられなかった。ハインツ王太子という人物は、ただの日ひ和より見み主義者なのか、あるいは部下の力量を見み極きわめることに長たけた君主の器うつわを持つ者なのか。彼は未来の国王であり、ジェレイドたちの将来の交こう渉しよう相手ともなるのだ。その器は、できるだけ早いうちに見極めておくにこしたことはない。


「よろしいのですか、殿下」


　ジェレイドが口を開くと、当然のように周囲の出席者たちからは白眼視された。が、今いま更さら気にしても仕方がない。


「アレス卿の名声は今や知らぬ者のないほどにございます。そのアレス卿ほどの武人であっても見捨てられるという話が広まれば、民心は離はなれ、兵の士気も下がることが予想されますが」


　フィリップ将軍が険けわしい視線を送ってくる。彼の決断にけちをつけているのだから当然といえば当然であろう。


　他方、問われたハインツは毅き然ぜんと受け答えしてみせた。


「一軍に二将なしと聞く。私は軍事行動における全権をフィリップ将軍に委ゆだねた。そうである以上、将軍の決断には全面的に従うべきだ。つけくわえれば、アレス卿の強さは私もよく知っているつもりだ。どれほどの苦境にあっても、決して屈くつすることなく生せい還かんしてみせるだろう。援軍を送るにも危険を伴ともなう以上、ここはアレス卿の強さを信じて待つのが最適だと思う」


「……なるほど。よく分かりました」


　認識をあらためる必要がありそうだった。


　さすがはあのクラウディアの兄というべきなのだろうか。自らの立場をよくわきまえている。考えてみれば、昨日のハインツの発言にはいささか将軍の権限を侵おかすがごときもあったが、将軍の決断そのものについて異いを唱となえたことは一度もなかったではないか。


　確かにアレスを切り捨てるがごとき発言は気になるが、逆にいえばアレスのことを誰だれよりも信頼しているとも言える。


　部下を知り、部下を信じ、武ぶ勲くんを立てさせる者のことを名君という。ハインツにはやはりその素質があるということだろう。今から親しくしておいて間ま違ちがいはなさそうだと、ジェレイドは損そん得とくと打算に満ちた決断をくだした。


　そして、援軍を送る必要はないというハインツの決断が正しかったということは、この翌日に証明されることとなる。





　　　　　◆





　その日は特に会議の予定もなく、ジェレイドは来きたるべきミレスデン軍との決戦に備そなえて英気を養やしなっていた。


　ようするに午ご睡すいを満まん喫きつしていたのだが、その穏おだやかな時間はどたどたとした足音に破られることとなる。


「おーい、ジェレイド！　いい報しらせだ！」


　報を持ってきたのは、いつものようにクライスであった。午睡を邪じや魔まされたジェレイドは渋しぶい顔をせざるを得なかったが、クライスの次の言葉を聞かされると、すぐさま眠ねむ気けなど消し飛んでしまうこととなる。


「ミーアだ、ミーアが帰ってきたぞ！　〈赤の悪あく魔ま憑つき〉と一いつ緒しよに！」


「なんですって!?」


　あの二人のことだ、無ぶ事じ帰ってくることは分かっていたが、それでもいざその報がもたらされればいてもたってもいられない。ジェレイドは天幕を飛び出した。





　陣地の入り口には、すでに人だかりが出来ていた。王国にその名を轟とどろかせつつある二人の英えい雄ゆうの姿を誰もが見たがっているのだろう。


　だが、おかしなことに、英雄の凱がい旋せんであるというのに歓かん声せいの一つも聞こえなかった。人だかりを支配しているのは、不ぶ気き味みなまでの沈ちん黙もくだった。


　なぜ兵士たちがそのような反はん応のうを示しているのか。理由はジェレイドにもすぐ分かった。


　アレスの姿が、あまりにも異様だったからだ。


　一体どれほど苛烈な戦いの日々を送ればあのような状態になるのか。返り血で何度も染そめては乾かわかすといったことを繰くり返したためだろう。本来真しん紅くであるはずの近この衛え騎き士しの甲かつ冑ちゆうは、余あますところなく赤黒く変色していた。日の当たる角度によってはいっそ漆しつ黒こくに見えるほどだ。


「アレス卿、それに〈風の戦いくさ乙おと女め〉どの、よく帰き還かんしてくれた」


　最初にアレスたちを出で迎むかえたのは、ハインツ王太子だった。


「殿でん下か!?　殿下がなぜこのような危険なところにおられるのですか!?」


　こんなところに王太子がいるとは思わなかったのだろう、アレスも驚きを隠せないでいる。


「ははは、その質問にはいささか答え飽あきたな。とにかく今は私のことより卿けいのことだ。よくやってくれた、アレス卿。活かつ躍やくは聞いている、よく北の侵しん略りやく者から臣しん民みんを守り抜ぬいてくれた」


「もったいなきお言葉。私は騎士としてなすべきことをなしただけです」


「卿らしい言葉だな。とにかく、ご苦労だった。今は下がって休息を取って欲しい」


「ですが私の任はまだ終わっておりません。将軍閣下に事の次第を報告しなければ」


「その意気は嬉うれしい。しかし、ミレスデン軍本隊との戦せん端たんはもういつ開かれてもおかしくない状じよう況きようだ。報告だけなら他の者にもできるはず、今は体を休めることを優先して欲しい」


「アレス卿、ここは王太子殿下の仰おつしやるとおりです」


　そう口を挟はさんだのは、アレスの後ろに控ひかえていた見知らぬ騎士であった。


「報告の任は私が務つとめましょう。アレス卿は我らが援えん軍ぐんに駆けつけるよりもさらに前から戦いを続けておられるはず。今すぐにでも体を休めるべきです、それこそがもっとも祖国に貢献できる道ではないかと」


「失礼だが、卿は？」と、ハインツ王太子が尋たずねる。


「は。クレティクスと申します。我が主あるじミュートス伯の命により、アレス卿への援軍の任を承うけたまわった者です」


「そうか。聞いたな、アレス卿。卿らの活躍はクレティクス卿より聞くとしよう。今は下がって身を休めるべきだ」


「ですが──」


　と、なおも食い下がろうとしたアレスの肩かたに、無言でミーアが手を置いた。


「いいじゃないアレス。クレティクスにできることならクレティクスに任せて、休めるうちに休んどく方がいいわ。北との戦いはまだまだこれからなんだし」


「……そうだな。確かにその通りだ」


　アレスはハインツに向かって頭こうべを垂たれた。


「分かりました、それではここはお言葉に甘えさせて頂きます」
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　間もなく、いつもの顔ぶれで急きゆう遽きよ会議の場が設もうけられた。唯ゆい一いつの新顔はクレティクスという騎士だけである。


　そして出席者一同は、クレティクスの報告が進む度たび、その顔を千せん変ぺん万ばん化かさせるのであった。


　ラノザノ橋では、キアテーヌ侯こうの敗軍と難民が逃にげる時間を稼かせぐため、単たん騎きでその橋上に姿をさらし、敵軍の進しん攻こうを食い止め続けた。


　ミレスデン軍がラノザノ橋を越こえたその晩には、ほんの数十騎の手勢を連れて敵陣地に夜や襲しゆうを仕し掛かけ、焼き払はらった。さらにアレスは単騎で敵陣地の奥深くへ攻せめ込み、敵将の首を取ろうとした。これには残念ながら失敗するものの、そのおかげで夜襲を仕掛けた他の仲間は大した追つい撃げきを受けることもなく全員無ぶ事じ逃げることができたという。


「……以上です。アレス卿の戦いぶりはまさしく赤神オディウスの申し子と呼ぶにふさわしいものであり、その献けん身しん的な戦いによって多くの人々の命が救われました。彼かの騎士と共に戦った武人としては、アレス卿の戦功が正しく報むくわれることを祈いのるばかりです」


　クレティクスはそう報告を言い結び、議場は沈黙に包まれた。


　ジェレイドもまた表向き神しん妙みような顔をして黙だまり込んでいた。ここまで人にん間げん離ばなれした話を聞かされると頭の方がついていかないのか、ジェレイドの脳のう裏りではおかしなことに冗じよう談だんさえ浮うかんでいた。それは次のようなものである。





　……ベールセール王国に、北国レアニール連合王国が侵略戦争を仕掛けてきた。


　北の軍勢は何万という大軍で、兵も精せい強きようで知られている。これに対たい抗こうするため、ベールセール軍は国中の物資をかき集め、何万という兵士を動員した。そして連日のように作戦会議を開いて綿密な戦略を立て、民たみを犠ぎ牲せいにして時間を稼ぎ、一ひと月つきの時を経へてついに必勝の態勢を作り上げることに成功した。





　一方、アレスは単騎で突つっ込こんだ。





　──笑えませんね、これは。


　どうやら自分に冗談の才能は皆かい無むであるらしい。弁べん舌ぜつについては多少自信もついてきたつもりだったが、たとえ天下に太平が訪れても漫まん談だん家かにだけはなるまいと決意する。


「分かった」と、沈黙を破ったのはフィリップである。「アレス卿きようの戦功はよく覚えておこう。この度たびの戦せん役えきが終われば、必ずやその功績に報い、恩賞を与あたえよう」


　どうにか堪こらえてはいるようだが、どこか渋しぶ々しぶ口にしていると言った感は否いなめない。


　信しん賞しよう必ひつ罰ばつは武人の常つねであり、この状況でアレスの戦功を無視するがごとき発言をすれば、将としての器うつわを疑われる。フィリップからすればさぞ心苦しい状況であるに違ちがいなかった。





　こうして王国軍は一いつ騎き当とう千せんの名を不動のものにしつつあるアレスという英雄を軍列にくわえ、一部の例外を除のぞき将兵の士気はいよいよ高まり、万全の状態でミレスデン軍を迎むかえ撃うつ準備を整えた。


　そしてこの日の夕刻、ミレスデン軍はついにエブラム平原の北西に姿を現すこととなり、ベールセールとミレスデンの両軍は、いよいよ決戦のときを間近に迎えることとなる。第八の月一五日夕刻のことであった。
















　第六章　エブラム平原の決戦　前編
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　エブラム平原の北西に現れたミレスデン軍は、日が暮くれるまでのわずかな間に陣じん地ちを構こう築ちくした。ベールセール軍のような強固な陣地ではなく、あくまで軍の中ちゆう枢すうを最低限守りうることを目的とした即そく席せきの陣地である。これはベールセール軍に対抗するためというよりは、先日受けた夜や襲しゆうのような攻こう撃げきを防ぐという意味合いの方が強かった。


　そして少なくともこの日には、ベールセール軍とミレスデン軍の間に戦いはなかった。日が暮れる直前だったということもあるし、すでに一度痛い目にあっているせいか、ミレスデン軍の備そなえは堅けん実じつでベールセール軍も攻せめる隙すきを見出せなかったのである。あるいは〈風の戦いくさ乙おと女め〉率ひきいるボルネリア軍の弓きゆう騎き兵へい部隊、通つう称しようヘルヴォル隊を動員すればかく乱の一つもできただろうが、彼らの指し導どう者ジェレイドは自分から部下を危険にさらすような提案はしなかったし、他の将官も王国軍をさしおいてボルネリア軍に名を成さしめるような提案をしようとはしなかった。


　とはいえ、ベールセール軍からすれば、ミレスデン軍に時間を与あたえることは、長ちよう距きよ離りを進軍してきたことによる疲ひ労ろうを回復する時間を与えてしまうだけである。そのため、ベールセール軍は翌日には攻撃を仕し掛かける決断を下していた。


　そして、明けて第八の月一六日。


　ベールセール軍は雌し雄ゆうを決すべく本ほん陣じんを出てエブラム平原の中央に進出した。そしてこれに対し、ミレスデン軍もまたこの日を決戦の日と決めていたかのように、全軍を出撃させたのである。


　これはベールセール側の将官を驚おどろかせることとなる。本来ミレスデンからすれば、決戦は少しでも先延のばしにできた方が有利なはずだからだ。時間を稼かせげれば兵士の疲労を癒いやし、陣地を強固なものとするだけの時間を得られることはもちろん、北東から南進しつつあるはずのディレニア軍がやってくるのを待つこともできる。現在ベールセール軍がもっとも恐おそれているのは、ミレスデン、ディレニアの両軍に挟きよう撃げきされることなのだから。


　しかしベールセール側は知る由よしもなかったが、ミレスデン側としても、いくつかの理由から、この日を決戦の日とせざるを得なかったのである。


　第一に、アレスらによって受けた夜襲によって兵ひよう糧ろうが心もとなくなっていたこと。


　第二に、ディレニア軍の動きが想定していた以上に遅おそかったためである。


　現時点では、ディレニア軍は未いまだ国境のダルム城じよう砦さいとオルガスタまでの行程の四分の一も消化していなかった。ディレニア軍がミレスデン軍とベールセール軍とを戦わせ、共とも倒だおれを狙っていることは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。


　こうなるとミレスデン軍は極きわめて厳きびしい立場に立たされることになる。ミレスデン軍はまずほぼ同兵力のベールセール軍を打ち破った後、城じよう塞さい都市オルガスタを陥かん落らくさせ、なおその上に間ま違ちがいなく同どう盟めいを破は棄きして攻めてくるであろうディレニア軍を撃げき退たいしなければ、ベールセールの不ふ凍とうの大地を手に入れることができないのだ。


「この状況はあまりにも我わが軍にとって不利である。ここは我らも一時後退し、長期戦となることを覚かく悟ごしてでもディレニア軍が南下するのを待つべきではないか」


　ミレスデン軍の幹かん部ぶの中にはそう主張する者もいたが、ライオネル大だい元げん帥すいは却きやつ下かした。


　ディレニア軍は国境のダルム城砦という後方拠きよ点てんを手に入れたことで著いちじるしく兵へい站たんが強化されたが、ミレスデン軍は確固たる拠点を築きずかぬまま──だからこそ迅じん速そくな進撃が可能だったのだが──長距離を進撃したことにより補ほ給きゆう線が伸のびきり、長期戦に向けた対応が難むずかしかったためである。ただでさえ現時点でも兵糧の多くは現地からの略りやく奪だつによって調達している有様なのだ。


　もっとも、理由はもう一つあった。ベールセール軍と城塞都市オルガスタという二つの障害を正面から相手にしたとしても、なお絶対に負けないという確信が、ライオネル大元帥にはあったためである。


「我らには姫ひめ巫み女この力がある。あの力がある限り、いかなる軍勢もいかなる城じよう壁へきも敵ではない」


　こうして王国暦れき八十三年第八の月一六日。ミレスデン軍とベールセール軍の決戦は始まった。実際に決戦に加わったベールセール軍の総勢はおよそ二万五千、ミレスデン軍はおよそ二万三千であり、数の上ではほぼ互ご角かくであった。
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　充じゆう分ぶんな兵力があり、かつ兵力を展開するに充分な広さがある戦場ならば、遊ゆう兵へいを生み出さないためにも陣じん形けいは横に広げるべきである。もちろん戦線を突とつ破ぱされては何にもならず、ある程度の厚みは必要となるが。


　そしてエブラム平原には数万の軍勢を展開できる広さがあり、かつベールセール軍、ミレスデン軍双そう方ほうに充分な兵力があった。


　そのせいか、両者の陣形はもっとも有効であるがゆえに陳ちん腐ぷとされる形になっていた。


　軍を中央、右う翼よく、左翼の三つに分け、それぞれを同時に前進させるという形である。もちろん中央の軍勢がもっとも厚みがあり、そして勝敗を決する戦いも中央の軍勢同士で行われることになる。しかし右翼、左翼のいずれかの軍勢が眼前の敵を打ち砕くだくことに成功すれば、そのまま横、あるいは後方から中央に攻め込むことができる。三つの軍勢による戦いは、いずれもが軽視できぬ重要なものだった。


　もっとも、両軍がこの陣形を取ったことにはもう一つ理由がある。


　一つはベールセール軍側の右翼を務つとめるのが、ジェレイド率いるボルネリア軍だったためである。ベールセール軍としては、ついこの間まで反乱軍として刃やいばを交まじえていたボルネリア軍を軍の主力に据すえることはできず、遊ゆう撃げき隊として配置するしかなかったのだ。軍勢の数は五千、一いち翼よくを担になわせるには充分である。そして右翼にそれだけの軍勢を置きながら、左翼を空白にする意味もなく、ベールセール軍は三つの軍勢を編制することとなったのである。


　他方ミレスデン軍もまた軍勢を三つに分けたのは、彼らにはベールセール軍のような大だい規き模ぼな騎兵隊が存在しないということが大きい。これは敵の遊撃部隊に対して臨機応変に対処することが難しいということでもあり、敵軍に回り込まれることを防ぐため、あらかじめ戦列を広げておく必要があったのである。


　かくして双方三つずつ、計六つの軍勢は、互たがいに距離を縮ちぢめつつあった。


　そして、まず中央において最初の戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされたのである。
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「放てぇ！」


「放て」


　ベールセール軍総指し揮き官フィリップ将軍、ミレスデン軍総指揮官ライオネル大元帥。両者の声は、場所こそ異ことなるもののほぼ同時に発せられた。


　矢戦の始まりである。何千という矢が一いつ斉せいに空に放たれ、大きく弧こを描えがいて両陣じん営えいに降ふり注そそぐ。


　地じ獄ごくの始まりであった。二十年、三十年という果てしない時をかけて成長してきた人の命が、たった一本の矢によって無む造ぞう作さに奪うばわれていく。目に矢が突き刺ささった兵士が凍こおるような絶ぜつ叫きようをほとばしらせ、運悪く三本もの矢が同時に突き刺さった兵士は血にまみれながら地面をのたうち回り、挙あげ句く、前進を続ける味方に踏ふみ潰つぶされて絶命した。


　それでも兵士たちは構かまわず前進を続け、そしていよいよ両軍は接せつ敵てきし、更さらなる陰いん惨さんな戦いが始まる。


　生きるか死ぬかの戦場では、人間として赦ゆるされざるあらゆる行動が是ぜとされる。相手の背中を襲おそうことも、三人がかりで一人の敵を滅めつ多た刺ざしにすることも、泣きながら慈じ悲ひをこう男の頭を叩たたき潰すことも、すべてが赦されるのだ。


　武器だけで決着がつかなければ手や足も使う。肘ひじで相手の鼻を打ち砕き、あるいは指を突つき入れ相手の目をえぐりだそうとすらする。万を超こえる軍勢が正面から衝しよう突とつし合えば、万を超える種々様々な地獄絵図が展開されるのだった。


　それは常人が見れば吐はき気をも催もよおす光景である。しかし、戦場ではどこででも見られるよくある光景に過ぎない。両軍の指揮官は、より効こう率りつ的な地獄絵図を生み出すべく、余念がなかった。


　最初に動きが生じたのはミレスデン軍の中央に位置する本隊である。


　もっとも苛か烈れつな最初の攻撃の応おう酬しゆうが終わったとき、それは姿を現した。


　全身余あますところなく鉄で固めた歩兵の一団である。
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「現れおったな、北の鉄てつ屑くずどもめが」


　中央の前線で動きが生じたことを、後方から戦場を見み渡わたしていたフィリップ将軍は冷静に感知していた。


　ミレスデン軍の特とく徴ちようは二つある。傭よう兵へいと、そして重じゆう装そうの歩兵だ。


　財はあるが養やしなえる人口が少ない北の国々では、必然的に傭兵を用もちいる機会が多くなる。そしてもう一つ、自国で算出される豊富な鉱物資源を利用しない手はなく、軍の中ちゆう核かくをなす兵士たちに重武装を施ほどこすことが可能だった。


　結果的に生まれたのが数千もの重装歩兵隊である。


　全身を分厚い鎧よろいで包み、大きな盾たてを持ち、槍やりと斧おのと錐きりとを組み合わせた鉾ほこ槍やりと呼ばれる棒ぼう状の武器で武装した彼らが一度戦線に出てくれば、打ち破るのは至し難なんである。矢はもちろん並なみの歩兵の武器でさえ太た刀ち打うちできない。


　この重装歩兵隊にだけは、ベールセール王国が誇ほこる騎き馬ば突とつ撃げきも通用しない。いや、実際に突撃すれば打撃は与あたえられるだろうが、代だい償しようとして突撃した側も馬をやられ、相打ちとなるのが関の山である。


　六年前の第三次シエゴラス戦せん役えきにおいて、その実力はいかんなく発はつ揮きされ、ベールセール軍は何度となく苦く汁じゆうを舐なめさせられた。


　だが、そのときの経験を活いかさないほどベールセール軍も馬ば鹿かではない。第三次シエゴラス戦役の最さ中なかから、その対策法は研究されていた


　あらゆる武器を受け付けない重装歩兵だが、弱点はないわけでもない。当然だが重装であるがゆえに機動力はないに等しい。それゆえに戦線を維い持じすることはともかく、突破力には乏とぼしい。


　そして第二に、兵の疲労も並ではない。何十斤きんもの鉄の塊かたまりを身にまとっていれば当然である。それに、今は真夏である。ベールセールの夏はそれほど暑い方ではないが、雪国であるミレスデン出身の兵士たちにしてみれば、相当な不快さがあるはずだ。長時間の稼か動どうには耐たえられない。


「中央は無理に押すな！　両りよう翼よくの部隊に伝令だ、攻こう勢せいに出よと！」


　それゆえフィリップは、中央においては敵の勢いきおいを受け流し、両翼の部隊を前進させるよう指示を出すこととなる。
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　ベールセール軍の右翼を務めるのはジェレイド率いるボルネリア軍である。


　現時点において、この右翼では未だ目立った戦いは起こっていない。〈風の戦乙女〉の力によって一方的な矢戦が可能なボルネリア軍を前に、眼前のミレスデン軍は防ぼう御ぎよを固めるのに精せい一いつ杯ぱいで下へ手たに接近することもできなかったためである。


「本隊より伝令！　攻勢に出よとのことです！」


　指示を聞いたジェレイドは、ようやく積極的に命令を出し始めることとなる。


「さて、本番ですね」


　実のところジェレイドの脳のう裏りには、ベールセール軍とミレスデン軍をぶつけ、漁ぎよ夫ふの利を得るという戦略もあった。しかし、クラウディア王女が主しゆ導どうした交こう渉しようによってすでにベールセール軍とは盟めい約やくができている。こうなった以上、新生ボルネリア軍はどの部隊にも勝まさる実じつ績せきを上げることで、地位を固める必要があった。


　つまり、ジェレイドとしては一ひと度たび攻勢を命じられたからには、手て加か減げんをする理由はなかった。


「第一大隊は射しや撃げきを継けい続ぞくしつつ後退の用意を。第二、第三大隊は前進してください」


　ボルネリア軍は千人からなる大隊を五つ保有しており、第一大隊は矢戦のために編制した部隊である。今のところは〈風の戦乙女〉の起こした風の守りによってほとんど打撃は受けておらず、一方的な射撃を行うことができていた。しかし、攻勢に出るとなると〈風の戦乙女〉に別の役割を託たくさねばならず、一いつ旦たん後ろへ下げる必要があったのだ。代わりに旗き下かの兵力二千を前面に押しだし、攻勢に出るのである。


「ヘルヴォル隊に伝令。右翼より敵後方へ回り込み、敵の牽けん制せいを開始してください」





　このときボルネリア軍の前に対たい峙じしていたミレスデン軍左翼部隊は、いくつもの傭兵団をまとめあげて作られた混成の部隊だった。しかし決して寄せ集めというわけではなく、中核を成すのは信しん頼らいと実績のある大規模な傭兵団である。さらにこれを指揮するシャローム傭兵団長はこういった混成部隊を率いて戦うことに習しゆう熟じゆくした武人であった。


　彼らはベールセール軍を利する一方的な風が突とつ如じよとして止やんだことを悟さとると、これまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすつもりで弓矢による攻こう撃げきを開始しようとした。


　しかしこのときボルネリア軍二千の兵が突出してきたため、慌あわてて迎げい撃げきの態勢を取らざるを得ず、射撃の機会をほぼ失うこととなる。


　もっとも、接近戦は傭兵の得意とするところである。彼らは後手に回ることを嫌きらい、自分たちから攻勢に出た。


　こうしてこの地を巡めぐる戦いでも、数千の兵士たちが血で血を洗う悲ひ惨さんな光景が生まれるようになった。剣けんで体を切り裂さき、槍で臓ぞう物もつを貫つらぬき、足で負傷者の頭を踏み砕くという、まさに生きるためならいかなる手段も躊ため躇らわない凄せい惨さんな戦いが繰くり広げられる。


　数百人の死傷者を出した戦いの結果、優勢だったのはジェレイド率いるボルネリア軍の側だった。


　兵の強さに分ぶがあるのは傭兵団の方だったが、ボルネリア軍は指揮官の優ゆう秀しゆうさにおいて上だったためである。


　この場合、指揮官とはジェレイドのことではなく、その指示を受けて兵を指揮する中級指揮官のことを指す。ボルネリア軍における中級指揮官は千人長、百人長の名で呼ばれていたが、彼らの働きは優秀だった。絶たえ間なく戦線を監かん視しし、戦線が破られそうなところや、逆に味方が押している戦線を見つければ即そく座ざに援えん護ごの兵を投入、あるいは要よう請せいするのである。


　それはジェレイドの教育と、ボルネリア軍こと旧反乱軍が、王国軍との戦いによって得た経験の賜たまものだった。第一次、第二次トゥールスレン攻こう防ぼう戦せんにおいて、彼らは王国軍に苦しめられ続けてきたが、それは中級指揮官たちを育てる恰好の場ともなったのである。


　さらにジェレイドはボルネリア軍を編制するにあたって、一万五千の兵から精せい鋭えいのみを選よりすぐったのだ。負ける材料などなかった。


　この上、ボルネリア軍には〈風の戦乙女〉率いるヘルヴォル隊の援護があった。


　彼ら弓きゆう騎き兵へい隊は、背中に風を受けながら迅じん速そくに戦場を移動し、敵の横あるいは後方から矢を放ち、ボルネリア軍を援護し続けた。


　ミレスデン軍の左翼部隊にはこれに対たい抗こうする手段がなく、じりじりと兵力と士気とを削けずられていったのである。





　　　　　◆





「大だい元げん帥すい閣かつ下か！　左翼のシャローム傭兵団長から伝令です。敵の弓騎兵隊に対処するため、〈銀ぎん狼ろう団だん〉を派は遣けんして欲しいとのことです」


「シャロームが手こずるか。侮あなどれぬな」


　ライオネル大元帥は剛ごう毛もうのあごひげを撫なでつけながら思案をめぐらせた。


〈銀狼団〉は貴き重ちような騎き馬ば隊である。彼らの本来の役目は退たい却きやくする敵への追つい撃げきであり、戦いが始まったばかりの今の段階では投入すべきではない。しかし自軍左翼が劣れつ勢せいにあることは確かであり、なんらかの早急な対処が必要だった。


「やむを得ん、〈銀狼団〉に伝令を出せ。敵の弓騎兵隊を追い回せとな」


「はっ、承知しました！」


　こうして〈銀狼団〉はその名に恥はじぬ狼おおかみのような迅速さでヘルヴォル隊に襲おそいかかった。


　もちろん同じ騎兵であり、風の精せい霊れいの加護があるヘルヴォル隊が〈銀狼団〉に食いつかれることはなかったが、常つねに追い回される形になったため、必然的にボルネリア軍への援護が希き薄はくとなる。





　結果的に、ベールセール軍右う翼よく側──ジェレイド率いるボルネリア軍とミレスデン軍傭兵団との戦いは、ボルネリア軍がやや優勢を保ちつつも混戦の様相を呈ていしていった。
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　他方、ベールセール軍左翼側の戦せん況きようは一進一退というところであった。


　左翼のベールセール軍は総勢八千、指揮官は近この衛え騎き士しモルドである。


　フィリップ将軍の腹心──あるいは取り巻きとも言える中年の騎士だ。人事権を持つフィリップが、腹心の部下に手て柄がらを立てさせることで発言力を強めようと考こう慮りよした結果の配置である。もっともこの場合、モルドが敗北を喫きつしてしまうような低能であれば、フィリップもまた任命責任を問われかねない。それゆえ打算によって選出されたモルドではあったが、その武勇や統とう率そつ力は水準以上だった。


　ただ、彼は生来無口な性格で、その点だけが指揮官として懸け念ねんされていた。


　しかし、実際の彼の戦せん闘とう指揮を見れば、その心配が杞き憂ゆうだったと誰だれもが察するだろう。


「ボルドウィン卿きよう、エルトリア伯はくの援護を！　カシエル卿は左翼より攻勢に出られよ！　弓隊、数が薄うすくなっているぞ、何をしている！　反撃を恐おそれるな、やられた分だけやりかえせ！」


　モルドは必要がなければ何もしゃべらないだけで、必要とあればいくらでも大声の出せる性格でもあった。モルドは軍勢の後方ではなく、時折流れ矢さえ飛んでくる中央に座し、馬の上から戦況を見み極きわめ矢継ぎ早に指示を出し続けた。


　本来、貴族の中には国王直属とはいえ近衛騎士風ふ情ぜいに命令されることを嫌いやがる者もいるのだが、次から次へと的確な指示を出し続けるモルドに対しては口を挟はさむ暇ひまもなく、またそのあまりの饒じよう舌ぜつぶりに反論する気にもなれず、唯い々い諾だく々だくと従わざるを得ないという有様であった。


　しかし、彼らの敵もまた優秀だった。


　このときモルド率いる左翼を相手にしていたミレスデン軍は、傭兵でもなく雑ぞう兵ひようでもない、士族──すなわち正規兵で構成されていた。


　士族たちは連年の戦いくさで経験は充じゆう分ぶんに積んでおり、上から下まで見事に統一された指揮権を有していた。指揮官はモルドに負けず劣おとらず的確な指示を出し続け、中級指揮官もまたその指示を忠実に守り続けた。


　こうしてベールセール軍左翼における戦いは、一進一退の攻こう防ぼうを続けることとなる。


　そしてこの戦場においても、赤い騎士の姿は未いまだ確認されていなかった。
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「左翼も右翼も突とつ破ぱできんとはな……。ええいジェレイドめ、口ほどにもない」


　戦況を後方から見渡していたフィリップは、唇くちびるを歪ゆがめて毒どくづいた。


「そうだろうか。右翼のジェレイドはよくやっている方だと思えるが」


　よりによってそう口にしたのはハインツ王太子であった。しかもハインツの言の正しさはフィリップも認みとめざるを得なかった。


　しかし中央や左翼のベールセール軍が拮きつ抗こうもしくは劣勢状態にあるというのに、ボルネリア軍のみ優勢を保っているとなれば王国軍の面めん子つは丸まる潰つぶれである。かといって、もし右翼が破られるようなことがあれば、ベールセール全軍が危機に陥おちいりかねない。


　フィリップからすればかなり複雑な状じよう況きようであり、さしあたりハインツの言葉は聞こえなかったフリをするしかなかった。


「フィリップさま」と、参さん謀ぼうギルマードが声をかける。「敵の重装歩兵が出てきたことにより、中央は未だ劣勢の状況にあり、好転の兆きざしもありません。ここは左翼に騎士隊を投入し、変化を与あたえることを検討すべきかと」


「もう騎士隊を動かすというのか？　いささか早すぎると思うが」


　強力な突破力と高い防ぼう御ぎよ力とを誇ほこる騎士隊は、ベールセール軍の切り札ふだでもある。停てい滞たいしつつある戦局を打破するに、彼らほど効果的な援えん軍ぐんはない。


　しかしそれゆえに騎士隊は極きわめて貴き重ちようであり、敵が劣勢にある状況でとどめとして騎士隊を投入するのならいいが、敵が未だ健在の状況で投入すれば大きな被ひ害がいを受けることになりかねない。フィリップが躊ちゆう躇ちよしたのは当然だった。


「ですがこのまま双そう方ほう消しよう耗もう戦となれば、未だ北に在あるディレニア軍を利するだけとなりかねませぬ。それにミレスデン軍は大きな被害を出すことを恐れているはずです。彼らはこの戦いで勝利したとしても、まだ城じよう塞さい都市オルガスタを落とさねばならないのですから。それにこの遠い異国の地で多くの戦力を失えば、たちまちミレスデン本国が周辺諸国から攻せめ立てられるであろうことも理解しているはず。となれば、早期に多大な損害を与えることができれば、ミレスデン軍は早々に退却してくれるかもしれませぬ」


　ギルマードの提言には聞くべき点があった。今回の戦に限っては、虎とらの子この騎士隊を早期に動かし戦局を動かすことに大きな意味があるのだ。


「いいだろう、ベルワルド卿に伝令を出せ。左翼のモルド卿と共に眼前のミレスデン軍を打ち砕くだき、そのまま戦場を迂う回かいしてミレスデン軍本ほん陣じんを真横から攻めよと」


「騎士隊を動かすならば、右翼のボルネリア軍の方へ回した方がいいのではないか？」


　フィリップにとって余計極まりない提言をしたのは、やはりハインツ王太子であった。


「現在、もっとも優勢なのは右翼だ。あそこへ騎士隊を投入すれば、もっと早くに停滞した戦局を打開できると思うのだが」


「…………」


　間ま違ちがってはいない指し摘てきである。だがボルネリア軍に功を立てさせることなどできない。フィリップは必死に反論の糸口を探さがした。


「殿でん下か。お言葉はもっともですが、ジェレイド率ひきいるボルネリア軍は騎士隊との連れん携けい訓練を行っておりません。一方で左翼を率いるモルド卿は近衛騎士だけあって騎士隊の活いかし方をよく心こころ得えているはずです」


「そうか、なるほど。いや、詮せんのないことを言った。忘れて欲しい」


「は」


　ハインツは、確かに将軍に与えられた命令権を侵しん害がいするつもりはないようだった。しかし小言に等しい提言を何度も繰り返してくる。恐らくは命令権そのものを侵害しなければそれで許されると思っているのだろう。フィリップとしては度し難がたい思いだった。


「将軍閣下、申し上げます」


「…………」


　そしてこのとき、瞬しゆん間かん的にフィリップの顔は引きつった。もっとも聞きたくない人物の声を聞いてしまったためである。


「何用か、アレス卿」


　嫌いや々いや振ふり返ったフィリップの前で、赤黒い血を洗い流した赤の騎士が跪ひざまずいていた。


「私も騎士隊の一人として戦う機会を頂いただきたいと存じます」


　正直なところ、そろそろ来るのではないかと思っていた。この戦いくさ狂ぐるいがじっとしているわけがない。


　フィリップは必死に屁へ理り屈くつを探した。残念ながらアレスは強い。それは認めざるを得ず、そのアレスを戦場に出せば再び大たい功こうを立てることは間違いない。フィリップとしては今以上に自分の存在感が薄くなるようなことは絶対に避さけねばならなかった。


「いや、卿けいはこれまでにもう充分に戦った。これ以上危険に身をさらさずとも卿を臆おく病びよう者と謗そしる者は絶対にいないだろう。それに貴き公こうは結けつ婚こんもしておらず、跡あと継つぎもおらぬ身。その身に万が一のことがあれば我わが王国は最大の武家を失うこととなる。ここは自重して頂きたい」


　我ながらそこそこの説得力はあると思えた。この理由でアレスを後方に下げていれば、誰も文句は言えまい。


「生あい憎にくながら閣下──」しかしアレスは引かなかった。「私は別に許可を求めているのではないのです。以前の私は近衛騎士という立場にあり、閣下のご命令とあれば従わざるを得ませんでしたが、今の私は伯はく爵しやくという立場にあります。国難に際して貴族が戦うのは義務であり、少なくともその義務を放ほう棄きさせる権限は閣下にもないと存じますが」


　フィリップは思わず目を見開いた。戦うことにしか能のないはずのアレスがこのような理り屈くつをこねくり回すとは思わなかった。誰かが入れ知ぢ恵えでもしたとしか思えない。


「私はアレス卿に戦う機会を与えるべきだと思う」


　余計なことを口にしたのは、またもハインツ王太子であった。


「フィリップ将軍の懸け念ねんはもっともだが、武人にとっては家が断絶することよりも戦いの機会を取り上げられることの方が屈くつ辱じよくだと聞いている。ここはアレス卿の意思を尊重すべきだと思うが」


　その細い首を切り落としたい衝しよう動どうに駆かられる。


　なぜここでアレスを援えん護ごするような発言をするのか。あれほど将軍の職権は侵おかさないと言っていたくせに、なぜいちいち反対の意見を述のべるのか。意見を述べるだけなら職権を侵さないと本気で思っているのか。次期国王たる自分自身の発言力がどれほど大きいかをわきまえていないとしか思えない。


「フィリップさま。これ以上はさすがに……」


　耳元で腹心ギルマードが囁ささやいた。


　言われずとも分かっていた。アレスも王太子もそれなりに筋の通った理屈を並べ立てており、しかもそれに対する効果的な反論もできない。にもかかわらずこれ以上アレスを戦場から引き離はなしていれば、将軍らしからぬ何らかの恣し意いがあると見られかねない。


「……分かった。ではアレス卿は騎士隊に加わり、戦功を立てられるがよい」


「はっ、ありがとうございます」


　赤いマントを翻ひるがえして去っていくアレスを憎にく々にくしげに見つめる。こうなったらできるだけアレスが戦功を立てることのないよう神に祈いのるだけだった。





　結局のところ、このときのフィリップの判断は正しく、祈りは神に通じたようだった。騎士隊を率いるのではなく、騎士隊の一騎士として組織に組み込まれたアレスは、並なみの騎士よりはもちろん勇ゆう猛もう果か敢かんであったが文字通り一騎士としての働きしかできなかったのである。





　　　　　５





「まさかこれほどだとはな……。まだ侮あなどっていたということか……」


　ライオネル大だい元げん帥すいは、ミレスデン軍右う翼よくに生じた新たな動きに気付いていた。


　ベールセール軍が騎士隊を投入してきたのである。高い機動力と高い攻こう撃げき力に圧あつ倒とうされ、右翼の軍勢は戦線のそこかしこに穴をあけられ、劣れつ勢せいに陥おちいりつつあった。


　騎士隊の投入は予想していたが、まさかこれほど早期に投入してくるとは思わなかった。いや、判断は正しい。ミレスデン軍にはまだ城じよう塞さい都市オルガスタとディレニア軍という強敵が残っている。この戦いで勝利し、なおかつ兵力を温存できなければ侵しん略りやく作戦の継けい続ぞくに大きな支障が生じるのだ。決戦の序じよ盤ばんにおいて大きな打撃を受ければ、兵力にまだ余よ裕ゆうがあっても、いや、余裕があるうちだからこそ退たい却きやくを検討しなければならなくなってしまう。ベールセール軍の指揮官はフィリップとかいう若造であると聞いているが、よほど軍才があるのか、あるいはよほど優ゆう秀しゆうな補ほ佐さがついているのだろう。


　もっとも、まだまだ勝敗の行ゆく方えは分からない。右翼は劣勢、左翼もやや劣勢といったところだが、中央の戦は重装歩兵隊の働きにより、依い然ぜんとして優勢を保っている。そして、戦とは中央を制した側の勝ちなのだ。それに敵将フィリップはライオネルの半分も生きていない若造である。今のところ誤あやまった判断は下していないようだが、それが今後も続くとは思えない。どこかで付け入る隙すきの一つも作ってくれるかもしれない。


　しかし、このままでは敵の中央を制するよりも先に、右翼と左翼において兵力を大きく削けずられてしまうだろう。それでは勝利してもベールセール北部をミレスデン王国の恒こう久きゆう的てきな支配下に置くという目的を達成することは難むずかしくなる。


「やはり使わなければならぬか」


　できれば使いたくはなかった。ミレスデンの最高機密たる姫ひめ巫み女この力は。


　彼女の力があればこんな野戦で勝利することはたやすい。唯ゆい一いつの懸け念ねんは、姫巫女の生命力がどこまで保もつかである。できれば彼女の力は城塞都市オルガスタへ攻せめ込むときまで温存したかった。しかし、今こそがこの戦争を継続できるかどうかの重要な契けい機きなのだ。


「……しばしこの場を任まかせるぞ。すぐ戻もどる」


「は……!?　あ、いえ、分かりました」


　部下たちは驚おどろきを隠かくせなかったようだが、忠実な彼らはこれから上官が行おうとしていることに何の疑問も抱いだかず、素す直なおに従った。


　そんな部下たちを尻しり目めに、馬に乗る。こればかりは伝令を出すわけにもいかず、将軍直じき々じきに動く必要があった。これから起こる奇き蹟せきを起こすのが一人の少女だと知られるようなことは極力避けねばならない。


　後方の陣じん地ちへと馬を走らせる。兵卒はもとより将官でさえ近づくことを禁止されている天てん幕まくへ向かって。





　　　　　◆





　緑りよく神しんアトラスの申し子たる姫巫女。


　そんな長ったらしい二つ名を持つ少女──システィナは、ライオネル大元帥が姿を現した瞬間に、そのときが来たことを悟さとった。


「姫巫女どの。お力を借りるときがきました」


「……分かりました」


　他に言葉は必要なかった。この時点でライオネル大元帥が姿を現したということは、ミレスデン軍はやや不利な状じよう況きようにあるということだ。システィナは緑神アトラスより授さずけられた力で、戦況を好転させなければならないのだ。


　システィナは、どこかおぼつかない足取りで立ち上がった。


　傍そばに控ひかえている侍じ従じゆうの少年が、今にも涙なみだを流さんばかりの表情でシスティナを見上げていた。


「姉さん。どうか、ご無事で……」


　お互たがい覚かく悟ごしていたことだ。それ以上の言葉はいらなかった。


　唯ゆい一いつの肉親に微ほほ笑えんで返すと、ライオネルと共に天幕を出る。


「ライオネルさま。もしわたしに何かあったそのときはあの子のことを……」


「承知しております、我が息むす子ことして育てましょう。しかし仮定のこととはいえ、そのような話はやめて頂きたい。あなたが負けることなど考えられませぬ」


「そうだと……いいのですけど……」


　システィナが力を使うのはこれが初めてではない。すでに大勢の人の命を奪うばっているのだ。


　異教だが、赤神オディウスの教えには因いん果が応おう報ほうという言葉があるという。これまでも、そしてこれからも多くの人の命を奪っていく自分に報むくいがないとは思えない。そしてその報いが与あたえられる日が、今日であっても何の不思議もないのだ。


　このときシスティナの脳のう裏りに浮うかんだのは、強い光を宿す瞳ひとみを持った赤い騎士のことだった。


「やはり、戦いは避けられないのですね」


　この戦いは、どちらかに正義があるという戦いではない。勝った方が正義という戦いなのだ。


　負けるわけにはいかなかった。どれほどたくさんの人の命を奪うことになろうと、いかなる報いがあろうと、自分の双そう肩けんに載のせられているもののために。


　天幕の外では、大きな輿こしと十人の担かつぎ手が跪ひざまずいて彼女を待っていた。





　　　　　◆





　今から百年ほど前のことである。


　レアニール連合王国のほぼ中央に位置し、豊かな鉱こう脈みやくと、連合に属する他の五王国に比くらべれば広い農地を持つミレスデン王国は、その頃ころから毎年のように隣りん国ごくとの争いが絶えなかった。ミレスデンはよく戦い、ときには隣国を一時的に支配下に置いたことさえあった。


　だがある年、ミレスデンを除のぞく五か国すべてが同盟を組み、連合軍となって侵しん攻こうしてきたときがあった。


　さすがのミレスデンもこれには抗こうしきれなかった。ミレスデン軍は国境付近での戦いにおいて兵力の半なかばを失い、連合軍は首都を目指して進しん撃げきを開始した。その途と上じようにあった村落は、これまでに大国ミレスデンが買ってきた恨うらみを晴はらすはけ口となり、連合軍によって略りやく奪だつされ、焼け野原とされていった。


　人々は自分の無力を呪のろい、大国ミレスデンの命運もこれまでかと天を仰あおいだ。


　だが、奇き蹟せきは起こった。


　ある夜のことである。連合軍が陣じんを張って寝ね静しずまるのを待って、ミレスデン軍は夜や襲しゆうする準備を整えていた。


　最後の力を振ふり絞しぼってかき集められた軍勢である。もしこの奇襲が失敗すれば、いよいよ後はない。しかし、五か国からなる連合軍はあまりにも強大である。将兵たちは死を覚悟していた。


　そして、いよいよ夜襲を仕し掛かけようとした、まさにそのときだった。


　巨きよ大だいな火の玉が次から次へと連合軍の陣地へ降ふり注そそいだのである。


　人知を超こえた出来事に、たちまち連合軍は大混乱に陥おちいった。その混乱を突ついて、ミレスデン軍は襲おそいかかったのである。


　連合軍の兵士たちは火を消そうと、あるいは火から逃のがれようと武器すら持たずに飛び出してくる有様であり、ミレスデン軍の急襲を防ぐことはできなかった。こうして夜襲は成功し、連合軍は全面潰かい走そうに至り、ミレスデン王国は窮きゆう地ちを逃れたのである。


　当然のように人々は噂うわさし合った。あの火の玉を投げ入れたのは一体誰だれだったのかと。しかし結局、真実は闇やみの中だった。


　ミレスデンが救われたのはそのときだけではない。それから百年の間に何度もミレスデンには危機が訪れた。しかしもう後がないという時になると、なぜか必ず敵軍は雪なだ崩れに押し流され、あるいは一晩のうちに拠きよ点てんを破は壊かいされ、ミレスデンは難を逃れることができたのである。


　ミレスデン王国は緑神アトラスを信しん奉ぽうし、その教えを国教としている。それゆえ、繰くり返される奇蹟に、人々はこう思わずにはいられなかった。この奇蹟の数々は、忠実な信徒を救うべく緑神アトラスがその御み手てを差さし伸のべてくれた結果なのだろうと。


　その推測は決して間ま違ちがってはいなかった。真実は次のようなものであった。


　ミレスデンが危機にさらされていたころ、毎日のように多くの死を看み取とっていた一人の神官がいた。彼女は自みずからが信奉する緑神アトラスに祈いのった。どうか祖国を、愛する人をお守りくださいと。そのためなら、自らの命さえ捧ささげましょうと。


　果たして願いは聞き届けられた。彼女は緑神より偉い大だいな力を授かり、それを行使することによってミレスデンの危機を払はらったのである。


　しかもその力は、彼女の死と共に他者へと引き継つがれてきた。以後ミレスデンでは、百年十代にわたって姫巫女の名を冠かんする少女が存在したのである。


　そしてその十一代目が、彼女──システィナであった。





　　　　　◆





　システィナの乗った輿は、前線のやや後方で止められた。


　周囲には後ご詰づめを務つとめるはずの兵士たちの姿すらない。ライオネル大元帥の処置である。これからミレスデンに起こってきた奇蹟の真実を白はく日じつの下もとにさらすことになるが、せめてその担い手が誰であるかということだけでも秘ひ匿とくしたかったからだ。それでも姫巫女に向けられるであろう視線が皆かい無むになることは考えづらく、今回の件でかなりの情報が出回ってしまうことになるだろうが……。


　やがてゆっくり輿が下ろされると、担ぎ手たちは粛しゆく然ぜんと隊列を整えその場を去った。


　後に残るのは、輿の中のシスティナだけである。


　システィナは、目を閉じ、手を組んで祈りの言葉を口にした。


「大地を統すべし偉大なる緑神アトラスさま。汝なんじの忠実な僕しもべに力をお与えください」


　そして、戦況を一いつ変ぺんさせる奇蹟は起こる。





　　　　　◆





　誰も知る由よしはなかったが、この戦場において最初にその異変に気付いたのは、人ではなく馬だった。アレスの乗る愛馬オルトスである。


「な、なんだ!?」


　最前線で戦っている最中、アレスは愛馬の異変に気付いた。急に足を止め、たたらを踏ふんだのだ。


　戦場で動きを止めることは致ち命めい的てきである。たちまち他の騎き士したちから引き離はなされ、攻こう撃げきの好機と見た周囲の兵士たちが槍やりを突き出してくる。


「くそっ！」


　突き出される槍を両の剣けんで防ぎながら、オルトスの腹を蹴ける。


「どうしたというのだ、オルトス!?」


　ようやくオルトスは走り出した。しかし、まるで何かに怯おびえるかのように、現在はミレスデン軍の支配下にある平原の中央へと目を向けている。


　一体何があるのかと、釣つられるようにアレスも視線を向けたそのとき。


　大地が鳴めい動どうし始めた。ゴゴゴゴゴという静かな音が、兵士たちの全身を揺ゆさぶる。


「なんだ？　なんなのだこれは……!?」





　　　　　◆





　その異変は、はるか南方のトゥールスレン城じよう砦さいにまで現れていた。


　もっとも、その異変に気付いたのはただ一人、アレスの義ぎ妹まいエレナだけである。緑神アトラスの信者であり、まさにこのとき怪け我が人の治ち癒ゆのため、緑神アトラスの加か護ごを乞こうていたがゆえに、その異変を感じ取ることができたのだ。


「なんなの、これ……!?」


　大地が鳴いているのだ。


　地じ震しんの類たぐいではない。この状況を的確に表すような言葉は、エレナの範はん疇ちゆうにはなかった。強しいて言うならば、大地という名の母が、苦しみの末に子を産み出そうとしているような──と言ったところだろうか。


　このような初めての経験が、吉きつ兆ちようであるとは思えなかった。北の地で何かが起こっているとしか思えない。


　エレナが唯ゆい一いつの肉親を心配したのは当然だった。


「義に兄いさん……。大だい丈じよう夫ぶかしら……」





　　　　　◆





　一方、エブラム平原に生じた異変は大きくなる一方だった。


　異変に気付いた兵士たちは、殺し合いの手を止め、不気味に鳴り続く大地の鳴動に聞き入っている。


　地面が揺れ出した。やはりこの地鳴りは地震の前まえ触ぶれだったのかと、誰もが思った。


　地震の規き模ぼはみるみる大きくなっていった。多くの兵士たちにとってそれは初めての体験であった。命を奪われる絶ぜつ叫きように代わって、未知の事じ象しように対する恐きよう怖ふの叫さけび声がそこかしこから上がる。今や兵士たちは敵味方関係なく地面にへばりつき、一刻も早く異変が終わることを神に祈っていた。





「何……？　何なのよ……？」


　ミーア率ひきいるヘルヴォル隊もまた動きを止めざるを得なかった。今や馬を落ち着かせるのに精せい一いつ杯ぱいという有様である。


　そんな中、ミーアはもう一つの異変を感じていた。


「風の精せい霊れいたちが……怯えてる!?」


　それも驚おどろくべきことに、この平原に存在するすべての精霊が怯えているようだった。こんな経験はミーアにもなく、ただ他の兵士たちと同じように不安に駆かられることしかできないでいた。





　　　　　◆





　地震は、ほんの前触れに過ぎなかった。そして次に起こった異変に最初に気付いたのはアレスだった。愛馬オルトスの導みちびきにより、エブラム平原の中央に目を向けていた結果である。


　驚くべきことに、ミレスデン軍の前線の向こうに、丘おかが生まれようとしていたのだ。


「そ、そんな馬ば鹿かな！」


　あまりにも馬鹿げた光景に、アレスは自分の目すら疑った。


　地面が盛り上がり始めている。その高さは瞬またたく間まに一間（約一・八メートル）、二間、三間……と増していき、たちまち小さな丘ができあがる。


　だがなおも丘は大きくなり続けていた。十間、二十間……。もはやそれは丘ではなく山と呼ぶべき大きさにまで成長していた。鉄てつ壁ぺきを謳うたわれたトゥールスレン城砦の城壁、いや、王城でさえあれほどの大きさはないだろう。


　そしてもはや比するものが思い浮うかばなくなったところで、ようやく隆りゆう起きは止まった。同時に大地の揺れも鳴動も収おさまっていく。


「なんだあれは！　一体なにが起こっている？」


　このときアレスの発した言葉は、敵味方を問わず至るところから上がっていた。


　だが、異変はまだ終わりではなかった。盛り上がった巨大な山が、今度は崩くずれ始めたのである。


　いや、違ちがう。崩れ始めたのではなかった。それは山の中から何かが生まれ出てこようとしていると表現すべきだった。


　再び大地が揺れ動く。これまでとは違う、ズシン、ズシンという一定の間かん隔かくを置いて響ひびく震しん動どうだ。


　そして、そヽれヽは崩れた山の中から現れた。


　それを見た兵士から悲鳴が上がる。敵味方を問わずだ。


　山から現れたモノ。それは──





　巨きよ人じんだった。
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　　　　　◆





「ついに現れたか」


　ライオネル大だい元げん帥すいは感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。


　大地から生まれ、土と岩からなる赤茶色の巨人。


　その様相は、一言でいえば「ずんぐりとした猿さる」であろうか。大きな体を支ささえるためだろう、足の太さは尋じん常じようではなく、膝ひざがどこにあるのか分からないほどに短い。一方で、その腕うでは足の二倍近い長さがあった。腕の先にはもちろん手がある。指の短い、武ぶ骨こつ過ぎる岩の手だ。


　頭に当たる部分はあったが首はないも同然で、鼻や耳に当たる部分も見つからない。ただ、口らしきへこみと、不気味な緑の光を放つ双そう眸ぼうだけがあった。


　あれこそがミレスデンの守り神。百年の昔、姫ひめ巫み女こが緑神アトラスより授さずかった力。ミレスデンはあの巨人の力を借り、あるときは火を付けた藁わら束たばを敵てき陣じんへ投げ込み、あるときは山を崩して雪なだ崩れを起こし、またあるときは夜や陰いんに紛まぎれて敵の拠きよ点てんを打ち砕くだいたのだ。


　その姿を実際に目にしたことがあるのは、ミレスデン軍の中にも十人いるかいないかといった程度である。そのせいだろう、巨人を見たミレスデン兵たちが動どう揺ようを来きたしていた。


「うろたえるな！」


　ライオネル大元帥の声は、〝猛たけ獅じ子し〟の二つ名に恥はじることなく、まるで獅子の咆ほう哮こうのように響き渡わたった。


「あれは味方だ！　伝説に謳われしミレスデンの守り神が我らのために現れたのだ！　兵士たちよ、怯ひるむことなく戦え！」


　巨人の存在を知っていたのはライオネルを始めわずかだったが、もし戦せん闘とうで劣れつ勢せいになれば何かが起こるだろうということは、一部の指揮官たちに伝えてある。


　彼らはライオネル大元帥の意を受け、兵を叱しつ咤た激げき励れいした。恐おそれるな、あれは味方だと。


　そして兵士たちもまた、ミレスデンには守り神が存在するという伝でん承しようを思い出した。彼らはすぐに恐怖を忘れ、歓かん喜きした。


　伝承は本当だったのだと。あの巨人は味方なのだと。


　ライオネルは矢や継つぎ早ばやに命令を飛ばした。


「巨人の進路を塞ふさいではならん、中央の隊は後退せよ！　そこは巨人に任まかせるのだ、代わりに敵両りよう翼よくへの圧力を強めるぞ！」


　そして巨人は、ゆっくりと前進を始めた。一歩足を降ろす度たび、大地が鳴動し、揺れが伝わってくる。その歩みは亀かめのように遅おそかったが、一歩一歩の間かん隔かくは十間（約一八メートル）近くはあった。





　　　　　◆





　最初に巨人を迎むかえ撃うつこととなったのは、ベールセール軍中央においてミレスデン軍の猛もう攻こうを受け止めていたグロースター伯はくと彼個人の私兵たる五百の重装歩兵隊であった。


「し、信じられん……！　なんなのだあれは！」


　下から見上げるとまさに山のようだ。見たことはないが、もし五階、いや七階建ての建造物が人の手で造つくれたとすれば、あれぐらいの大きさになるだろう。


　その大きさは本能的な恐怖を呼び、勇ゆう猛もうをもって鳴るグロースター伯でさえ怯みを覚えずにはいられなかった。


「伯はく爵しやくさま！　逃にげましょう、あんな化け物と戦うなど不可能です！」


「うろたえるな！」


　それでもグロースター伯が踏みとどまったのは、貴族としての矜きよう持じがあったからである。


「我らは常つねに最前線で戦ってきた！　その我らが前線にいる間は無様な姿を味方に見せるわけにはいかぬ！　それに見よ、あの巨人の鈍どん重じゆうさを！　見た目に騙だまされてはならぬ、いかに巨体を誇ほころうとあの鈍のろさでは恐れるに足らぬ！　弓兵、構かまえよ！」


　グロースター伯の下もとに弱兵なし。配下の弓兵は、恐れを抱いだきつつも主あるじの命令を忠実に実行した。


「放てぇ！」


　百近い矢が巨人に向かって放たれる。


　だがその攻こう撃げきも、巨人の強さを証明することにしかならなかった。百本の矢はすべて巨人に命中したものの、その多くは岩そのものの皮ひ膚ふに弾はじかれ、運良く刺ささった矢にも巨人は意に介かいした様子すらなく、変わらず鈍重な足取りで前進を続ける。


「くっ、効きかぬか……！　ならば、ラムズ！」


　自分に仕つかえる忠実な騎き士しの名を呼ぶ。


「ははっ！」


「行け、我らの武勇を示すのだ！　奴やつの足を突つき崩して参れぇ！」


「承知いたしました！」


　グロースター伯に仕える騎士は、他の兵と同じように馬には乗らず重装歩兵として動く。


　ラムズという名の騎士は、自みずから百の重装歩兵を率いると、果か敢かんに前進を開始した。あるいはそのまま足元に接近することができれば、百の槍やりを突き立てその足を打ち崩すこともできたかもしれない。


　しかし、できなかった。


　巨人がその長大な右みぎ腕うでをゆっくりと時間をかけて振ふり上げ──なぎ払はらったのである。


　右腕の一いち撃げきは、鈍重だった。しかし、その攻撃範はん囲いはあまりに広く、避よける空間などなかった。


「ば、馬鹿な！」


　グロースター伯からすれば悪夢としか思えない光景だった。いかなる苛か烈れつな攻こう勢せいをもしのぎ、その名を知らしめてきた自じ慢まんの重装歩兵数十人が、ただ一度の攻撃で人形のように吹ふき飛ばされたのである。


　巨人の攻撃はなおも続いた。長大な二本の腕を深く地面に突き刺したのである。


　そして、そのまま腕を跳はね上げる。まずは右手。次は左手。


　人の手では到とう底ていなしえないことが起こった。いかなる巨大な投石機を用いても飛ばせないであろう大量の土ど砂しやの塊かたまりが、宙を舞まったのである。


　宙を滑かつ空くうした土砂は、そのままグロースター伯らを襲おそった。いかなる盾たてや鎧よろいであろうと防ぐことなど不可能な攻撃である。五人の兵士が直撃を受けて即そく死しし、さらにその周囲にいた十人の兵士が石や硬かたい土の塊の直撃を受け、負傷した。直後、二つ目の土砂が同じように軍列を破は壊かいする。


　グロースター伯もまたその強力な攻撃を避けることはできなかった。石の塊を頭部に受け、意識を失う。


　いかに勇猛な軍勢であっても、指し揮き官を失えば戦うことはできない。まして彼らはすでに半壊の状態にあった。こうしてベールセールに名を轟とどろかせた重装歩兵隊は、主あるじの体を引きずるようにして戦線を放ほう棄きすることとなる。





　　　　　◆





「退ひかせるな！」


　フィリップは狼ろう狽ばいしたくなるのを抑おさえて叫さけんだ。


「今中央を突とつ破ぱされては終わりだ、絶対に中央を抜ぬかせるな！」


　軍勢を三つに分けているとはいえ、あくまで主軍は中央である。そこを突破されれば、ベールセール軍は命令伝達経路を失い確実に敗北するのだ。


　フィリップ将軍の命令は忠実に伝えられた。





「ひ、怯むな！　攻撃だ、攻撃しろ！」


　ベールセール軍の将兵は、なお勇ゆう壮そうだった。だがこの場合、勇気とはすなわち蛮ばん勇ゆうだった。


　今中央の戦線を支ささえているのは、近この衛え騎士団第三軍の大部分を構成する志願兵たちである。職業軍人のごとく年中訓練を受けていた彼らは、この状じよう況きようにあってなお隊長である騎士の意を体して退たい却きやくしようとはしなかった。


　ゆっくりと着実に前進を続ける巨人に無数の矢が射い掛かけられる。巨人にとっては針はりに刺された程度の痛みしかないのかもしれないが、それでも山のように射掛ければ効果はあると思われたためである。


　だが、またしても彼らの意図は挫くじかれた。岩と土で出来た巨人にそんなものが効かないことは、遠目にも明白だった。巨人は降り注ぐ矢の雨を意に介す様子もなく、時折土砂の塊を投げつけながら歩みを進める。


　やがて巨人は未いまだ退却しようとしないベールセール軍の戦列へと近づくと、両の腕を振り回した。子供が蟻ありの群むれを蹴け散ちらすような光景が生まれる。巨人が一ひと薙なぎするだけで、戦列など簡単に崩ほう壊かいしていった。


　もはやそれは一方的な虐ぎやく殺さつだった。そしてついに、中央の戦線を支え続けていた兵士たちもまたその士気を失うこととなる。





　　　　　◆





「いくらなんでも卑ひ怯きようでしょう、あれは……！」


　ジェレイドもまた、他の将兵がそうであったように狼狽の極致にあった。


　生身の人間が相手なら、どうにかできる自信はある。世の中には〈赤の悪あく魔ま憑つき〉のような型破りな存在もいるが、それさえも策をこらせば、少なくとも敵に回さないことはできるのだ。


　だが、あの巨人の対処法だけは何も浮うかばなかった。絶望さえ感じる。あんなもの、戦術や策さく略りやくでどうこうできる相手ではない。


　今や中央の王国軍はこぞって退却を始めていた。雪なだ崩れを打って潰かい走そうすることがなかったのは、これまでの訓練の賜たま物ものであろう。


「やれやれ、こんなことになるとは……」


　自じ嘲ちようするように苦笑する。


　ジェレイドはようやく理解した。限りなく不利な状況であるにもかかわらず、なぜミレスデン軍が決戦を厭いとわなかったのかということを。あんな奥の手があったのならば、それも当然だろう。


　もっとも、ジェレイドはフィリップ将軍を始めとした他の将兵ほど絶望してもいなかった。まだ望みはあるのだ。そう、ベールセール軍にはあの騎士がいるのだから。


　直後、周囲の兵士たちから歓かん声せいがあがった。


　空白地帯となっていた巨人の前に、一いち陣じんの赤が現れたためである。





　　　　　◆





「あれ……アレスじゃない！」


　巨人の前に現れた赤い騎士を見て、ミーアは叫んだ。


「なにをしようっての……!?　まさか……！」


　そんなことは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


　立ち向かおうというのだ。あの巨人に、たった一人で。


　そのことを理解した瞬しゆん間かん、居いても立ってもいられなくなる。


「いくらなんでも無茶だわ！　マシュー、ルーク、ここをお願い！」


　素す早ばやく馬首を翻ひるがえす。


「ま、待て！　どこへ行くつもりだ!?」


「決まってるでしょ、あいつを助けに行くのよ！」


　マシューに答える間ももどかしく、ミーアは馬を走らせていた。





　　　　　◆





『ジェレイド、聞こえるわね!?』


　ミーアの声が、ジェレイドの耳に直接届く。


　もちろん近くに彼女の姿はない。風の精せい霊れいを介した遠えん距きよ離り会話である。


「はい、聞こえてます。どうしました？」


『あたしはこれからアレスの援えん護ごに行くわ！　後をよろしく！』


　ジェレイドは難むずかしい判断を強しいられることとなった。


　確かにあの巨人が相手とあっては、いくら無敵のアレスといえど苦戦は免まぬかれ得まい。しかし戦いは続いているのだ。今〈風の戦いくさ乙おと女め〉の援護がなくなれば、この右う翼よくでの戦いで大きな打だ撃げきを受けかねない。


「……分かりました、行ってください」


　今重要なのは、この右翼の戦いよりも確実にあの巨人を倒たおすことだろう。そのためには、アレスにミーアの力を貸すべきなのだ。


『ジェレイド、私も行くぞ』


　このとき、再び風の精霊を介した声が聞こえた。


　ボルネリア軍において風の精霊を使し役えきできるのは二人しかいない。ミーアと、そしてエルフのリーエンノールである。


『あんな巨人を操あやつる魔ま術じゆつは見たことがないが、あれは恐おそらく大地の精霊を使役する魔術の一種だろう。〈風の戦乙女〉といえど、大地の精霊に関する知識はほとんどないはずだ。私なら助けが出せるかもしれん』


「分かりました、行ってください」


　こうしてエブラム平原における戦せん況きようは、再び大きな変化を迎むかえることとなる。













　第七章　エブラム平原の決戦　後編










　アレスは単たん騎きで戦場の中央へと向かっていた。騎士隊に配属されていた以上、許可無く移動することは命令違い反はんであったが、それを咎とがめられる者などいようはずもない。あの巨きよ人じんの前進を止めなければならないことは誰だれもが分かっていたが、自分からあの巨人の前へ行こうとする者などいない。アレスの行動は称しよう賛さんこそされ、少なくとも謗そしる資格を持つ者はいなかったのだ。


　しかし、巨人が近づくにつれ、アレスは自分の心臓が高鳴るのを感じていた。気持ちが高ぶっていたわけではない。ただ純じゆん粋すいに、アレスが久しく忘れていた感情に支配されつつあったのだ。すなわち恐きよう怖ふである。


「な……なんという大きさだ……！」


　近づくと、あらためてその大きさが実感できる。大きい。山のようだ。それ以外に言葉が出てこない。見上げているだけで首が痛くなりそうだ。


　巨人がゆっくりと腕うでを振ふり上げた。そして、遠くから見ると緩かん慢まんにすら見える動作で振り下ろす。目標は──もちろん、アレスだった。


「くっ！」


　両足で愛オル馬トスの腹を叩たたく。


　オルトスは判断を違たがえず、飛び出すように地を蹴けった。


　直後、つい先ほどまでいた場所に巨木のような巨人の腕が叩きつけられる。


　大地が揺ゆれた。地面がへこむ。


　恐おそろしいほどの威い力りよくだ。もしあの下にいれば、人や馬など紙のように押しつぶされるだろう。さすがにこれほどの相手を敵に回したことはない。アレスは半なかば蒼そう白はくになりながら叫さけんだ。


「パンドラ、どうすればいい!?　どうすればあれを倒たおせる!?」


　ほとんど悲鳴だった。あの巨人は、人の力でどうにかできる代しろ物ものではない。望みがあるとすれば、パンドラの助言以外にないだろう。


　しかし、いかなる事じ由ゆうか、かつてアレスの問いかけを無視したことなどないはずの精せい霊れいは、返答しなかった。


「どうした！　なぜ何も応こたえない!?」


　再び巨人が腕を振り上げた。


　あの必殺の一いち撃げきをまた繰くり出そうとしているのだ。アレスの身が恐怖に縮ちぢむ。


　必死に手た綱づなを操あやつり、馬を操る。心は恐怖に支配されつつも、体はもっとも合理的な方法で危機から逃のがれようとしていた。それは十年以上に亘わたって乗馬の訓練を続けてきた成果だった。


　馬の進路を左に曲げる。そしてそちらの方へ行くと見せかけ、一気に右に逸それる。


　見せかけの牽けん制せいはうまくいった。どうにか巨大な腕から逃れることに成功する。しかし、もちろん事じ態たいはまったく好転していない。


《待たせたな、我わが契けい約やく者よ》


　少女の形をした精霊が現れたのはそのときだった。


「早く教えてくれ、どうすればいい!?」


《案ずるな、我が主あるじの言葉を伝えよう》


　アレスはふと疑問を抱いだいた。


　パンドラの表情がおかしいのだ。普ふ段だんなら、助言を与あたえるときはいつも悪いた戯ずらを仕し掛かける子供のような顔をしているのだが、このときだけは違った。


　無表情だった。感情が一切感じられないのだ。なぜパンドラがこんな顔をしているのか。これは何か悪いことの前ぜん兆ちようではないのか──思わず抱いたアレスの懸け念ねんは正しかった。


《自じ力りきで戦え。それが黄たそ昏がれの主のお言葉だ》


「なんだと!?　あれが自力でどうにかできると思ってるのか！」


《我が助言は伝えた。後は好きにするがいい》


　パンドラの姿が地面へと沈しずんでいく。


「ま、待て！　なぜだ、なぜ何も助言をくれない!?　私に死ねというのか！」


　その姿が消える瞬しゆん間かんまで声をかけ続ける。しかしパンドラが応えてくれることはなかった。


「一体どうしろというんだ……!?」


　ひとまず巨人の腕の射程圏けん内ないから逃れる。


　やはり馬の俊しゆん敏びんさには敵かなわないのか、一いつ旦たん距きよ離りを空あければ攻こう撃げきされることはなかった。巨人はアレスを無視するように、前進を再開する。


　ミレスデン軍は中央を巨人に任まかせるつもりなのだろう、虎とらの子この重じゆう装そう歩ほ兵へい隊を二つに分け、劣れつ勢せいになっていた両りよう翼よくへ移動させつつあった。対する王国軍は、中央を空からにするわけにもいかず、軍勢を三つに分けたままである。しかし中央の軍勢は後退することしかできない。


　このままミレスデン軍の重装歩兵隊が前線に出てくれば、両翼を巡めぐる戦いはよくて拮きつ抗こう、悪ければ劣勢となるだろう。ただでさえ巨人の出現により、ベールセール軍の士気は低下している状態だ。


　唯ゆい一いつの望みは、巨人、重装歩兵隊共に動きが遅おそいということだ。それでも重装歩兵隊が再び前線に出てくるのは時間の問題だし、巨人も二刻（約三十分）とかからず中央を突とつ破ぱするだろう。


　つまり、残り二刻の間に巨人をどうにかできればまだ勝機はあるのだ。


「やるしか……ないか！」


　自分一人でどうにかできる相手ではない。しかし時間稼かせぎぐらいはできるかもしれない。その間に両翼のベールセール軍が敵を粉ふん砕さいし、迂う回かい・前進して敵中ちゆう枢すうを叩くことができればまだ勝ち目はあるはずだ。可能性はある。右翼にはあのジェレイドと〈風の戦いくさ乙おと女め〉がいるのだから。


　アレスは右手に剣けんを構えた。


　未いまだ体の震ふるえが止まらない。剣の切っ先が揺ゆれるのは、武む者しや震ぶるいのせいではなかった。こんな精神状態で戦うのは初めてだった。


「行け、オルトス！」


　気合いを入れるため、必要以上に大声で愛馬に声をかける。


　主の影えい響きようを受けたように、オルトスもまた大きないななきを上げると、大地を蹴った。正面から巨人に向かって突とつ進しんする。


　巨人がその長い腕を振り上げた。振り下ろす──いや、振り払はらう構かまえだ。


　あの巨木のような腕を振り払われれば、回かい避ひすることなど不可能だ。


「くっ！」


　アレスは脚あしで馬の腹を蹴り、さらなる増ぞう速そくを促うながすと、身を低くした。少しでも空気抵てい抗こうを減らし、速度を上げたかったのだ。


　必死の努力はどうにか実った。あるいは、巨人も真正面から突つっ込こんでくる敵がいるとは思わなかったのかもしれない。


　アレスは腕が振り払われるより一いつ瞬しゆんだけ早くその下をすり抜け、巨人に肉にく薄はくすることに成功した。巨人も軍勢に対しては無む類るいの強さを誇ほこるようだが、たった一人の騎き兵へいを相手にするのは不得意であるらしい。


「はぁあああああああ！」


　そのまま馬の速度を落とさず、すり抜けざま、巨人の右足に向かって気合いを込めた右の剣を振るう。


　人の二、三人をまとめて胴どう切ぎりできるその一撃は、見事足を切り裂さいた。


　思ったより硬かたさはない。岩というより、堅い土を切り裂いたような感かん触しよくだ。


　だが、それだけだった。巨人は何の影えい響きようもなかったように、後ろへ回り込んだアレスを踏ふみ潰つぶそうと向きを変える。


「畜ちく生しよう！」


　騎士らしからぬ下品な言葉を吐はき捨すて、アレスはそのまま距きよ離りを取った。


「くそ、どうしろというんだ！」


　勢いきおいに乗せた全力の一撃だった。それなのに、まったく巨人に打だ撃げきを与えた様子はない。


　攻撃が効きかない。パンドラの助言もない。アレスの心を、再び絶望が支配しようとしていた。


　だが、ファノヴァールの騎士の心は折れるということを知らなかった。このようなとき、アレスの脳のう裏りにはいつも腕を組んだ不ふ機き嫌げんそうな少女の顔が思い浮うかぶのだ。


「……いや、まだだ！」


　まだ自分の体には傷一つない。腕も脚も満足に動くのだ。それなのに諦あきらめるようなことをすれば、ファノヴァールの家名に申し訳が立たない。何より、自分の後ろにはクラウディアがいるのだ。退ひくことなどできるわけがない。


　アレスは巨人の周囲を駆かけ巡り、時折剣の一撃を足に叩きつけながらあるかも分からない巨人の弱点を探さがし続けた。


　この巨人が、何らかの魔ま術じゆつで動いていることは間ま違ちがいない。つまり、術者に直接干かん渉しようすることができれば、巨人の動きを止めることは可能のはずなのだ。


　しかし、そのことを一番よく知っているのはミレスデン軍の方だろう。術者の周囲はどこよりも堅く守っているに違いない。万ばん全ぜんの防備を整えている敵てき陣じんに単騎で突っ込み、見たこともない術者の姿を探すなど、いくらアレスでも不可能だった。


「どうする、考えろ、考えるんだ……！」


　巨人に本当に弱点はないのか。一度距離を取ったアレスは、巨大な巨人の全身を見回した。


　あらためて遠目から見ると、巨人の足はやたらと太く、短いことが分かる。考えてみればそれも道理だ。あれほどの巨体を支ささえるためには足が太く、短くなくては不可能なのだろう。その一番頑がん丈じようらしい足を攻撃したところで効果が小さいのも当然だ。


「……そうだ！」


　相手を重装歩兵だと考えればいい。装そう甲こうの厚い部分をいくら攻撃しても無意味だ。しかしどれほど厚い甲かつ冑ちゆうを着ようと、絶対に逃れられぬ弱点はある。


　関節部分だ。折り曲げることを前提としたその部分だけは必然的に装甲が薄うすくなる。甲冑を着た相手を攻撃する際には、その関節部へ鎧よろい通しなどの針状の武器で攻撃するのがもっとも有効なのだ。


　巨きよ人じんにももちろん関節部分はあった。まず膝ひざがそうだ。しかしその太さは尋じん常じようではなく、とても打撃を与えられそうにはない。


「いや、あそこなら……！」


　肩かたの付け根。


　どういう構造になっているのかは分からないが、その部分は大きな丸い岩を連ねたような形になっている。


　あれだけ巨大な腕を支える肩なのだ。あの岩と岩の隙すき間まに打撃を与えることができれば、腕の動きを鈍らせるくらいはできるかもしれない。


　だが問題は、どうやって肩を攻撃するかということだ。


　槍やり投なげには自信があったが、巨人にとっては針に等しい細い槍を投げつけたところで大した打撃は与えられないだろう。


　と、そのときだった。巨人が、アレスを無視するように前を向いた。そのまま前進を開始する。


　周囲を跳とび回る邪じや魔まな虫をいつまでも相手にしていることが時間の無む駄だだと悟さとったのだろう。アレスは再び注意を引き付けるべくその周囲を駆け回り、太い足に斬りかかってみたが、相手をするつもりはまったくないようだった。


　もはや一刻の猶ゆう予よもなかった。もし巨人が再び中央の王国軍に接せつ触しよくすれば、今度こそ前線は完全に崩ほう壊かいする。


　アレスは一度距離を取ると、馬を下りた。


　そこは巨人が現れる前まで激戦が繰り広げられていた場所である。足元にはミレスデン軍の重装歩兵が使っている鉾ほこ槍やりが何本も落ちていた。それを一本取り上げ、柄えを中ほどで折る。同じようにもう一本。


　柄が半分になった鉾槍を、両手に構えた。それも前後を逆にして。


　鉾槍の先は、前は斧おのになっているが後ろには鋭するどい錐きりが付いている。これを巨人に突き刺さしてよじ登ろうと考えたのだ。


「よし」


　アレスは鉾槍を両手に構えたまま馬に飛び乗ると、巨人目がけて駆けさせた。まずは巨人の後方に回り込み、次に巨大な足首目め掛がけて愛馬を突進させる。


　そして、誰だれもが驚おどろく軽かる業わざを披ひ露ろうした。


　全力疾しつ走そう中の馬の鞍くらの上に立って見せたのだ。重い甲冑を着たまま、両手すら塞ふさがったまま。それはもはや大道芸として通用しただろう。


「うわああああああ！」


　愛馬が巨人の足元を通り抜ける、その瞬しゆん間かん。


　アレスは鞍から飛び上がり、抱きつくようにして巨人の右足に飛びついていた。そして両手に持った鉾槍の錐の部分を叩たたきつける。


　試こころみはうまくいった。二本の鉾槍はずぶりと巨人の足に突き刺さり、アレスの体を支えた。アレスはまさしく巨木に摑つかまる甲こう虫ちゆうのように、巨人の足に取り付いていた。


「くっ、くそ！」


　幸か不幸か、巨人は気にも止めず歩みを続けていた。あるいは足の後ろに付いた虫のような存在に気付いていないだけかもしれないが。


　巨人が一歩歩く度たびに、アレスの体は激げき震しんに見み舞まわれた。それはまるで強風に弄もてあそばれる柳やなぎの葉のようだった。巨人がほんの少し身をよじるだけで、アレスの体は縦じゆう横おうに振ふり回されるのだ。


　それでも両手は決して離はなさない。揺ゆれが収まる瞬間を待って、アレスは右手の鉾槍をまず抜いた。そして、少し上の方に突き刺す。次は左だ。左右の鉾槍を交こう互ごに突き刺し、ゆっくりとだが着実に巨人の足を登っていく。


　アレスの体が揺らぐ度、無数の悲鳴がベールセール軍から上がった。


　だが、落ちない。精せい霊れいより授さずかった腕わん力りよくがアレスを助けた。折れた鉾槍を握にぎる手は決して緩ゆるめられることはなく、アレスは巨人の足に取り付き続け、そして巨人の揺れが少しでも収まる度、少しずつ少しずつ登っていく。


　巨人に気付かれた様子がなかったのはやはり幸さいわいというべきだった。もしこの無防備な状態で背はい後ごから襲おそわれていればひとたまりもなかっただろう。


　やがて足を越こえ腰こしを越え、ついにアレスは肩の上まで登りつめることに成功した。


「はあ、はぁっ、どうだ！」


　甲冑を着けたままここまで登るのはさすがに辛つらかった。ようやく両足を付けることができ、体力と手の握あく力りよくを少しでも回復させようと大きく呼吸する。


　と、同時にふと気付く。目の前の光景に。


「た、高い……！」


　これほど高いところから地面を見下ろしたことはない。足元に少し目を向けるだけで目が眩くらみそうだった。しかも巨人が一歩進む度、足元はぐらぐらと揺れる。少しでも体勢を崩くずせば間違いなく地上へまっさかさまだろう。


　しかし今は恐きよう怖ふを覚えている暇ひまも惜おしい。そもそも恐怖などという感情を抱いだくということ自体が無意味なのだ。恐怖とは死に起因するものである。しかし騎き士しとして誓ちかいを立てたあの日から、アレスの命は自分以外の誰かのものとなっていた。戦場で死ぬならそれは誇ほこるべきことなのだ。名めい誉よに直結する死に怯おびえることなどあってはならないのだ。


　アレスは勇気を振り絞しぼると、猛もう烈れつな揺れの中、人にん間げん離ばなれした平へい衡こう感かん覚かくで体勢を維い持じし続けた。


　そして、巨人の揺れがわずかに収まったその瞬間。右手に剣けんを抜き、逆さか手てに構える。


「喰くらえ！」


　全身の力を込めた右手の剣が、巨人の肩かた口ぐちに突き刺さる。


　大地を揺るがすような悲鳴が巨人の口から沸わき起こった。


　そして巨人は痛みから逃のがれるように大きく体を左右に振る。


「離すか！」


　巨人が体を動かす度、アレスの体が振り回される。


　しかし肩に刺した剣は、ファノヴァール家に伝わる剣だけは、決して離さない。突き刺さったままの剣は、そのまま傷口を広げていく。


　再び巨人が咆ほう吼こうした。


「効いている……!?」


　揺れが収まった瞬間を狙ねらって剣を抜く。そして逆手に持ったままの剣を高く掲かかげ、


「こ、の……どうだっ！」


　再び満身の力を込めて振り下ろす。確かな手て応ごたえが伝わってくる。と同時に、巨人の左ひだり腕うでがびくんと震ふるえた。動かなくなったわけではないが、しかし明らかに動きが鈍にぶくなっているようにも見えた。


　間違いなく効いているのだ。このまま攻こう撃げきを続ければ、間違いなくこの左腕は動かなくなるだろう。


　アレスはとどめの一撃を加えるべく、三み度たび剣を振り上げた。全身に力を込める。剣がどこまでも深く貫つらぬくように。


「くらええぇぇ！」


　だが、アレスが剣を振り下ろすことはできなかった。


　その直前、アレスの視界一いつ杯ぱいに巨人の巨大な右手が広がったためである。


　悲鳴を上げる間もなかった。


　全身に猛烈な衝しよう撃げきが走る。


「あ──」


　直後、アレスの視界に映うつったのは、一面の青空だった。


　いかなる神の加か護ごがあったのか、アレス自身はこの時点においても怪け我がを負おうことはなかった。しかしアレスの代わりに衝撃を受け止めた甲冑はバラバラと外はずれ、アレスの体は宙を舞まっていた。


　瞬間的に悟らざるを得なかった。自分は死ぬのだなと。この高さからでは受け身も取りようがない。間もなく襲い来るであろう落下の衝撃を止める手段は何もないのだ。


　このとき、アレスは一瞬を永遠のように感じていた。そして、見た。走そう馬ま燈とうと呼ばれる現象を。


　それは過去の経験から命の危機を脱だつする手段を模も索さくしようとする人の本能である。だが、幾いく百の戦場を駆かけ抜けたアレスであっても、これほどの高さから落ちて助かる術すべは見出せなかった。


　それでもアレスの脳は必死に動き続け、まばたきを数度する程度の時間に様々な思考をする余地を作り上げた。


　生き延のびる方法の代わりに次から次へと脳裏を駆け巡めぐるのは、クラウディアのことだった。クラウディアの笑顔、怒おこったときの顔、悲しんでいるときの顔が次々浮うかんでくる。


「申し訳、ありません……」


　落下しながらそう呟つぶやく。


　誕生日までには必ず戻もどると約束した。だが、それももう叶かなわない。謝しや罪ざいの機会すら失われてしまったのだ。


　もっとも、クラウディアが誕生日を迎むかえるということは、隣りん国ごくへ嫁とつぐことと同義なのだ。クラウディアが他の男のモノになることと同義なのだ。ならば、いっそこのまま死んだ方がむしろ嫌いやな場面を見ずに済むかもしれない。


　いや。それでも、こんなことでクラウディアと死に別れるぐらいなら。





　──そうだ。あるいは、いっそクラウディアさまを──





　そこで、アレスの思考は途と切ぎれた。


　命が失われたからではない。アレスを襲うはずの衝撃は、いつまで経たっても訪れなかった。


　代わりに、風がアレスの体を覆おおっていた。


「なんだ……!?」


　首を動かしたアレスは、ようやく気付いた。


　自分の体が、下から吹ふき上げられる風によって守られていたことに。


　アレスの体は、地面から一間（約一・八メートル）ほどのところを浮いていた。


「ふう。どうにか間に合ったわね」


　このように風を操れる人物は、たった一人しか知らない。


「いい？　もう放すわよ!?」


　意味の分かりかねる言葉が聞こえた。その直後、


「うお!?」


　支えを失ったように、アレスの体は落下した。


　慌あわてて空中で受け身の体勢を取り、どうにか片かた膝ひざを突いて地に降り立つ。相当な衝撃が走るが、大したことはない。骨の一本も折らなかっただけマシだった。


「助かった……のか？」


　ようやく実感が湧わいた。自分はあの高さから落ちて助かったのだと。恐おそらくは〈風の戦いくさ乙おと女め〉の助力のおかげで。


　と同時に、アレスの思考に冷静さが戻った。


　落下の最中、自分は何を考えていたのか。いっそクラウディアを──どうしようと考えようとしていたのか。


「アレス、生きてるわね!?」


　恐らくはアレスの命の恩人である少女が、馬に乗って現れた。


「ああ。どうやら命を救われたようだな」


「……まずいわ！　逃にげて！」


「え？　あ、ああ！」


　ミーアが焦あせりだした理由を察する。巨きよ人じんが左ひだり腕うでを振り上げていた。あの巨大な腕で薙なぎ払はらうつもりだ。


「くそっ！」


　アレスは駆かけ出した。巨人の死角となるはずの足元へ向かって。


　先ほど命いのち懸がけで巨人の肩かたに剣を突きたてた意味はあったようだ。巨人の左腕の動きは、やはりかなり鈍くなっている。そのおかげだろう、アレスはどうにか巨人の腕から逃れ、その足元に滑すべり込むことができた。そのまま巨人の死角となる後ろへ駆け抜ける。


「オルトス！　オルトス！」


　名を叫さけぶと、たちまち愛馬がアレスの元へ身を寄せてくる。その背に飛び乗ったアレスは、巨人との距きよ離りを取りながらミーアに合流した。


「あんたも無茶するわね、ほんと」


「他にどうしようもなかったんだ、仕方ないだろう」


　二人並へい走そうしながら巨人の周囲を回る。


　腕の射程に入る様子を見せなかったためか、巨人は二人を無視して再び前進を始めた。


「とにかくミーア、来てくれたことには礼を言う」


「礼を言われる筋すじ合あいなんてないわ。あの巨人を倒たおすにはあんたが必要だと思っただけだもの」


「それでも私の命が助かったことは間ま違ちがいない。正しよう直じきもう駄だ目めだと思っていた、深く感謝する」


「……あんたって、ホントそういうところ素す直なおよね」


「何か言ったか？」


「なにも！」なぜかミーアは声を荒あらげた。「そんなことより、どうすんのよあの巨人。多分大地の精せい霊れいでも操あやつってるんでしょうけど、あんな黒くろ魔ま術じゆつ見たことも聞いたこともないわ」


「そんなに凄すごいのか？　おまえの黒魔術も大したものだと思うが」


「比くらべ物にならないわ！　あれだけの巨体をずっと維い持じし続けてるのよ!?　不本意だけど、術者の意志の強さが違ちがうんだわ。あの巨人を操ってる誰だれかは死ぬ覚かく悟ごでいるのよ。だからあんな黒魔術をずっと使っていられるんだわ」


「決死の黒魔術ということか……！　それで、一体どうすればいい？」


「さあね。風の精霊ならともかく、大地の精霊については専門外だもの。でも、精霊を操っている以上、こっちも精霊の力をぶつければ倒すことはできるはずよ」


「そうか。おまえの力なら」


「ええ。あたしが全力で風の精霊を叩たたき込んでやるわ。運がよければそれで倒せるでしょ。あんたはしばらくあいつの注意を引いておいて」


　分かった──と言おうとして、アレスはとどまった。


　真まっ直すぐなミーアの瞳ひとみの奥に、決死の覚悟を見て取ってしまったためである。


「いや、待てミーア！　敵は命を賭としていると言ったばかりだろう。本当にそんな相手に勝てるのか？　いや、たとえ打ち勝てたとして、おまえは無事でいられるのか？」


「……寿じゆ命みようぐらい縮ちぢまるかもしれないけど、多分死にはしないわよ」


　わずかな間があったことを、アレスは聞き逃のがさなかった。


「駄目だ！　おまえをそんな危険にさらすわけにはいかん！」


　むきになってまくしたてるアレスに、ミーアは困こん惑わくと怒いかり、そしてほんのわずかな嬉うれしさを押おし隠かくしたかのような、なんとも複雑な表情をしてみせた。


「あのね、あたしを心配してくれてるのは嬉しいけど。でも、他にどうしろっていうの？　他に手がない以上仕方ないじゃない」


「いや、私もアレスに賛成だ」


　アレスへの援えん護ごは、思ってもみないところからやってきた。


　いつの間にか二人の背はい後ごに、もう一人騎き馬ばが走り寄っていたのだ。


「リーエンノール!?」


「どうしてあんたまでここに!?」


　アレスとミーアがそれぞれ驚おどろきの声を上げる。


「大地の精霊が相手となれば助言の一つもできると思ってな。それに面おも白しろいじゃないか、あんな巨人を敵に回すなど」


　アレスでさえ恐れを抱いだいたというのに、細身のエルフの顔には喜色しか浮かんでいなかった。


「いいか、二人とも聞け。あんな巨人を作り出し、しかも意のままに操る黒魔術など私ですら聞いたことがない。百年以上生きてきた私ですら見たことも聞いたこともないのだぞ。恐らくあれは黒魔術ではない。白しろ魔ま術じゆつだ」


「白魔術!?　なんでそれであんな大地の精霊が操れるのよ!?」


「黒魔術とは精霊の力を借りて奇き蹟せきを起こす術、白魔術とは神の慈じ悲ひを乞こうて奇蹟を起こす術だ。そして元来精霊とは神が作り出した神の僕しもべだ。ミーア、おまえも風の女王の力を借りるときは蒼そう神しんラクリナースに許可を乞うだろう？」


　その説明で、ミーアは事の次し第だいを悟さとったようだった。


「つまり、緑りよく神しんアトラスに仕つかえる神官が、神の慈悲を乞うことであの巨人を操ってるってこと!?」


「恐らくそうだろう、だからあれほどの精霊を長時間操れるのだろう。となるとミーア、お前の力ではあの巨人を倒すことはできん。おまえの操るシルフィードは強力だが、おまえはその力を完全に操れているわけではない。トゥールスレン城じよう砦さいの城じよう壁へきを壊こわすときでさえ、おまえは三度もシルフィードの力を借りねばならなかったと聞く。シルフィードの持つ本当の力を行使できてれば、城壁どころか城砦ごと吹き飛んでいるはずだからな」


「……そうね、あたしは契けい約やくを交かわして精霊の力の一部を借りてるだけだもの。神さまの許可を得て精霊の力すべてを借りてる敵が相手じゃどうしようもないわ。でも、それじゃどうするのよ!?　あの巨人を止めない限り、あたしたちに勝ち目はないのよ!?」


「いや、手はある」


　ここでリーエンノールは、アレスに向き直った。


「よく聞け。まず、白魔術だろうが黒魔術だろうが精霊を行使する原理は変わらない」


「ああ、分かる。それで？」


「こう考えろ。たとえば人の手で岩や土を加工してあんな巨人を作ったとしても、自分の重さを支えきれず崩くずれ落ちるのが関の山だ。巨人があの姿を維い持じしていられるのは、精霊の力が働いているからだ。あの巨人は、我らとは違う法則によって維持され、動いている。そして、我ら生命を持つ者にはその法則を打ち破る力がある。分かるだろう？」


　魔術に対たい抗こうする力。それをアレスはよく知っていた。何度となく黒魔術と正面からぶつかったことがあるからだ。


「……意志の力か」


「その通りだ。いいか、恐れを捨すてろ。いかなる相手であろうと絶対に負けないという強い意志を持て。そうすれば、大きさの大小など関係ない。あの巨人の太い腕も、動かしているのは所しよ詮せん精霊の力だ。おまえが強い意志を持ってさえいれば、受け止めることも出来る」


「で、出来るのか、そんなことが!?」


「疑問を抱くな！　もちろん、並なみの人間には無理だ。だが、恐らくおまえになら出来る。かつては〈風の戦乙女〉のシルフィードの力さえ退しりぞけたことがあるんだろう？」


　それはパンドラの助力があったから──と言いたくなるのを堪こらえる。


「分かった」


　確かに自分は山のような巨人を見て恐れすら抱いていた。


　それでは駄目なのだ。ましてやパンドラに頼たよるようでは駄目なのだ。


　強く意志を持つ。ファノヴァールの家名を汚けがさぬために。国を守るために。人々を守るために。


　それに、ここで生き延びればクラウディアと再び会うこともできるだろう。先ほど巨人の肩から落とされ、九死に一生を得たときのことを思い出す。あのとき自分は何をしたいと考えていたのか、それを思い出すためにも、今は生き延びなければならない。巨人を倒さねばならない。負けてなどいられないのだ。


「ミーア。おまえは風の力でアレスを援護してやってくれ。アレスの意志の力と、風の精霊の守り、この二つがあれば岩の塊かたまりなど恐れるに足らんはずだ」


「分かったわ、やってみる」


「よし。それで少なくとも足止めにはなる。相手はあれほどの大魔術を操っているのだ、あの巨人の姿を維持するだけでも相当な負ふ担たんを強しいられているはず。うまくいけばそれで倒せるかもしれん。私も風の精霊を使ってちょっかいを出してみるとしよう」


　なるほどとアレスは頷うなずいた。


　確かに魔術の類たぐいは術者に大きな負担を強いるという。別に巨きよ人じんを倒さずともいいのだ。対等の力でこの場に貼はり付けておくだけでも、勝機はある。それが分かっただけでも随ずい分ぶんと気が楽になった。


「では行くぞ、ミーア。私はこれより正面から巨人に戦いを挑いどむ。援護してくれ」


「しょ、正面から!?　いくらなんでもそれは無む謀ぼうよ──って、待ちなさいよ！」


　ミーアの返事も待たず、馬を走らせた。そして巨人の腕の射程に入らぬよう、ぐるりと後方から巨人の正面に回り込み、鞍くらから飛び出し地面に降り立つ。


　腰こしに差した両の剣けんを抜ぬき放はなつ。一歩一歩ゆっくり迫せまってくる巨人を正面から見み据すえる。


　意志の力で負けては意味がない。小細工を弄ろうしても仕方がない。正面から堂々と戦いを挑むことこそがもっとも有効だとアレスは考えたのだ。


　しかし、それは第三者から見ればあまりに無謀な光景に映うつるのだろう。後方のベールセール軍から悲鳴のような声が上がったようだった。


　やがて距離を詰つめた巨人が、右みぎ腕うでを大きく振ふりかぶった。そして、アレスという路上の小人目め掛がけて振り下ろす。


　それは常人であれば意識を失いかねないほどに恐おそろしい光景だった。視界のすべてが、巨人の腕に覆おおい隠されていく。人に踏ふみ潰つぶされる鼠ねずみの気持ちとはこういうものであろう。


　だが、アレスは鼠ではなかった。


「来いっ！」


　両手に持った剣を空中で交差させる。そして、襲おそい来る巨大な拳こぶしを受け止めたのだ。


　それが純じゆん粋すいな岩の塊であれば、人の力で抗あらがえる道理はない。


　だが、巨人の腕を維持し、動かしているのは精霊の力である。対抗するに重要なのは筋きん力りよくではない。人の意志なのだ。


「ぐぅっ！」


　凄すさまじい圧力がアレスを襲う。筋肉がはちきれんばかりに膨ふくれ上がり、体中の骨がみしみしと鳴っている音が聞こえた。少しでも気を緩ゆるめれば即そく座ざに押し潰されるだろう。


　だが、アレスは耐たえ続けた。もっとも、それはアレスだけの力ではない。


　風がアレスを助けていた。ミーアの助力である。ミーアはシルフィードの名の下もとに無数の風の精霊を従え、振り下ろされる巨人の腕の力を弱めていたのだ。ただの岩相手ならば風の力などたかが知れていたが、大地の精霊の力によって動いている岩の塊になら効果はあった。


　敵味方を問わず双そう方ほうの軍勢からどよめきが上がった。当然だった。あの巨大な巨人の腕を、ちっぽけな人間が受け止める光景を見せつけられれば。


「うおおおおおおおおおお！」


　気合いの声を張り上げアレスは抵てい抗こうし続けた。両足が地面にめり込んでいく。だが、少しずつではあったがアレスの持つ両の剣は巨人の腕を押し返しつつあった。


　両の手にある剣を一いち瞥べつする。


　右手の剣はファノヴァール家に代々伝わりし剣。


　左手の剣はクラウディア王女より授さずかりし剣。


　父や曾そう祖そ父ふ、そしてクラウディアから力を借りた自分がこんなことで負けるわけにはいかない。


「負けるわけには……いかないんだ！」


　全力を込め、交差させた剣を左に振るう。アレスに叩きつけられるはずだった巨人の腕は、受け流されたようにアレスの左側の地面に激げき突とつした。大地が揺ゆれ、土つち埃ぼこりが舞まい上がり、そして味方から歓声が上がる。


　──やれる！


　リーエンノールの言った通りだった。自分とミーアの力が合わされば、あの巨人とも戦えるのだ。


　自分を取り戻もどしたアレスは、恐れを忘ぼう却きやくして攻こう勢せいに出た。受け流され、地面に衝しよう突とつした巨人の腕に、ひらりと飛び乗ったのである。重い甲かつ冑ちゆうを失ったことが今は幸いしていた。


　そのまま腕を駆かけ上がる。足場は悪く、一歩足を踏み間ま違ちがえれば奈な落らくへ真っ逆さかさまだ。しかし今のアレスにはミーアがいる。たとえ落下するようなことがあっても、必ずミーアが助けてくれるだろう。


　その確信があったからこそ、アレスは恐れを抱かずに済んだ。迷まよいのない動作で一気に巨人の腕を上りつめ、肩かたに到とう達たつする。すかさず右の剣を逆手に構えると、一息に突つき立てた。


　巨人の悲鳴のごとき咆ほう哮こうが響ひびき渡わたった。


　それはまさに人知を超こえた戦いだった。


　山のような巨人にたった一人の騎き士しが戦いを挑み、しかも対等に戦っているのだ。


　赤いマントを翻ひるがえし、腕から肩へ、肩から腹へと飛び回りながら巨体を切りつけ、巨大な腕をかいくぐり、巨大な拳こぶしを正面から受け止めるたった一人の騎士。


　アレスは気付く余よ裕ゆうもなかったが、その神話のような戦いぶりに、戦場のほとんどの将兵が戦うことすらやめて見入っていたほどだった。そして、敵味方を問わず、彼らは思いを新たにせざるを得なかった。人とはこれほどに強い存在だったのかと。


　やがてベールセール軍の中央の軍勢──巨人を前に後退することしかできずにいた将兵たちは、一様に歓声を上げ始めた。王国が誇ほこりしファノヴァールの騎士、赤せき神しんオディウスの申し子よ、どうか巨人を打ち倒たおしたまえ──と。





　　　　　◆





　リーエンノールもまたアレスの戦いに見入っていた一人である。たった一人の人間が巨大な巨人を翻ほん弄ろうする様は、これまでに見てきたどのような戦せん闘とうよりも見ごたえがあった。


「つくづく、人の世とは見み飽あきないものだ」


　それにしてもアレス以上に恐ろしいのは巨人を操る術者である。その動きには未いまだ陰かげりが見えない。一体どれほどの精神力があれば、あんな巨人をこれほど長時間にわたって操ることができるのか。


　アレスは確かに奮ふん闘とうしている。だが、それもいつまで保もつか分からない。彼が行っているのは、文字通り一歩間違えただけで即そく死しに繫つながる戦いなのだから。


　ただ時間を稼かせぐだけでは足りない。今のうちに別の対処法を用意しておく必要があった。


「風の精せい霊れいよ、我が意に応じよ！　我が矢を導みちびけ！」


　リーエンノールは馬上で矢を番つがえると、巨人の頭部に向けて放った。風の精霊がその矢を導いていく。


　通常の矢よりもはるかに殺さつ傷しよう能力を備そなえたはずの矢はしかし、巨人の頭部に突き刺さることなく弾はじき飛ばされた。


　大地の精霊と風の精霊とがかち合い、より弱い風の精霊が押し負けた結果だ。風の精霊を使わず、ただ矢を放っただけならば突き刺さっていただろうが。


「どこか守りの薄うすいところでもあればいいのだが……」


　伝説に聞く竜りゆうとやらにも逆げき鱗りんという弱点があるという。ならばあの巨人に弱点の一つくらいあってもおかしくはない。リーエンノールは風の精霊を巨人のあちこちにぶつけ続けた。





　　　　　◆





　アレスと巨人の戦いは、なお苛か烈れつさを増していた。


　今や巨人もアレスを無視できない存在だと悟さとったらしい。前進を続けつつも、両りよう腕うでを振り回しアレスを押し潰そうとする。


「はぁっ、はぁっ！」


　アレスは一度地面に降り立ち、距きよ離りを取った。


　疲ひ労ろうが激しい。千の軍勢を敵に回しても疲れ一つ見せたことのないアレスであったが、一つ行動を間違えただけで即座に死に直結するような戦いが、アレスの肉体と精神をすり減らしていったためである。


　巨人の左腕が薙なぎ払はらわれた。


　アレスが取った行動は、衆しゆう目もくが一いつ致ちして驚おどろくものだった。体をひねりながら高く跳とび上がったのだ。その高さは一間（約一・八メートル）以上に達していただろう。


　そしてもっとも高い位置で巨人の薙ぎ払いを回かい避ひすると同時に、巨木のような腕に右の剣を突き刺したのである。


　突き刺さった剣から、アレスは決して手を離はなさなかった。アレスの体が巨人の腕と共に振り回される。


「くっ！」


　ものすごい風圧がアレスを襲う。それでも手は離さない。


　やがて薙ぎ払いの動作を終えた巨人の左腕の動きが止まると、すかさずアレスは剣を抜き体勢を整え、左腕を駆け上がっていく。


　巨人もそうはさせじと、右腕を振るい這はい上がってくる蟻ありのごときアレスを払い落とそうとする。


　狭せまい腕の上でその一いち撃げきはかわせないし、足場も悪く受け流すこともできない。


　アレスの判断は一瞬だった、躊ちゆう躇ちよなく、駆け上がってきた巨大な左腕の中ほどから飛ひ翔しようしたのだ。巨人の心臓部に向かって。


「これで、どうだあああああ！」


　勢いを利用して突き立てられた剣は、巨人の胸に深く突き刺さった。


　重力には逆らえず、そのままアレスの体は突き立てた剣とともにガリガリと落ちていく。傷口をさらに広げながら。痛みを堪こらえるような巨人の咆ほう哮こうが響き渡る。


　やがて剣を突き立てたまま巨人の腹部の辺あたりで落下の速度が緩むと、アレスは腹部を蹴けって剣を外はずし、宙を舞った。


　間かん髪はついれず、ミーアの使し役えきした風の精霊がアレスの体を包み、ゆっくりと落下させてくれる。


　再び地面に降り立ったアレスは、再び距離を取った。


「くそ、応こたえている様子がない……！」


　焦あせりを感じ始めていた。


　確かに巨人と対等に戦えてはいる。多少の打撃も与あたえたつもりだった。巨人も痛みに苦しんでいるという印象もあった。


　それでも、巨人の勢いは一向に弱まる気配がない。このまま前進を続けられれば、やはりベールセール軍の中央を突とつ破ぱされるのは時間の問題だろう。


「一度後退しろ、アレス！」


　リーエンノールの声が響いた。


　確かに、このまま戦いを続けても事態が打開できるとは思えない。アレスは愛オル馬トスを呼ぶと、その背に飛び乗った。


　すぐにミーアとリーエンノールが馬を寄せてくる。


「やるじゃない、アレス。あんなでっかいの相手によくあれだけ戦えるわ」


「いや、おまえの援えん護ごあってこそだ。しかし、未いまだ巨きよ人じんの動きは止まらん。リーエンノール、何か打開策はないのか!?」


　巨人はいよいよベールセール軍の中央に接近しつつある。そうなればどれほどアレス個人が巨人相手に善戦しようがベールセール軍の敗北は決定的なのだ。


「ああ、私も巨人に弱点でもないものかと探さがしていた。一つだけ分かったことがある」


「聞かせてくれ！　何が分かったんだ!?」


「弱点などないらしいということが分かった」


「何してたんだあんた！」「何してんのよあんた！」


　アレスとミーアが息を合わせて問い詰つめる。


「落ち着け二人とも。弱点のような都つ合ごうのいいものはないようだが、倒す術すべは多分ある。あいつの胸を見てみろ」


　このエルフをどこまで信用していいのか。かすかな不安を抱いだきつつ、アレスは巨人の胸部を見やった。


　胸から腹にかけて、先ほどアレスが切り裂さいた傷が残っている。その傷の部分から、まるで臓ぞう物もつが零こぼれ落ちるかのように石や砂が零れていた。


「見ろ。おまえが強い意志を持って巨人を斬きった結果、傷を受けた部分から大地の精霊の力が失うせ、体を維い持じできなくなっている。このまま攻こう撃げきを続ければいつか倒せるはずだ」


「いつかじゃ遅おそいんだ！　今すぐにでもあの巨人を止めないと、もう時間がないんだぞ！」


「となると手段は一つだな。あの土人形には竜の逆鱗のような都合のいい弱点はないようだが、人の形をしている以上、頭か心臓をやれば倒せるかもしれん。幸い、奴やつはすでに胸を裂かれている。心臓へ強い意志を込めた一撃をぶち込んでやれ。そうすればあの巨体を維持できなくなるかもしれん」


　推論ばかりでいささか頼たよりない助言ではあったが、どのみち他に手はなかった。


　それに、アレスが強い意志を持って斬り付けた部分から、血液のように土砂が零れ落ちているのも事実なのだ。さらに強力な打撃を心臓部に与えれば、確かに倒せそうな気もしてくる。


「……分かった、それなら手はある」


　アレスは馬首を返した。その途中で、地面に突き刺ささっていた槍やりを拾い上げる。


　そして巨人の真正面へ回り込むと、再び鞍くらから飛び降りる。


「…………」


　眼前の巨人は、相も変わらずゆっくりと前進を続けている。その前にたった一人でアレスは立ち塞ふさがった。しかも、その手にあるのは血に汚よごれた一本の槍のみ。


「ちょっと、待ちなさいよアレス！」


　いや、巨人の前に現れたのはアレス一人ではなかった。すぐそこにミーアが馬で駆けつける。


「まったく、なんであんたはすぐ一人で突っ走るのよ！　あたしがいなきゃあんたなんてとっくに死んでるのよ!?」


「それは済まなかったな」


　なんとなく苦笑する。


　これまでも、アレスは一人で戦場を駆かけることが多かった。ミーアには確かに命を救われたこともあり、背中を任まかせられる仲間として認める気にもなっていたが、一人で前に出てしまう習しゆう慣かんだけはなかなか忘れられないらしい。


「反省してるようには見えないわね……。まあいいわ、それでどうするつもり？」


「この槍で巨人の心臓を貫つらぬく。それだけだ」


「しょ、正気!?　そんな槍一本で!?」


「やれるはずだ。槍投げにだけは自信がある」


　真しん剣けんな目をして言うアレスに、ミーアも納なつ得とくせざるを得なかったようだ。


「……分かったわ。確かにあんたならやりかねないわね。精霊に対たい抗こうするには強気が一番だし。そういうことならあたしも手伝うわ」


　次にミーアが取った行動に、アレスは驚きよう愕がくすることとなる。


　ミーアは馬を飛び降りると、アレスの背中に抱きついたのである。


「な、何をする!?」


　動どう揺ようを隠かくせなかった。ミーアの体の柔やわらかさが直接伝わってくるのだ。今だけは甲かつ冑ちゆうを失ったことを後こう悔かいした。


「いいから！　こうするのが一番援護しやすいの！」


　アレスの抗こう議ぎに耳も貸さず、ミーアは一層強く体をアレスに押し付けた。暖かい体温が感じられ、どういうわけかアレスは「ミーアを女として扱あつかってくれ」などと頼たのみ込んできたルークの言葉が今更ながら思い起こされる。


「偉い大だいなる風シのル女フイ王ードと、そしてあたしの意志の下もと、命じる。風の精霊よ、ここに集つどいなさい！」


　二人の周囲に風が集まりだした。


「こ、これは……」


「説明はいらないでしょ。あんたの槍と一いつ緒しよに、あたしの操る風もぶつける。これが一番有効のはずよ」


「……ああ、そうだな」


　身近に感じられる少女の体温が気になってしょうがないという欠点はあったが、精霊に対抗するには別の精霊の力をぶつけるのがもっとも有効なのだ。そこにアレス自身の強い意志を込めれば、さらに効果的な一撃が生まれるだろう。


「まだまだ、もっといくわよ、アレス」


　ミーアは目を閉じた。


　アレスを中心につむじ風が起こる。周囲から風の精霊が集まってきているのがアレスにもよく分かった。


「よし、やるぞ」


　迫せまりくる巨きよ人じんを真正面に見み据すえ、アレスは槍を構えた。そして強く意志を持つ。この槍に貫けないものなどないと。巨人など恐おそれるに足らずと。





　大気が震ふるえていた。





　本来なら、風の精霊を呼び集めただけで大気が震えるようなことはない。それは二人の元に集まった風の精霊と、巨人からあふれ出る大地の精霊とが干かん渉しようしあった結果である。


　このとき、ミレスデン軍とベールセール軍双そう方ほうの攻撃の手が一いつ瞬しゆん止まった。


　誰だれもが体験したことのない異様な雰ふん囲い気きに呑のまれかけていたためである。


　そして、この平原に集うすべての将兵たちは気付いた。


　巨人と二人の英えい雄ゆうの間で、何かが起ころうとしていることに。





　　　　　◆





　ジェレイドもまた、アレスとミーアが何かとんでもないことをしようとしていることに気付いていた。


　そして、心底安あん堵どしていた。


「よかった。これであちらはどうにかなりそうですね」


　……ジェレイドが北の侵しん略りやくという外患を誘ゆう致ちするために行った策は三つある。


　最初の一つは、近い将来ベールセールが北に離り間かんの策を仕し掛かけるであろうことを予言し、北はそれを逆用してベールセールに攻せめ込むべきと進言したことだ。


　二つ目はミレスデンに対して解放軍が味方すると提案したことであり、三つ目はディレニアに対して国境城じよう砦さいダルムの弱点を教えたことである。


　実のところ、仕掛ける策は一つだけのつもりだった。北が攻めてくれば、王国軍とジェレイドたちの間に和平の機会が生じるのは事実だったが、それはあまりにも危険過ぎる。北との戦争で自分たちが勝てるという保証はなかったし、戦乱に巻き込まれて死んでいくであろう人々の数は想像を絶するからだ。


　だが、どうしても北の侵略を呼び込まなければならない理由がジェレイドにはあった。いや、できてしまったのだ。


　アレスである。いつだったか、アレスの師を介かい在ざいしてアレスと交こう渉しようの場を得たとき、ジェレイドは確信したのだ。


　あのような騎き士しがいる限り、自分たちは王国軍に勝てないと。アレスが存在する限り、いつ自分の首が斬り飛ばされてもおかしくないと。


　そしてそのとき、ジェレイドは同時にもう一つの確信を抱いた。アレスとミーア。この二人がいる限りは、北の侵略があろうと決してこの国が負けることはないと。


　その確信があったがゆえに、第二第三の策略を実行に移し、ジェレイドは北の侵略という外患を誘致したのである。


　そして、その二人が今、力を合わせて北に立ち向かおうとしているのだ。


「行きなさい、アレス、ミーア」


　ジェレイドは確信していた。あの二人に敵かなう敵などいないということを。





　　　　　◆





「いっけえええええええええええええ！」


　ついにアレスは槍を投じた。


　無数の風の精霊の加か護ごを受けて投じられた槍は、比ひ喩ゆではなくうなりを上げて飛ひ翔しようした。そして、稲いな妻ずまのごとく巨人の心臓部に突つき刺さったのである。





　大地を揺ゆるがすような巨人の悲鳴が響ひびき渡わたった。





　巨人が胸に突き刺さった槍を抜ぬこうと手を動かす。


　しかし、できなかった。手の動きは時と共に緩かん慢まんになっていき、ついにはまるで糸の切れた操あやつり人形のように動きを止めたのである。


　崩ほう壊かいが始まっていた。


　手や足の先から順々に、体を構成している岩や土がぼろぼろと崩くずれだしたのである。


　やがてついに自重を支ささえきれなくなったのだろうか、一気に全身が崩れていく。


「や……やったわ！　やったのよ！」


　ミーアに続き、ベールセール軍全将兵が一いつ斉せいに歓かん声せいを上げた。





　　　　　◆





　祖国の守り神が崩れ落ちていく光景を、ライオネル大だい元げん帥すいは石せつ膏こうのように硬かたい表情で見つめていた。


「……これまでだな」


　信じられない思いだった。まさか祖国の守り神であった巨人が、人の手で倒たおされることになるなどと。いやそもそも、あの巨人が倒れるということすら想像できなかった。


　しかし、目の前で起こった現実から目を背そむけることは、一軍の将として許されなかった。ミレスデン軍は巨人を失った。それは残念ながら明確な事実であり、ライオネル大元帥は巨人を失ったという状じよう況きように基もとづいて新たな戦略を立てなければならなかった。


　すなわち──


「全軍に退たい却きやく命令を出せ。逃にげるぞ」


　異を唱となえようとする者はいなかった。最大の味方であったはずの巨人を失ったことでミレスデン軍の士気は崩壊したといっていい。反対に、ベールセール軍の士気は天を覆おおうかのごとく旺おう盛せいになっているはずだ。


　もはや戦いを継けい続ぞくする意味は微み塵じんもなかった。士気を失った今、勝機は限りなく小さくなっていたし、あるいは奇き蹟せきの一つも起こってこの戦いくさに勝てたとしても、城じよう塞さい都市オルガスタを陥かん落らくさせる手はない。


　ましてミレスデン軍は守りの切り札ふだを失ったのだ。これまでがそうだったように、いつか新たな姫ひめ巫み女こが生まれるかもしれないが、それがいつになるかは分からないし、そもそも巨人となった姫巫女が倒されたという前例もないのだ。ひょっとしたら、二度とミレスデンに巨人が現れることはないのかもしれない。


　そうなると、余計な野心に駆かられる国も現れるだろう。こうなった以上、少しでも多く兵力を温存し、一刻も早く祖国に帰還して守りを固めなければならない。


「思えば──」


　ライオネルは、悔くいるように呟いた。


「国を守るために授さずけられた力を、他国の侵略に使った時点で、我らの敗北は決まっていたのかもしれぬな」


　それでも、多くの国民を餓が死しの恐きよう怖ふから救うにはこうするしかなかったのだ。後こう悔かいだけはしたくないし、できなかった。


　唯ゆい一いつ、心残りがあるとすれば。


　国のために身を捧ささげた少女を、故こ郷きようへ連れ帰ってやることができそうにないということだろう。今は一刻も早く退却しなければ、ベールセール軍の追つい撃げきを受けることになるからだ。


　もっとも──巨人が倒されたという記録は過去になく、巨人となったまま倒れた少女がどうなったのかは分からない。巨人が崩れ去った時点で恐らく生きてはいないだろうが、死体を回収しても何の益えきもないし、そもそも死体が残っているかも分からない。


　過去の姫巫女たちがそうであったように。





　　　　　◆





「あれは……」


　全軍が勝利に沸わき返る中。


　崩れ落ちていく巨人の中に、アレスは自分の目を疑うようなものを見つけ、思わず駆かけ出していた。


「まさか、そんな！」


　崩壊を続ける巨人の残ざん骸がいの中へ駆け込む。


　アレスがそこで見つけたものは──腹部を槍やりで貫つらぬかれた、少女の姿だった。見覚えがある。ミレスデン軍に夜や襲しゆうを仕掛けたときに出会ったあのどこか神秘的な少女だ。


　半なかば土ど砂しやに埋うもれかけたその小さな体を抱だき上げる。


「なぜだ!?　なぜ君がここに……」


　問いかけつつも、アレスも内心では理解していた。


　ミレスデン軍陣じん地ちにおいて、やたらと厚い警備に守られていたどこか神秘的な雰ふん囲い気きを持つ少女が、巨人の中にいたのだ。理由は一つしか思い浮うかばない。つまり、天てん幕まくの中にいる者こそが狙うべき敵であるというパンドラの助言は、やはり誤あやまりではなかったということだ。


「あなたももうお気づきのはずです。あの巨人は、わたしが操っていたということを……」


　少女は時折口から血を零こぼしながらもアレスの疑問に答えた。


　少女が死に瀕ひんしていることが、武人であるアレスにはすぐに分かった。今から白しろ魔ま術じゆつ師しの元へ運ぼうとしても到とう底てい間に合わないだろう。


「…………」


　言葉が出なかった。他に方法がなかったとはいえ、自分の手でこんな年とし端はもいかぬ少女を死に追いやろうとしているという事実が、騎き士し道どうを歩んできたアレスを苛さいなんでいたのだ。
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　そんなアレスの心情を見み抜ぬいたかのように、少女は言った。


「あなたが……気に病やむ必要はありません。これは勝利を収おさめた側が正義となる戦いだったのです。あなたはあなたの正義を示したという、ただそれだけの話ではありませんか」


「……それで君は納得できるのか。この戦いで君の母国はさらなる苦境に立たされるかもしれないというのに……」


「ですが、我わが国が勝利していれば、あなたの国こそが苦境に立たされていたでしょう」


「……勝利を収めた側が正義となる、か」


　少女の顔から、いよいよ生気が抜けていくのが分かった。血色は悪くなり、目から放たれる光が小さくなっていく。


　いよいよ死を迎むかえようとしているのだ。


「あなたに……お願いできるような立場にないことは承知しています。ですが、どうか約束してください。あなたはあなたの正義にこれからも忠実であり続けると。わたしと共に死に逝ゆく多くの兵士たちの死が無む駄だではなかったと、お示しください」


「……分かった。約束しよう。私は私の正義を体現すると。そして、そのことが将来あなたの母国のためにもなると信じよう」


「それだけ聞ければ……充じゆう分ぶんです……」


　少女は目を天に向けた。


「緑りよく神しんアトラスさま……。どうかあなたの僕しもべの最後の願いをお聞き届けください。わたしの肉体と引き換かえに、偉い大だいなるこの力を次代の者へ……」


　驚おどろくべきことが起こった。


　少女の体が光を放ち始めたのだ。目の前に突とつ然ぜん生まれた大きな光に、アレスは思わず目を瞑つぶった。


　腕うでに抱かかえていたはずの少女の重さが、だんだんと軽くなっていった。


　そして再び目を開けたときには、腕の中にいたはずの少女の体は消えていたのである。


「緑神の元へ行ったというのか……？」


　あれほどの白魔術を使ってみせた少女のことだ、それぐらいの奇蹟が起こっても不思議ではない。それに、いかなる経いき緯さつがあったにせよ、年とし端はもいかぬ少女が命を散らすところなど見たくはない。せめてその魂は、緑神の元で安らかに時を過ごして欲しいものだった。


「アレス……？」


　後ろから気き遣づかわしげなミーアの声がかけられた。


「ねえ。今何があったの？」


「……さあな。いずれにせよ、我らが気にしても仕方のないことなのだろう」


　勝った方が正義となる戦い。その言葉が何度も思い浮かぶ。他に道はなかったのだろうかと自問を続けるが、答えは出なかった。


　アレスは歩を進めた。今は迷まよっている場合ではない。もう一つ仕事が残っている。


　ミレスデン軍はどうやらもう攻こう勢せいに出るつもりはないようだが、その兵力は未だ健在である。最後の戦意を打ち砕くだかねばならなかった。それは同時にベールセール軍の士気を上げ、来きたるべきディレニア軍との戦いを有利に運ぶことにも繫つながるはずなのだ。


　小さな山となった巨きよ人じんの残骸の頂上に、一人立つ。


「ミーア。おまえの力を借りたい」


　説明は要いらなかった。ミーアはすぐにアレスのしようとしていることを悟さとった。


「分かった。風の精せい霊れいを呼び寄せるわ」


　アレスは剣けんを天に突き上げ、そして叫さけんだ。風の精霊を借り、エブラム平原の全域に伝わるような大きな声で。





「巨人は倒れた！　我が軍の……勝利だ!!」





　この瞬しゆん間かん、ベールセール軍から沸き上がる歓声は最さい高こう潮ちように達し、対照的にミレスデン軍は完全に戦意を失い、退却の途とにつくこととなる。


　そして。


　王国の護まもり手、ファノヴァールの騎き士し、赤の悪あく魔ま憑つき、ただ一人からなる無敵の軍勢。いくつもの異い称しようを持つアレスに、この瞬間新たな二つ名が加わることとなる。


　すなわち──〝巨人殺し〟である。





　　　　　◆





　後こう世せいの戦史家は言った。


　もしこの戦いで、ミレスデン軍が巨人と歩兵とを上う手まく連れん携けいさせ、運用することができていたならば、勝っていたのはミレスデンの側であったろうと。たとえば巨人のすぐ後方に兵を続かせ援えん護ごすることができていれば、〈赤の悪魔憑き〉も巨人に近づくことすらできなかっただろう。そして巨人にベールセール軍中央の前線を打ち崩くずさせ、そのまま兵を投入することができていれば、勝利は確実だったはずだ──と。


　しかし巨人の存在は、ミレスデン軍内部でさえ厳げん重じゆうに秘ひ匿とくされていた。それに巨人の召しよう喚かんは姫巫女に多大な負ふ担たんを強しいることになり、軽々しく呼び出すことはできない。巨人との連携訓練などできるわけがなく、さらにミレスデン軍の兵士たちは味方であるはずの巨人に恐おそれすら抱いだいており、共に戦うことなど不可能だったのである。
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　アレスが呼び込んだといっても過言ではない勝利に、ジェレイド率ひきいるボルネリア軍も歓かん声せいを上げていた。


　誰だれかが命じたわけでもない。アレスによって多くの仲間を殺された兵士たちが、今やそのアレスの武勇を称たたえているのだ。


「あんなものを見せ付けられては無理もありませんか」


　ジェレイドは一人呟つぶやいた。


　いかなる重厚な戦列もものともしない山のような巨きよ人じん。それをたった一人で倒たおしたアレス。実際には〈風の戦いくさ乙おと女め〉やリーエンノールの援えん護ごもあったはずなのだが、遠目から見ているとやはりアレス一人の功こう績せきのようにも見える。そもそも武器を持って戦う兵士たちは、同じく武器を持って戦うアレスにこそ共感しやすいのだ。


　なにはともあれ、これでいよいよアレスの名声は高まるだろう。いよいよ敵に回せない相手となったのだ。


「ま、今はこれでいいとしますか」


　ジェレイド自身の目的は充じゆう分ぶんに達せたのだ。


　予想通りベールセール軍は勝利し、その軍勢の一いち翼よくを担になっていた新生ボルネリア軍も充分に善戦してみせたのだ。これでボルネリア軍の立場は間ま違ちがいなく強化される。事じ態たいは着々とジェレイドの目もく論ろ見み通り進んでいるのだ。


　にもかかわらず、ジェレイドの表情はまったく喜んでいなかった。むしろその顔には苦く悶もんの色さえ見て取れた。


　腹部の痛みにずっと苛さいなまれていたためである。普ふ段だんなら自軍が勝利すると同時にマシになっていた痛みであるが、今日ばかりは引く様子がない。


　原因は分かっている。戦場のどこにでも転ころがっている薄うす汚よごれた死体のせいだ。彼らが死んだ原因の何割かを、ジェレイドは確実に担っている。その事実がジェレイドを苛んでいた。


　──僕ぼくは、自分に酔よっているのではないだろうか。


　最近、よくそう思う。


　ジェレイドは北の侵しん略りやくという外がい患かんを誘ゆう致ちした。その結果無数の人々が死んだ。もっとも、それもすべて十年後を見み据すえての行動であるし、もし代だい償しようとして自分の命でも要求されれば喜んで差し出すつもりだ。


　しかし、ジェレイドの冷れい徹てつな脳はもう一つ別の未来をも導みちびき出していた。たとえば将来自分の首を差し出すよう要求されたとして、すんなりその通りになることがあるだろうか。いや、恐おそらくそうはならない。部下たちが──ミーアやマシューはもちろん、ボルネリア領の農民たちが必ず阻そ止ししようと決起するに違いないからだ。自うぬ惚ぼれではないかという思いも確かにあるのだが、状じよう況きようを客観的に見れば必ずそうなる。つまり、自分は死ぬ死ぬと口にしておきながら、内心では生き残る可能性をも立てているのだ。他人を犠ぎ牲せいにしながら。こんな卑ひ怯きような話はない。


　何より、失われた命は戻もどってはこない。十年後、本当に貴族の持つ権力が弱まり、農民たちに太たい平へいの世が訪おとずれたとしても、この戦乱に巻き込まれて死んだ人々からすれば関係のないことだ。彼らはさぞ冥めい府ふで自分のことを恨うらんでいるだろう。


　胃の辺あたりがキリキリと痛むのを感じる。正直なところよく今日一日保もったものだと思う。自分の体のことながら、いつ口から赤い血をぶちまけることになったとしても驚おどろかないだろう。


「……ま、どうせ後には退ひけないですし」


　自分はもっと悪人になるべきなのだろうかと思った。そうすれば、少なくともこの腹の痛みと罪ざい悪あく感からだけは解放されるような気がする。もっと悪あく辣らつな策をめぐらし、自分たちの敵と敵とを戦わせ、漁ぎよ夫ふの利を得るのだ。たとえどれほど多くの人が犠牲になろうと、必要なことだと切り捨すてながら。





　　　　　◆





　勝利の立たて役やく者しやとなったアレスを、ミーアは誰だれよりも近いところから見上げていた。


「本当に、信じられないわね」


　北の侵略が始まって以来のアレスの活かつ躍やくを思い出す。何百、何千という傭よう兵へいを敵に回して生き残り、万の軍勢の足を止め、そして今度は山のような巨人を倒してみせた。いずれの戦いでもミーアの助力があったことは確かなのだが、アレスあってこその勝利であることは間違いない。


　付け加えるとすれば──残念ながらというべきなのだろうか、アレスはいい男だった。まず、誰にも負けないほど強い。それだけでも女として惹ひかれるには充分な理由だったし、なおその上に一いち途ずだ。人々を救うためなら自身を犠牲にすることさえも微み塵じんも躊ため躇らわない。それでいて女には常つねに誠実であろうとしている。


　ミーアは〈風の戦乙女〉という作られた英えい雄ゆうとして、常に人々の先頭に立ってきた。


　そのミーアにとって、アレスと一いつ緒しよに行った戦いは初めてのことばかりだった。人の後ろに従って戦うことのなんと楽なことか。前を見れば、常にそこには敵を圧あつ倒とうし続けるアレスがいた。その背中がどれほど頼たのもしく見えたことか。


「まずいわね」


　ミーアはある感情を自覚せずにはいられなかった。自分はアレスに惹かれ始めていると。


　いや、あの奇き蹟せきのような戦いぶりを見せられれば仕方ないと思う。この平原に響ひびき渡わたる歓声がそれを示している。あの男には、男女を問わず人を惹きつける魅み力りよくがある。いや、男ならばまだいいが、これが女となると厄やつ介かいだ。


　なんというか──自分のものにしたくなってくるのだ。


　しかし、そうなるとある一点悔くやしいことがある。どうもアレスの方は自分に惹かれているような印象がないということだ。


　別に自分が男の目を惹いてやまない美人だと自惚れるつもりはまったくない。しかし、自分がアレスに惹かれているというのにアレスが自分に惹かれている様子がないというのは、なんとなく癪しやくに障さわった。なにより不公平ではないか。


「あ、そっか。王女さまがいるからか」


　今いま更さらのように思い出す。アレスが忠ちゆう誠せいを誓ちかっているという王女のことを。二人ともいい歳としなのだ。両者の間にあるのが主従としての感情だけだとは到とう底てい思えない。


　しかし、今この場にはあの王女はおらず、未いまだディレニア軍との戦いを残しているアレスと出会うことは当分ないだろう。逆にミーアは、今しばらくアレスと時を共にする機会が残っている。


「少しぐらい、からかってみようかしら」


　ミーアの顔に、不ふ敵てきな笑みが浮うかんだ。





　　　　　◆





　このときアレスの勝利を見つめていたのは、人だけではない。


　エブラム平原のはるか上空では、少女の格好をした精せい霊れいが戦場を見下ろしていた。その顔に、喜き怒ど哀あい楽らくのいずれも該がい当とうしないような複雑な表情を貼はり付けて。


《これで、よろしいのですね》


　それは遥はるか高みにいる主あるじへの問いかけであった。


　間もなく、パンドラにのみ通じる伝達の方法で『是ぜ』との答え──いや、意志が返ってくる。


　巨人との戦いは、アレスが死んでもおかしくないものだった。そして死ぬ可能性があった以上、本来なら助言を与あたえるべき義務がある。


　だが、パンドラは助言を与えなかった。黄たそ昏がれの主の命令であったとはいえ、それは精霊の禁きん忌き、契けい約やく違い反はんに等しい。


　そしてパンドラは知っていた。黄昏の主の目的を。間もなくこの国を襲おそうであろう、最大の動乱を。


《事の次し第だいを知ったとき、果たしてあの朴ぼく念ねん仁じんの契約者はどんな行動に出るのであろうな》


　その独ひとり言を耳にできたものは、もちろん誰一人としていなかった。





　　　　　◆





　沸わき返るベールセール軍であったが、全員が全員戦勝の喜びに浸ひたっていたわけではない。


　その例外の一人が、若き将軍フィリップであった。


「なんだ……!?　なんなのだこれは……！」


　自軍が勝利したのだ。この場合、もっともその名を称えられるのは将軍たるフィリップでなければならないのだ。


　にもかかわらず、勝利に酔った兵士たちが称えている名は、将軍のそれではない。危険を顧かえりみず前線へ出てきたハインツ王おう太たい子しであり、そしてアレスだ。


　それに、結果論ではあるがミレスデン軍はあんな巨人というふざけた奥の手を持っていた。もしフィリップの当初の計画通り、オルガスタの街に籠ろう城じようしていれば、簡単に城じよう壁へきを破られ、なだれを打って攻せめ込んでくるであろう敵軍に街は一気に制圧されていただろう。


　ハインツ王太子が野戦を挑いどむという提案をしたからこそその状況は回かい避ひされたのであり、そしてハインツがアレスを前線に出すことを許可したからこそ王国軍は勝利したのだ。


　それは結果論だ。あくまで結果論に過ぎないが、それでも人々はハインツ王太子の先見の明をこそ称えようとするだろう。


　かつて、腹心ギルマードは言った。王太子という旗頭がベールセール軍にある限り、すべての功績は王太子のものとなるだろうと。


　その最悪の事態が現実になりつつあることを、認めざるを得なかった。


「なんとかしなければ。何か手を打たなければ……！」


　今までに苦労して築いてきたものが、すべて失われかねない。フィリップの心を、焦しよう慮りよと黒い陰いん謀ぼうとが侵しん食しよくしつつあった。





　　　　　２





　こうしてベールセール軍は、人々の心に様々な影えい響きようを与えつつも、初戦を勝利で飾かざった。


　敗退したミレスデン軍ではあったが、その戦力は未だ二万を数えた。敵が退たい却きやくを始めれば追つい撃げきして打撃を与えるのが兵法の基本ではあるが、ミレスデン軍は充じゆう分ぶんな兵力があったために殿しんがりの備そなえも充分であり、それゆえにベールセール軍は手出しできなかった。


　そもそも、ベールセール軍も未だ強大な敵との決戦を控ひかえており、戦力を温存しなければならなかった。


　その敵の名を、ディレニア王国軍という。


　彼らは侵略の速さを重視したミレスデン軍と異ことなり、国境のダルム城じよう砦さいを陥かん落らくさせ、強固な拠きよ点てんを得て着実な進軍を行っている。彼らを国外に追い払はらうには、多大な犠牲が必要となるであろうことが予想されていた。


　ベールセール王国暦れき八三年が終わるまであと四ヶ月。


　しかし、この国を襲う争乱は、まだこれからが本番であった。







つづく















あとがき







　九月ってまだ夏ですよね？


　なんか夏というと六月から八月までというイメージがありますが、最近は温暖化温暖化と騒がれているせいか九月だというのに夏のような暑さが続き、とても秋という感じはしません。その上、秋の到来を感じさせる「秋分の日」は九月二十三日とされておりますし、九月はもう夏でいいんじゃないかと思うわけです。


　さて、そこで本題です。


　六巻のあとがきで筆者は「七巻は七月ごろに発売」などと書いてしまいましたが、この本が出たのは九月十九日でした。しかし「七月発売」というのは「夏発売」というのと似たようなもんだし、となると九月二十日発売も「夏発売」の範はん疇ちゆうにはいるわけですから、まあこれはきっとギリギリセーフになるに違いないと思うんです。





　……などという言い訳を、ちょうど一年前にも書いた記憶があります。





　はい、すいません。また前巻よりだいぶ時間が空いてしまいました。もはやお詫わびの言葉も浮かびません……。


　別にドラクエやモンハンにハマってたせいではありません。いや、本当です。もちろん、両作品ともプレイしてないわけではないんですが。


　その証拠に、次の第八巻はなんとびっくりたった二ヵ月後の十一月に出る予定なのです。本当に間に合うんでしょうかこれ。なんかちょうど一年前にも同じようなスケジュールをやってた気もするんですが。


　ただ、「今年の火風は三冊出す」という計画は実は当初からあったりしたので、もし十一月に出ずとも十二月には必ず出ると思います。いや、必ずなんて言葉を使うと後が怖いというのを最近ようやく学んだのですが、多分、きっと大丈夫……のはずです。ご期待ください。





　ちなみに八巻の内容ですが。


　お待たせしました。まずこの間までドラゴンマガジン誌に連載されていた、ジェレイド編第二部の物語が掲載される予定です。つまり、本シリーズ第三巻に掲載されていたお話の続きですね。わずか数百の兵で反乱の狼のろ煙しを上げたジェレイドは、どうやって強大な侯爵に立ち向かっていったのか？　そして〈風の戦乙女〉出生の秘密とは？


　他方、この七巻ではミレスデン軍との戦いが語られましたが、八巻ではもう一つの北の軍勢、ディレニア軍との決戦の時も来る……んじゃないかと思います。


　ただし、八巻の見所は多分一番最後に来ることになるでしょう。これはもうずっと前から考えていたことだったりするんですが、この火風シリーズは第八巻のラストから九巻にかけてが最大のターニングポイントとなる予定だったりします。


　そんな感じで、色々盛りだくさんの予定の第八巻、どうぞご期待ください。


　さて、そんな八巻なのですが、サブタイトルについてはどうしようかとずっと悩んでたりします。実のところ一つ先の第九巻と十巻についてはすでにサブタイトルまで決定してたりするのですが、八巻だけはまだ確定してなかったりします。


　というわけでとりあえず火の国、風の国物語第八巻『孤城落日（仮）』は二〇〇九年十一月二十日発売予定です。ご期待ください。


　それでは、近いうちにまたお会いできることを祈りつつ。







師しわ走すトオル


http://december.sblo.jp/













●　追つい伸しん１


　前述いたしましたが、ドラゴンマガジン誌にて連載していたジェレイド編第二部が予定通り無事完結いたしました。


　打ち切りにもならず最終回までしっかり書き上げられたのも、みなさまの応援のおかげに外なりません。この場をお借りして謹つつしんで御礼申し上げます。


　なお、非常にありがたいことに富士見書房さまからは「ぼちぼち人気だったからまだなんか続けていいよ」というお言葉を頂いております。


　というわけで恐らく十一月発売のドラゴンマガジン誌には、また新しい「火風」の物語が掲載されることになると思います。もしよろしければ、またご一読頂ければ幸いです。





●　追伸２


　本書と同じく富士見書房さまより出版されている『ダブルクロスリプレイ３ｒｄ　放課後のアルテミス』というテーブルトークＲＰＧのリプレイに出演させて頂きました。二ヶ月前の七月に第一巻が、それから十一月辺りに二巻が発売されると聞いております。


　こちらの方ももし、本屋等で見かけましたら、お手に取って頂ければ幸いです。











著者


師走トオル


●しわすとおる





締め切りがあと一月まで迫ったときの日課。


１，昼起きる。


２，ファミレス行って日替わりランチを注文しつつ仕事。


３，夕方帰宅。


４，ゲーム。飯食う。ネット。風呂。


５，仕事。明け方就寝。


三〇日これが続くと、わりと愉快な精神状態になれます。かゆい　うま








火ひの国くに、風かぜの国くに物もの語がたり７


緑姫憂愁





師し走わすトとオおルる
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